大 菩薩 峠 

農奴の 巻 


中 里 介 山 


近 江の 国、 草 律の 宿の 矢 倉の 辻の 前に、 一 ッの 「晒 

もの 

し 者」 が ある。 

そこに 一 個の 弾丸 黒子が 置かれて いる。 往来の 人 は、 

その 晒し者の 奇怪な グロテスク を 一目 見る と共に、 そ 

の 直ぐ 上に 立てられた 捨札を 一 読し ない わけに は ゆか 

ぬ。 その 捨 札に は 次の 如く 認められて あります。 

この 者、 農奴の 分際 を 以て 恣に てうさん を 企て 

ふらち 

たる 段 不埒に つき 三日の 間 晒し 置く 者 也。 

この 捨札を 前にして、 高手小手に いましめられて、 


晒されて いる 当の 主 は、 知る 人 は 知る、 宇治山 田の 来 

友で ありました。 

彼が、 この 数日 前、 長 浜の 夜 を 歩いた 時に、 思い も 

かけぬ 捕手と、 だんまりの 一場 を 演じた こと は、 前 冊 

(恐 山の 巻) の 終りのと ころに 見えて いる。 その 来 友が、 

もろ  ふびん 

今 は 脆く もこの 運命に 立 至って、 不憫 や、 この 東海道 

の 要衝の 晒し者と して 見参せ しめられ ている。 

彼 は 今や、 彼 相当の 観念と 度胸と を 以て、 一 語 を も 

語らないで、 我 をな ぶり 見る 人の 面 を 見返して いるか 

ら、 その後の 委細の 事情 はわから ないながら、 右の 簡 

単な 立札 だけ を 以て、 一 応 要領 を 得て 往く人 も、 帰る 


人 も ある。 ところが、 この 捨 札の 意味が 簡 にして 要 を 

得て いるよう で、 実は 漠 として 摑ま えど ころがな いの 

です。 

そもそも、 「この 者、 農奴の 分際」 と ある 農奴の 二字 

が、 わかった ようで、 よく わからな いのであります。 

事実、 日本に は 農民 は あるが、 農奴と いう もの はない。 

内容に 於て、 史実な り 現実な り をた だして みれば、 そ 

れは 有り 過ぎる ほど あるか も 知れない が、 族籍の 上に 

農奴と して 計上され たもの は、 西洋に はい ざ 知らず、 

日本に は 無い はずであります。 だが、 往来の 人 は、 別 

とが 

段 この 農奴の 文字に は 咎め立て をし ないで、 


「はは あ、 ちょうさん 者 だな」 

「なるほど、 ちょうさんで げすな」 

「ちょうさん おます さかい」 

「ふ、 ふ、 ふ、 ちょうさん 者め が …… 」 

などと 言い捨てて 通る ものが 多い。 それによ つて 見て 

も、 農奴の 文字よ リは、 ちょうさんの 文字が 四民の 認 

識に なじみが 深いら しい。 

ちょうさん といえば、 すでに、 はは あ、 と 何人も 即 

座に 納得が 行く ようになつ ている。 その 一面に は、 農 

奴 は 農奴で それでも よろしい、 ちょうさんに 至って は、 

ゆる 

赦 すべから ざる もの、 赦 さるべからざる もの、 ちょう 


さんの 罪なる こと は、 まさに この 刑罰 を受 くるに 価す 

ベく して、 免るべからざる 適法の 運命で も あるかの 如 

く、 先入 的に 通行人の 頭 を 不承せ しめて、 是非な し、 

是非な しと、 あきらめ しむる に 充分なる 理由が ある も 

のと 解せられ ている らしい。 

然 らばち ようさんと は 可ぞ。 

二 

ちょうさん は 即ち 「逃散」 であります。 現代的に 読 

めば 「とうさん」 と 読む ことが 普通で ある。 「逃」 をち よ 


うと 読む ことと、 とう」 と 読む こと だけの 相違な ので 

す。 これ を 訓読 すれば、 「逃げ 散る」 というの ほか はな 

ヽ o 

さら もの 

そこで、 農奴なる 分際の この 晒し者 は、 「逃散」 の 罪 

によって、 ここに この 刑に 処 せられて いると いう 観念 

は 明瞭に なり ましたが、 それ はた だ、 捨 札に 表われて 

いる 文字 だけの 意味の ことであって、 これ を 本人の 方 

ょリ 言えば、 宇治山 田の 来 友が、 ここで、 どうして 「農 

ちと 

奴」 という 身分 証明の 下に、 更に 「逃散」 という 罪名 

うきめ 

を 以て、 今日 この 憂目 を 見なければ ならない 事態に 立 

至った のか、 その 観念に 至って は、 明瞭なる が 如くし 


いま  はな は 

て、 未だ 甚だ 明瞭 を 欠く のであります。 

来 友が、 賤民 階級に 生れ 出で たという こと は、 本人 

自身 も 隠す こと はしない。 しかしながら 農奴と いう 身 

分 を 自称した こと もなければ、 未だ 嘗て 他称 せられた 

こと もありません。 やはり 来 友 とても、 農業の こと を 

働かせれば 働きます。 伊勢の 拝 田 村で は、 宇治橋の 河 

原へ 稼ぎに 出る 間 は、 自宅で 相当の 百姓 仕事 を やって 

いたのです。 現に 胆吹 山の 王国で は、 お 銀 様の 支配の 

下に、 ついこの 間まで、 極めて 僅少の 時間で はあり ま 

した けれども、 鍬 をと つて、 あらく 切りな ど を 試みて 

いたくら いです から、 やって やれない こと はない ので 


すけれ ども、 特に 農奴と いう 戸籍に 数えられて いたわ 

けで はない。 

それから また、 「逃散」 の 罪 は、 盗みの 罪で はない。 

殺しの 罪で もない。 大抵の 場合に 於て は、 逃げる とか、 

走る とかいう こと は、 本 罪ではなくて、 いわば 副 罪と 

いう ことにな つてい る。 すなわち、 殺し をし、 盗み を 

した ことな どのた めに、 現地に 安住が 為し 難くな つて、 

それから 他領 他国へ II 或いは 天涯 地 角へ 逃げ走る I 

I という ことが 順序に なって いる。 他領 他国へ 逃げ走 

らんが ために、 殺し をし、 盗み を するとい うこと はな 

いのです。 はたまた、 殺しで もな く、 盗みで もな く、 


人の 大切の 妻女と 合意の 上で 逃げる という 事態に 於て 

すらが、 その 目的 は 逃げる ことが 本意で はなく、 現 住 

地で は 越 ゆるに 越えられぬ 人為の いばらが あれば こそ、 

彼等 は 手に 手 を 取って 逃げる ので ある。 

もし 罰する とすれば、 やはり 殺しに 於け る、 盗みに 

於け ると 同じように、 私通で ぁリ、 姦通で あり、 その 

ことに 罰せら るべ くして、 逃散 そのこと に 罪が あるべ 

き はずがない のです。 

^ るに、 この 場の 晒し者 は、 これらの いずれもの 罪 

科に 適合せ ずして、 ひとり 「逃散」 が 罪に なって いる。 

「逃げ走る」 こと、 或いは 逃げ走つ たこと だけが 罪と 


なって いる。 観念が 甚だ 明瞭なる が 如くして、 不明 

瞭 なる もので はない か。 

にも拘らず、 通る ほどの 人 は、 いずれも それに 黙 会 

を 与えて 過ぎ去る。 

「ちょう さんか  」 

「ちょうさんで はやむ を 得ない」 

「ちょうさん では、 どない にもな らん さかい」 

ひ つ きょう 

畢竟ず るに 農奴なる が 故に 「逃散」 が 罪になる とい 

うこと は、 当時の 常識に 於て、 ほぼ 納得せられ ている 

らしい。 

然 らば、 農奴なる 者に 限って は、 殺し もせず、 盗み 


もせず、 私通 も 姦通 も 行わず して、 いわば、 なんらの 

罪と いうべき ものが なくして、 ただ 単に 「逃げ走る」 

という こと だけが 罪になる のか。 

事実 は、 まさに その 通りな ので ある。 罪が あっても 

なくても、 逃げる という ことが いけない、 逃げる とい 

うこと が 罪になる。 

いぶき  かみ ひらや かた 

胆 吹の 上 平 館 の 新館の 庭の 木立で、 二人の 浪人 者が、 

木蔭に 立 迷いながら、 語音 は 極めて 平常に 会話 を 交わ 


している —— 

「あり や、 身内の ものな のです、 土地つ 子で はあり ま 

せん、 ですから この 土地へ 来て 農奴 呼ばわり をされ る 

籍 もなければ、 ちょうさんの 罪 を 着せられる 因縁が 全 

くないの です」 

と 言って いるの は、 ほかならぬ 元の 不 破の 関の 関守 氏、 

今やお 銀 様の 胆吹 王国の 総理です。 それ を 相手に 受け 

こたえて 言う 一 人の 浪人 者、 

「そうでしょう、 数日 前、 拙者の 寓居 を 訪れてから 間 

もない 出来事な のです、 あの 者が この 土地の 者で ない 

こと は、 拙者 もよ く 存じて おりました、 然るに この 土 


地の 農 者と して、 あの 男 一人が ちょうさんの 罪 をき た 

と いう 所以に 至 つ て は …… 」 

と 言った の は、 過ぐ る 日、 琵琶の 湖畔で、 釣 を 試みて 

いた 青嵐 居士 その 人であります。 この 二人の 浪人 者 は 

至って 穏 かな 問答ぶ りで ありました けれども、 その 問 

題 は、 やはり 農奴と ちょうさんとの 上に かかって いる。 

すなわち 草津の 宿の 晒し者の ことに 就いて、 一問一答 

を 試みて いるので あります。 

「ちょっと 想像が つきません、 洗って みれば 直ちに わ 

かる 身の上 を、 ことさらに 誣いて、 彼 を この 土地の 農 

民 扱いに して、 そうして、 ちょうさんの 罪 を 着せて 晒 


し 者に したと いう ことの 処分が、 どうも 呑 込めない の 

です」 

と不 破の 関守 氏が、 青嵐 居士への 受け答え と共に 新た 

なる 疑問の 主題 を 提供す る。 

「それ は、 ある 程度まで 想像 すれば できる、 また それ 

を 真正面から 見ないで、 反間 苦肉と して 見れば、 政策 

的に、 時に とっての 魂胆が わからない 限りで も ござい 

ません がね …… 」 

と 青嵐 居士、 透かさず 相 受ける。 すなわち 不 破の 関守 

氏 は、 宇治山 田の 米 友が、 突然 ああして ちょうさんの 

罪 を 着せられて 晒された ことの 由に 相当 面 食って、 そ 


の 理由 内状の ほどが さっぱりわからない と言うと、 青 

たくま 

嵐 居士 は、 その 点 は 多少 想像 を 逞 しう して、 魂胆の ほ 

ど を も 見抜いて いると ころが ある に似てい る。 

「左様で ござる かな」 

「左様 —— あの 男と は、 先日 偶然の 縁で、 長 浜の 湖畔 

で 対面し ましてな、 それから 拙者の 寓居まで 立 寄らし 

めた という 因縁が ござる が、 その 節、 彼 は 夜分に も か 

かわらず、 振 切って 町へ 出て、 それから ついに あの 始 

末です、 その 間の 事情 を、 人伝に 聞いて みます と、 な 

る ほどと 思われない 事情 を 含んで いないと いう 限り も 

ございませぬな、 あれ は 一種の 人身御供な のですな、 


当人から 言えば、 ばかばかしい 人違いの 罪科で、 代官 

の 方から 言えば 怪我の 功名、 ではない、 功名の 怪我 を、 

おと リ 

そのまま 囵 に 使った という 次第で あろうと 想像す る 

のです」 

「なるほど」 

青嵐 居士が 粘液 的に 話しぶ リを 引出す と、 不 破の 関 

守 氏 は、 他意な く 傾聴ぶ り を 示す のであります。 

「後で 土地の人に 聞きます と、 あの 晚、 思い も かけぬ 

物凄い 一場の 場面が、 深夜の 長 浜の 街 上で 行われた そ 

うです。 伝うる ところに よります と、 あの 小男 は あれ 

で、 勇敢 無比なる 手利きで あるそう ですな、 捕 方に 向つ 


た 一方 も、 その 方で は 名うての 腕利きで あつたが、 す 

でに 危なかった そうです。 すなわち、 さし も 腕利きの 

ちと 

捕 方 も、 すでに あの 小男の 一撃の下に 危ない 運命に ま 

で 立 至らせられた ものら しいが、 半ば 以下、 形勢が 急 

転して、 難なく 縛に ついた ものら しい。 つまり あの 小 

やま 

男 は、 最初のう ち は、 自分に 疚しい ところが ないから. 

理不尽の 取 押え 方に 極力 反抗した けれども、 相手が、 

わかっても、 わからなくても、 とにかく 正当の 職権 を 

以て 来て いるの を 認めた から、 ぜひな く 縛に ついた と 

らくちゃく 

いう 落着ら しいので す。 ところで 縛り は 縛って みた 

さ ゆ-つちん 

が、 連れて来て 亂 問して みると、 なんらの 罪がない I 


「はは あ、 わかりました」 

不 破の 関守 氏 は、 青嵐 居士からの  一く さり を 聞いて、 

うなず 

相当の 頓悟 があった らしく、  二度ば かリ 頷く。 

「罪のない ものに 刑 は 行えない、 刑 を 行わん とすれば、 

相当な 罪 をき せて かからなければ ならん、 そこで あの 

先生、 その 政策に ひっかか つたの だな」 

「そうです、 時節 がら、 農民 おどしの 案山子に 決めら 


れ たという 魂胆な のでしょう、 案山子と して 使用す る 

に は、 不幸に して あの 男 は 恰好の 条件 を 備えて いた も 

のと 認められる」 

「ありそうな ことです」 

一 一人 はこ こで、 合点して 多少の 思案に うつりました。 

二人の 結論で は、 宇治山 田の 米 友が、 草 律の 辻で、 

ああい つた 運命に 落されて いるの は、 要するに 時節柄、 

農民 おどしの ための 案山子と して 使用せられ ている の 

だとい うことの 推 想と 断案と に、 あえて 異議がない も 

のの ようです。 

かりにそう だとして みても、 こういう こと をして、 


あの 一 人の 若者 を 案山子に 使用せ ねばならない 時節柄 

の、 農民の 問題の 急務と いう ことに ついては、 相当の 

予備知識がなければ ならない。 

すなわち、 こういう ような 時節柄であって、 もし あ 

やまって 土地つ 子の 一 人 二人 をで も 捕えて 刑に 当て 行 

う 段になる と、 反動 を 増す ばかりで ある。 それ をき つ 

かけに 暴動 を 誘発す るよう な ものである。 そういう 場 

うじ  すじょう 

合に 於て は、 氏 も 素姓 も わからない 風 来 者 を 捕えて、 

人身御供 にして 置けば、 人気 を そらして、 群集 を 煙に 

捲く こと もで きる という ものである。 その 意味の 案 山 

しろもの 

子と しての 使用 物件に は、 来 友 公 あたり は 恰好の 代物 


と 目 をつ けられた ものら しい。 そうなる と、 案山子に 

使用 せられた 彼が 運命 こそ、 不幸に も 気の毒 至極の も 

のと 言わなければ ならぬ。 

青嵐 居士 は、 かねて 長 浜に いてお 銀 様 一 党の 行動 を 

うわさ 

噂に 聞いて いた。 ぜひ 一度 会って みたい と、 米 友に 

まで、 それ を 言葉に あらわした ことがある。 その 機縁 

がもう 熟して、 ここで 二人が 対面して いる。 この 二人 

の 智者が 対面して、 談、 来 友の 身の上の ことに 及んで、 

その 立場が ほぼ 明瞭に なって みると、 あれ を あの まま 

で 見過ごして 置く わけに はいくまい。 すでに、 あれ を 

あの ままで 見過ごさない とすれば、 二人の 話題 は 進行 


して、 いかにして あの 男 を 救済 せんかに ある。 

あの 男 を 救済 せんとす るに は、 代官 を 相手に して か 

からなければ ならぬ ことが、 当然 わかり 過ぎる ほど わ 

からなければ ならぬ。 そのお 代官 も、 公儀お 代官な の 

である。 徳川 幕府 直轄の 天領お 代官と いう ことになる。 

して みれば、 二人が 打 揃って、 おとなしく 「貰い 下 

げ」 運動で も 試みよう とする ような そんな 甘い 手で は 

行くまい —— だが、 多数 を 率いて 示威運動 など はこの 

際、 なお 悪い —— と 観念して みたり、 或いは また 他に 

別の 手段 方法 を 試む る ことにで もなる か、 いずれに し 

て も、 この 二人の 知恵者が 底 を 割った 以上 は、 あの 


えんざ い さら もの 

冤罪の 晒し者 を、 あの ままで 置く わけに は ゆくまい。 

徳川 時代の 法に よると、 「晒し」 という もの は、 おお 

よそ 三日間 を 定例と する。 三日間 を 生きた ままで 晒し 

いのち 

て 置いて、 それから 生命 を 取る という 段取りに なって 

いる。 その 生命 を 取る 方法に は、 首斬り も あれば 

のこぎ リぴ 

鋸 挽き も ある。 そのうち、 坊主 だけ は、 ただ 単に 「晒 

し」 だけで 生命 は 取らない。 t 苟 も 出家の 身と して 「晒 

し」 にか かる こと は、 生命 を 取る 以上の 刑罰に 価す る 


と 認められ たの かも 知れない。 いつの どの 頃の 大臣の 

如く、 七 年 も 八 年 も 晒し 同様の 憂目 を 見せられた 上に、 

更に 二 年 も 三年 も 実刑 を 課せられる というよ うな 深刻 

な 例 は、 徳川 時代に はなかった らしい。 

してみ ると、 あだし ごと はさて 置き、 宇治山 田の 米 

友 も、 出家で ない 限り、 俗人で ある 限り、 三日間こう 

して 晒された 上で、 生命 を 取られる ことに 運命が き 

まっている。 とすれば かわいそう ではない か。 当人 は、 

^ J の 運命 を 自覚し ている や 否や、 も の す) J く 沈黙した 

なりで、 決して 口 をき かない。 役人 番卒が 何と 言って 

き  ののし 

も 口 を 利かない。 見物が 何と 言って 罵っても 口 を 利 


ゝにヽ o 

力る レ 

こうして、 いよいよ 二日 間 完全に 晒されて しまった。 

明日 は 三日 目の 「晒し」 である。 明日が 終れば、 「晒し」 

の 方 はこれ でお ゆるしになる が、 その代り 生命の 方 を 

召されて しまう。 

さて、 こうして 二日 間、 誰 ひとり 助けに 来ようと い 

う 者 はない。 貰い 下げ を 歎願に 来ようと いう 者 もない。 

また、 多数の 威力で デモ を 以て 奪還 を 試みよう とする 

勇気 もない。 

それ もまた その はずです。 この 晒し者に 限って、 所 

番地と いう ものが 更に わからない。 単に 「農奴」 とし 


て ある だけで、 何の 郡の、 何 村の 農奴に 属する の だか、 

その 人別が 書いて ない。 書いて ないだ けで はない、 事 

実、 いずれの 村の 農奴 だか、 この 騒ぎの 中で 誰 ひとり 

見知った ものがない の だから、 徒らに 面 食う のみで、 

同情 を 表した くも 表する きっかけがない。 

そこが また、 役 向の 見つけ どころ かも 知れません。 

さて、 その 日の 夕方に なると、 縛られて いる 米 友の 

前へ、 二人の ひにんが やって来て、 無遠慮に 穴 を掘リ 

出しました。 三尺 立方の 真四角な 穴 を 掘りに かかり ま 

した。 

「おい、 兄い、 よく 見て 置きな、 明日に なると、 お前 


の その 笠の 台と、 胴体と が、 上と 下への 生き別れ だよ 

—— 首が 落つ こっても 痛く ねえよう に、 土 を やわらか 

に 掘り ふくらめと いて やる ぜ」 

と、 ひにんが 小声で 戯れに 晒し者に 言い かけました。 

それ を 聞いて いい 心 持が する はず はない。 新聞紙 上 

に は、 議会が 自らの 墓穴を掘る、 というよ うな ことが 

よく 出て いる けれど、 文字と して 無雑 作に 扱う 分に は 

何でもな いが、 墓穴と いう もの を 目の前で 掘られる 心 

持 は 決してい い 心 持の する もので は あるまい。 

米 友 は、 それ を 黙って 聞き流しました。 あえて 一言 

の タン 力 を 切る でもな く、 むじつ を 訴える でもない。 


明日 は、 この 穴の 中へ、 自分の 素首が 斬り 落されて、 

文字通り 身 首と ころ を 異にする 運命 を まざまざと 見せ 

つけられながら、 米 友 は 何も 言わない。 

非人が 二人で、 三尺 立方の 穴 を、 ほとんど 掘り 上げ 

てし まった 時分に、 通りに 林立して いる 見物の 群集の 

中に、 

「あつ！」 

と 思わず 口へ 手 を 当てて、 面の 色 を 変えて この 「晒し」 

を 見直した ものが ありました。 

丄八 


この 男 は キリリと した 旅慣れた いでたちで、 三度 笠 

をいた だいて いたが、 人混みに まぎれて 物好き 半分、 

この 「晒し者」 を 一見す ると 卒倒す るば かりに 気色ば 

ん だが、 やや 落着いて、 

「どうしたと いうんで す、 あり や あ」 

そっと、 ささやく ように、 傍らの 人に 問い かけた も 

のです。 

「ちょうさん 者です よ」 

「ちょうさんての は  」 

いっき 

「つまり、 百姓一揆で ござんすな」 


「あれが です か、 あの 男が 百姓一揆 なんです かね」 

「へえ、 あれ 一 人が 百姓 一 揆 という わけ じゃあ ござい 

ません な  やっぱり 一 味と とうの 一 人なん でして 

な」 

「あれが …… 」 

「左様で ござんす、 一味と とうのう ちで も、 ちょうさ 

んを 企てた 最も 罪の 重い 奴です から、 それで あの 通り、 

『晒し』 にか かりました、 明日 あたり は 打 首と いう 段 取 

りで) J ざんしょう」 

「冗談 じゃあない I —あれが、 あの 男が、 この 土地の 

百姓なん です か」 


「そうですな ァ、 されば こそ、 ああして 『晒し』 にか 

けられ るん でげ さあ」 

「噓 をお 言いな さんな」 

けし さ 

あわただしい 旅の 男が、 問答 者 を 相手に 気色ばんで、 

「噓を おっしゃるな、 あり や あ、 この 土地の 者 じゃあ 

りません ぜ、 あの 男 は、 この 国の 百姓 じ や ござん せん 

ぜ」 

「でも 農奴 と 書いて ござんす ぜ、 捨札を ごろうじろ」 

「何 を 書いて あるか 知らね えが、 あの 男 はこの 土地の 

おおち， ザ 

百姓 じゃあね え、 大違 えだ」 

「お前さんの 御 親類 かね」 


「ばかにし ちゃ あいけ ねえ、 お前さん こそ、 あの 男が 

百姓 だと 頑張りな さるん なら、 人別 を 言って ごらんな 

さい、 どこの 何とい うお 百姓さん だか、 それ を 言って 

ごらんなさい」 

「そり や 知りません なァ、 わしゃ、 やっぱり 通りが か 

りの 者で ござんして、 人別 改め 役 じ や ござん せんから」 

「じ や、 何と 書いて あるか、 読んで ごらんなさい、 所 

番地が 何と 書いて あるか、 読んで 聞かせて おくん なさ 

い」 

「それが、 ただ 農奴 だけで、 所 も、 番地 も、 名前 も、 

記しち や あご ざん せん」 


「そうら ごらんな せえ、 あんな 百姓が ある もの か」 

「あれが 百姓で ない とおつ しゃる お前さん、 では あ 

り や 何者なん です、 御 承知なら 聞かして 下さい」 

今度 は、 たずねられた 方から 逆に 反問と 出かけられ 

ると、 たずねた 方が、 やっぱり 相当に 昂奮して、 

「あの 男 は、 あり や あ、 やっぱり 旅の 者なん だ、 つい 

この間まで 江戸に いた 男なん だ、 それが お前さん、 ど 

ひま 

うして この 土地へ 来て 百姓 一 揆に 加わる 暇が ある もん 

か、 人違い だ あね、 人違い だよ」 

「 へ え —— 」 

「人違いで 『晒し』 にか かつち や あたまら ねえ、 あい 


つも また、 そんなら そのよう に 何とか 言えば い いじ や 

ねえ か」 

「江戸の 方なん です か」 

「そうだと も、 生れ は どこか、 よく 知らね えが、 つい 

この じゅうまで 永らく 江戸に 住んで いて、 こち とらと 

も附 合いが あるんだ、 あいつが、 どう 間違って、 江 州 

くんだり まで 来て、 百姓一揆に 加担す るなん て、 物 好 

きに も、 人違いに も、 方図が あら あ。 人違い だよ、 間 

違いだ よ —— 晒される 奴 も 晒される 奴 だが、 晒す 奴 も 

晒す 奴 じゃあね え か」 

ここまで 来る と、 右の 江戸 者ら しい 旅の 男 はいよ い 


よ 昂奮して、 舌 なめずり をして みたが、 急に、 自分の 

昂奮ぶ りと、 物の 言いぶ リが、 つ い 知らず 度外れに なつ 

ていたと 気がつく と、 あわてて 自分で 自分の 口 を 押え 

ながら、 忙 がわし く 左と 右 を 見廻しました。 

七 

なるほど、 そう 気がつい たの も 道理で、 この 旅の 者 

の 物言いぶ りが あまり 際立った ので、 誰も 彼 もが、 晒 

し を 見る 眼 をう つして、 この、 ひとり 昂奮した 旅の 者 

の 方へ 集中 させられ るので すから、 はっと 気がついた 


のです が、 それにして もこの 旅の 者が、 一方ならず テ 

レ たり、 怖れたり する 様子が 変です。 

あんまり 自分の 物言いぶ りが 過ぎた と 感じ、 彼はテ 

レて、 こっそりと 口 を 押えた まま 人混みに 紛れようと 

ちぐさ  ももひき 

試む るら しい 時に、 その後ろ にいた 千草の 股引 を はい 

すげがさ 

て、 菅笠 を かぶり、 腹掛を かけた のが、 ちょっと 後ろ 

からすが るよう にして、 

「モシ」 

と 問いた だした ものです。 

「ェ」 

呼び かけられて みると、 挨拶 をし ない わけに は ゆか 


むし 

なかった が —— 挨拶と いうより 寧ろ 捨ぜリ ふで 逃げ足 

と 見えた の を、 千草 股引が、 また 食 留めに でも かかる 

ものの ように 押迫って、 

「あんた はん、 あの 晒しの 男 は、 この 土地の 百姓 じ や 

あないと おっしゃ いました か」 

「え、 その、 句です よ  そうです、 そうです、 たし 

かに 人違い なんです よ」 

と 言つ て、 やっぱり 振り切る ように 急ぎ足になる の を 

千草 股引 は、 透かさず 追い かける ような こなしで、 

「お 手間 は 取らせません が、 そこで ひとつ、 お聞き 申 

み じょ ラ 

したいんで すが、 あんた 様 あ、 あの 者の 身 性 をよ く 御 


存じなん です か」 

「そり や、 知って ると いえば 知って るが ね、 そう 言つ 

て わつ しにお たずねな さる、 お前 様 は どなた だね」 

「わし は —— あの 男の 身 性 を 知りた いんでして」 

「あの 男の 身 性 を 知りた ければ、 係り 役人に お聞きな 

せえ な、 そうでなければ、 直接、 御 当人に 聞いて みな 

せえ」 

「お 役人 は 恐いで してね。 あの 御 当人 は、 根っから 口 

を 割らね えんだ そうで ござんし てな。 ところで、 あん 

たはん は、 どうやら あの 『晒し』 の 身 性 を 御存じら し 

い、 ぜひ、 教えて いただき てえ」 


全く、 その 千草 股引 は、 この 旅の 男 を 逃がす まいと 

畳み かけて 問い かける の を、 こちら は 非常に 迷惑が り、 

「お 上役 人 も 当人 も 知らね えもの を、 こっちが 知る か 

な あ。 ただ、 ちょっと、 見た ような ことがある ような 

気がした だけなん だ、 何も 知り や あしね えよ、 先 を 急 

ぐから、 まあ、 このく らいで 御免な せえ」 

旅の 男 は、 もう 全く 逃げ足で 走り出そう とする。 つ 

まリ、 一時の 昂奮から、 心に もない こと を 口走った こ 

と を 悔い、 こんな ことから、 変な かかわり 合いに なつ 

て はつ まらない  と、 素早く この 場 を 外して しまお 

うとす る ものごしでした。 それと 見て取った 千草 股引 


が、 急に 権高くな つて、 やにわに 飛び かかって 参り ま 

した。 

「待ちろ —— 逃げち や あいけ ね えぞ」 

「何 を …… 」 

むん ずと 飛びつ いて 来た 千草の 股引 は、 これ は 只の 

股引ではありませんでした。 充分に 腕に 覚えの ある 捕 

手の 一人でした。 腕に 覚えの あるべき のみならず、 前 

かお 

のい きさつ を 知っている 者 は、 たしかに 面に も 見覚え 

が あるべき はずです。 これ ぞ長 浜の 夜中の 捕物に、 現 

にこ こに 見る 宇治山 田の 米 友 ほどの もの を 取って 押え 

て、 ここへ みごと 晒しに かける までの 手柄 を 現わした、 


あの 夜の 名 捕 方 —— 轟 の 源 松と いう 勘定 奉行 差 廻し 

て き 

の 手利きで ありました。 

それに 飛び かかられた 旅の 男 —— もう 四の 五 もない、 

ぱ つちに かかった 雀の ように、 おつかぶ された かと 思 

うと、 

「何 を、 田舎 岡つ 引め、 しゃらく せえ 真似 をし やがん 

な」 

武者ぶ りっかれ て かえって、 度胸が 据 つたら しい 旅 

きゅうそ  か 

の 男 —— 窮鼠 猫を嚙 むと いうよりも、 最初に 猫 を か 

ぶって いた 狐が、 ここで 本性 を 現わした というよ うな 

逆 姿勢と なって、 


「まだ こんなと ころで 手前た ちに 年貢 を 納める にや 早 

え やい」 

そこで、 またしても 大 格闘が はじまつ たかと 思う 間 

もな く、 旅の 男の 風 合羽が ス ルリと 解けて 千草 股引の 

頭の 上から かぶ さり、 その 間に 股の 間 をスリ 抜けて、 

一 散に 逃げました。 

し ま 

「失策った！」 

さすがの 名 捕 方に 空を摑 ませて、 身 を 翻した そのす 

ば しっこ さ。 同時に 摺り 抜けて 走る その 足の 迅 いこと 

—— ここに 至って、 只の むじな でない ことの 面目が、 

群集 を あつ！ と 言わせる。 


とりにがした、 名 捕 方の 轟の 源 松 は 歯嚙み をし まし 

た。 事実、 こんな はずではなかった。 有無 を 言わさず 

ひ つ くく 

引 括り 上げる つもりで あつたが、 相手 を 甘く見す ぎた 

のか。 そうで はない、 相手が 全く 意表に 出で たからで 

ある。 意表に 出で たといっても、 およそ 悪い こと をす 

るよう な 奴 は、 いつでも 人の 意表に 出で なければ 立 行 

かない 商売な の だから、 人の 思うよう な壺 にば かり は 

まっていた 日に は、 悪党 商売 は 成り立 たない の だから、 


そういう やから を 相手に 一 枚 上 を 行かなければ ならな 

い 捕 方 連が、 不用意と は 言いながら、 そう 甘い 手 を 用 

いた はず はない のに、 ことに 先頃 は、 ここに 見る 宇治 

山 田の 米 友 を すら、 あの めざましい 活劇の 下に、 最後 

かぎな わ 

の 鉤緦を 相手の 裾に 打 込んで 首尾よく からめ 取った ほ 

どの 腕利きが、 ここで こんなに 無雑 作に カス を 食わ さ 

れ ると は、 気が 利かな 過ぎる という ものであるが —— 

それに は それで また 理由 もあって、 実は 最初、 「待ちろ 

—— 逃げち や あいけ ね えぞ」 と 居直った 時に、 この 捕 

方 は 早速に 相手の 利 腕 を むん ずと 摑ん だつ もりでした。 

ところが 摑ん だつ もりの 相手の 利 腕を摑 みそこね てし 


まった のが 意外です。 自分ながら 腕の 狂い 方の 激しい 

のに 一時、 あっとし たが、 その 摑んだ 手 ごた えが さつ 

ぱリ なかった ので、 はっと 狼狽した の も 実は 無理が な 

い、 合羽の 下に 当然 ひそんで いなければ ならない 右の 

腕が、 その 相手の 旅の 男の 肩の 下に 有 合わさなかった 

のです。 

それ は、 あえて 懐ろ 手 をして いたわけ でもなければ、 

その 激しい 摑み かかり を 引っぱず したと いう 次第で も 

ない、 本来、 この 旅の 男に は 右の 腕がなかった のです。 

いかな 名探偵と いえ どもない もの は摑 めない。 

有るべく 予期して 無かった というの は 見込 違いで は 


ない。 誰でも、 普通の 人間で ある 限り、 この 合羽の 下 

に 二 本の 腕が ある、 一方が 右腕で あれば、 一方 は 当然 

左腕で ある こと は 常識に なって いる  ところが、 こ 

の 旅の 男に は、 取らるべき 利 腕の 右が 存在して いな 

かった。 そこでまず 殺して かかるべき 利 腕 を 殺す こと 

がで きないの みならず、 その 摑み そこねた こっちの 

破綻 を 透かさず 泳がせて 置いて、 間，！ 髪に 摺り 抜けて 

しまった という 早業になる のです —— 摺り 抜けた 途端 

が、 すでに 走り出した ことになる。 摺り 抜ける のも鮮 

やかな ものだった が、 その 逃 げっぷり がまた 一 層 あざ 

やかな もので —— 敵 も、 味方 も、 あつ！ と 言って、 


思わず 胸 を 透かさせ たと 言い つべき 切 れっぷり であ リ 

ました。 

マ J こまで 言つ てし まえば、 当然， J のす ばし つ - ^ ぃ摺 

抜け 者が、 がんりきの 百 蔵と いう 名ぬ の やくざ 野郎に 

じょうれん 

ほかなら ない こと は、 定連 はみ な 感づいて いない は 

ず はない のであります。 

果して、 がんりきの 百の 野郎 は、 かくの 如くして こ 

の 場 を 走り出しました。 

一方、 名探偵の 轟 は、 ひとまず は 不意 を 食って 泳が 

せられた ものの、 これ を このまま 口 を あいて 見送って 

いる 男で はない。 


かくて、 白昼、 意外な 捕物 沙汰が 街道 を 驚かして、 

この 事の セン セ— ショ ン のために、 「晒し」 そのものの 

場 は 閑却され たのみ ならず、 「晒し」 見張りの 役人 非人 

までが、 轟 親分の 捕 方の 方へ 気を取られて、 バラ バラ 

と 走り出し たという 乱脈に なりました。 

九 

悠々 と 八景め ぐリ をして、 大津の 旅籠へ 戻って 来た 

女 軽業の 親方お 角 は、 戻って 見る と、 思いがけな くも 

甲 州 有 野 村の 伊太 夫から たよりの あ つ たの を 発見して 


驚きました。 

伊太 夫 は すなわちお 銀 様の 父で ある。 自分 はこの 人 

からお 銀 様の 附添 ならび 監督 を 仰せつかつ て 来た もの 

である。 

その 大旦那 様が、 どうして また 急に、 こっちへ お出 

むきになった のか 知ら、 なんにしても これ は、 取る も 

の も 取り敢えずに 本陣へ お伺い をし なければ ならない 

と、 ともの 者 共に、 そのまま 折返して 外出 を 言いつけ 

てから、 鏡に 向って 身なり を 直し、 髪 を搔き 上げた の 

も 女の 身 だしな みです。 

そもそもお 角が、 かく も ゆるゆると 八景め ぐり をし 


ま 

て 道草 を 食って いるの は、 一 つに は胆 吹へ 道を枉 げた 

道 庵 先生 を 待合せ のた めであった のです が、 その 先生 

は、 どうやら また 脱線した らしく、 まだ なんらの たよ 

り もない ところへ、 有 野 村の 大尽のお 越しと いう 便リ 

を 聞いた の は、 たしかに 意外でした。 さても 自分 は、 

大尽から あれほどに 信任され てお 銀 様の 身 を 托されな 

がら、 お 銀 様の 胆 吹へ 留まる ことにな つたの を 留める 

由 もな く、 実は、 自分の 力で はとうて い 思いとどまら 

せる ことができな いと 観念して、 しばらくお 銀 様の 

ぎょい 

御意の ままに 任せて 置き、 またせん 様 も あるべし と 腹 

を きめてい たの を、 今 ここへ こうして 突然に、 その 頼 


まれ 主の 大旦那 様に 見えられて みると、 お 角と して、 

いささか 面目ない 次第の ものが ある。 つま リ、 頭のお 

さえての ないやん ちゃ 娘、 へたに 逆に 出る より は、 す 

るよう にさせて 置いて、 飽きの 来た 時分 を 待つ に 越し 

たこと はない と 考え たれば こそ、 お 角 も、 来 友と 道 庵 

と を 振替え て、 しばし 京大 阪で気 を 抜いて から、 また 

ここへ 出直して のこと  とだいた いそんな ふうに 考 

えて、 一時お 銀 様の 監督 を 敬遠す る ことが 最上の 緩和 

と 考えた 次第な のです が、 そのな かばへ 大旦那に 来ら 

れて みると、 さて、 どう 復命 をしたら よい か、 さすが 

のお 角さん も、 その 辺に 大へ ん 気苦労 を 生ぜざる を 得 


ないで、 大旦那 様に 会ったら ば、 この 点、 どう 申し わ 

け をしたら よかろうかと、 それ をと つお いつ 考えて み 

る。 

「お 角さん、 お前と いう 人 も、 存外 頼み 甲斐の ない お 

人 だね、 お前さんに 限って、 娘 を 引 廻せ ると 信じて お 

任せした のに、 娘 を胆吹 山なん ぞ へお つぼり 出して 置 

のんき 

いて、 自分 ひとり 八景 めぐりなん ぞは、 あんまり 暢気 

過ぎる じ やない か」 —— もしかして、 こんな 皮肉 を大 

旦那 様から 聞かされ でもした 日に は、 わたし はやりき 

れ ない、 困った ねえ …… 

まさか 伊太 夫が、 こんなに 急に 上方の ぼり をして 来 


ようと は 夢にも 思って いなかつ たお 角、 差 当っての 当 

惑 はかまわない としても、 いささか 自分の 責任感に 及 

ぶと すると、 お 角さん の 気象と してやり きれな いのも 

無理 はない。 

しかし まあ、 悪い こと をした わけ じ やなし、 やむ に 

やまれぬ 事情 はお 話し 申せば わか つ て 下さる こと —— 

観念 もして、 そこ はかと 身なり を キリリと したが、 さ 

ち よ うずま 

て 出かける 前に、 お 手水 場へ 入って 落着いて という 気 

分に なりました。 

お 角さん がお 手水 場 を 志して、 なにげなく 縁側 をめ 

ぐって、 秋 蘭の 植えて あるお 手水 場のと ころへ やって 


かわや ぞうり 

来て、 開き戸 を 手軽く あけて、 厠 草履 をつつ かけて、 

内 扉へ 手 を かけて、 それ を 何気なく 引いて 開く 途端 I 

「おや —— 」 

お 角さん ほどの 女が、 ここで また 一種 異様な 叫び を 

立てて 立ちす くんだ のが、 不思議 千万でした。 

十 

便所の 内 扉 を 開いた ままで、 お 角さん が、 「おや」 と 

言って、 異様な 叫び を 立てて 立ちす くんだ も 道理、 そ 


の 便所の 中には、 先客が あって、 悠々 としゃが み 込ん 

で 用 を 足して いる 最中で あ つたから です。 

「無作法 千万な！」 

誰でもこう 思わなければ なりません。 このお 手水 場 

は、 お 角さん の 座敷に 専用のお 手水 場に なって いる。 

そこへ、 余人が 入って いようと は 思い もしなかった。 

且つ また、 誰か 臨時に 借用した にした ところが、 用 を 

足して いるなら ばいる ように、 内 鍵と いう もの も ある 

し、 それが 利かない とすれば、 咳払いぐ らい はしても 

よかろう もの、 それが 作法 じ やない か。 わたしが ここ 

へ 来た 廊下の 足音で も わかり そうな もの じ やない か。 


開き戸 を あけた 音で も 気取れ そうな もの。 それ を 内 扉 

を あける まで、 すまし 込んで いて、 人に 恥 を かかせる 

の は ともかく、 自分 もこん なと ころ を 見られて いい 図 

じゃあるまい、 間抜けめ！ とお 角が 腹が立って、 出 

て 来たら 横っ面 を 食わして やりたい 気持で、 扉 を 外 か 

ら 手強く 締め 返して やろうと した その 途端に、 向う に 

ぬけぬ けし やがん でる 奴 —— しかも 女で はない 男なん 

です。 そいつが、 しゃあしゃあ として、 

「こんち は」 

と 言いました。 

「畜生！」 


とお 角さん は、 思わず こうい つて 罵 ろうとし たが、 そ 

のし やがん でい る 奴の 面 を 見る と、 

「ナンダ、 ナンダ、 手前 は 百の 野郎 じ やない か、 この 

やくざ 野郎」 

あき 

お 角さん の 悪態 は 悪態に ならず、 全く 面 負けの、 呆 

れ 返りの 捨 ゼリフ でした。 

こうして、 お 手水 場の 中に わ だか まっていた 奴 は、 

昔 は 腐れ 合いの がんりきの 百 蔵と いう やくざ 野郎 その 

ものに 紛れ もない のです から、 忌々 しくって たまらな 

いながら、 暄嘩 にもなら ない。 

「馬鹿野郎、 なんだい、 その ザ マ は」 


お 角さん は、 続け ざまに 怒鳴りつ けて みたまで です 

が、 中の 野郎 はいよ いよ ィケ 図々 しく、 お尻 を 持 上げ 

ない。 

「たまに 来た もの を、 そんなに ガ ミガミ 言わず ともの 

こっち や あねえ か —— 」 

「相 変らず 図々 しい 野郎 だね え。 だが 表玄関から は 敷 

居が 高くて 来られ もすまい ねえ、 臭い奴 は 臭いと ころ 

が 相応 だよ」 

「おっしゃる 通り 表向きに は、 やって来られ ねえ 身分 

だからかん べんして おくん なさい」 

「どうして、 わたしが この 宿に いる ことが わかつ たん 


「どうして つたって、 そこ は 蛇の 道 は 蛇 だ あな、 お前 

が この 街道 を、 どこから どこ へ つん 抜けて、 どこ へ 泊つ 

て、 どこそこから 立 戻って、 どこそこへ 出かけようと 

いうの か、 こっち じ やもう ちゃんと 心得た ものな の だ。 

だが、 そんな ムダを 言 いて えがため に わざわざ こうし 

て臭ェ ところに 待つ ていたん じ やねえ  こういう 辛 

抱 もして、 一 言お 前に 知らせ をして やりてえ と 思う こ 

とが あれば こそなん だ。 と 言った ところで なにもお 前 

という 女に 未練 未釈 があって、 こんな 臭ェ 思い をして 

いる わけ じ やねえん だから 安心し な。 手 取 早く 言って 


よね  とも 

しまえば、 それ、 お前のと ころに いた、 あの 来と か 友 

とかいう 変て こな 兄い が、 どうした 間違え か 役人に 

とっつかまって、 ちょうさん てえ 罪で、 草津の 辻で 三 

さら  のこぎり びき 

日間の 晒し、 それが 済む とやが て 鋸 挽に なろう てん 

だ。 どうも、 むじつに しても あんまり 桁が 違い 過ぎる 

よう だから、 何とかして やりてえ が、 おれ は 世間の 暗 

い 身柄で、 どうに もなら ねえ。 だが、 あの 滅法 無類の 

正直者が、 何 かの 間違えで ああい うこと になって、 今 

日 明日のう ちに 首が コ ロリ という 仕儀で あつ てみ ると 

いかに やくざ 野郎で も、 あの まま 見過ごし にやで きね 

えよ、 あの 男と はお 角 親方、 お前の 方がず つと 縁が 深 


いと 思う から、 どうにか してやん な —— 三日の 晒しの 

後 は、 鋸 挽か、 打 首、 ここに 間近え 坂 本の 城で はねえ 

が、 今日明日 のうちに 首が コロリ つてえん だ  何と 

かして やる がいいと 思ったら、 何とかして やりね えな」 

がんりきの やくざ 野郎から こう 言 われた お 角が、 ま 

た 面の 色 を 変えました。 

「何 だって、 あの 友が、 米 友の 野郎が なに かい、 草津 

の 辻で 晒しに かけられ てるって、 そうして 今日明日の 

うちに 首が コロリ だって、 そり や 本当 かい」 

「噓を 言つ てお 前 を たぶらかす ために、 こんな 臭い 思 

いはしね えよ」 


「ばかにして やがら」 

まきじた 

お 角さん が、 ここで 捲 舌 を 使った の は、 それ はがん 

りき を 罵った ので はない。 あの 一本調子の、 気短 かの、 

グロテスク めが 、 また 何 か 役人 を 相手に ポ ン ポ ン やり 

出して、 とっつかまった のだろう、 だが、 相 変らず 手 

数の かかる 野郎 だ。 それにしても、 三日間 晒しの、 今 

日 明日のう ちに 首が コロリ は ひど過ぎる。 友と いう 野 

郎は、 本来 ああい う キップ だが、 悪い こと は 頼んだ つ 

てす る 野郎で はない。 それ を どう 間違えた か、 三日間 

晒しの、 今日明日 のうちに 首が コロリ と は、 役目 を預 

かる 奴等に も、 あんまり 目が なさす ぎる という もの だ。 


そこで、 お 角が 歯嚙み をして、 お 手水 場の 床 を 踏み 

鳴らしました。 

十 一 

がんりきの 百の 野郎と いえ ども、 一 から 十まで ロク 

でな し 野郎 だとい う 限りで もない。 それから 後 暫く 

あって、 臭いと ころから 這い 出した この 野郎 は、 お 角 

親方の 特別 借 切りの 一 室 を 一 人 占めに して、 すっかり 

納まり 込み、 長火鉢の 前で、 長 煙管で パク リ パク リ、 

そうして 煙 を 輪に 吹きながら、 ひとり 言  


「ふ、 ふ、 ふ、 そうら 見ろ、 あの 女め、 火の ように 怒 

リ出 しゃがった。 だから、 言わね えこつ ちゃね え、 あ 

いつを、 ああ 嗾 けて 置き あ、 火の 中へ も 飛び込む よ。 

あの 勢いで 押し かけて 行った 日に や、 やにつ こい 役人 

はタ ジタジ だぜ。 何とかす るよ。 何とかし ねえまで も 

ただ じゃあ 首にさせ ねえよ」 

と言うの は、 つまり、 自分の 寸法が すっかり 図に 当つ 

うぬ ぼ 

たこと を 己 惚れて いる。 いやしくも 自分の 子分 子方で 

あった ものが、 今日明日 のうちに 首が コロリ という 運 

命に 陥って いるの を、 知ら ざ あ ともかく、 それと 聞い 

て、 ああそうかと すまし 込んで いる 女で は 決してない 


自分と して は、 あんなと ころへ 面 も 体 も 出せた 身 じ や 

ねえが、 あの 女なら ば どこまでも 押して 行く よ。 そこ 

を 見込んで、 かけ 込んだ おれの 寸法が 当った。 

がんりきの 野郎 は、 その 寸法 を 己 惚れき つてい る。 

その 一方に はこうして、 お 角 を 火の玉の ようにして 転 

がし 出して 置きながら、 その あと を 然るべき 要領で、 

お 角 親方の 連 衆 の 一 人に こしらえ、 留守番 を ひとり 

守って いる 体に して、 避難と、 休息と を 兼ねて、 ゆつ 

くりと 落着く ことができる、 つまり、 一石二鳥 にも 三 

か いまき 

鳥に もなる という 寸法 だ。 これから、 あの 搔 巻の 中へ、 

うみべり 

すつ ぼり とくる まって、 めまぐるしい このごろの 湖畔 


の やりくりの 骨休め をす る こと だ。 

「有難え、 お茶 を 一 ベえ —— 甘えお 茶菓子 も 有ら あ」 

そこで、 お茶 を 飲み、 菓子 を 食い、 さて、 ゆっくり 

搔 巻へ もぐり 込んで 一休みと、 足腰 をのば しにかかつ 

てみ ると、 指が 痛む。 

「ちえつ、 右の 腕 はブチ 落される、 今度 は 残った 左の 

方 を 小指から なしくずしなん ぞは 醜い こった —— 因縁 

もの だな あ」 

ほう. -. こ 、-. 

と 言いながら、 繃帯 を 外して 捲き 換えて いる。 長 浜の 

きず 

浜屋で 落された 指 一本の 創 あとが なかなか 痛い。 め ま 

ぐるし さに まぎれて いたが、 安心して みると 痛み 出す 


—— 懐中から 薬 を 取り出して、 それ をつ け 直して いる _ 

また 繃帯 を 捲き 換えて みる。 

十二 

果して、 がんりきの 予想通り、 お 角さん は 火の玉の 

ようになって、 この 宿 を 転がり 出た のです。 

その 勢いで、 本陣へ 上って 伊太 夫に 面会した が、 も 

うその 時 は、 さきほど 心配した 自分の 責任感の ことな 

ど は、 いつしか ケシ 飛んで しまって、 晒しの 鬱憤で 張 

りきって いました。 それでも、 つとめて 抑制して、 伊 


太夫へ は 丁寧な 挨拶 を 試みた つもりです けれども、 挨 

いとま ご 

拶が 済む と 早く も 暇乞いでした。 

「ほんと に、 大旦那 様、 万事 ゆっくりと お話し 申し 上 

げ、 お詫び も 申し上げなければ なりません のです が、 

急に、 急ぎの 用事が 出来ました から、 これから、 ちょ つ 

と 一 走リ かけつけて 見て 参ります、 様子 を 見届けた 上 

で、 引返して すぐ またお 伺い 致します、 ほんと に、 旅 

へ 出た からって、 楽 はでき ません」 

お 角さん の 余憤 満々 たるの を、 伊太 夫 は 只事で ない 

と 見て取った ものです から、 

「まあ、 落着きなさい、 何 かお 前さん、 よっぽど 張り 


切って おいでな さるが、 何事が 起った のです」 

「いえ、 な あに、 つまらない ことなので すが、 うちの 

若い者が ：•：• いいえ、 以前う ちに 使って いた 若い 奴が、 

気が 早い ものです から、 旅に 出て、 失敗 を やら かしち 

まいまして  困った 奴ったら ありません」 

やす 

「どうしたので すかな。 旅に 出て は 間違いが 起り 易い 

から、 う つ かり 張りき つ た 気分の ままで やる と、 かえ つ 

て 事 こわしになります よ、 何事です」 

「いえ、 もう 埒 もない 奴なん でございますが、 どう 間 

違えられ たか、 草津の 辻と やらで、 晒しに かかって、 

今日明日 のうちに 首が コロリ  と 聞いて みると、 い 


い 気持 は 致しません、 いい 気持 どころ か、 こうして、 

いても 立っても いられな いのが、 わたしの 性分なん で 

して」 

「まあ、 待って 下さい、 その 晒し者の ことなら、 わし 

も 見ました よ」 

「まあ、 大旦那 様、 あなた も ごらんに なりました か、 

あの 来 友の 奴が」 

「名前 は 何とい うか 知りません、 また、 あの 男が お前 

さんの かかわ リ 合いの 男 だとい うこと も、 はじめて 聞 

くので すが、 どうも 通りかかって、 あれ を 見て、 わし 

も 変 だと 思いました わい」 


「 全く 変な 奴な ん でございます、 あの 友と い う 野郎 は、 

変った 野郎に は 相違 ございま せんが、 ちょうはん をし 

たり、 晒しに かかった りする ような、 気の利いた こと 

のでき る 野郎 じ やない のです、 あいつ は、 天性 曲った 

ことので きない 野郎なん です が、 それが 間違って、 晒 

しにかかった 上に、 今日明日 のうちに 首が コロリ では、 

どう あっても、 このまま では 済まされません、 こうし 

ている 間 も 気が 急 くんで ございます、 あの 野郎 は、 ど 

う 間違った つて、 ちょうはんなん ぞを する 野郎 じゃあ 

りません、 人違いに も 程が あった もので ございます」 

お 角さん の 言葉に よるとち ようさんが ちょうはんに 


なって いる。 ちょうさんの 説明 は 前に 言った 通りです 

が、 ちょうはん となると 僅か 一 字の 相違で、 内容 も 形 

式 も 全く 別な ものになる。 すなわちち ようはん という 

の は 「ばくち」 の 一 種で、 丁よ、 半よ と、 輸贏 を 争う 

ことの 謂いな のであります。 これによ ると、 お 角さん 

という 人の 頭に は、 ちょうさんの 解釈が 成り立つ てい 

いちず 

ない、 一途にち ようはん と 受取って しまって いる。 す 

ちまなこ 

なわち、 丁よ 半よ と 血眼に なって 勝負 を 争った ことの 

ためにお 手入れが あって、 それが ために 捕われて お 仕 

置に なって いる、 と 受取る 方が お 角さん の 頭に は通リ 

がよ い。 


ちょうはん、 ちょぼい ちの 罪の 罪た るべき こと はお 

角さん の 頭に も ある。 ただ、 そのち ようはん、 ちょぼ 

いち を 弄した という ことのた めに、 今日明日 のうちに 

首が コロリ というの は、 ところ 柄 かも 知れない が 厳し 

過ぎる。 まして、 あの 正直 一方の 来 友が、 ちょうはん、 

ちょぼい ちな どに ひ つ かかる 人物で ない という こと は、 

お 角 親方が 頼まれな くと も 保証す ると ころで ある。 そ 

あお 

れが ためにお 角さん の 激昂が 一 層、 煽られて いると 見 

なければ ならぬ。 

十三 


お 角の 激昂す るの を 聞いて いた 伊太 夫 は、 

「なるほど、 そういう 場合で は、 お前さんの 気象と し 

て、 じっとして いられな いのも 無理 はない。 だが、 相 

手 は 何とい つても お 上役 人 だから、 たとえ 理 があって 

も 正面から ポンポン 行く と、 かえ つ て 事 こわしになる 

虞れ が ある、 相当の 筋を迪 つて、 何か穏 かな 助命 方法 

はない もの かね」 

そう 言われる と、 お 角さん も 馬鹿で ないから、 昂奮 

—おの  — 

のうちに も、 敵 を 知り 己れ を 知る の 分別が 出て 来ない 

はず はない。 お 上だろう が 何だろう が、 理に 二重 はな 


いという 勢いで 押し かけて みたところで、 相手に され 

なかったら どうす る。 それ を 強く 押して みたところで 

どうなる。 よし、 それ はどうな ろうと も、 当って 砕け 

ろ だ、 ここで 後へ 引く ような お 角さん と はお 角さん が 

違う と 言つ てし まえば それまで だが、 お 角さん の 米 友 

と 違う 点 は そこに ある。 伊太 夫 は 言葉 を つづけて 言い 

ました、 

「そうじて、 お 上役 人と いうのに ぶつつ かるに は、 更 

ききめ 

に、 も 一段 上から 出る か、 側面から 当る のが 最も 効目 

の ある もの だ。 役人と いう もの は、 上役に 対して は 頭 

あまくだ 

の 上らない もの だから、 天降りで ある 以上 は 否 も応も 


ない。 そうでなければ 搦手から 運動す る こと だ、 そこ 

から 穏 かに 話 をつ ける と 存外 物 わかりの よい ことがあ 

る。 名 役人と いう もの は 上 も 下 も あり はしない、 理が 

聞 えれば、 誰の 言葉 も 聞いて やる が、 なかなか その 名 

役人と いう もの はない もので な —— だから、 天降りと 

か、 搦手と かいう やつが、 いつの 世で も 相当 効目が あ 

る ものな の だ。 どうだい、 お 角さん、 そんな 意味で 何 

か 上の 方から こう、 運動す るよう な 手筋 はない かね。 

わし も 一 応は、 心 当り を これから 思案し ようと 思って 

いるが、 何 をい うに も 旅の 身で ねえ」 

伊太 夫から そう 言われて、 お 角と しても、 いよいよ 


なるほどと 思わせられな いわけに は ゆかな いで、 

ごもつ と 

「 御尤も でございますね …… 」 

と 言って みたが、 そのほかに は 急に なんらの 思案 も 浮 

ばない から、 二の句 も つげない。 なるほど、 この 大旦 

那が、 甲 州 一 円の 土地であるなら ば、 ずいぶん 面 も 利 

き、 圧 もお 利きな さろう けれど、 この 大旦那で さえ、 

かこ ごと 

旅の 身で はねえ と 啷ち言 を おっしゃる  まして、 女 

興行師 風情の わたしで、 どうなる もの か、 それ を 考え 

出す と、 腐って しまわざる を 得ない。 

お 角さん が、 やきもきしながら 返答が できない でい 

る、 その 心 持 を 伊太 夫 は 充分 察する ことができ るから 


お 角さん から 強いて 返答 を 催促す るので なく、 自分の 

ことと して 自問自答 を 試みて、 

「いったい、 この 土地 は、 どこの 藩に 属して いるの か 

みなく ちはん  ぜぜ はん 

な、 水口 藩 か、 膳 所 藩 か —— そうだと すれば ここの 

きれもの  てづる 

権 者 は 何の 誰と いう 人 か、 その 人に 向っての 手蔓 —— 

ただし、 彦 根の 藩 中には 相当の 重役に 知り合いが ある、 

そうだ、 あれから 渡り をつ けて やろう か、 彦 根なら ば 

他の 小 藩への 通りが よかろう。 だが もし、 いずれの 藩 

にも 属して いない 天領 だとなる と、 幕府 直轄のお 代官 

だとなる と、 事が 少々 面倒 だぜ、 御 老中 差 廻し のお 代 

官に 悪く 出られた 日に は、 大藩 でも 扱い きれない こと 


が ある  さあ、 その 辺 を 一 つ 考えて みない ことに は 

…：- J 

伊太 夫 は、 自問自答 式に こうつぶ やいて、 ようやく 

思案が 深入りして 行く 途端に、 お 角さん が、 急に 声 を 

上げて 言いました、 

「ああ、 いいこと がご ざいました、 ほんと に、 どうし 

てこれ に 気がつかな かったんでしょう、 わたしと いう 

女 も、 実に 頭の 悪い 女で ござんし たよ」 

「何 か、 いい 分別が つきました か」 

「大旦那 様、 誰彼と おっしゃ るより は、 新撰 組が よう 

ござんしょう、 新撰 組 をお 頼り 申す のが、 手つ とり 早 


き  め 

くて、 いちばん 利き目が ありそうで ござんす」 

「なに、 新撰 組 —— 」 

「左様で ござ います、 とっくに そこへ 気がつか なけれ 

ばなら ない わたしと いう 女の 頭が、 こんなにまで 悪い 

頭と は 思いませんでした、 旅の 風に 吹かれ 通した ため 

に、 脳味噌が 少し 参つ たんで しょうと 思います」 

十四 

お 角 は ひとり 呑 込んで、 しきりに 意気込んで いる。 

それから、 お 角が 伊太 夫に 向って、 いま 京都から こ 


の 地方にまで 及ぼす ところの、 新撰 組、 すなわち 

壬 生 浪人と いう ものの 威力の、 いかに 強大で あるかと 

いう ことの、 たったいま、 仕込み 立ての ホヤ ホヤの 知 

識を 述べ立てました。 

新撰 組の 行動に 就いては、 御領 主 様と いえ ども、 お 

奉行 様と いえ ども、 これに 加うる こと はでき ない。 当 

時、 名立たる 大藩 といえ ども、 会津 といえ ども、 彦根 

といえ ども、 これに は 一目 も 二目 も 置く。 新撰 組に 睨 

まれた 以上 は、 公儀 役人と いえ ども、 到底 その 私刑 を 

たくま 

免る る こと はでき ない。 さし も 横議 横行 を 逞しう す 

る大 藩の 勤王 浪士 といえ ども、 新撰 組 だけ は 苦手であ 


る。 「恐 山の 卷」 の 百 七十 六 回 前後のと ころに、 その 威 

力の ほどが 見えて いる。 その 新撰 組の 威力 を 借りる 時 

は、 たとえ 相手が 大藩領 であろう とも、 天領であろう 

とも、 断じて 押しの 利かない こと はない という ことの 

信用 を、 お 角が 今、 やきもきと 思い起して 伊太 夫に 吹 

聴し ました。 

しかして、 その 新撰 組 を 意の ままに 駆使す ると ころ 

の 大将が 近 藤 勇で、 副将が 土方 歳 三で ある。 その 副将 

軍 土方 歳 三と わたし は 心安い。 つい 今の 先 も、 昔の 歳 

どんで 附 合って 来た。 その 力 を 借りて、 押しき つて 行 

けば、 何のち ようはん の 一人 や 二人、 事 も 雑作 も ある 


もので はない、 とお 角さん が 張りき つて この こと を 伊 

太夫に 申し出る と、 伊太 夫 もこの 際、 一応 は それ を 承 

認 しました。 

というの は、 当時、 新撰 組の 及ぼす 威力 は 京洛の 天 

地 だけで はない。 その 時代の 動静が、 かなり 敏感に 伝 

えられる ところの、 甲 州 第一 の 富豪の 手許まで 情報が 

届いて いないと いう こと はない。 どこまで 彼等に 全幅 

の 信用 を 置いて いい か 悪い かわからない が、 この 際 は、 

事の 思案より は、 急速の 実行 を 可な りと する。 時に 

とっての 強力が 必要で ある。 そこで、 伊太 夫 も 一応お 

角の 提議 を 承認す るまで もな く、 お 角さん は 早く も庄 


公 を 次の間まで 呼ばせて、 

「 庄 公 —— お 前 これから 大急ぎ、 馬で も 駕籠で も 糸目 

はっけないで、 一走り 使に 行って 来て おくれ —— ほら 

あの、 新撰 組の 土方と いう 先生 —— いい かい、 これ か 

ら山 王様まで また 龃け つけても らうんだ よ、 あそこへ 

行って 歳 どんに、 わたしが ぜひ 加勢に 頼みたい ことが 

ことづて 

あるって、 言伝 をして おくれ。 わけ を 言って は 長い か 

ら、 お 角 親方が 大難に 出あって いる、 草津の 北の 辻で、 

お 角 親方が 晒しに かけられる という 段 どり にな つ て、 

九死 一 生なん だから 歳 どんに 加勢に 来ても らいたい、 

とこう 言つ て 頼んで ごらん。 もし 歳 どんが いなかった 


ら、 あの やさ 男で 小 天狗と 言われた 沖 田 総 司と いう 先 

生で もい いし、 永 倉 新 八と いう 先生で もい いから、 大 

急ぎで 加勢 に 来ても らいたい と 言 つ て ね —— 歳 ど んも、 

沖 田さん も、 永 倉さん もい なければ 誰でもい い、 新撰 

組と 名のつ いたお 人なら ば 誰でもい いから、 頼んで 来 

ておくれ。 ことによると、 ど こぞへ 引上げて おいでな 

さる かも 知れない、 今時、 新撰 組と いえば、 泣く 児 も 

だま るんだ そうだから、 どこに いたって 居所 は 知れ そ 

うな もの だ、 大急ぎ、 九死一生の 場合、 今日明日のう 

ちに 首が コロリ てんだ から、 そのつ もりで お前、 しつ 

かりやって おくれ」 


こう 言いつけて 置いて、 お 角 自身 も 急に 伊太 夫に 向 

レ 

「大旦那 様、 では、 わたしの 方 もこれ から 現場へ 龃け 

つけて みます から —— 時が 遅れて はいけ ません、 救い 

の 手が 来る まで、 どっちみ ち、 現場へ 因縁 をつ けて 置 

いてみ る ことに 致します」 

かくてお 角さん は、 ゆらり と 立ち上りました。 

一 つ は 新撰 組へ 救いの 手 を 求むべく、 一  つ は 自身、 

グロテスクの 晒しの 現場へ 出頭して、 水の 手の 来る ま 

で 因縁 をつ けて 置こうと の 策戦ら し い。 


十五 

お 角が 立った あとで、 伊太 夫 は 考えて いる。 お 角 を 

助ける ために 来たので はない が、 こうな つてみ ると、 

彼女の ために 相当の 力添え をして やらなければ ならぬ 

事態に なって いる。 

但し、 自分の 力の 及ぶ 範囲なら ば 知らず、 旅へ 出て 

の 身で ある、 まして 今度の 旅 は、 人 も、 我 も、 思いが 

けない 旅で ある、 人に 知られたくない 旅の 身で ある、 

しるべ 

彦 根の 家中の 重役に は 相当 知 辺 は ある けれども、 事改 

めて、 そこへ 持ち込みたくない。 


だが、 何とかして、 側面から、 お 角が 急 を 訴えて い 

えんざい 

る 冤罪の 者の 助命 をして やらなければ ならぬ。 新撰 組 

なる ものの 威力が、 果して 間に合う だろう か。 いずれ 

しょうび 

にしても 焦眉の急 であ る  と リ あえず、 この 宿の亭 

主から たずねて、 きっかけ を 求めねば なるまい。 

「どうも あの 女親 方が、 ああ 張り切る の は よくよくの 

ことだろう  何とかして やらず ばなる まい、 お前、 

とりあえず 支配 地の 籍を 調べて、 役人の 筋を迪 つて、 

ひとつ 穏 かな 助命 運動が できる ものなら、 至急 その 道 

を 講じても らいたい」 

家来の 藤 左に 向って、 伊太 夫が この こと を 申しつ け 


ると、 藤 左 は 心得て、 宿 元から して 急速に 調べ 上げた 

情報が 次の 如くです。 

はせ きゅうべ え  なだい 

この 地に 長 谷 久兵衛 という 鬼 代官が いる。 名代の 農 

民 いじめで、 年貢 不納の もの は 遠慮なく 水牢に 入れる。 

厳寒の 節に 水の 中に 立た せる。 泣き叫ぶ 声が 通路まで 

聞え て、 人の 身の 毛 をよ だてる。 女房 娘 は 遠慮なく 身 

売り を させたり、 自分が 没収した りする。 たまり 兼ね 

て 瀬 田の 橋から 身投げ をして 果てる 男女が 続々 と 相つ 

ぐ。 

さら もの 

草津の 辻の 晒し者 も、 江戸 老中 差 廻し の 役人が させ 

たの か、 この 地の 役人が したの か、 それ はよ くわから 


ない が、 ともかく、 この 久兵衛 が 悪い。 久兵衛 のさし 

がね でなければ、 その 献策に 相違ない。 なんでもかん 

でも その 長 谷 久兵衛 が 鬼 代官 だ と い う 情報が 、 どちら 

てもと 

方面から も、 期せず して 伊太 夫の 手許へ 集まって 来る。 

してみ ると、 長 谷 久兵衛 なる もの は、 悪辣で ある だ 

きけもの 

けに 権 者で ある。 なんにしても、 こいつ を 押えて かか 

るの が 有利 だと 伊太 夫が 覚りました。 

押えて かかる と 言った ところで、 力 を 以て 押えて か 

かる わけに は ゆかない。 手段 方法 を 以て、 この 代官 か 

ら 理解して かからぬ ことに は、 事 は 運ぶまい。 その 代 

り、 この 代官の 理解 さえ 届けば、 必ずや 相当の 緩和 方 


法が あるに 相違ない という ことに 伊太 夫が 合点して、 

とりあえず、 家来に その 運動 方法 を 命じた のです。 

運動 方法と いったと ころで、 今の 場合、 さし 当り 特 

別の 手段 方法が あるべき はず はない。 伊太 夫の 持てる 

しのび 

ものと しての 力 は、 その 財力です。 微行で 旅に 出た と 

はいえ、 甲 州 一国 を 押えて いる 力 は 何 かにつ けて 物 を 

言う。 金力が 時、 所 を 超越して、 権力 以上に 物 を 言う 

場合が 大いに ある。 伊太 夫の 取り得べき 手段 方法と し 

て は、 その 有り余る 金力 を、 有効に 行使して みる 側面 

運動の ほかにはないでしょう。 

しかし、 いきなり 小判で 鼻つ ぱしを 引つ こする よう 


ま ね  てづる 

な 真似 はでき ない。 手蔓の ない、 しかも 焦眉の急に 応 

ずるた めの 財力の 発動と して は、 その 方法に、 相当 微 

細に して 巧妙なる ものがなければ、 かえって 事 を 仕 損 

ずる 

伊太 夫 は、 それ を 藤 左に 向って 考えさせ ている。 

十六 

草津の 辻の グロテスクな 晒し者 は、 多くの 方面に い 

ろい ろの 衝動 を 捲き 起した が、 意外 千万な ことに は、 

その 翌朝に なると、 「ちょうさん」 の 罪人と して 晒され 


た 宇治山 田の 米 友の 姿 は、 晒し 場から 跡 を 消して、 そ 

キ J ょラ しゅ 

の あとへ 別に 一 つの 「梟首」 が 行われました。 首が 晒 

されて いるので す。 つまり、 生きた 人間 を 縛って 曝す 

代りに、 人間の 首を切って、 そうして それ を 梟に かけ 

ました。 

さて は —— と 人だかりの 中に、 血相 を 変えた もの も 

ありました。 と、 そのうちに は、 あの 無言の グロ テス 

クも、 とうとう 首に なった か、 ともかくも 生きて 晒さ 

れ ている 間 はま あいい として、 首 を 斬られて 「梟首」 

に 行われる ようで は、 もういけ ない。 

あれほど、 いきり 立った お 角さん はどうした。 


そのと ころに、 まさに 右の 如く 人間の 「梟首」 が 行 

われて いる こと は 事実に 相違ない が、 よくよく 見直し 

た 時、 いずれも 失笑し ない ものはありません。 

「あつ！ な あ ー んだ」 

人間の 首が さらされて いるに は 相違ない けれども、 

その 首と いう ものが 甚だ 無難なる 首で ありました。 

木像な のです。 木像の 首な のです。 しかも その 木像 

の 首た る や、 ほぼ 普通人 間の 三倍 ほど ある 分量 を 持つ 

ていて、 木質 だけ はま だ 生々 しいのに、 昨今 急 仕立て 

の 仕上げと 見えて、 その 彫刻ぶ りが、 荒削りで、 

しろうと わざ 

素人 業が、 たくまず して 七 分 は 滑稽 味 を 漂わせて いる。 


しかしながら、 とにかく、 人間の 形 をした 首 は 首で 

す。 その 首が、 昨日まで は 来 友が 全身 を 以て 生きな が 

ら 晒されて おった ところに、 置き換えられ ている。 し 

かも、 その 首 を、 なおよく よく 見る とまた 見覚えが あ 

そくた い 

る —— 誰でも 相当 見覚えが ある。 束帯 こそして いない 

力ん む リ 

けれども、 冠 を かぶって いる。 その 冠 も、 天神 様 や 

とうかん 

荒神 様の かぶる ような 冠で はなく、 世に 「唐 冠」 とし 

て 知られて いる、 中央に 直立した 一葉が あって、 両翼 

が 左と 右に 開いて いる。 古来 この 冠 を かぶった 画像、 

木像に 於て、 最も 有名な の は 「豊臣 秀吉」 である。 こ 

とに この 附近 は、 秀吉の 第二の 故郷と して、 その 功名 


の 発祥地と 言いつべき ですから、 この 「唐 冠」 の 太閤 

様 は、 ほぼ 児童 走卒 までの 常識と なって いる。 

「や あ、 太閤 様が 晒し首に なって いる」 

人 も 騒げば、 我 も 騒ぐ。 

「太閤 様の 晒し首」 

子供た ち は 嬉しがって 騒ぐ が、 苦笑せ ぬ 大人と て は 

ない。 

何者が した 悪戯 か、 いたずらが 過ぎる。 まさに 知 善 

院蔵 すると ころの 天下 一 品と 称せら るる 豊臣 太閤の 木 

像の 首を模 して、 斯様な 素人 細工 を 急造し、 そうして、 

昨日までの 生きた 現物と 引換えて ここへ 晒した ものに 


相違ない。 農奴と はり 出された 宇治山 田の 米 友に とつ 

て みれば、 今度 は、 かりにも 豊 太閤の 面影と 引替えに 

なった という ことにな つてみ ると、 いささか 光栄と す 

るに 足る というべき だが、 太閤の 影像 にと つて は 迷惑 

この 上 も あるまい。 

何の 理由が あって、 何者が こういう 摺 替え を 行った 

かとい うこと はわから ない。 無論、 有司の 仕業で はな 

く、 何者かの 最も 悪趣味なる いたずら である こと はよ 

くわ かる。 この 時代に 於て は、 こういう たちのい たず 

らが、 よく 流行した もので、 その 最も 代表的なる もの 

は、 京都の 等 持 院の足 利 家 累代の 木像 を 取り出して、 


四条磧 にさら した ことで ある。 

しかして、 この場合に 行われた の は、 足 利 家と はな 

んら ゆかりの ない 豊臣 太閤が、 同様の 私刑に 行われた 

という 現象であって、 一見して 誰もが、 相当に 度胆を 

抜かれた が、 その 傍の 捨札 までが、 いつしか 書き替え 

られて あると いう こと は、 文字 ある 人 だけが 気の つい 

もん ごん いわ 

たこと であった。 新たなる 捨 札の 文 言に 曰く、 

「コノ 者、 農奴 ヨリ 出世 ノ身ニ 力 力 ハラズ、 農民 搾 

取ノ 本尊 元凶 タル 段、 不埒 ニッキ、 梟首 申 シック ル 

モノ 也」 

この 意味が わかる もの も あるし、 わからな いもの も 


ある。 いずれも 度胆を抜かれた 体に 於て は 同じ もので 

十七 

琵琶 湖畔に 農民 暴動の 空気が 充ち 満ちて いる II 

という こと は、 前 冊 書に しばしば 記した ところで あ 

るが、 その 要領と して は、 「新月の 巻」 第 四十 九 回のと 

ころに、 不 破の 関守 氏が、 お雪 ちゃんに 向って 語った 

ところに、 「まあお 聞きなさい、 お雪ち やん、 こういう 

わけなん です、 事の 起り と、 それから、 騒動の 及ぼす 


影響 は …… 」 と 前置 をして、 

「今度の 検地 は、 江戸の 御 老中から 差 廻し の 勘定 役の 

出張と いう ことです から、 大 がかり な ものなん です。 

京都の 町奉行 からお 達しが あって、 すべての 村に 於て、 

この 際、 如何よう なお 願いの 筋が あろうと も 聞き届け 

ま 力 

る こと は 罷り成らぬ —— 村々 から あらかじめ、 そのお 

請 書 を 出させて 置いての 勘定 役 御 出張な のです。 そこ 

で 老中 派遣の 勘定 役が、 両 代官 を 従えて 出張して 参り 

ましてな、 郡 村に 亘 つて、 検地 丈 量の 尺 を 入れた ので 

ござる が、 もとよりお 上の なさる こと だから、 人民 共 

に 於て かれこれ のあろう はず はない ので ござる が、 そ 


のお 上の なさる というの が、 必ずしも 一から 十まで 公 

平 無私との みは 申されません でな。 

つまるところ わいろ なんです ね。 当節 は 到る ところ 

それなん だからい けません な あ、 わいろで もって、 すつ 

かり 手心が 変 るんで すから いけません。 いったい、 役 

人が わいろ を 取って、 公平 を 失する という ことほ ど 政 

治 上い けない ことはありません ね …… 今度の 騒ぎ も、 

そもそも そのお 江戸の 御 老中 派遣の 勘定 方が、 わいろ 

によって 検地に 甚 しい 手心 を 試みた それが 勃発の も 

となんで …… 」 

江戸 老中 派遣の、 わいろ を 取る 役人が 出張して、 思 


う 存分に 竿 を 入れる。 その くらいだ から 寛厳の 手心が 

甚 しく、 彦根、 尾 張、 仙 台 等の 雄 藩の 領地 は 避けて 竿 

を 入れず、 小 藩の 領地になる というと、 見くびって 烈 

しい 竿 入れ をした もの だから、 領民が 恨む こと、 恨む 

こと。 そこで、 これ はた まらぬ と、 庄屋た ちが 寄リ集 

まって、 竿 入れ 中止の 運動 を 試みよう としたが、 そこ 

はわい ろ 役人に 抜け目が なく、 あらかじめ 一切の 訴願 

まか 

罷りなら ぬと いう 覚書 を 取って ある。 しかし、 領民た 

ちに なって みると、 死活の 瀬戸際 だから 黙って いられ 

みずかさ 

ない、 その 鬱憤が 積り つもって、 大雨で 水嵩が 増して 

行く ように 緩 侵に 以て 漸く 強大で ある。 どこの 村から、 


どう 起った かとい うこと は 今 わからない けれども、 近 

まわ リ 

江の 四周の 山水が 湖水へ 向って 集まる ように、 湖岸 一 

帯の 人民の 不平が、 ある 地点へ 向って 流れ 落ちて 溢れ 

て 来る。 

やす ごお リ 

たとえば 野洲 郡と 甲賀郡 の 歎願 組が 合流して 水口へ 

廻ろうと すると、 栗 田 郡の 庄屋が 戸田村へ 出揃って 来 

る。 勘定 役人が 甲の 川沿いから 乙の 川沿いに 行こうと 

すると、 両の 郡の 農民が 結束して 集まる もの 数千 人、 

ことに 甲賀郡 西部 方面から 押し出した 農民 は、 水口 藩 

ご んだ がわら  たむろ 

警 固の 間 を それて 権 田 河原に 屯し、 同勢み るみる 加 

わって 一万 以上に 達し、 破竹の 勢いで 東海道 を 西 上し、 


石 部の 駅に 達した が、 膳 所 藩の 警固隊 を 突破し、 三 上 

郡に 殺到、 そこで 他の 諸 郡の 勢と 合し、 無慮 二 万人に 

及んで、 三 上 藩に 押 寄せる という 勢力に なった。 

幕府の 勘定 方の 役人 は、 その 時、 三 上 藩に いたが、 

藩の 役人が 怖れて 急ぎ 避難 をな さるよう にと 勧めた が、 

剛情 我慢な 幕府 勘定 役人 は それ を 聞き入れない。 つい 

に 群集 は 陣屋へ 殺到して、 勘定 方 役 向 を 取 囲んで 口々 

に 歎願 を 叫んで いる。 幕府 勘定 方 役人の 生命 も 刻々 危 

ひん 

急に 瀕して いる  

十八 


なお、 そのこと のあった 前後、 青嵐 居士が またして 

も、 胆 吹の 山荘に 不 破の 関守 氏 を 訪れての 会話が 漸く 

と ラとラ 

興に 乗る と、 次の ような こと を滔々 と 論じ 立てました、 

「そもそも 徳川 氏ば かりが、 農民の 敵 だと 言い ふらす 

やから は、 二 を 知って 一 を 知らない ものです よ —— 例 

の豊臣 氏なん ぞが、 むしろ 農民 を 搾る 方の 本家と 言つ 

てし かるべき でしよう。 たとえばです …… 

日本に 於て、 農民が 最も 幸福であった 時代 は 鎌 倉 時 

代、 とりわけ 北条 時代であった のです が …… さて、 応 

仁の 乱 以後、 天下 を 平定した 豊 臣秀吉 という ものが、 


御 承知の 通り、 彼 は 全く 名 もな き 農民の 出で ありまし 

てな、 そんなら、 その 純粋の 農民の 出で あると ころの 

豊臣 太閤と いう ものが、 どういう 扱い を その 親元の 農 

民に 向って 試みた かと 申します と、 まず あの 時の あの 

人が 行った 『検地』 という もので よく わかります な。 

秀吉の 時まで は 一 段歩 は 三百 六十 坪で あり、 一 坪 は 六 

尺五寸 平方であった のです が、 それから 一段 三百 坪に 

改め、 一 坪 を 六尺 三寸 平方と し、 これによ つて 約 二割 

以上の 増収 を 農民の 上に 加えた のであります …… 

秀吉 も、 その 武力 統一 を 完全に すると 共に、 大陸 政 

しぼ 

策 を 実行す る 上に、 どうしても 農民 を 搾らなければ な 


ら なかった のですな。 農民 を 搾る ために は、 農民 を 無 

力に して 置かなければ ならなかった のですな。 そこで 

『検地』 の 一 方に は 『刀 狩り』 というよ うな こと も 行わ 

れ ましたの です。 農民から 一 切の 武器 を 取り上げて、 

苟 も 反抗ので きぬよう に 丸腰に してし まった のが 秀 

吉 です …… 

それ を徳川 氏に 至って、 更に 徹底的に 強行 政策 を 用 

いて 圧迫し きった というの ですな。 だから、 徳川 氏の 

政策 は 農民 を 人間 扱いに はして おりません、 濡 手拭と 

百姓 は、 絞れば 絞る ほど 水が 出る —— 最後の 一 滴まで 

絞る ように S らして しまった のですな。 徳川 氏の 対 農 


民政 策 は その 通りです が、 その 俑を 作って 与えた もの 

は豊 臣秀吉 なのです。 ことに 徳川氏 は 少なくとも 城主 

大名の 家に 生れた のです が、 豊臣に 至って は、 尾 張の 

中 村の 純粋なる 農民の 出で あるに かかわらず、 農民の 

地位 を 向上せ しめず、 これ を奴隸 以下に 置く ことの 俑 

を 作りました。 もし、 農民が 目下の 検地の 残忍 刻薄 を 

さかのぼ 

恨むならば、 当然、 遡 つて 徳川家 康を 恨まなければ 

ならない、 家康を 恨む 以上 は、 秀吉 もまた 同罪の みか 

は、 同罪 以上の 元凶で ある こと を 恨まなければ ならな 

い 理窟になる のです」 

青嵐 居士 は、 自分が こういう 意見の 所有者で はない 


広く 歴史 を 読んで いる 間に、 こういう 史上の 事実 を摑 

み 出で て 語る ものら しい。 すると 不 破の 関守 氏 も、 そ 

の 説に は 相当 共鳴す ると ころ ある ものの 如く、 

「秀吉 は 農奴から 起つ て 関白に 至った と いう こと は、 

争う ベ からざる 素姓と 考えます が、 家康 とても 必ずし 

も、 生え抜きの 城主 大名と はい われますまい。 近頃、 

ひそかに 研究した 人の 説に よると、 彼 は 農民より もな 

いや  かんにん ぼ うず 

ぉ賤 しい、 乞食の 徒、 願 人 坊主、 ささら 売りの 成 上り 

だとい うこと であります」 

「はは あ、 それ は 新説です、 徳川家 康の 幼名 竹 千代、 

きんだち 

岡 崎の 城主 松 平 広忠の 公達と いうので なく、 願 人 坊主、 


ささら 売りの 成 上り …… それ は 果して 根拠の ある 説で 

す 力」 

「当人の 研究に よると、 なかなか 根拠が あります、 つ 

まり、 その 説 は …… 」 

十九 

不 破の 関守 氏 は、 村 岡 融軒著 「史 疑」 と 称する 一 書 

を 取って、 青嵐 居士の 前に 置いて 言い つづけました、 

「この 書物 は、 相当 丹念に 研究して 成った もので、 面 

白い 説です から、 拙者 は 要領 をう つし 留めて 置き まし 


た、 お 暇の 時に 御 一覧 下さい。 而 して 要するに、 徳川 

家康の 真実 の 素姓 を 突 留めん とした 書物でありまして、 

ささらち の 

結局 この 著者の 研究の 結果 は、 家 康は第 者 の 子で あつ 

て、 松 平氏の 若君で もなん でもない、 十九 歳まで は 乞 

食 同様の 願 人 坊主であった、 それが、 正銘の 松 平の 曹 

司 竹 千代が 駿府に 人質と なって いるの を 盗み出し、 そ 

れを信 長に 売り込んで、 出世の 緒 を 開いた の だとい 

う 説です …… 」 

「はは あ、 そういう 新説 は 今まで 聞きませんでした、 

それだけの 説 を 立てる からに は、 必ずしも 拠る ところ 

がない わけで もあります まい、 荒唐無稽の 小説なら ば 


とにかく、 新 研究と あるならば、 一 応 読んで 置く 必要 

が あると 思います、 拝借いた しましょう」 

「どうぞ、 ごゆつ くり ごらん 下さい  ところで、 秀 

吉も、 家康 も、 右の通り、 その 出生が 農奴で あり、 非 

人 同然で あるに 拘ら ず、 成功した 暁に は、 その 発祥 民 

族 を 酷使 虐待す る、 なるほど、 その 俑を 作った のは秀 

吉 でありましょう、 それに 輪 を かけ、 箍 を はめた の は 

徳川 氏です」 

「左様、 徳川 氏の 農民 政策に 就いては、 拙者 も 心がけ 

て少々 研究 を 試みて いないで もありません が …… 」 

と 言って、 そこで、 今 S は、 またも 徳川 氏の 農民 政策 


問題に 復帰して、 おのおの その 懐抱 を 傾けて 語り合い 

ましたが、 落つ ると ころ は、 神 尾 主 膳が 百姓 を 憎む と 

ころの 根拠の 裏 を 行って いるよう な もので、 徳川家 直 

参の 旗本で ある こと を 誇りと する 神 尾 主 膳が、 極力 農 

民 を 侮辱して いる。 それ は、 やはり この 大 菩薩 峠の 「恐 

山の 卷」 の 百 四 回のと ころから 見る とよく わかる。 

神 尾 は 生れながら、 百姓と いう もの は 人間で はない 

—— ものの 如く 感じて いる。 

それ は 当然、 階級 制度の 教える ところの 優越性 も 原 

因で ある ことに は 相違ない が、 それほど 神 尾と いう も 


い  にく  のろ 

のが 百姓 を、 忌み、 嫌い、 悪み、 呪う というの は、 別 

に また 一 つの 歴史 も あるので す。 

しぼ 

それ は、 神 尾の 先祖が、 百姓 を 搾ろうと して、 かえつ 

て 百姓から ゥンと 苦しめられ、 いじめられ ている。 神 

尾の 祖先のう ちの 一 人が、 自分の 放蕩 濫費の 尻 を、 知 

行 所の 百姓に すつ かり 拭わせようと したために、 

ひゃくしょうい つき 

百姓 一 揆を 起されて 家 を 危うくした ことがある。 

体面の 上から は 勝った が、 事実に 於て は 負けた。 領 

主としての 面目 はかろう じて 立った が、 内実 は 百姓の 

言い分が 通って しまったの だ。 

だから、 心 ある 人 は、 それから 神 尾の 家風 を 卑しむ 


ようにな つてい る。 

その 歴史が、 今 も 神 尾 を 憤らせて いる。 百姓と いう 

やつ は 厳しく すれば 反抗す る、 甘く すれば つけ 上る I 

I 表面 は 土下座しながら、 内心で はこつ ち を 侮って い 

る。 最も 卑しむべき 動物 は 百姓 だ —— これに は 強圧 を 

加える より ほかに 道 はない と、 それ以来の 神 尾 家 は、 

おさ 

代々 そう 心得て 百姓 を 抑えて 来て いた。 今の 神 尾 主 膳 

も、 百姓 を 見る と 胸 を 悪く する こと、 この 歴史から 来 

ている。 

この 点に 於て、 神 尾 主 膳 は 徳川家 康の 農民 政策 を 支 

持して いる。 


「権現 様の 収納の 致し 様」 といって、 百姓 は、 生かし 

もせず、 殺し もせざる ようにして 搾れ  という こと 

が、 すなわち 徳川家 康の 農民 政策で あつたと 今日まで 

伝えられて いるの だ。 

毎年の 秋、 幕府 直轄の 「天領」 を 支配す る 代官が、 

その 任地に 帰ろうと する 時、 家康は これら を 面前へ 呼 

びつ けて、 郷村の 百姓 共 をば、 「死なぬ ように、 生きぬ 

が てん 

ようにと 合点いた し、 収納 申し 付くべし」 と 申しつ け 

たという ことで ある。 

らくいん 

その 伝統 を 承って、 これ は 家康の 落胤 だと 言われた 

土 t 井大炊 頭の 如き は、 ある 年、 その 居城、 下 総の 古河 


へ 帰った 時、 前年まで は 見る 影 もなかった 農民の 家が、 

今 は 目に 立つ ようになって 来たと あって、 「百姓、 生き 

過ぎ はしない か」 と 部下の 役人へ 詰問 的の 問い を かけ 

たという ことにな つてい る。 

その 当時の 一村の 名主の 家に は、 必ず 水牢、 木馬の 

類が 備えて あつ た の だ。 百姓 共が 年貢 を 滞納す る 時 は、 

水牢へ 入れ、 木馬に 乗せて これ を 苦しめた もの だ。 

それだけ を 聞いて いると、 いかにも 農民に 対して 血 

も 涙 もない やり方の ように 聞え る。 徳川家 は 農民 を 見 

る こと 牛馬 以下であって、 農民に とって、 徳川家 は 

き ゆ 1 つてき 

仇敵で でも あるかの ように 聞え るが  事実、 天下 


の 政治 をす る ものに、 好んで 農民 を 苦しめたがる 奴が 

ある もの か、 苦しめる に は 苦しめる だけの 理由が ある 

いんねん 

からだ、 苦しめられる 方 は、 苦しめられる だけの 因縁 

が あるから なの だ。 

いったい、 発祥 時代の 徳川家の 地位 を 考えて みるが 

いい。 天下 は 麻の 如く 乱れて、 四隣み な 強敵 だ。 その 

間から 千辛万苦して 天下 を 平らかに する —— 勢い 兵馬 

を 強から しめねば ならない。 兵馬 を 強から しめる に は、 

後顧の憂い を 断たなければ ならない。 兵馬 を 強から し 

める に は、 兵馬 を 練れば よろしい が、 後顧の憂い なか 

らしむ るた めに は、 百姓 を 柔順に して 置かなければ な 


らぬ。 百姓 は、 矢玉の 間に 命が けで 立 働く に は 及ばな 

い 代り、 柔順に 物 を 生産して、 軍隊の 兵站 を 補充し な 

ければ ならない。 万一、 百姓 を 強く して これに 反抗の 

気 を 蓄 えしめ た 暁に は、 強い 戦争が できる はず はない。 

そこで 百姓 を 骨抜きに して 置かなければ、 軍隊 を 強く 

して、 天下 を 平定す る こと はで きないの だ。 

だに よって、 家康が 百姓 を 抑えた の は、 武力 を 伸ば 

さんため。 武力 を 伸ばす の は、 天下 を 平定 せんがた め 

なの だ。 そうして、 家康は それに 成功した の だ。 天下 

の 平和の ために、 百姓 を 犠牲に したの だ。 百姓 をい じ 

めたい から、 自分が 栄華 を 極めたい から、 そこで 百姓 


を 虐待した わけで はない の だ —— 現に、 百姓 共が、 安 

穏に 百姓 をして おられる の も、 この 徳 川の 武力が あれ 

ば こそで はない か。 強い 武力がなければ、 国 は 取られ、 

田 は 荒され、 百姓 は 稼ぐ ところ を 失う どころ か、 稼ぐ 

ベ き 田地 を さえ 持 つ こと はでき ない。 

だから、 百姓 は 百姓と して、 分 を 知って 服従して い 

さえ すれば いいのに、 ややもすれば 反抗したがる。 表 

面 服従して、 少し 目 を はなせば 一揆 を 起したがる のが 

百姓 だ —— ことに 近来 は、 一 揆の 無頼漢の 音頭 を 取る 

もの を 称して 「義民」 だのなん のと 祭り上げる 輩が 多 

いから、 百姓が いよいよ 増長す る —— 云々。 


二十 

「どこの 国の 百姓 も、 百姓と して は 皆う だつ の 上らな 

いのは 同じ だが、 ことに この 近 江の 国の 百姓 はみ じめ 

な ものです」 

と、 青嵐 居士が 不 破の 関守 氏に 向って 言う と、 

「どうしてです か」 

「それ は、 京都 をつ い 背後に 控えて いる だけに、 戦争 

というと、 この 国が 唯一 の 要路と なる のです。 東国の 

兵が この 国 を 通過せ ずして 京都に 入る こと はでき ませ 


ん、 西 国の 兵 もこ こ を 通過せ ずして 東征 はでき ません、 

そこで、 乱世に 於て は 国土が 絶えず 兵馬に 蹂躪 せられ、 

こうむ  あんど 

人民が 残 暴 を 蒙ります から、 土地に 安堵して 生活 を 

営む という ことができません、 いつ 剽つ 掠 を 蒙る か、 

掠奪せられ るか わからない のみならず、 人力 も 絶えず 

徴発 せられて 争闘の 犠牲と ならなければ ならない、 生 

民 その 堵に 安ん ぜず というの が、 この 近 江の 国の 住民 

の 運命でした」 

「なるほど」 

「しかし、 人間と いう もの は 運命に 妨げられる と共に、 

運命に 逆ら つ て 新 境地 を 打開す る 力 を 与えられ ている 


ようでありまして、 かく 不幸なる 境地に 置かれて、 堵 

に 安ん せざる 変通 力が、 一転して 商業の 方へ 注がれた 

という わけです。 故に この 国の 勤勉に して 機 を 見る に 

敏 なる 土民 共 は、 農業 を 捨てて 商業の 方に 着目し、 転 

向す る ことにな りました のです」 

「なるほど」 

「土着の 土地 を 相手に しないで、 他領 他国 を 目的と す 

る、 自分の 生れた 土地で 生産して、 それから 恵まれる 

こと を 断念して、 他国へ 進出して 富 を 吸収して 来る と 

いう 新 方向 を 案出した の も、 自然の 径路と はいえ、 こ 

の 国の 住民が 馬鹿で ない 証拠です」 


「なるほど」 

「そこで、 近 江 商人の 名が 天下に 聞え るに 至りました。 

勤勉 実直に して、 知らぬ 他国から 金 を 儲けて 産 を 成し、 

その 産 を 蓄積す る ことに 於て、 また 非凡なる 忍耐と 進 

取との 才能 を 持って おりました。 他国に 向っての 積極 

的 進出と、 自ら 守る ことの 堅実な 消極的 忍耐と、 両方 

を この 国の 人間が 持つ ことができ たという 次第で —— 

そこで、 自分の 国の 乱れる という ことが、 商人と して 

成功す る 逆縁と なりました。 今日、 大阪に 於け る、 江 

戸に 於け る、 近 江 商人と いう ものの 財力の、 いかに 根 

強く して 盛んなる か を 思い合わせて ごらんな さると よ 


くわ かります」 

「なるほど、 そう おっしゃられ ると、 それが いわゆる 

近 江 商人の 勢力の 一 大 原因で あるかの ように 感ぜられ 

ちまた 

ます。 国土が 争乱の 巷と なる が 故に、 住民が 他国へ 

進出す る 機縁と なる、 逆縁が かえって 利 縁と なった と 

いう 次第です な」 

「そうです。 しかし、 そんなら ば、 すべて 自分の 国が 

乱れて いると ころの 人民 は、 外に 向って 大いに 発展 を 

する かと 申す と、 それ は 一 概には 言われません、 全く 

疲弊し きって、 奴隸 以下に 没落して しまう 国民 も ある 

のです から、 要するに 気質の 問題です な」 


「なるほど」 

「江 州 人 は、 素質 的に、 逆境 を 打開す る 勤勉の 気風 を 

備えて いると 見なければ ならない 理由 も あるので す。 

たとえばです、 これから 越 前の 方へ 向けて 出る 途中に、 

難渋な 峠が 三ッも ある、 たいていの 人 だと、 それ を 聞 

いて うんざりし、 せめて 三ッの 峠が 二 つに でも なれば 

いいと、 こういって 歎息す ると ころ を、 江 州 人 は、 峠 

が 更に 二つば かり 余分に あれば よい、 そうすれば、 人 

がいよ いよ 難渋が つて 出かけない、 そこ を 自分 は 出か 

けて 行って、 商売 を ひとり 占めに してし まう —— 大体 

こういった 気風な のです から、 そこに 近 江 商人の 勝利 


があろう と いう ものです」 

「なるほど —— おおよその 人 は 地の利 を恃 むの だが、 

江 州 人 は 地の 不利に 恵まれる という わけです な。 もと 

より、 それ は 素質と も 相関 係し ましょう」 

「もちろん、 天の 時、 地の利と 言います が、 江 州 人に 

は、 天の 不祥 時と 地の 不利益の 場合に、 恵まれる ので 

おの 

す。 彼等 は 己れ の 国土 を 対象と しないで、 他国 進出 を 

目標と しています、 そこに 彼等の 発展が あります。 し 

かし、 こういう、 恵まれず して 恵まれた る 土地の 半面 

に は、 恵まれた ようで 実は 恵まれない 不幸の 民が 多い 

こと を 思わなければ なりません。 近 江 商人が 最も 恵ま 


れ た 成功者 だ とすれば、 近 江 農民 は 最も 恵まれ ざ る 落 

伍 者 だとい うこと もで きます  」 

「なるほど」 

「江 州 人 だとて、 皆が 皆、 そう 他国へ 進出して 成功す 

る 者ば かりではありません、 この 国に 残って 兵馬の 奴 

やせば たけ 

隸 となり、 或いは 痩 畑の 番人と ならなければ ならぬ 

運命に 置かれた 農民 こそ、 最も 恵まれざる 者 と言うべ 

きでしょう」 

二十 一 


「かく、 一方に は 他領 他国へ 進出して 富 を 成す 成功者 

が あると 共に、 一 方に はちょうさん する こと さえ 許さ 

れ ざる 農民が 存 する こと は、 おた がいよ く 考えて みな 

ければ ならない ことです」 

「なるほど」 

「外へ 発展す るの 機運に 恵まれず、 内に とどまつ てい 

しま 

て は、 搾られて 骨 も 身 も 食われて しまう、 そこで、 や 

む を 得ず 他領へ 出奔 せんと すれば、 ちょうさん 律が 

あって、 厳として 身動きが 許されない、 下手な 講釈師 

の やる 荒 柳 美談で はない が、 ネ むな、 立つな、 歩むな、 

居 坐るな、 というと ころが 即ち 農民の 立場な のです」 


いにし  ことわざ 

「なるほど、 そうなります と、 いよいよ 古え の 諺 に 

あるが 如く、 民に 倒懸の 苦 ありと いう ことにな リ ます 

さかさ 

な、 農民 は 倒に ブラ 下がって いるより 仕方がな いと 

いう わけです な」 

「なんにしても、 ちょうさん 律 はよ くありません な、 

行動の 自由、 移住の 自由 を 奪う という こと はよ く あり 

ません な。 民に 移住され ると、 領土 を 耕す 人が なくな 

る、 自然、 領主が やりきれなくなる、 という 結果が 怖 

い、 移住され る ことが それほど 苦しければ、 民 を 優遇 

する に 越した こと はないで はない か、 優遇と いうの が 

為し 難ければ、 人間が 住める だけの ように してやる 責 


任が 領主に は あるでしょう、 罪人なら ざる もの を、 一 

定の 土地に 監禁し て、 動く 勿れと 命ずる の は 悲惨 で す 

ね」 

「あらゆる 農民 いじめの うちに、 このち ようさん 律が 

最も 不合理 だと 思います。 最近です、 湖岸の 町々 村々 

にも、 このち ようさん 律の 制札が 出ました の を ごらん 

になり ました か」 

「私 も、 ちょっと 見かけました」 

「あの 文 言 をお 読みに なりました か」 

「 一 読いた しました」 

ここで、 二人の 問答に かかって、 見た か、 読んだ か 


の 問題に 上つ ている ちょうさん 律の 制札なる もの は、 

多分、 先日の 日、 長 浜の 町の 会所の 附近に 於て、 宇治 

山 田の 米 友の 目に 触れた あれであります。 

それならば、 「胆 吹の 卷」 の 十八 回のと ころに ある I 


長 浜の 会所へ、 両替の 使に 用心棒と してついて 来た 

しばら 

宇治山 田の 米 友 は、 会所の 前に 暫く 待って いたが I 

I そこに 高札 場が あって、 いくつもの 札の かけて ある 

の を 見つけました。 その 高札 を 片っ端から 読んで みま 

すと、 その 真中の いちばん 大きい のに、 次の 如く 書い 


て ありました。 

「定 

何事に よらず、 よろし からざる ことに、 百姓 大勢 申 

合せ 候 を、 とたう ととな へ、 とたう して、 しひて 願 

事 企てる をが うそと 言 ひ、 あるひ は 申合せ 村 方 立 退 

候 をて うさん と 申し、 他村に かぎらず、 早々 其 筋の 

役所に 申出 づ べし、 御 褒美と して、 

とたう の 訴人 銀 百 枚 

がう その 訴人 同断 

てうさん の 訴人 同断 

右 之 通 下され、 その 品に より 帯刀 苗字 も 御免 あるべ 


き 間、 たと ひ 一 旦 同類になる とも 発言いた し 候 もの 

の 名前 申出 づる において は、 その 科 を ゆるされ、 御 

褒美 下さるべし。 

一、 右類訴 いたす ものな く、 村々 騒 立ち 候 節、 村 

内の もの を 差 押へ、 とたう にく ははら せず 一人 もさ 

しいだ さざる 村 方 これ あらば、 村 役人 にても、 百姓 

にても、 重に とり しづめ 候 もの は、 御 はう び 下され、 

帯刀 苗字 御免、 さし つづき しづめ 候 もの ども これ あ 

らば、 それぞれ 御 褒美 下しお かるべき もの 也。 

年月日 

奉行」 


それ を 読んで しまった 米 友が、 高札の 表 を 横目に 睨 

んで、 

「はは あ、 一味と とうしち やい けね えって えんだ な、 

申合せ をして 村 方 を 立 退く の もよ くねえ てえん だな、 

それ を 訴人し ろて えんだ な あ、 訴人した 奴に は 銀 百 枚 

を 御 褒美と して 下しお かれよう てえん だな、 なお その 

上に、 次第によ つち や 苗字 帯刀 も 御免あろう てえん だ 

な …… 一 味と とうして 乱暴 を 働く のが 悪 いのは わかり 

切って るが  苦しく つて 堪ら ねえから、 村 をち よう 

さんして、 ど こぞへ 落ちの びて 行く の も 罪に な るんだ 

いても わるし、 動いても 悪し、 立って 退けば また 悪い 


百姓と いう もの は 浮む 瀬が ねえ」 

と 言って 彼は浩 歎した ので あつたが、 思いき や、 そこ 

こうむ 

で、 その 悪逆なる 罪名 を 自分が 蒙 つて、 ちょうさんの 

罪 を 着せられて、 「晒し」 にか かる 運命に 落されて いよ 

うと は。 

二十 二 

長 浜の 浜屋の 別館に 割拠して いるお 銀 様と 竜 之 助と 

が、 襖 越しに 深夜の 会話。 お 銀 様が まず 言う、 

「だが、 おかしい ほど 芝居気 たっぷりの 男でした わね」 


「いやに 気取って、 セリフ 廻し からしぐ さまで、 すつ 

かり 芝居に なって いました よ、 キザも あそこまで 行く 

と、 ちょ つ と 笑えない」 

「ああい う 奴な の だ」 

「あなた、 以前から 御存じ なんです か」 

「ち つ とば かり 知つ てるよ」 

「そうすると、 あなたの こと も、 わたしの こと も、 知 

リ 抜いて いての 悪戯なん でしよう か、 それにして は 仕 

まず 

上 げが 拙う) y ざんした わ」 

「は、 は、 何に 限らず、 あれ はちよ つかい を 出して み 


たがる ように 出来て る 男なん だ」 

「その、 ちょっかいが 怪我の もとでし たねえ、 殺生な 

ことでした」 

「うむ」 

「殺生 は 殺生です けれども、 あなたと して は、 あんま 

り、 しみつ たれな 殺生で したね、 どうして 二つに 斬つ 

ておしまい なさらなかった のです か」 

「ふ ー ん、 そり や、 座敷 を 汚しても いけない からな、 

少し 考えた よ」 

「かまいませんよ、 畳なん ぞは、 いくらでも 新しくな 

ります から。 です けれど、 指 一本と いうと ころが、 か 


えって 細工が 細かくて 面白い のか も 知れません。 それ 

にあいつ は 気のせい か、 右の 腕がない ようで したね、 

ああ、 わかりました、 わかりました、 あいつの 片腕 を 

打 落した のが 即ち、 あなたなん でしよう —— 女の こと 

で」 

と、 お 銀 様が ここで ひと リ 合点 をす ると、 四方の 空気 

がいと ど 収斂 性 を 加えて きて、 夜更けに 近いの か、 夜 

明けが 迫って いるの か、 ちょっと わからない 気分が 漂 

いました。 

「がんりきの 百 蔵と いう 奴が あれなん でしよう」 

と、 ややあってお 銀 様が、 机の 上に 片肱を 置いて 言い 


ましたが、 竜 之 助の 方で は、 とんと 返事がない。 お 銀 

様 は 別段 それ を 追究す るで もな く、 

「それ はそうと、 あいつの 今の 言葉で、 わたしの 父親 

が、 この 近いと ころに 来て いると いう こと をお 聞きに 

なりました か」 

「聞いた」 

「そうして、 わたしの 父親から、 その 脇差 を もらって 

来たと か 言って、 それ を 仔細ら しく、 わたしの ところ 

へ 押売りに 来たと 言って おりました ねえ」 

「その 通り  」 

「さあ、 それが 本当 だとす ると、 わたし は どのみ ち 父 


に 会わなければ ならないでしょう、 父 は、 わたしが 胆 

吹に いると 知って 来たのに 相違ありません、 上方 見物 

はか こつけ で、 実は わたしの 行動 を 見届けに 来たので 

す」 

「それ は、 そうか も 知れない」 

「して みれば、 わたし は 結局、 会わなければ ならない 

ことになるでしょう、 わたし は、 父の 宿 を大津 まで 訪 

ねて 行く 気に はなれな いが、 父が 胆吹 へやって きた 以 

上 は、 まさか、 それ を 追い返す わけに は ゆかない でしよ 

う、 会わない というの も 卑怯です からね」 

左様、 父の 伊太 夫が 甲 州から 旅立ち をして この 近い 


ところ、 大津に 宿って いると いう こと を、 先刻 侵入の 

こぬ す つ と 

あの 小 ざ かしい、 生意気な、 色男が かった 小 盗人の、 

今い うがんり きの 百と やらから、 キ ザな セリフ 廻し で 

聞かされた。 現に まぎれ もな き、 父が 愛用の 腰の物 を 

証拠に 持参した の だから、 まんざらの 出鳕 目で な い の 

は 分り切つ ている。 そこで、 次の 段取り は、 いかにし 

てこの 父に 応接すべき かで なければ ならぬ。 お 銀 様 は、 

当然 それ を 考えて いたのが 口に 出た までで ある。 これ 

も 相手に 返答 を 求める ために 言った ので はない。 

「そうなる と、 わたし は 一応、 胆 吹へ 帰らなければ な 

りません、 その 間、 あなた はこ こに じっとして いらつ 


しゃい、 動いて はいけ ません —— 」 

と、 今度 は、 相手に 向って 宣告 を 下した のです。 なお、 

その 宣告に つけ 加えて、 

「わたしが、 また この 宿へ 戻って 来る まで、 この 一間 

で じっとして いらっしゃい、 犬 を 斬りに 出て はいけ ま 

せん、 もうこの 辺に は 斬って 斬 栄えの する もの は 何も 

いません から。 それに、 この だ だつ 広い 加 藤 清 正の 屋 

敷 あとなん です もの、 隠れて いるに は 恰好です よ、 宿 

へ 言いつけて あります から、 誰も 気兼ねはありません、 

おとなしく、 じっとして 待って いらっしゃい」 


二十 三 

お 銀 様 は、 竜 之 助に 監禁 を 申し渡して 置いて、 

「です けれども、 誰かお 給仕がなくて はいけ ません ね 

え、 誰か、 しょっちゅうつ いていて あげる 者が なけれ 

ば 生きられない 人なん ですから」 

とつけ 加えて、 当惑が りました。 

「な あに、 一人 だって かまわな いよ」 

と 竜 之 助が、 ブッ 切った ように 言う。 

「かまわない ことがある ものです か、 さし 当り、 誰が 

朝夕の 御 膳 を 運んで くれます か」 


「女中が いるだろう」 

「女中 任せなん ぞに できる 人なら、 心配はありません 

よ」 

「では、 宿のお かみさん か 誰か」 

「宿のお かみさん というの は、 まだ 若い のです」 

「若く つたって、 かまわない」 

「こちら はかまわなくても、 あちらが かわいそうです」 

「どうして」 

「どうして たって、 あなた、 あなたと いう 人 は、 人の 

若い おかみ さんが 好きなん でしよう」 

「何 を 言つ てるの だ」 


「わかって ますよ。 それに、 この 宿のお かみさん は、 

若くて、 愛嬌が あって、 上方 風の 美人なん です」 

「それが どうした というの だ」 

「それば かりじゃありません、 ここ は 近 江の 長 浜と い 

うと ころです よ」 

「長 浜 はわ かってい る」 

「そうして、 この 宿 は、 長 浜の 浜屋 という 宿なん です」 

「それ も、 前から 聞いて、 ようく わかって いるよ」 

「それば かりじ やない のです、 その 若い お 内儀さん の 

名前が 浜って いうんで す」 

「え」 


「驚いた でしよう、 そのお 内儀さん を、 あなたの とこ 

ろへ 出せます か」 

「うむ —— 」 

「どうです、 そう 聞いて いるう ちに、 そら、 もうあな 

たの 血の 色が 変って きました、 かわいそうに、 これで 

もう、 この 宿のお 内儀さん が 見込まれて しまいました。 

わたしと いう 人 も、 う つ かり 言わで もの ことに ロをヒ 

らした ために、 また 一 つの 殺生 をして しまいました。 

これで はとても、 ここへ ひとり 残して 置く わけに は ゆ 

きません。 といって、 この 人 を わたしが 連れて、 白昼 

どこへ 歩け ます か、 夜更けに はなお さら あぶない もの 


です」 

二十 四 

しき 

胆 吹の 新館のお 銀 様の 居間で、 お雪 ちゃんが 頻りに 

き き よ う 

桔梗の 花 を 活けて いる。 

お雪 ちゃんとして は、 お 銀 様に 出し抜かれて 湖水め 

ぐリ をされ てし まった ような ものの、 それでも 心から 

お 銀 様 を 恨む という こと も、 憎む という ほどの こと も 

あろう はず はなく、 今では 充分の 好意 を もって、 その 

不在の 間にお 花 を 活けて、 床の間への 心づ くし をして 


置いて 上げたい という 気持に までな つてい るので す。 

思うよう に は 活けられない けれど、 せめてお 銀 様に 

笑われな いように —— ああ も、 こう も、 と 枝ぶ りに 精 

を こめて いる 間に、 つい 我 を 忘れる 気持にまで させら 

れて しまいました。 芸術的 気分と でもい う もので しょ 

う —— 無心に なって 花 を 活けて いると、 その後ろ から 

不意に 物影が 暖かく かぶ さりました のに、 無心の 境 を 

破られて、 はっと 見向く と 思いがけなく、 自分の 背後 

にお 銀 様が 例の 覆面の ままで、 すらりと 立って、 こち 

らを 見下ろして いるではありません か。 

「まあ、 これ はお 嬢 様、 お帰り あそばし ませ」 


あ わ 

お雪ち やん は 少し 周章て て、 いずまい を 直して 挨拶 

をし ますと、 お 銀 様 は、 

「たいそうお 上手です ね」 

「いいえ、 お 恥 かし いんで ございま すよ」 

お雪ち やん は 恥 かしそう に 申し わけ をす ると、 

「結構じゃありません か」 

「いいえ、 お 嬢 様のお 留守の 間に、 ほんのお 笑い草 ま 

でに と 思いまして」 

「どうも有難う」 

「ほんと にお 恥 かしい …… 」 

「全くお 見事です よ、 わたしなん ぞに は、 とてもそう 


は 参りません」 

「どういたしまして、 お 嬢 様 なぞ は、 お仕込みが 違つ 

て いら つし や いますから」 

「天性の ものです ね、 わたしなん ぞい くら 稽古 をして 

も、 無器用な ものです から」 

「いいえ、 お 嬢 様 は 万事に 筋が よくって いらっしゃい 

ますから」 

「芸事で は、 お雪さん にかない ません」 

「どう致しまして」 

「それで 結構です、 頂戴して 飽かず ながめる ことに 致 

しまし よ う —— お 手 並 もよ いが、 花の 選み も 悪く w J ざ 


いません」 

「少しで もお 気に 召しましたら、 わたし 本望で ござい 

ます」 

「部屋 全体が、 これです つかり 落着きが 出来ました I 

I お雪さん、 そこ は そのまま にして、 あとで 誰かに 片 

づけ させましょう、 早速です が、 一 つ あなたに 頼みが 

あるので す」 

「何で ございま すか」 

「あのね —— 」 

「はい」 

「御苦労です けれども、 お雪さん、 これから、 あなた 


に ひとつ 長 浜まで 行って いただきた いのです」 

「長 浜までで ございま すか」 

「はい、 長 浜へ 行って、 暫く あそこに 泊って いていた 

だきたい のです、 しばらくと いっても、 そう 長い間で 

はありません、 せいぜい 五日 か 十日」 

「承知いた しました、 どういう 御用 か 存じません が、 

お 嬢 様の おっしゃ るお 言葉で したら …… 」 

「それで は 早速お 頼みし ますが、 長 浜へ 行きます と、 

浜屋 といって、 古い 大きな 構えの 宿屋が あるので す、 

そこへ 裏木戸から 行って、 お雪さん に、 暫く 泊って い 

ていた だきたい のです」 


「よろしう ございます とも、 いつでもお ともを 致し ま 

す」 

おともと 言われて、 お 銀 様の 言葉が 少し セキ 込み ま 

した。 

「いいえ、 わたし は 行きません」 

「では？」 

「お雪さん、 あなた 一人で 行って 泊っても らいたい の 

です」 

「わたしが 一人で、 その 宿へ 泊り に 行く ので ございま 

す 力」 

「ええ  一人で 行って、 向う に 人が いますから、 そ 


の 人の 介抱 をしても らいたい のです」 

「まあ —— どなた かのお 世話 をして 上げる ので ござい 

ます 力」 

「それ はね、 行って 見れば わかります」 

「でも …… 」 

と、 こんど は、 お雪 ちゃんの 言葉が 淀みました。 お雪 

ちゃんとして は、 お 銀 様のお ともをして 長 浜まで 行く 

ものとば つか リ思 つていた のが、 そのお 銀 様 は 行かな 

いで、 自分 一人で 行け、 行った 先に 人が いるから、 そ 

の 人 を 介抱に —— しかも、 その 人 は 誰か、 行って 見れ 

ば わかる と言われる ほど、 お雪 ちゃんの 気分が、 わか 


ら ない ものになります。 

二十 五 

「ねえ、 お雪さん、 あなた は、 わたしの たった 一人の 

妹でしょう、 たしかに その はずです」 

「勿体ない ことです、 わたし は、 お 嬢 様に そうお つ 

しゃって いただきましても、 あなた 様の 御 家来の つも 

りで おります、 御 姉妹なん ぞ 及び もつ きません」 

「では、 もし 仮り に 家来と して 置きます と、 なおさら 

そむ 

わたしの 言い つけ を 反き はしないでしょう」 


「反き ません とも、 お 嬢 様の おっしゃる ことならば、 

ひみず 

火水の 中で も …… 」 

「では、 黙って、 長 浜へ 行って 下さい、 そうして 浜屋 

の 裏の 木戸 口へ 行きます と、 刎 橋が あります、 そこ か 

ら 入って、 しるしが してあります から、 誰に ことわる 

必要 もありません、 廊下 伝いに 行きます と、 秋草の 間 

というの があります から、 そこへ 入って 行く と 用 向が 

すっかり わかる ようにし てあります」 

「承知いた しました」 

お 嬢 様の ためなら ば 火水の 中まで も、 と 言った 手前、 

お 雪ち や ん は 無条件で そ の 言う - J と を 聞き 従わな けれ 


ばな りません。 

「そうして、 つまり、 病人が いるので す、 その 看病 を 

心 ゆく ばかり あなたに 頼みたい のです」 

「御 病人の 看病で ございま すか、 承知いた しました、 

わたしで できます ことならば、 できます 限リ  」 

「できます とも、 あなたで なければ ならない のです」 

「いいえ、 わたし は 御 病人の 看病なん ぞ、 あんまり 慣 

れ ません から」 

と、 お雪 ちゃんが 謙遜し、 服従しながら も、 心の中で 

は 合点し 難い ものが 多い のです。 病人の 看護 は 頼まれ 

れば できない 限り はない が、 わたしで なければ ならな 


い 病人 の 看護と いう ものが あるべ き はず もな いでし よ 

うのに、 お 銀 様の 言い 廻し が、 どうも 少し 変 だと 思わ 

れ ないで はない が、 やはり、 絶対 服従 を 誓ってい る以 

上 は、 反問 は 許されない ことで、 お雪 ちゃんとして、 

このお 嬢 様 の 特異性 を 心得 ている ばかり か、 このごろ 

では、 心から 崇拝す る 信仰的に さえな りつつ あるので 

すから、 否や はあろう はずはありません。 お雪ち やん 

のつ ぴき 

を 退 引 させない ようにして 置いて から、 お 銀 様 はなお 

も 畳み かけて 言いました、 

「その 病人 は、 病人の くせに、 退屈が つて 出歩き をし 

たがって いけない のです、 ことに 夜分 は 気をつけ なけ 


れ ばいけ ません から、 お雪さん、 あなた、 目を離さず 

ついていて、 一寸 も 外へ は 出さない ようにして 下さい _ 

尤も あなたが ついていれば、 お出な さいと 言っても、 

出ない かも 知れません」 

「そんな はず は) 」 ざいません」 

お 銀 様の 言いぶ リが、 いよいよ 消化し きれない もの 

が あるので、 その 申し わけ も、 お雪 ちゃんと していよ 

いよ 要領 を 得ない ものになる。 それ を もお 銀 様 は 押し 

かぶせて、 

「でも、 そうして いるう ちに、 わたし も 行く でしよう 

そうしたら、 その 人た ちと 一緒に、 竹 生 島へ でも 参り 


ましょう、 湖水め ぐり もやり ましょう」 

「それ は 嬉しう ございます」 

お雪 ちゃんが お 礼を言う。 お 銀 様 は 冷然と して、 

「では、 これから 直ぐお 頼みし ます、 行き だけ は 誰か 

に 連れて行っても らいましょう。 ああ、 誰かと いうよ 

り、 友さん がいいでしょう、 来 友さん に 頼んで 送って 

行つ て もらいましょう」 

「あ、 お 嬢 様、 その 来 友さん でございますが …… 」 

ここで、 お雪 ちゃんの 気色 も、 言葉 も、 ガラリ と 変つ 

てし まいました。 

「友さん が、 どうかし ました か」 


「あの、 お 嬢 様、 米 友さん の 行方が 知れ なくなつ たの 

でございます」 

「どうして」 

「なんでも、 お 嬢 様が お出かけ にな つ て 間もなく、 やつ 

ばり 長 浜の 方へ お出かけ になった まま、 音沙汰がない 

の だそう でございます」 

「あの人の こと だから …… 」 

お雪 ちゃんが あわただしい わりあいに、 お 銀 様 は 冷 

淡な 挨拶です。 それと いうの は、 行方不明と いったと 

ころで、 あの 男の こと だから、 やがて ひょっこり 帰つ 

て 来る だろう。 或いはもう 立 帰って、 料理 場の 隅に 好 


きな 栗で も 茹でて いるので はない か、 といった 程度の 

ものです。 ところが、 お雪 ちゃんの 不安な 色 は 容易に 

去らないで、 

「いいえ、 それが 只事で はない らしう ございます、 役 

人に 捕まって、 晒しと やらに かけられて いると いうよ 

うな、 不 破の 関守さん のお 言葉で したが、 くわしい こ 

と を わたくしに 知らせて 下さらな いのが、 いっそう 心 

配なん でございます」 

二十 六 


米 友の 行方に ついては、 お 銀 様 も、 お雪ち やん も、 

関心の 限りで ない こと はない が、 さリ とて、 上の 如き 

運命が、 今や 盛んに 米 友の 上 を 見舞いつつ あると は、 

お雪ち やん はもと より、 お 銀 様と いえ ども 想像の 限リ 

ではありませんでした。 

そこで、 二人とも、 来 友の ことに ついては、 ちょつ 

たち ま 

と 暗い 思い をし ました けれども、 お 銀 様 は 忽ち 平静 

に 返って、 お雪 ちゃんに 向って 言いました、 

「では、 お雪さん、 頼まれて 下さいね、 米 友さん がい 

なければ 誰でもい い、 誰かに 附 添って もらって、 乗物 

でお いでなさい」 


「いいえ、 長 浜まで は 三 里の 道で ございましよう、 わ 

たし、 そのく らい 歩く こと はなんでも ございません」 

「いいえ、 それに は 及びません、 乗物と いっても、 馬 

は あぶない から、 駕籠で いらっしゃい」 

「いいえ、 徒歩で 結構で ございます」 

「それ はいけ ません、 そうしてね、 着物 も 着換えて い 

らっしゃい、 髪 も 結い 直して いらっしゃい」 

「有難う ございます」 

「あの 戸棚 を あけて ごらんなさい、 一 一重の 乱れ箱の 下 

の 方が、 あなたの ために こしらえて 置いた 着物です」 

「まァ  」 


「それから、 お雪さん、 あの 鏡台 を ここへ 持 出して 下 

さい、 わたしが、 あなたに 髪 を 結って 上げます、 上手 

ではありません けれど」 

「まあ、 お 嬢 様、 それ は あんまり 勿体ない ことで ござ 

レ ます」 

「いいえ、 かまいません、 わたし も 久しく 女の 髪 を 手 

がけません から、 変な ものが 出来る かも 知れません が、 

結わせて 下さい」 

「では、 お 言葉に 従います」 

この 女王の 言う こと は、 高圧で ある。 好意 を もって 

言つ て くれる にして からが、 命令と より ほか は 誰に も 


響かない。 お雪 ちゃんと いえ ども、 それ 以上、 辞退す 

る 力 はない。 

ほどなく 鏡台の 前へ 坐ら せられた お雪ち やん は、 申 

しわけの ように、 

「あれから、 わたし は 髪 を 結んだ ことが ございません、 

いつも この 通りに してお ります から、 もう、 すっかり 

癖が ついて しまって、 とてもお 結いに くいこと で ござ 

いましょう」 

ここにお 雪 ちゃんが、 あれから というの は、 ドレ か 

ら であろう。 お雪 ちゃんが こういう ふうに して、 現代 

式に —— 或いは、 平安朝 式に 結び 髪に して 後ろへ 下げ 


たなり の 風俗 は 久しい ことで ありました。 それが また、 

女王 様の 手に かかつ て 新たに 結び 直されよう とする。 

この 女王 は 果して、 この 少女の 髪 を、 いかように 扱う 

つもり か 知らん。 それ は 任せる だけであって、 問う こ 

と を 許されない。 許されな いわけで はない けれども、 

お雪ち やん はまぶ しくて 尋ねられない。 その 座へ 坐ら 

せられて みると、 髪 を 結う こと はおろ か  首 を 斬る 

と言われても 反問 はでき ない。 そんなよ うな 心 持で お 

雪 ちゃんが 神妙に 髪 結の 座に 直って いると、 後ろへ 

廻って お 銀 様 は、 梳き 手の する ように、 櫛 を 入れて、 

癖 直しに かかりながら、 


「今日は 島 田に 結んで 上げましょう」 

「まあ  -」 

お雪ち やん は、 我知らず 顔が 真 赤に なりました。 

ももわれ 

「お雪さん、 あなた は 島 田よりか 桃 割が 似合う かも 知 

れ ない、 桃 割に 結って みて 上げたい とも 思う けれど、 

それで は あんまり 子供ら しいから」 

お 銀 様の 手先の 存外 器用な ことに も、 お雪ち やん は 

驚かされました。 手先が 器用 だけで はない、 この 人 は、 

人の 髪 を 結 つて やる こ とが 好きな の だと 思わずに はお 

られ ません。 人の 髪 を 結って やる ことが 好きと いうよ 

り も、 人の 髪 を 結って やる ことに 於て、 自分の 芸術 心 


に 満足 を 求めて いるの だとし か 思われな いこと ほど、 

非常に 丹念に 絵 を 描いたり、 彫刻した りする ような 気 

分 を、 はっきりと 見て取る ことができます。 

「お 嬢 様、 あなた 様 は、 どうして まあ、 髪 上げなん ぞ 

にまで、 こう もお 上手で いらっしゃいます」 

と、 やっと これ だけの 推称 をして みます と、 お 銀 様 は、 

まるまげ 

「長 浜へ 行ったら、 この 次に はお 雪さん を 丸 髭に して 

あげます」 

「え」 

お 銀 様の 言う こと 為す ことの 意表に 出づる こと は、 

きち 

わかり 切って いながら、 その 度 毎に、 お雪 ちゃんの 胆 


を 奪う ことば かりです。 

二十 七 

まるまげ 

「お 嬢 様、 丸鬅 なんて、 それ は あんまり …… 」 

桃 割の きまりの 悪い よりも、 お雪 ちゃんに とって 丸 

鬅 と言われる こと は、 なお 一 層、 きまりが 悪い 程度 を 

越して 気味が 悪い、 と 言った 方が よいでしょう。 そう 

すると、 お 銀 様が、 何 かしら 少々 の 自己 昂奮 を 覚えた 

ものの 如く、 

「いいえ —— もうお 雪さん は、 丸 髭に 結っても 似合わ 


な いこと はありません よ」 

ごじょう だん 

「御 冗談 を …… 」 

「桃 割から 島 田に なり、 島 田から 丸鬍 にう つる 時に、 

女が 女になる のです。 ですから、 丸鬅 という もの は 憎 

いものです」 

お雪ち やん は 何と 挨拶して いいかわ からない。 

「でもお 嬢 様、 丸鬍 つてい いもので ございま すね、 あ 

いき 

んな 粋で、 人 がらな 髪 は ございません」 

「お雪さん、 あなた も丸鬅 がお 好き？」 

「え、 わたし、 自分 はそんな 柄ではありません けれど、 

好きな という 点から 言います と、 あんな 好きな 髪 は あ 


りません」 

「わたし も、 丸鬍は 大好き …… 」 

「お 嬢 様、 あなた こそ、 丸鬅が 全くお 似合いに なり ま 

すよ、 すらりと したお 姿に、 粋で 高尚な 丸鬍を 結んで 

ごらん あそばせ、 それ こそ、 わたしたち 女が 見て、 うつ 

とりす るお 姿になる でしようと 思います、 ほんと に、 

お 嬢 様の 丸鬅姿 こそ、 どんなにお 人柄で ございましよ 

う」 

「そうか 知ら」 

「丸鬅 は 江戸 風が よろしう ございま しょうか、 京風で 

ございま しょうか。 長 浜に も、 きっと 上手な 髪 結さん 


がいる ことでしょう から、 お 嬢 様、 今度 は、 あなた こ 

そ、 丸鬅 にお 結い あそばして、 お見せ 下さい まし」 

お雪 ちゃんが こう 言った の は、 あながち、 お 銀 様の 

意 を 迎える ためにば かり 言った ので はない、 事実、 お 

銀 様 その 人の 姿 かたちと いう もの を 見て いるう ちに、 

ことに、 そのす らリ とした 後ろ姿な ど を 見せられる 時 

は、 女ながら、 うっとりさせられて しまう こと は 度々 

なんでした。 日頃、 心に ある ことが、 うっかり 口へ 出 

もと ゆ い 

ただけ なので したが、 その 言葉と 共に、 お 銀 様の 元 結 

を 結ぶ 手が、 ブ ルツと 異様に 顫えた の を 感づく と、 電 

気に 打 たれで もした ように ハツと して、 


し ま 

「失策った」 

と、 これ は 口に は 出さなかった が、 自分ながら、 鏡に 

うつる 面の 色が さ つ と 変った の を 気づかずに はおられ 

ません。 

この 女王 様に、 髪 を 結って 見せろ と 言った の は、 い 

かに 重大なる 禁忌に 触れた のではなかった か。 姿の い 

いことば かり を 考えて いたが、 その 首から 以上の 神秘 

に 於て は、 お雪ち やん は 今日まで、 ついに 何物に も 触 

れ ていないし、 許されても いない。 この 女王 様が、 朝 

から 晩まで、 屋外に あると、 室内に あると を 問わず、 

いま かつ 

秘密 を 守り 通して いる この 覆面の 中の 神秘 は、 未だ 曾 


てお 雪 ちゃんの 前に 開かれて いない。 お雪 ちゃんとし 

て は、 女王 様の 威力に 圧倒 せられて、 仰ぎ見る ことが 

できない とい つた、 ある 程度の， 憚り も あるが、 同時に 

女性と して、 包み隠さ ねばならぬ ほどの 秘密 を、 かり 

そめに も 発き うかがう に は 忍びない、 と いうし おらし 

い 惻隠も ある。 そこで、 お雪ち やん は、 今日まで 起居 

を 共に していても、 お 銀 様の 首から 上の 形態 は 問題に 

していない。 その 頭脳の 精鋭に は 心服して いるが、 形 

態 的に は 首から 上の 先天的に 存在し ない 人と して、 こ 

の 女王と 応対す るに 慣らされ ている。 ところが、 たつ 

た 今、 不用意で 言った こと は、 明らかに この 禁忌に 触 


すべ 

れ ていたと いう こと を、 ロをヒ らして はじめて 気がつ 

いたのです。 

「わたし は、 人の 髪 を 結って あげる こと は 好きだが、 

自分の 髪 を 結う の は 嫌いです、 自分の 髪の毛が、 どん 

な 色に 変って いるか、 それ は 見た こと もない、 見よう 

とも 思わない …… 見ようと も 思わない もの を、 人に 見 

せる わけに は ゆきません」 

と、 お 銀 様の 言葉 は 存外 平 調でした から、 お雪ち やん 

もホッ としました。 

髪 を 結い 終る と、 お 銀 様が、 

「では、 お雪さん、 あの 衣裳 箱 をと り 出して、 あなた 


の 身に 似合う 着物 を 見立てて 下さい、 いいえ、 かまい 

ひきだし 

ません、 上 も 下 もみん な 抽斗 を 抜いて 見て 下さい —— - 

わたしが 手伝って 着つ け をして 上げましょう、 長 浜 は 

縮緬の 本場で、 衣裳の ことに は みんな 目が 肥えて いる 

でしよう から、 笑われない ようにして 行って 下さい」 

お 銀 様の 結い上げた 島 田の 出来栄えに、 お雪ち やん 

は のぼせる ほど 興味 を 感じて いると， ，- ろ へ、 立て つづ 

けに 衣裳の 詮議、 それ もこの 場に 於ての あらゆる 豪華 

を尽 して 展開され ようとい うのです から、 お雪ち やん 

はわく わくと して、 別の 世界へ 連れて行かれる 気分に 

させられて しまいました。 


二十 八 

やがて 出来 上った お雪 ちゃんの 粧 いは、 結 綿の 島 

あけ ぼ のぞめ 

田に、 紫 縮緬の 曙 染の大 振袖と いう、 目 もさめ るば 

やま かご 

かりの 豪華版で ありました。 この 姿で 山 駕籠に 揺られ 

ほ え 力 こ 

て 行く と、 山 駕籠が 宝 恵 駕籠に 見えます。 

春 照から 長 浜へ 行く、 なだらかな 道筋、 その 駕籠 

わき 

側に 小 風呂敷 を 引 背負って 附 添って 行く の は、 近頃 こ 

の 王国の 御飯 炊きに なった 佐 造と いうお 爺さん。 人里 

近くなる につれ て、 村人 村童の 注視の 的と されずに は 


置きません。 

きれい 

「あれ、 綺麗な 人が 通る よ」 

「お 人形さん みた い のが 通る よ」 

「お 駕籠で、 ど こぞのお いと はんが 通りな さるよ」 

「まあ、 綺麗」 

「立派 だな」 

「どこのお 娘 はんだす やろ」 

「あ、 あり やお 軽さん だぜ」 

「おお、 お 軽さん だ」 

やましな 

「お 軽さん なら 山 科へ 行かる るので お ま つし やろ」 

ぎおん 

「いいや、 お 軽さん は 祇園へ 売られて 行 くんだ つせ」 


「祇園 だ わ」 

「京の 祇園へ、 おいと はん、 売られて 行 くんだ つせ」 

「かわいそうに —— 」 

「あの 年で なァ —— 」 

「お 軽 はん、 かわいそうに」 

彼等 は 口々 に、 お雪ち やん をお 軽に してし まい まし 

た。 

山 科から 祇園へ 売られて 行く お 軽さん。 多分、 村人 

村童た ち は、 村芝居の 教育に よって、 駕籠に 揺られて 

いる 美しい 女 を、 いちずに、 お 軽と きめてし まってい 

るら しい。 お雪ち やん は それ を 聞いて いい 気持 はしな 


い。 いい 気持の しないの は、 今に 始まった ので はなく、 

最初から、 こういう 極彩色に 自分の 身 をして 町に 下ら 

しめられる ことが、 本意ではなかった のです。 お 銀 様 

の 意志に よ つて、 こういう ことにさせられて みると、 

恥 かしい やら、 おかしい やら、 苦しい ような、 櫟 つた 

いような 気分に させられて しまい ましたが、 それでも 

若い 娘の ことです から、 美しい 粧ぃを させられ たとい 

うこと に、 堪え難い 嫌悪の 念 は 起しませんで、 どうか 

すると、 一 種の 得意の 念 を さえ 催して、 年に も 似合わ 

ず 老けて いた 自分と いう もの を、 急に 青春 を 取 戻した 

ような 心 持に もな つてみ たが、 村人 村童から 忠臣蔵の 


いちりき 

お 軽に 見立てられて、 祇園 一力への 身売り 道中に させ 

られ てし まった ことに は、 笑って いられな いものが あ 

りました。 

「お 軽さん だぜ、 ほら、 お爺さんが 附 添って いる だろ 

う、 あれが 与 一兵衛 はんだつ せ」 

「おお、 与 一 兵衛 さん …… 」 

お雪 ちゃんが お 軽に させられた 巻添え を 食って、 気 

の 毒に 佐 造 老爺が、 与 一 兵衛 にされ てし まう。 

誤解 も、 誤伝 も、 慣れて しまえば あまり 気に はなら 

さば  き つ ぷ 

ない。 本来、 捌けた 気風 を 持って いたお 雪ち やん は、 

長 浜へ 近く、 ようやく 人の 眼と 口と に 匱 ら されて くる 


と、 もう 全く 度胸が 据 つてし まいました。 何とで もお 

見立てなさい、 また 何とで も 品 さだめ を おっしゃい、 

わたし はこう させられ たこの 身上で、 行く ところまで 

行きます よ、 珍しければ、 いくらでも ごらんなさい、 

見られる だけで、 穴 は あきま せんよ、 といった ような 

自暴に 似た 度胸にまで 変って きて みると、 かえって 自 

分が 人から 注視の 的と される ことに、 幾分の 得意 を さ 

え 感じない ではありません。 

さて、 こんな、 見栄 だか 曝し だか わからない 身上で、 

わたし はいった いど こへ 落着く のだろう。 お 銀 様から、 

落着くべき 絵図面 は 事細かに 書いて もらって ある。 そ 


こ へ 落着き さえ すれば、 万事 はき まること はわ か つ て 

いるが、 落着く 先の 空気と、 相手に なるべき 人の 身の 

上の こと は、 一向に わからない。 

二十 九 

そのうちに、 お雪ち やん は、 ふいと、 こんな 気持に 

なりました —— 

「では 本当 は、 わたし はお 軽さん と 同じ 運命に 売られ 

ていく ので は あるまい か、 与 一兵衛 さんに 見立てられ 

た 佐 造 老爺さん は、 実 はぜ げんの 源 六と いう 人で はな 


いか、 長 浜へ 用 向と は 表面上、 わたし は、 真実 は 売ら 

れて 行く 身で はない かしら、 もし か 真実に、 わたしが 

あの 忠臣蔵のお 軽さん と 同じ 運命に 置かれた 身で あつ 

たと したら、 わたし はどうしょう …… 」 

と いうよう な 空想。 お雪ち やん は 最初から 相当な ロマ 

ンチ ストであります から、 駕籠に 揺られながら、 思わ 

ず 忠臣蔵の 劇中の 人に 身 を 置いて、 あの 芝居の 中の 最 

高潮の 悲劇の こと を、 とつお いつ 考え はじめ ましたが、 

いつしか、 そんな 空想 も 破れて、 それ は あるべき こと 

だま 

ではない、 第一、 お 銀 様と いう 人が、 わたし を 欺して 

売るな どと、 そんな ことの あろうお 人柄であろう はず 


はない —— いったい、 わたし は 何のた めに、 どうして 

こんな 盛装まで させられて 送られねば ならない のか、 

ものずき 

単にお 銀 様 その 人の 好奇の 犠牲と しての、 この 成行き 

であろう はず はな いが  問うて みても 許さる ベ きで 

なかった し、 問わない 方が かえって 気休めで あると 

思って、 こうして 送られて 行く が、 行 先の ことが 考え 

れば 考える ほど わからない。 人の 看病と いう ことにし 

て も、 なにも それだけなら、 ことさらに、 わたし を 煩 

わさな くと も、 いくら も ほかに 人 はあろう もの を、 わ 

たしで なければ ならない ような この 仕打ち —— それ を 

お雪 ちゃんが、 また 駕籠の 中で 思いめ ぐらして いるう 


ちに、 ようやく はたと 気がついた ことがありました。 

ああそう だ、 昨日、 不 破の 関守さん のお 話の 末に、 

ふと、 お 銀 様のお 父 様が、 こちらへ 旅 をして おいでに 

なった とのこと、 それ を 小耳に はさんだ ように 覚えて 

いるが、 それで 分った。 お 銀 様のお 父 様が その 長 浜の 

浜屋 とやら に 泊って いらっしゃる、 お 銀 様と して は、 

あの 気象で、 お 父 様 を 取 持つ こと はでき ないから、 そ 

れで、 わたし を 代りに —— それ それ、 それに 違いない。 

お 銀 様のお 父 様と いう 人 は、 甲 州 第一 のお 金 持、 その 

大家の 長女と してのお 銀 様との 間に、 何 か 言う に 言わ 

れ ない 悲しい 事情が おありな さると いう こと は、 わた 


しもう すうす 聞いて いた。 父に 反いた 娘 を、 父の 方 か 

ら 見届けに 来る という こと も、 また 有りそうな 親心。 

お雪ち やん は、 そう 合点 をして みると、 急に 明るい 

気持に なりました。 その 役目と して わたしが 選ばれた 

上 は、 できるだけお 銀 様のお 父 様の 御機嫌 もとり、 な 

おできるならば、 父と 子との 間の 相剋の 融和の 足しに 

もな つて 上げたい。 これ は 全く 光栄の ある 役目に 遣わ 

された もの だ。 それだけ 責任と いう もの も 重き を 加う 

ゆえん 

る 所以で、 お 銀 様のお 父 様のお 気に入られな いまでも、 

あんな 卑しい 女と さげすまれな いように 心がけな けれ 

ばなら ぬ。 その 点 も あれば こそ、 お 銀 様 もこう して、 


それとなく わたしの 身 だしな みにまで 心 をつ くして 下 

さった の だと、 それで 万事が 呑 込めました。 

お雪ち やん は、 こんな 心 持に なって みると、 世間が 

明るくな つた 思いで したが、 日 はいつ しか 暮れ方で、 

早く も 長 浜の 町に 入って、 与 一兵衛 どのの 案内 知った 

手引で、 浜屋の 裏口に 着いて いました。 

浜屋の 表から 案内 を 頼む に は 及ばない、 万事 は 絵図 

面に 描いて もらって ある。 鍵 を あずかって いるから、 

直接に 裏口の 木戸から と言われる 通りに、 その 辺で 下 

り 立って、 夕まぐれ ひとり 浜屋の 裏口の 木戸に 向って 

行きます と、 石畳の 二 間ば かりの 堀に、 町と して は 美 


しい 水が 流れて いて、 そこに 刎 橋が ある。 

じょうまえ 

そこ を 渡って、 木戸の 錠前 を 外から あけに かかつ 

た 時に、 お雪 ちゃんが またなん となく 陰惨な 気分に 打 

たれました。 

三十 

湖畔に こういう 突風が 起り つ つ ある こと を 知る や 知 

かお  かぎ や 

らず や、 道 庵 先生 は 抜からぬ 面で、 大津の 旅 宿 鍵屋の 

みせさき 

店 前へ 立 現われました。 

「わしゃ 江戸の 下 谷の 長者 町の 道 庵と いう もの だが、 


この 宿に 同じ 江戸 者で、 お 角さん という、 下っ腹に 毛 

のね えの がいる はず だ」 

と、 いきなり 店先へ 怒鳴り込んだ ものです。 

江戸の 下 谷の 長者 町の 道 庵と みずから を 名乗る こと 

もよ ろしい、 同じ 江戸 者で、 お 角さん という 相手の 名 

を 呼ぶ の もよ ろしい が、 下っ腹に 毛の ない というの は 

よけいな ことです。 下っ腹に 毛が あろうと も、 なかろ 

うと も、 この場合、 そんなよ けいな こと を附け 加える 

必要 は 断じてない。 この 点で は、 いきなり 玄関払い を 

食うべき 無作法 だが、 不思議と 宿で は、 

「それ、 おいでな すった」 


この 無作法 千万なる 来客 を、 待って いたとば かり、 

帳場 も、 男衆 も蚯 出しと いう 体で、 下へ も 置かず、 手 

をと つて、 早く も 座へ 招 じ 上げよう とする。 

「まあ、 そうお せきな さるな よ、 医者 だからと て、 旅 

へ 出たら 少し は 楽 を させても らいて え。 旅人 だよ、 こ 

わらじ きゃはん 

の 通り、 旅路 だから 草鞋 脚絆と いう 足 ごしら えだ あな、 

すすき 

まず ゆるゆる これ を 取らして おくれ  それ、 お 洗足 

の 用意 用意」 

道 庵 は、 上 リロへ どっかと 腰 を 卸して、 泰然自若た 

る ものです。 

「さあ、 お 脚絆、 さあ、 お 草鞋 —— さあさあ、 お 洗足 


…… J 

くわい  つま 

全く 下へ も 置かず、 頭の 慈姑 を 摘み 上げん ばかりの 

もてなし。 道 庵と して は 全く 初めての ふりのお 客で あ 

なじみ 

る。 馴染で もなければ、 定宿で もない のに、 いくら 下 

へ 置かぬ 商売 だからといって、 これ は あまりに 要領が 

好 過ぎ、 呑 込みが 好 過ぎ、 サ ー ヴ イスが 有リ 過ぎる I 

I と 一 応は、 そう も 受取れ ます けれども、 これ あなが 

ち、 その 根拠がない わけで はない のです。 

お 角さん は、 道 庵の 来る の を 待 兼ねていて、 いつ 何 

時、 これこれ こういう 人が、 尋ねて 来る かも 知れない。 

必ず よっぱらって おいでになり、 口に はたい そう 毒 を 


持って いるから、 そのつ もりで 扱って 上げて ください _ 

なァ に、 口に 毒 は 持って いる けれども、 御 商売 は 薬 を 

扱う 江戸で も 名代のお 医者さん だから、 失礼の ない よ 

うに。 もし わたしが 不在で も、 かまわず 部屋へ お通し 

申して、 できるだけ 丁寧に 扱って 上げて おくれ。 そう 

して また、 御酒が 大好きなん だから、 吟味した ところ 

を、 いくらでも 御所 望 次第 差 上げて おくれ。 お 肴 も 

この 琵琶湖の 選抜き のと ころ を —— な あに、 いくら 召 

上っても 正気 を 失うよう な 先生で はない、 わたしが 帰 

るまで、 そうして できるだけ 丁寧に 取 持って 置いて お 

くれ  


こういう ことが、 お 角さん からかね がね 吹 込んで あ 

る ものです から、 宿で も 先刻 心得た もので、 

「それ、 おいでな すった」 

車輪に なって、 お 角さん の 申しつ けて 置いた 通りに、 

サ ー ヴ イス を はじめた ものです。 

すすき 

かくて、 足 も 取り、 洗足 も 終って みると、 早速 通さ 

れた ところ は、 お 角さん 借 切りの 豪華な 一室で ありま 

した。 

御輿 を 据える とたん、 早く もお 铫 子の 催促で あり、 

その 催促 を 皆まで 言わせない 先に、 続々 とお 好みの 見 

つくろいが 取 揃えられる 手 廻し ぶりに、 道 庵す つかり 


悦に入つ てし ま つ て、 

「どうも、 これ だから、 上方の 奴 は 油断が ならね え、 

ことに この 江 州 者と きて は、 昔つ から 近 江 泥棒、 伊勢 

乞食と いって、 こすい ことに かけて は 泥棒 以上 だから 

すき  きた 

油断 も 隙 もぁリ やしね え、 道 庵 来る と 見て、 ハイ 灰 吹 

の 格で、 この サ— ヴ イスぶ り、 いやはや 全く、 江 州 者 

に は 油断が ならね え」 

と、 早く も盃 をと りながら こういう 御 託宣です から、 

あき  かお 

給仕に 立 つ た 女まで 呆れた 面 をし ました。 

幸いに、 この 給仕 女が 他国者であった からまず 無事 

とはいう ものの、 その 土地へ 来て いきなり、 「近 江 泥棒、 


伊勢 乞食」 と 浴せ かけるな んぞ は、 いくらなんでも 毒 

が 有り 過ぎて、 相手が 気の 短い ものなら 張り倒される 

にき まってい るが、 これ は 多分、 山城の 場末 あたり か 

ら 来た 新参 の 女中 だ つたので しょう、 

ぎょうさん 

「ホ、 ホ、 ホ、 仰山、 御機嫌よ ろしう おます な」 

「おます よ、 おます よ、 おましち まわ あな」 

たあい もな く 道 庵 も、 龃 けつけ 三 杯 を 納める ことが 

できました。 

三十 一 


ま 

道 を枉げ て胆吹 山へ 侵入した 道 庵が、 どうして、 い 

はちまん 

つの まに、 ここまで 来着した か、 順路 を彦 根、 八幡、 

あづち 

安土、 草津と 経て、 相当の 乗物に よって 乗りつ けた か、 

或いは また 徒歩で テク テクと やって来た のか、 そうで 

なければ、 いったん 長 浜へ 出て、 あれから 湖上 を、 こ 

こまで 舟で 乗りつ けた か —— ただし は 例の 脱線ぶ リぁ 

ざ やかに、 湖水の 北岸 廻り をして、 野洲 から 比 良比歙 

の 山 ふもと を迂 廻して 来た か、 その 詮索 は ひとまず さ 

しおいて、 もし 徒歩で テクって 来たと すれば —— 道 庵 

先生 は 老いたり といえ ども、 あれで なかなか 平地 を 歩 

かせて は 達者な ものです。 それ は 裏 宿 七兵衛 や、 がん 


りきの 百 蔵と いったよ うな 生れ 損ないの 足と は 比較に 

ならない けれども、 背が 高くて、 コンパスが 長いだ け 

に、 足に は 充分 覚えが あるので すから —— 相当な 突破 

をして いると 見ても よろしい のです が、 陸路 を 来たと 

しても、 八幡、 彦根、 安土の 順路 を 取らなかった こと 

は 確かです。 何と なれば、 草津 街道へ かか リ さえ すれ 

ば、 いやで も 昨今の あの 「晒し」 を 見ない わけに は ゆ 

かない。 あの 「晒し」 が 一 目な りと 道 庵の 眼に 触れた 

以上 は、 さァ 事です。 その 沸騰 は、 まさにお 角さん 以 

上と 思わなければ ならない。 それが 無事で ここへ 来て 

いると いうの が、 あの 晒しの 現場 を 通らなかった 証拠 


 と 言えば 言える に違いないが、 それにしても、 も 

しまた 駕籠 か 馬で もハリ 込んで、 揺られながら、 いい 

ねぼけ せんせ バ 

気持の 寝呆 先生 気取りで、 「乗せた から 先 は …… 」 なん 

かんと 納まり 込んで、 さし も 街道 名代の 草津の 晒し 場 

を、 ムニ ャム ニヤのう ちに 突破して、 ここへ 無事に 到 

着の 段取りと 解釈ので きない こと もない。 

いずれにしても 道 庵 先生 は、 自分が 唯 一 無 一 一 の 股肱 

と 頼み 切った 来 友が、 今日明日 のうちに 首が コロリ と 

いう、 きわどい、 危ない 運命の ほど を、 一向に 御存じ 

ない こと だけ は 確かな ものです。 

されば こそ、 この 油断 も 隙 もない もてなし を、 遠慮 


会釈 もな く 引受けて、 太平楽に 納まり 込み、 

「江戸 を 一 歩 一 歩と 離れる の は、 それだけ 故郷に 対し 

さび 

て 一歩 一 歩と 淋しく も あるが、 京へ 一 歩 近づく ほどに、 

酒が よくなる の は 有難え。 江戸 は 道 庵が 第一 の 故郷 

である、 酒 は 第二の 故郷で ある、 第一 の 故郷 を 離れて、 

第二の 故郷へ と 進んで 行 くんだ、 有 漏 路ょリ 無 漏路に 

帰る 一休み、 と 一休 坊主が 言った の は、 ここの 呼吸 だ 

ろう テ」 

途方もない でたらめ を 言いながら、 たしかに 吟味し 

て ある 酒と、 これ は 吟味し なく ともおの ずから 備わる 

湖上の 珍味と を 味わいつつ、 ひたすら 興に 乗って しま 


い、 いったい 訪ねて 来た 相手のお 角 親方 は どこへ 行つ 

た、 いつ 帰る の だ、 と 駄目 を 押す こと さえ 忘れて いる。 

さかな 

この 酒と、 この 肴 さえ あれば、 尋ねる 主な ど は、 いて 

もい なくても 差支えな いという 御輿の 据えぶ りでした 

が、 宿で は あらかじめ、 かなりに その 予備知識が 吹き 

込んで 置かれて ありまし たから、 さの み 驚きません。 

道 庵 先生 は、 いよいよ 御機嫌 斜めなら ず、 しきりに 

管 を 捲いたり、 取りと まりもな いこと を 口走った りし 

ており ましたが、 相手の 年増 女中が いっこう 気のない 

の を 見て取つ て、 

「お前、 あっちへ 行きな、 おら あ ひとり 者なん だから、 


この 手酌で チビ リ チビ リ という やつに 馴れて るんだ。 

そうして 置いて、 頃 を 見計らって、 お代り、 お代りと 

持つ て 来て、 そこ へ 置き っぱなし にして、 そうして 行つ 

ちまい な —— いい、 おら あ、 ひとりで、 チビ リ チビ リ 

うま 

と 独酌と いう やつでね えと、 酒が 旨く 飲めね えたち な 

ん だから —— 」 

と、 また 一本の 徳利 を 逆さに 押 立てて、 したみまで も、 

ちょく  あご 

しみつ たれに 猪口の 中へ たらし込みながら 顎で そう 言 

いました から、 女中 も 心得て、 

「それで は、 失礼 させて いただき まんな、 御 自由に、 

たんと お上り あそばせ」 


女中 を 追 払って しまった 道 庵 は、 いよいよ いい 気に 

なって、 独酌の 天地に 自由 陶酔 を はじめる。 一杯、 ま 

た 一 杯 —— 京 も大阪 もみん な この 道 庵 を 迎える ために 

存在して いる 天地の ように 心得て、 いよいよ 太平楽 を 

ならべて いるう ちに、 酔眼 をみ はって、 そろり そろり 

とこの 部屋の 中 を 見廻しました。 

相当に 凝った 作りの この 造作 を 見廻し、 関東 風の 

旅籠との 調度の 比較な ど を 試みて いるう ちに、 部屋の 

ろくまい びょうぶ  きつ 

一 隅に 張リ めぐらした 六枚屛 風に 屹と 酔眼 を 留めて、 

鋭く 中 を 見込む ような こなし を やりました。 鋭く と 

いっても、 朦朧たる 酔眼に、 強いて 力を入れての 虚勢 


ですから、 威力の ない こと 夥 しい。 しかし、 何か感 

じた ことがあ ると 覚 しく、 幾度 か 眼に 力を入れ 直して 

は、 この 六 枚屛風 をた めつ すがめ つ、 

「怪しい、 この 屏風の 中が 怪しい と 睨んだ」 

三十 二 

道 庵 先生が 酔眼 をみ はって、 この 屏風の 中 こそ 怪し 

けれと 不審 をう つた その 屏風の 中には、 なんらの 物音 

もしない の だけれ ども、 そう 言われて みれば、 たしか 

に、 物の 気が その 中に あるら しい。 たとえ 物音 はしな 


いにして からが、 物の 気が 中に あるの とないのと は、 

弁 信 法師なら ずと も、 勘に よって わかる 人に はよ くわ 

かる。 

たしかに この 中に 物の 気 ありと 見て とった —— いや、 

勘で 受取った らしい 道 庵 は、 もう 放す ことで はない。 

今まで、 ひと リ 天下で、 何 を 当て ともなく、 捲いて い 

くだ ゃリ 

た 管 槍の やり 場 を、 この 屏風に 向って 集中し、 

「たしかに その 屏風の 中が 怪しい、 七 尺の 屏風の 中 こ 

そ 怪し けれ」 

といっても、 立って、 摑み かかって、 引剝 いで 見る よ 

うな こと はしない。 


あや 

「七 尺の 屛風 も、 躍らば など か 越え ざらん、 綾の 抉 も、 

引かば など か 断え ざらん」 

朗詠 まがいの 鼻唄に なって しまい ましたが、 次に は、 

そんな 優雅な ので はなく、 

「コン 畜生、 やい、 近 江 泥棒 —— 」 

と 悪態 を 吐いて しまいました。 

「その 屛 風の 中に いるの は、 近 江 泥棒だろう、 油断 も 

隙 もなら ねえが、 余人なら ばい ざ 知らず、 この 道 庵の 

眼 をく らまそう なん ぞと は、 近 江 泥棒 も すさまじい ぞ」 

近 江 泥棒 を 連発す るの は 甚だ 聞き苦しい。 単に 聞 

き 苦しいだ けで はない、 悪態 も 品に よりけ りで、 その 


めいよきそん 

国人 を 泥棒 呼ばわり する こと は、 重大な 名誉毀損で 

あって、 人に よって はな ぐられ る。 酔って はいながら 

も、 性根 を 失わない 道 庵 は、 さすがに そこに 気がつい 

たと 見えて、 急に、 

「ヽ、 ヽ、 ヽ I 

-ノ  ノ  ノ」 

と、 いやに 笑いく ずして、 

「と、 いった もの さ、 近 江の 人に 言わせる と、 近 江 泥 

棒、 伊勢 乞食と いう あれ は、 語呂の 間違いで、 本当 は 

近 江 殿御に 伊勢子 正直と いうんだ そうだ、 その 方が 正 

しいの だそう だ。 ところで 近 江の 人間 は 商売が 上手で、 

その 道で 成功す る、 伊勢の 人間 は 貯蓄 心に 富んで いる 


から、 金 持になる、 近 江の 人間が 成功して 大 商人に な 

リ、 伊勢の 人が 金 を 貯めて 金 持になる、 それ を ケチな 

奴等が 嫉んで 悪口 を 言 つたの が、 すなわち 近 江 泥棒、 

伊勢 乞食と なった の だ、 ひとの 成功 を 羨む ケチな 

リ ようけん 

了見の 奴が、 得て して 真面目 正直の 成功 人種 を とら 

えて は、 そういう ケチ をつ けたがる、 取る にたら ねえ 

よ、 怒ん なさるな、 ハ、 ハ …… 」 

と 道 庵が、 自分で 弁解 をつ けて、 いいかげんに 如才な 

く 笑い 崩した ところ は、 やっぱり 旅へ 出ての 引け目で 

ある。 この 先生の 食えない 一 面で ある。 

そういう 下らな い こと を 口走りながら も 道 庵 は、 


やっぱり 屛 風に 着けた 酔眼 をし つ こくして、 

「といった もの だが、 屛 風の 中に いらっしゃ るの は 泥 

棒 だか、 聖人 だか わかり はしね え、 この 近 江の 国に は、 

泥棒 もい るか、 いねえ か、 その 事 はよ く 知らね えが、 

聖人 だけ は 確かにい る、 その 点 は 道 庵が 保証す る、 近 

江 聖人と いつ て 立派な 聖人が いる、 こいつ はゴ マ かし 

もの じ やねえ、 近 江 聖人 は 本場の 唐へ 出しても 立派な 

聖人で 通る 男 だ、 本格の 聖人 だ、 近 江なん ぞへ 置く の 

は 惜しい 男 だよ、 ああい うのに は 道 庵 も 頭が 下る ねえ 

 ところで、 その 屛 風の 中に いらっしゃ るの は、 泥 

棒で げす か、 そもそも また 聖人で げす かな、 然ら ずん 


ば 君子 —— 君子で げす かな。 君子、 君子、 君子に も 

りよ ラ じょ ラ 

梁 上の 君子と いう やつが ござる、 大方 その 梁 上の 君 

子と いう やつで ござろう な。 盗人の 昼寝と い つ てな、 

白昼、 人の 家に 忍んで 昼寝 をす る 奴 は 油断が ならね え、 

名乗ん な、 尋常に 名乗ん な、 名乗って 出れば お近づき 

に 一杯 飲ませて 上げる が、 いよいよ 狸と あって みれば、 

退治る よ」 

と 言った かと 思う と、 道 庵が すっと 立ち上って、 屛風 

に 向って 歩み寄って 来ました。 

がてん 

しらば つくれて はいる けれども、 道 庵と して 合点な 

り 難き 一 芯の 不審 を 感じ たれば こそ、 管 まきに かこつ 


けて、 一応の 検討 をして みょうと いう 気になつ たらし 


三十 三 

道 庵 先生の 勘と いっても、 それ はもち ろん、 弁 信 法 

師 のよう な 鋭い もので はない けれども、 さすが その 道 

の 名人 (？) だけの もの はあって、 この 物の 気に、 た 

しかに なんらかの 異常 を 感得した もので は あるよう で 

留守で あると いえば、 人の いない この 部屋に、 たし 


かに 何者かが いる。 屛 風の 中に 物の 気がする。 もし 従 

者 だと すれば、 主人の 不在 をつ け 込んで、 主人の 寝床 

にもぐ リ 込むな んぞは 図々 しい。 まさかお 角が、 旅に 

まで イカ モノ を啣ぇ 込んで 隠して 置く はず はない。 そ 

こに 道 庵が 不審 を 打った の も、 さすがに 眼が 高い もの 

です。 

案の 如く、 この 屏風の 中には、 がんりきの 百 蔵と い 

う やくざ 野郎が 、 先刻 か ら 息を殺して ひそんで いる。 

臭いと ころから 侵入して 来て、 お 角 を 焚きつ けて 置 

いてから、 自分 はこの 部屋へ 納まり 込んで、 早速の こ 

とに 戸棚から 夜具 蒲団 を 引っぱり 出し、 有 合せの 六 曲 


を 引きめ ぐらす と、 いい 心 持で 足腰 を 伸ばして うつら 

うつらと している ところへ、 不意に 道 庵 先生の 御見舞 

です。 最初のう ち は、 お 角が 立 戻った のか 知らと 思つ 

たが、 そうで はない。 極めて 口に 毒の ありそうな 奴が、 

女中 をから かいながら 乗 込んで 来ました。 こいつ はい 

けね えと、 急に 狸 をき め 込んで いたのが、 何 かの 拍子 

せき 

で 咳 を 一 つした、 それ をつ いに 道 庵に 感づかれ てし 

まった という 事態に な つ てし まいました のです。 

飛び出して 走る 分に はなんで もない。 逃げ走る こと 

は 商売 同様 だから、 それ はなんで もない が、 出れば すつ 

かり 網が 張って ある。 いま 飛び出して は あぶない。 あ 


れ から、 こうして、 ここに 隠れて いれば、 もはや 金城 

鉄壁。 そこで こいつと して は、 久しぶりでの うのうと 

足腰 を 伸ばして いたと ころへ、 またして もこの 邪魔者 

—— 蒲団の 中で 忌々 しがった が、 結局、 狸 をき め 通す 

より ほか はない、 と 観念して いるう ちに、 珍しい、 こ 

れ はまた、 江戸で 見知りの ある 下 谷の 長者 町の 道 庵 先 

生 だな、 と 気がつく と、 この 際、 苦笑いが 鼻の 先まで 

こみ上げて 来ました。 

とはいえ、 いかに 道 庵 先生な りと はいえ、 今日の こ 

の 場 は 自分に とって、 危急で ある、 うっかり あの 先生 

すじよ-つ 

から、 素姓 を 口走られて は 事 こわし だ —— こう 考えた 


もの だが、 さて、 道 庵 先生が、 よせば いいのに、 わざ 

わざ 御輿 を 上げて、 どうやら その 屛風ー 重 を 引きめ く 

りに 来る らしい から、 このまま ではい けない と、 早く 

も その 先手を打った つもりで、 がんりきの 百が 急に う 

なり 出しました。 

さも 苦しそう に 蒲団の 中で うなり 出した ものです か 

ら、 その 声 を 聞く と、 道 庵 先生が 急に 我が 意 を 得たり 

とば かリ、 

「そうら 見ろ」 

何が、 そうら 見ろ だか、 この 言葉の 分限が はっきり 

わからない。 自分の 勘が 当った という 満足 か、 或いは、 


そうら 見ろ、 病人 だ、 医者と 病人 は附 きもの だ、 唸る 

くらいなら ナゼ、 もっと 早く 唸らない  という ほど 

の 意味で あつたか、 その 意味 はよ くわから ない が、 道 

ひんむ  びょうぶ 

庵 は、 荒つ ぼく 引剝 きもし かね まじき 勢いの 屛風を 

そっと 押して、 のこのこ とこの 中へ 入って 来ました。 

がんりき は、 手拭 を 畳んで 頭から 額の 方へ 載せ、 

か い まき 

搔卷を 頭まで かぶらせて 力 モフラ —ジを 試み、 そうし 

て さも 苦しそう に、 うん うんと 唸りつ づけて いる。 

「何 だい、 お前さん、 病人なら 病人と 最初から 言って 

りょうじよ-つ 

よこす がいい じ やねえ か、 隠れ 忍んで いると、 梁 上 

の 君子と 間違えられら あな。 どこが 悪い、 苦しい か、 


どこが 苦しい、 さァ、 脈 を 見て あげる、 手 をお 出し、 

腕 をお 出しよ、 脈 を 見て あげる から、 右の 手 を 出して 

ごらん  腕 をお 出しと いう こと さ」 

道 庵の 押売り 親切 —— 脈 を 見て やろうと、 余り ある 

好意 を、 この 病人が、 遠慮 か、 謙遜 か、 腕 を 出そうと 

もしない。 押売る 以上 は どこまでも 強く 押売ら なけれ 

ばなら ない と、 道 庵 は 相手が 剛情なら、 こっち もい よ 

いよ 剛情になる つむじ 曲リを 発揮して、 

「出さね え か、 拙者が 脈 を 見て やる というに、 遠慮 を 

して、 腕 を 出さね え 病人 もね えもん じ やねえ か。 いよ 

いよ 出さね えとなる と …… 」 


道 庵 は 意地に なって、 自分の 手 を 夜具 蒲団の 中へ 

つつ 込んで、 いやおう いわさず、 この 病人の 腕 を 引き 

ずり 出して 脈 を 見て やろうと したが、 

「おやおや」 

あるべき はずの 手 ごた えがなかった ので、 道 庵が 

o とかた 

一 方なら ずテレ てし まいました。 

三十 四 

たけじ ま  いお リ 

多景 島の 庵に 行いす ましていた 弁 信 は、 全く 落着 

あんじょう 

かない 心で、 安祥の 座から 立ち上りました。 


「落着きません、 竹 生 島へ 渡ろうと して、 はからずも 

この 島へ 寄せられ たこと も 一 つの 御 縁と 存じまして、 

ここで 多少の 修行 を 致して みるつ もりで ございました 

が、 この 心が 落着きません、 つなげる 駒、 伏せる 鼠で 

ございます、 この 通り、 四面 水 を 以て 孤 絶され ており 

ながら、 わが 心 を 孤 絶す る - J とがで きな いという のが 

浅ましい ことで ございます。 してみ まする と、 この 地 

も 到底 修 禅のと ころで は ございません、 ところの 幽閑 

がかえ つ て 魔 縁 を 引く と 覚えました」 

ほうねん あたま 

例によって、 仔細ら しく 法 然頭を 振り立てて かく 

言います と、 庵の 縁の 柱のと ころに 行って、 柱の 一方 


にからみ ついている 緦を 解いて、 それ をス ルス ルと下 

へ 向つ て 引きました。 

そうすると、 庵の 一 方に 継ぎ足された 一 竿の 竹の 柱 

頭 高く、 へん ぼんと して 白旗が 一 つ 現われて、 きらき 

らと 朝日に うつり 出した のです。 けだし これ は、 かね 

て 来 友が、 この 法師 を この 島へ 送りつ けて 置いて 立 去 

る 時に、 おた がいの 間に 示し合わせ ておいた 合図の 一 

つで、 その 白旗 を 掲げた 時 は、 すなわち 弁 信が 来 友に 

向って、 何 を か 求む る 希望の 表示な のであります。 次 

こん リんざ い 

第に よって は、 金輪際と いえ ども この 座 を 動かない こ 

とになる かも 知れない とまで 思い立った 弁 信が、 僅か 


三日に して、 かく 白旗 を 掲げて しまいました。 

白旗 を 掲げてから、 弁 信 は、 なお 縁の 側 を 去らずに、 

仔細ら しく 小首 を 傾け 通して おり ましたが、 暫くして、 

が つ かりした ものの ように 頭 を 上げ、 

「合図 は 致しました けれども、 反応が ございません、 

来 友さん との あの 時の 約束で は、 米 友さん が この 白旗 

を 見かけさえ すれば、 軽舸を 飛ばして 馳 せっけて 来て 

いただく ことにな つてお リ ましたのに …… その 反応が 

さらに ございません。 もし 来 友さん が胆吹 へ なり 立 

帰って、 この 白旗の 見える 限りの 間にお いでな さらな 

い 時の 場合 を も 予想して、 あの 辺の 湖岸で 釣 を 楽しん 


でお いでになる 浪人 衆に よくよく お頼みが して ある は 

ずに な つ ている ので ございま すが、 その どちらから も 

反応が ございません。 どなた も、 私の 投げた この 合図 

に応じて 下さる お 人がない としたら、 私が いかに 落着 

かない 心で も、 やっぱり この 島が 与えられ たる 当座の 

常住 かも 知れません、 私 は、 もう 一応、 このところで 

坐り 直さなければ なりますまい」 

しょうしん 

と 言つ て 弁 信 は、 またも、 もとの 席に 帰つ て 正 身 の 座 

せき 

を 構えて みました けれど、 そのいつ たん 堰を 切られた 

お喋りが、 やむ という こと をし ません。 

「坐リ 直して みました けれども、 心の 落着かな いこと 


は 同じで ございます、 何 か 事が 起り ましたな、 私 をし 

て、 じっと この 座に 安ん ずる こと を 許さない 外縁が、 

この 周囲のう ちの いずれ かの 場所で 起り ましたな。 わ 

かりました、 この 島 は 静かな リ といえ ども、 湖水の 水 

が 騒いで いるから であります —— 山 は 動かない が、 水 

は 動いて いるもの ですから、 この 心が 落着きません」 

と 言って、 せっかく 組み 直した 正 身の 座 を ほぐして、 

弁 信 法師 はまた 以前の 縁側の 方へ 出て、 今度 は 有らん 

限りの 四周の 湖面 を、 ずっと 見廻しました。 見廻した 

といっても、 この 人 は 天性、 肉眼の 見えない 人で ある 

こと は 申す まで もありません。 四方の 湖面に 眼 を 注い 


だと 言いたい が、 頭 を 注いで、 そうして、 今度 は 水に 

向つ て 物 を 言い かけました、 

「この 通り、 湖 中の 水が 騒いで いるもの ですから、 そ 

れで、 私の 心が 落着かな いのです。 なぜ、 こう も 湖水 

の 水が 騒いで いるの かと 考えます ると …… 」 

はる 

ここで また、 小首 を 傾けて、 懸崖 遥か 下の 湖面へ 耳 

をく つつけ てみ るよう な 形 をし ましたが、 その 言う と 

ころ は 変って います。 事実、 水が 騒ぐ 騒ぐ と 弁 信 は 口 

走って いるが、 見渡す ところ、 今日は この 青天白日で、 

ほとんど 風ら しい 風 は 吹いて いない。 多景 島の 竹 も 枝 

を 鳴らさず、 湖面 全体の 水面 は 至って 静かで 波風が 騒 


がない。 平和な ものです。 その 平和な 海に 向って、 弁 

信 はしき りに、 水が 騒ぐ 騒ぐ と 言って いる。 平和な 水 

こそい い 面の 皮で、 事実、 水が 騒ぐ ので はない、 彼の 

心が 騒ぐ のにき ま つてい る。 

三十 五 

こうして、 この 法師 は、 水が 騒がない のに、 われと 

我が 心 を さわがし ている。 そうして、 わが さわぐ 心 を 

以て、 その 罪 を 水に 向って 被せて いる —— それの みで 

はない —— 


「湖水の 水が、 かく も あわただしく 騒ぐ の は …… つま 

り、 湖岸が 穏か でない からです」 

と、 今度 は その 責め を 岸へ 向って なすりつけに かかり 

ました。 

「湖水の 沿岸が 穏か でない から、 それで 湖水の 水が か 

くまで 騒がなければ なりません、 水が 悪い ので はなく、 

岸が 悪い のです」 

わが 心の 動揺 を 見事に、 沿岸へ 向って なすりつけて 

しまいました。 湖面が 青天白日の 平和な 光景で ある 限 

り、 沿岸 だ けが 黒風白雨の 天気に 支配 さ れる という は 

ず はない。 然るに この 小 法師 は、 かく も 平和な 湖面に 


そうじょう 

向って 騒擾の 罪 を 着せる と共に、 今度 は、 その 罪 を 沿 

岸に 向って なすりつけて しまったが、 波風の 及ぶ とこ 

ろ は そこで 止まる のではありません。 

ちまた 

「先刻から、 湖南 湖北の 巷 の 風説に 聞きます と、 この 

沿岸の 村々 が ことのほか 物騒がし いそうで ございます、 

一 味と とうと 申す のが、 あちらに も、 こちらに も、 動 

きざし 

揺の 兆 を 見せて いるそう でございます、 私が 通る 辻々 

でも 確かに そのこと を 感得いた しました の は 一 再に と 

どまり ません、 沿岸の 人心が 劇しく 動揺 を 致して いる 

その 波動が、 ここに、 私の 心 を も 動かして やまない の 

でございます」 


彼 はこ こで、 立派に (？) わが 心の 動揺と、 群集 心 

理の 動揺と を 結びつけて しまいました。 

三十 六 

じゃく じよう 

弁 信 法師 は、 この 小 孤島のう ちに 寂静を 求めて 寂 

静を 得ず、 人 を 待たぬ はずの 身が、 人 を 待つ 心に 焦燥 

を 感ぜ しめられて いると、 その 日中の 半ば 頃から 雨 を 

催して きました。 

しめ やかに 降る 雨 は、 かえって 激しい風 雲 を 予想せ 

しめないで、 いっそう 人の 心 を 沈静に する はずの もの 


であるが、 湖面 一帯に 立て こめる 雲霧の ために、 合図 

の 白旗が、 いよいよ 合図の 効力 を 没却す る だけの こと 

です。 

弁 信 法師 は 観念して 夜に 入りました。 夜もすがら 正 

坐 を 企てて いるう ちに、 雨 は、 漸くし としとと 多き を 

けし さ 

加えよう とも、 降リ やむ 気色はありません。 夜雨の 軒 

うるお 

をめ ぐる 音 を 聞く と、 弁 信 法師の 心が また、 いと ど 潤 

うてきました。 いつの 世 か、 夜雨 禅師 という 人が あつ 

て、 ことのほか 夜の 雨 をき くこと を 楽しんだ という こ 

とだが、 全く、 静かな 心境で、 夜の 雨が 軒 をめ ぐって 

心 耳 を 潤す 快味 は 得 もい われない。 ところが、 その 夜 


更けの 幾 時 かになる と、 庵の 表の戸 を、 

「卜ン 卜ン」 

と 叩く 音が しました。 この 庵の 表の戸と いっても、 戸 

らしい 戸が ある わけではありません が、 それでも 以前、 

住みなら した 人の 建てつ けだけ はして あつたの を、 弁 

信 法師 はこの 際、 雨戸と いう 名の 責め を 塞がせる ため 

に、 使用して おりました ものです。 

「どなたで ございま すか」 

と、 夜の 雨 を 楽しんで、 動揺の 心 を 湿して いた 弁 信 法 

師が、 我に 帰って、 夢心地で 返事 をし ますと、 

「弁 信さん、 おります か」 


と、 あまり 聞き なれぬ 人の 声です。 

「はい、 弁 信 はおり ますが、 あなた 様 は どなた 様で い 

ら つ しゃいます か」 

「ちょっと 頼みが あって 参り ましたよ、 あけても よう 

ございま すか」 

「どうぞ、 あけて お入り 下さい」 

思いがけない 来客 は、 立てつ けの 雨戸 を 外して みる 

みのがさ  ちょうちん 

と、 簑笠 をつ けて、 提灯 を その 簑の 中へ 包んで いたの 

が、 静かに その 光 を 庵の 中へ 向けて、 

「ちと 頼みたい ことがあり ましてね、 夜分 突然に あが 

りました よ」 


思いがけない 人が、 突然に やって来て、 先方から 頼 

みたい ことがある、 頼みたい ことがあ ると 言って 繰 返 

す —— 頼みたい ことで はない、 頼まれた いこと はむし 

ろ こちらに あるので す、 と 弁 信に 言わせない 先に、 そ 

の 人 は、 

「三人 連れで やって来ました」 

「お 三人で おいでになりました か」 

「ええ、 三人で やって来ました、 まあ ごめんなさいよ 

いいです か、 みんな この 中へ 呼び入れ ますよ」 

「どうぞ」 

「どうも、 不意に 押し かけて 相 済みません …… 」 


つづいて、 外に 待って いたらし い 一人の 簑 笠が、 決 

して 広く も あらぬ この 庵の 中へ と、 乱入で はない、 侵 

入で もない、 極めて 静かに、 全く 世 を 忍ぶ 者で でも あ 

るよう に、 簑笠 のままで 入って きまして、 土間に 突立 

ちました。 提灯 は 一 つ、 最初の 簑の 間に 隠されて いる 

だけです から、 後ろ を 照らす こと は 少なく、 前 を 照ら 

す ことのみ に 向いて いるが、 本来 は 弁 信 法師の いると 

ころに 限って は、 夜昼と もに 光と いう ものが 用 を 為さ 

ろうそく 

ない。 だが、 この 場面の 全体 をた だ 一本の 蠟燭に 任せ 

て は、 照明の 任が 重過ぎる。 その 時、 ようやく 弁 信 法 

師が、 最初 当然 こちらから 為すべき 質問 を、 不意の 来 


客に 向つ て 切り出しました、 

「あなた 方 は、 わたくしが 掲げました 合図の 旗 を ごら 

ん になって、 それによ つて、 おいで 下す つたので は ご 

ざいません か」 

これ は 当然の 質問です。 当然の 質問と いうよりも、 

先方から、 のつ けに 切り出さ ねばならぬ ところの 挨拶 

であるべき であった のです。 つまり、 「弁 信さん、 遅く 

なって 済みません、 つい、 あなたの 合図の 旗 を 認める 

のが 遅かった ものです から —— いや、 認める に は 認め 

ました けれども、 これこれし かじかの 事情に さまたげ 

られて 後れました、 ずいぶん 心配した でしよう、 もう 


安心な さいよ」 とで も 言つ て くれる のが 本筋で あるべ 

きのに、 そのこと は 言わず して、 いちずに 自分の 方の 

勝手で やつ て 来たよう な こと を 言う ものです から、 弁 

信から 逆に ダメを 押された のです。 そうすると、 その 

返事が、 

「いや、 一向そう いう ことに は 気がつきませんでした 

—— 」 

三十 七 

「はて - 


ところで、 弁 信が、 はじめて 法 然頭を ひねり 立て ま 

した。 

今まで 彼 は、 夜雨 をき くこと によって、 本来の 鋭敏 

な アンテナ を 張る こと を 忘れて おりました。 忘我の 瞬 

間に は、 勘 だの、 想像 だのと いう もの は 働きません。 

ここで、 我が 破れて、 意外の 相手と、 意外の 問答 を や 

り 出してから、 弁 信が 急に、 アンテナ を 張って、 自分 

たくま 

の 特有の 機能の 働き を 逞 しう せんとす るまで もな く、 

先方が、 何の わ だか まりもな く、 説明の 継 足し をして 

いくのです。 

「あなたの 方の 合図に はい つ こう 気がつきません でし 


たが、 こちらが、 早くお 前さん のこと を 思い出し たも 

のです から、 いちずに 頼みに 来たので す。 頼みに きた 

というの は ほかではありません、 ここへ 暫く 人間 を 一 

人預 つても らいたい のです。 単に 預る だけで はなく、 

かくまって 置いても らいたい のです、 その 頼みの ため 

に、 夜分、 こうして 三人 連れで 上りました」 

みのがさ 

最初の 簑 笠が、 ここで、 頼みたい こと、 頼みたい こ 

とと 繰返した 内容 を 明らかにし はじめました。 

弁 信 は それに 答えて、 

「おやす い 御用で ございます、 もとより、 この 住居 は 

先人の 住み 捨てた 庵で ございまして、 私 一人が 専有 を 


致すべき 筋合いの もので は ございま せんから、 御用と 

内容が 許す 限り、 何人で もお いで 下されて いっこう さ 

しっかえ は ございま せんが、 ただ 特に この 離れ島まで、 

この 夜更けに、 わたくし を 目 ざして おいで 下さる のが 

不思議で ございます」 

「いや、 不思議で もなん でもない のです、 日中で は あ 

ぶないと 思う から、 夜分 上った までの ことです、 弁 信 

さん、 それで は 当分 こちらへ 人間 を 一 人預 つて 下さい」 

「御念までに は 及びません、 わたくし は 依頼され てお 

* フづゎ 

預リ 申す ほどの 器で は ございま せんが、 御 依頼 を 御 

辞退いた す ほどの 不人情 も 致した く は ございません。 


いったい、 ここにお いでに なりたい というの は どなた 

です 力」 

「農奴です、 農奴 を 一人、 預 つても らいたい のです」 

「のうどと お つ しゃる の は？」 

「農奴 —— 農民の 奴隸 です」 

ひ  もと 

「農民の 奴隸 —— そういう ものが、 この 日の 本の 国に 

ございまし たかしら」 

「いや、 そう 理窟 を おっしゃられ ると 困ります、 そう 

いう 人種が、 日本の 歴史に あつたか、 なかった かとい 

せんぎ 

うことの 詮議 は、 後日に 譲って いただいて、 とにかく、 

ある 方面で 農奴の 名 を 冠せ て くれた それ を そのまま 借 


用して 置いて、 とりあえず、 農奴と して あなたに ぉ預 

けします から、 農奴と して 暫くお 預リが 願いたい」 

「よろしう ございます、 わたくし は 決して、 どなた、 

こなたと 選 好み を 致す ような 器 では ございません」 

「どうも有難う、 では ここへ 農奴 を 連れ込みます」 

と 言って、 先に 立った のが 簑に くるんで いた 提灯 を こ 

ころもち 外の 方に 向け直し ますと、 あとから 来た 簑笠 

が 心得て、 雨戸の 外へ、 そっと 身 を 忍ばせて 行き まし 

た。 その 途端に、 ささやかな 光が 二人の 簑 笠の 外面 を 

照し ますと、 二人とも 意外に も、 簑 笠から 外へ 二つの 

長い ものが ハミ 出して おりました。 ここに 於て 見る と、 


一 一人と もに 両刀 を 帯して いる 身分の もの だとい うこと 

がわ かりました。 一人が 内で 待って いると、 外へ 飛ん 

くぼ 

で 行った 一人が、 岩角の 凹みのと ころまで 来て、 

「農奴 —— いるか」 

と 忍びやかに おとなう と、 答えはなかった が、 岩の 凹 

みから また 一 つの 簑 笠が 現われ出して 来ました。 しか 

も、 今度の 簑笠 は、 前のより 一段と 小さい。 いや、 簑 

笠が 小さい ので はない、 簑笠は 通常の 出来 だが、 内容 

ゆきた け 

が 小さいた めに、 尋常 の 桁 丈 だけの 簑笠 が 地上に 引き 

ずられ ている だけの 相違で、 以て 身の 丈の 低い、 子供 

にも 見 まほし き 人物の 一 塊で ある ことが わかります。 


「農奴 —— こっちへ 来い」 

迎えに 来た 簑 笠が、 迎えられた 小さな 簑 笠の 一 塊 を 

引 具して、 そうして、 以前の 庵の 中へ 戻って 来ました。 

その 途端に、 弁 信の 勘が うなり 出して、 

「はは あ、 わかりました、 あなた 方 は、 わたくしの 友 

人 を 連れてお いで 下さいました、 わたくしの 友人 を 友 

人と してお 連れ 下さらずに、 農奴と してお 連れ 下され 

た、 それに は 深い 仔細が ございましよう、 よって わた 

くし は、 それ を 友人と して 受取らずに、 農奴と してお 

受取りい たします」 

何とい う 小賢しい 言いぶ りだろう。 一 一個の 簑笠は 顔 


を 見合わせて しまいました。 

三十 八 

その 翌日 もまた、 打ち つづいての 雨で ありました。 

農奴と しての 宇治山 田の 米 友 はと 見れば、 庵の 後方 

こも  たかいびき 

なる 穴蔵の 中に、 菰を 打ちし いて、 高鼾で 寝て おり ま 

あれより 以後の 来 友と いう もの は、 なぜか 一 語 も 吐 

きません。 常なら ば 慷慨 悲憤が ロを衝 いて 出る か、 或 

たんか  ほとばし 

いは 痛快 無比なる 啖呵が 泡 を 飛ばして 迸 るかし なけ 


れ ばなら ない 場合 を、 あれから 全く 一語 無しです。 意 

気が 銷沈 しっくし たか、 或いは また、 もう 天下の 事、 

言う が もの も、 語る が もの もない！ と 断念した のか 

とにかく 彼 は、 もう 一語 を も 発する ことなく、 それで 

も、 多少の 疲労 はありと 見えて、 この 穴蔵に 移される 

と共に、 前後 も 知らず 寝込んだ ままです。 

かくて 庵の 一室に は、 雨の 日の つれづれ を 仮り の 

宿りの 主としての 弁 信 法師と は 別に、 二人の 者が おの 

おのの 両刀 を からげ て 投げ出し、 丸木の 柱に よりか 

かってい る。 その 二人の 者 こそ は、 必ずや、 昨夜 ふい 

みのがさ  かお 

におと ずれた 簑 笠の ものであるが、 果して どんな 面が 


来たの かと、 明るい 光で はじめてう かがって 見る と、 

この 二人 も、 別に 珍しい 面ではありませんでした。 す 

なわち 昨日まで は胆吹 御殿に 見えた 不 破の 関守 氏と、 

わびず ま い 

知 善 院に侘 住居の 青嵐 居士と 二人が、 ここで 抜からぬ 

面 を 合わせて いると いう だけの ものです。 

さて は、 昨夜の 簑笠 は、 この 二人の 者であった よな。 

但し 何 ほどの こと もない、 ひとしく これ、 湖水 湖岸に 

程遠から ぬと ころに 住んで いる 自由 遊民で ある。 それ 

が、 同じく 程遠く も あらぬ 湖 中の 一島へ 来て、 面 を 合 

わせる という こと は、 有るべからざる に 似た 奇遇で も 

なんでもない。 こうして 見る と 二人 も、 胆吹 御殿で 語 


り 合わせた 時の 面と、 別段 よそゆきの 面に はなって い 

ない。 あの 時の 呼吸で、 悠々 と 調子 を 合わせて いる。 

不 破の 関守 氏が まず 言う ことに は、 

「そもそも 日本に 於て は、 兵と、 農と は、 二つの 種の、 

二つの 民族で はない、 一つの 物の、 二つの 変形に 過ぎ 

なかった のです、 それが 歴史の 本筋でした」 

「そうでしょう  さむらい という 言葉 は 本来、 い つ 

の 頃から 起 つ た 言葉 か 知らないが、 少なくとも 鎌 倉 幕 

府 以前に は、 特に さむらい という 遊民はなかった よう 

です」 

「左様 —— 事 ある 時 は、 兵 はみ な 農より 取った もので 


す、 事 ある 時には 兵と なり、 事 無き 時には 農と なる、 

それだけの もので したね、 その 時代 は」 

「そうです とも、 三 浦、 和 田、 畠 山なん ぞ というと、 

素晴 しい 大名 かなん ぞ のように 聞え ますが、 今日の 諸 

侯と 比べたら 大 違い、 実は 皆、 従来は その 土地 土地に 

拠った 大 百姓に 過ぎなかった のです」 

「左様、 その 大 百姓が、 それぞれ 家の子郎党 を 地 割の 

うちに 置いて、 一緒に 百姓 をして いたので すな。 とこ 

ろで、 天下 を 取ろうと する 者 は、 それぞれ この 大 百姓 

どもに 渡り をつ ける と、 その 時の 風の向き 加減に よつ 

て、 三 浦、 和 田、 畠 山と いったよ うな 大 百姓が、 或い 


は 源氏、 或いは 平家と、 味方に 馳せ参じて、 天下 を 取 

ら せたり、 取らせなかったり してやる、 天下 を 取らせ 

たり、 取らせなかったり してやった 後 は、 また 郷に 帰つ 

て 百姓 をす る —— といった のが あの 時代の 武家の 制度 

でした」 

「その 通り —— それが、 現在の ように かっきり と、 武 

士と 百姓が わかれて しまったの は、 大 なる 不祥と いえ 

ば、 犬なる 不祥でした」 

「そもそも 今日の ように、 さむらいと 百姓と が、 かつ 

ぉ„き ゆう そらい 

きりと わかれて しまったの は 荻 生 徂徠の 説に よると、 

北条時 頼の 時代から だそう です」 


「北条 時 頼から 始まった と、 そう 明確に 線 を 引いて し 

まう わけに もい くまいが、 いずれ は 鎌 倉の 中期 頃、 天 

とんでん 

下に 漸く 事が 多くな つて、 屯田の 農民ば かりで はやり 

きれない、 どうしても 常備 兵と いう ものの 必要に 迫ら 

れて 来た 時から 始まった のでしょう。 かくて、 世が 乱 

つかさど 

れ るに つれて 兵の 需要が 増し、 同時に これ を 司 る も 

のの 威力が 増大して 来ました。 兵が 勇敢と なり、 威力 

かんぜん  と 

が 加わって 来て みると、 悍 然として 身命 を 賭して 外敵 

に 当る ものの 風采が、 颯爽と して、 勇ましく 見える、 

土に かじりついて 耕作 をす る 人間の 姿が、 いたましく 

も、 みすぼらし くも 見え 出して くる、 そこで 武士 は 選 


ばれた る 優越 階級と なり、 農民 は 落伍せ る 下 積 階級の 

ように 見え 出し てきて、 やが て 最も 鮮か に 兵 農が 分離 

してし まいました」 

「兵 は 農より 出で て 農 を 軽んじ、 農 は 兵 を 出 だして 兵 

を 恨む の 事態が 醸し出され たの は、 不幸です」 

ごもつ と  いにし 

「御尤もです、 古え は 兵が 農 を 守りました、 今 は 兵が 

ことごとく さむらい という 遊民に なりました。 この 遊 

民 を 威張らせ、 養って 行く ために、 農が 十重二十重の 

負担 をし なければ ならない、 さむらい という 遊民 を 食 

きょうしゃ 

わせて、 これに 傲慢と 驕奢 を 提供す る 役 廻りが、 農民 

の 上に 負わされて 来たと いう 次第です」 


三十 九 

「まずそう です、 例 を徳川 氏に とってみ ましょう、 徳 

川 家が いわゆる 旗本 八 万騎を 養成した 当時に は、 養成 

すべき 理由が ありました、 その いわゆる 八万騎 によつ 

て 海内 を 平定して、 三百 年来の 泰平 を 開いた のです」 

「左様 —— それ は 認めなければ ならない、 同時に、 徳 

川 家に 対しての み 承認すべき ではない、 三百諸侯が、 

大小と なく、 皆 それぞれ 相当の 士を 養って、 おのおの 

の 領土 を 安泰に し、 そのまま 徳川家に ぶらさが つ て、 


三百 年の 泰平が 出来 上り ましたに は 相違ない が、 さて、 

その後 は 武力の 必要が なくなった のです。 およそ この 

世に 必要な きに 存在す る 人間 はみ な 遊民です、 非常時 

に 当って は 最も 有用な りし さむらいが、 常時に 於て は 

無用の 遊民と 化して しまった 徳川家 八 万騎を はじめ、 

三百諸侯が おのおの 莫大な 遊民 を 抱え込んで しまった、 

而 して、 その 食糧 並びに 遊民の 遊蕩 費と いう もの を、 

しぼ 

いずれに 向って 求めましょう、 百姓 —— 農民よ リ 搾る 

ほかに 出 所 はないで はないで すか」 

「全く その 通り、 我々 も 昨日まで は、 その 遊民の 端く 

れの 地位 を 汚して いて、 農民の 血 汗に 寄食して いた も 


のです。 戦国の 時代 を 程遠から ず、 武士の 威力と 恩恵 

がま だ存 していた 時代 は 格別、 こうして 永く 泰平が 続 

く 間に、 平和に 働いて いた 農民が、 我々 こそ は 何故に 

かくまで 働きつつ、 こうまで 搾られなければ ならない 

きた 

か —— そこに 疑問 を 持ち、 憤慨 を 持ち、 反抗 を 持ち 来 

るの もまた 歴史の 一 過程でしょう」 

ひゃくしょういっき  ほうはい 

「近代に 於て、 百姓一揆 という ものが 澎湃 たる 一大 

勢力と なり、 牧民 者が ほとんど 手の つけよう がな く、 

しかも 表面 は 相当の 刑罰 を 以て 臨む にか かわらず、 事 

実は、 いつも 一歩一歩と 一揆 側の 勝利の 結果と なって 

行く、 それ も あながち 筋道がない と は 言えないです」 


「しかし —— 当世の こと はさむ らいと 百姓、 つまり 兵 

農の 分離と いう ことのほかに 癌 はない かとい うと、 事 

は 左様に 単純な もので はない のですな。 兵と 農との ほ 

かに、 つまり さむらいと 百姓との ほかに、 別に 一 つの 

大きな 勢力が 現われました、 その 現われた 大きな 勢力 

が、 兵 を も 食い、 農 を も 食い、 みるみる うちに 食い 肥つ 

て、 あらゆる もの を 食い 尽 して、 舌 なめずり をしょう 

とする 悪魔の 出現 を 見ない わけに はいかないでしょう。 

その 大きな 新 勢力と いうの は、 すなわち 町人です。 百 

姓が さむらい に対して 頭 を 上げて 来たと いうより は、 

いずれ は 百姓 も、 さむらい も、 やがて この 町人と いう 


新たな 化け物の ために 食われて しまうよ うな 時代が 到 

来す るので はない か —— 拙者 は 以前から、 多少 それ を 

懸念して いたが、 この 江 州に 来て いよいよ 確実に その 

将来の 懼 るべき 黒影 を 見て取る ことができました。 い 

かがです、 この 町人と いう ものの 今日の 時代に 於け る 

隠然た る 大きな 力 を ごらんに なりました か」 

「なるほど」 

新興 町人 勢力の 怖るべき こと をまず 説き出し たの は 

青嵐 居士で、 それに 深く も あいづち を 打った の は不破 

の 関守 氏で ありました。 

「江 州へ 来て、 江 州 商人の 勤勉ぶ り を 実見し、 その 江 


戸 大阪へ 及ぼす ところの 勢力 を 深く 観察して みると、 

由々 しきもの はこの 町人 勢力です。 農民 を いじめる こ 

とに かけて は 虎の 如く 勇敢で ある さむらい 階級が、 こ 

の 町人 階級に 向って 頭の 上らない こと は、 一日の 故で 

はありません、 富の 前に は、 武家の 威力 は 憐れむべき 

ほど 貧弱で ぁリ、 卑屈で あるので す、 その実 例と して 

…：- J 

「いや、 その 辺 は、 拙者 も大阪 に少々 住居 をいた した 

^ J とが ござる 故に、 多少の 知識 を も つてい るつ もりで 

がもう くんべ い 

す。 蒲 生 君 平 も 申し ましたよ、 『大阪 の 豪商 ひとたび 

ふ る 

怒れば、 天下の 諸侯み な慄ぇ 上がる』 と 蒲 生 君 平 も 単 


なる 尊王 愛国の 放浪 狂ではありません、 なかなか 裏面 

に 徹して、 見る ところ はよ く 見て いますな」 

「そうです、 我々 は、 この 兵と 農との 争い は、 本来 こ 

れは 親子なん ですから、 それ は 存外 早く 解決す ると 見 

ています よ。 ひと リ 町人 階級の ものに 至って は、 これ 

は 全く 性質が 違います、 彼等 は 兵 を 動かす たびに 儲け 

ます、 農が 汗水 垂らして 生産した もの を、 引つ くるめ 

そろばん 

て 算盤 一 つで 横領して しまいます、 農と 兵と は 親子 関 

係です が、 商に 至って は、 この 両方の 血 を 吸い、 骨 を 

削る ことによって、 身代 を 肥やして 行く という 種族な 

のです、 その 点に かけて 大阪 商人の 魔力、 まことに 怖 


るべ きです」 

「大 諸侯が、 大阪 町人の 有力者に 頭が 上らない、 大諸 

侯の 家老が、 大阪 町人 を 上座に 据えて、 その 前に 平 身 

低頭して 借金 を 申し入れる —— その 醜 劣なる 光景 を 拙 

ま 

者 も 目の あた リ 実見いた してお リ ますよ」 

四十 

「実は 我々 も、 前に 申した 通り、 昨日まで は 農民に 食 

わせて もらった 遊民の 一人でいながら、 百姓 を 軽蔑す 

る 習慣の 下に 教育され て 来て いたのです けれども、 事 


実、 百姓の 難儀 を 見る と 同情の 念が 起り、 一 揆の 勃発 

が あるに してから が、 憎もうと して 憎めない 場合が 

度々 なのです。 然るに 町人の 横暴に 至って は …… 」 

「全く 同情が できません、 容捨 がな り 兼ねる のです。 

表面 はとに かく、 実際に 至る と、 今 は 兵 も 農 も 共に 苦 

しみつつ あるので す、 農民の 苦しみ は、 現実的に 見て 

いられない ほどです が、 さむらいの 方 も、 徳川家 を は 

じめ 大小 諸侯の 内輪が みな 火の車です、 惨儋 たる もの 

です。 然るに 商人に 至って は …… 彼等 は、 血 を 以て 天 

下の 泰平 を 保証した という 歴史 を 持たない、 身 を 以て 

苦労して 衣食 を 供 するとい う 奉仕 もしない、 その 間の 


鞘 を 取る ことによって、 すべての 富 を 蓄積し、 その 富 

の 威力で、 兵 を も 農 を も 支配 せんとす る、 仁義 道徳が 

すたり、 銭に よって 支配 されん とする 時代が やがて 来 

るので す、 否、 すでに 来つつ あるので す」 

「お 話 を 伺って おります うちに、 わたくし は大 へん 悲 

しくな リ ました」 

そこへ、 抜からぬ 面で、 突然に 口 を さしはさん だの 

は 弁 信 法師で ありました。 

談論 酣 わなる 両 浪人 は、 この 差 出口に いたく 驚か 

されました。 今まで 全然、 存在 を 認めて いなか つたわ 

けで はない が、 談論の 相手と して は 眼中に 入れて 置か 


なかった 人の 突然の 発言です から、 一 一人 は 特に 驚かさ 

れ たのでした。 取上げる こと をし なかった 第三者が、 

ここに 至って、 さも 心得顔に 差 出口 を 挿んだ ことに 

よって、 この 席に、 こんな 小 法師が 侍って いたの かと 

いう ことに 気がつき、 改めて 見直す と、 今までの 二人 

の 会話 を、 最も 熱心 忠実に 傾聴して いた こと を 思わせ 

る 存在ぶ りで ありまし たから、 二た び、 三た び、 驚異 

の 感に打 たれざる を 得ませんでした。 同時に また、 「油 

断が ならぬ」 というよ うな 警戒心 もこの 時に、 頭 を も 

たげ たようです。 本来、 この 二人 は、 ここに 存在せ し 

めら れ ている 盲 小 法師なる ものに 就いて、 なんら、 特 


別の 予備知識 を 与えられて はいなかった のです。 ここ 

きた  さら もの 

へ 伴い 来った 晒し者の グロテスク によって、 この 島に 

かかる 人物が 存在す る こと を 知り、 これ こそ、 しばし 

の 身 を 托する に 安全のと ころと 心づ いただけの 発起で、 

ここまで 伴い 来った ものでしょう。 この 小 法師が、 

変った 修行者で あると いう こと だけの 黙 会 はあった も 

のでしょう。 しかし、 そのほかに は、 なんらの 予備 知 

識 がない 上に、 右に いうよう な 漠然たる 先入 感 から、 

およそ 浮世の ことと はかけ 離れた 修行者で あり、 しか 

も 充分に 不具者の 資格 を 備えた 存在 物 を、 この 孤島の 

中で 前に 置い ての 談論です から、 言論 は 絶 体 的に 自由 


である こと を 安心し きって、 談論が 縦横に 酣 わなる 

に 任せて 行く 途中、 ここで、 抜からぬ 面で 差 出口 を さ 

れ たもので すから、 驚く の も 無理はありません。 

もし、 この 二人 は 多少な りと も 予備知識 があって、 

ここに 存在す る 小物 体が、 怖るべき 感覚の 所有者で あ 

じょうぜつか 

り、 また 更に 怖るべき 饒舌家で ある こと を 知ったなら 

ば、 二人とも、 かくまで 羽目 を 外して 時事 を 痛論す る 

ような ことはなかった でしよう。 もし ぁリ としても、 

必ずや、 この 小 存在 物 を あらかじめ 眼中に 置いて、 談 

論の 一節 一節の 終りと 始めと に は、 「わたしたち はこ 

う 田、 3 うが、 弁 信さん はどう 甲 3 ハ ます」 と  一 口ぐ らい は 


挨拶が あり、 会釈が あって 然るべき はずだった でしよ 

う。 それ をそう しなかった こと を悔 ゆるまで もな く、 

あき 

二人 はた だ 驚きの 上に、 呆れて、 

「弁 信さん、 何が 悲しい の だ」 

と ダメを 押した に 過ぎません。 

「何が 悲しい とおつ しゃいましても、 人間が 人間同士、 

理解し 合えぬ ほど 悲し いこと は ございません」 

「ェ、 ェ、 何です つて」 

と 二人 は、 また 驚異と 疑惑と を 以て、 弁 信 法師の 面 を 

見直しました。 

「人間が 人間 を 理解し 合えぬ ほど、 悲しい こと は ござ 


いません、 人間が 人間同士、 理解し 合えなければ こそ、 

人間の 団体が、 おのおの その 団体 を 理解す る ことが で 

きな い の で) J ざいます、 さむら いがお 百姓 を 理解す る 

ことができな いのが 悲しいです、 お 百姓が さむら い を 

理解す る ことので きないの も 悲しいです、 士農 はェ商 

を 理解す る ことができず、 ェ商は 士農を 理解す る こと 

がで きないと いたしましたならば、 四海のう ち、 四民 

の 間、 どこに 共存共栄の 地が ございましよう … … 」 

さて こそ、 怖るべき 饒舌が、 これから 始まる らしい。 

四十 一 


一 息に これ だけの こと を 言い切られて、 さし も 一 一人 

の 浪人が、 

「う ー ん」 

うな 

と 唸りました。 しかし、 実は まだ 唸る のに は 早かった 

のです。 この辺で 唸り 出して しまった 日に は、 この 小 

坊主の 底の 知れない お喋りの 腹蔵の やっと 戸口のと 

ころへ 来て、 眼 を 廻して しまった ような ものな のです _ 

力い もく 

前に 言う 通り、 皆目、 お喋り 坊主のお 喋りぶ りの いか 

に 怖るべき かとい うこと に 予備知識 を 持たなかった 二 

人と して は、 まず この辺で 驚いて しまう の も 無理の な 


いものが あります。 一方、 弁 信 法師に 於て は、 ここで 

せき 

ようやく 持病の 堰を 切って、 弁論の 滝 を 放流し はじめ 

ました  

「たとえばです、 あなた 方 は、 農が 苦しい という 立場 

だけ は、 充分 御 理解に なって いらっしゃる ようです が、 

農が 正しい という こと、 農が 楽し いという ことに は、 

いま 

未だ 全く 御 理解がない ようで ございます。 この 世の中 

に 存在す るいろ いろの 仕事のう ちで、 農が いちばん 正 

しい 職業で ございます。 こう 申します ると、 他の あら 

ゆる 職業 はみ な 正しから ざる 仕事 かとお 尋ねになる か 

も 知れません が、 左様で は ございません、 まず 原始的 


という 意味で 申し上げます ると、 第一、 何物よりも 農 

が 正しい 仕事な ので ございます。 農 は 天下の 大本と 仰 

せに なりました 通り、 百姓 こそ は、 土 を 母と して、 そ 

の 恵みの 上に、 作物 を 育 て て 人間 を 養う 仕事 で 、》 J ざ い 

まず も つ 

ますから、 先 以て、 人間の 仕事で、 これより 最初の、 

これよ リ 正しい 仕事 はない と 言つ て もよ ろしう ござい 

ます。 正しい 仕事 は 自然、 貴ばれなければ ならない の 

です。 自然、 農と いう ものが、 最も 正しい 仕事で ござ 

いますから、 当然 最も 貴い 仕事 だとい うこと になる の 

でございます …… まあ、 お待ち 下さい、 あなた 方 は、 

ならば その 貴い 仕事が、 ナゼ、 今日の ように 貴ばれな 


い、 貴ばれな いのみで はない、 ナゼ、 今日の ように 卑 

しまれて いる  と 御 反問に なろうと していら つ しゃ 

る。 まことに 一応、 御 無理の ない 御 反問で ございます 

が 、 貴ば る ベ き 仕事が 貴ばれ ざ るに 至り ましたの を、 

あなた 方 は、 搾取す る 者の 責めに のみ ごらんになる よ 

うで ございま すが、 なるほど、 それ も 一応の 見方に は 

相違 ございません、 悪い 地主な り、 悪い 代官な りが 存 

在いた しまして、 罪 もない、 おとなしい 百姓 を 苛めさ 

しま 

いなんで これ を 搾リ、 これ を 使い、 これ を奴隸 以下に 

おとしめ ると いった 現象 を、 私共 もしらない というの 

では ございません、 そこ は、 あなた 方の 御 論拠に 充分 


の 理解 を 持って いるつ もりで ございま すが、 その 責め 

き  う ら 

を、 単に それだけに 帰して、 他を怨 むことば かり を教 

える の はよ ろしく ございません。 それ は 片手落ち とい 

う もので、 そういう 方面ば かり を 考えて、 地主が 悪い 

代官が 憎い という、 治者に 対する 被治者の 反抗 心 だけ 

を 教える ような 論理 はいけ ない と 思います。 そうして 

得る ところの もの は 何かと 申します と、 それ は 必ず 得 

ると ころの ものより、 失う と - ^ ろが 多 いもの で ござ い 

ます。 百姓一揆 という ものに 払われました 大きな 犠牲 

を 翻って、 お 百姓た ち 自身の 正しい 立場 を 自覚させる 

ことに 尽 しましたならば …… いや、 あなた 方 は、 それ 


せっぱつま 

でも 御 不満で いらっしゃる、 生活が 切羽 詰って いる も 

のに、 正しい 自覚の なんのと、 そんな 緩慢な 沙汰で は 

ない、 とこう 考えて いらっしゃ ると 存じます が、 それ 

を、 もう 一 歩 進んで 考えて いただきとう ございます。 

私 とても、 現在の 農民 生活が これでよ ろしい、 これで 

お 前た ち に は 充分 だ 、 これ ょリ 生き 過ぎ て はお 前た ち 

の 分に 過ぎる、 と 申した く は ございません、 どうかし 

て、 もう 少しお 百姓の 生活 を 楽に して 上げたい もの だ 

と 思わない こと は ございま せんが、 それよ リ 先に 教え 

て 上げて いただき たいこと は、 苦しいだ けが 農民の つ 

とめで はない、 ただいま 私 も 申しました 通り、 百姓 ほ 


ど 正しい 仕事 はない、 百姓 ほど 貴い 仕事 はない —— と 

いう ことの 観念 を 昔に 戻して、 農民た ちに よくよく さ 

とらせる こ とが 急務で はな い かと 考え ている ので) J ざ 

います。 さあさあ また、 あなた 方 は、 な あに 盲 法師の 

小坊主が 途方もない 減らず口、 自分の 立場 を 苦しくな 

いと 考えよう にも、 貴い と 考えさせよう にも、 現在 こ 

の 通り 苦しい、 この 通り 卑しめられ ている、 現在 それ 

を 頭 だけ 引離して、 考えて みる こと、 考えさせて みる 

ことが、 どうして できる  と、 かように おさげすみ 

になって いらっしゃ るで) J ざいましょう が、 そこが、 

私の 頭の 違う ところで ございまして、 とにかく、 一  応 


お 聞 取り を 願いたい ので ございます」 

四十 二 

弁 B 法師 は 引きつ づき、 滔々 と 喋り まくりました 


「これ は、 ひとり 農民に 限った こと は ございません、 

すべての 人に 伝えなければ ならぬ 観念な ので ご ざ い ま 

すが、 ことに 農民から 始めて、 誤った 貴賤 貧富の 観念 

をす つかり 改めて やらなければ なりません。 貴賤 貧富 

の 観念 を 改める と 申しましても、 悪平等に 堕せよ と教 


える ので は ございません、 君 は 君と し、 親 は 親と し、 

人倫 はおのお の 尊重し 合わなければ なりません、 それ 

は 古え よりの 道で ございます、 その 正しい 倫理 観念 

に 反逆 を そそる ような 教え方 はいけ ません。 中世 以降、 

ま ひ 

この 世界 をす ベ て 麻痺せ しめてし ま つ てお リ ますと こ 

ろの、 貴賤 上下の 観念 だけ はすつ かり 取 払って やって、 

万事 は それからの ことなんで ございます。 後代の 貴賤 

上下の 観念 は、 人間 本質の 輝きで は ございませんで、 

その 輝き を 没却す ると ころの 手段 方法に 供せられ た 点 

おび L5 一 

が 夥 しいので ございます。 そのために、 世界の 見て 

以て 卑しと する ものが、 必ずしも 卑しから ず、 ^界の 


見て 以て 貴し とする ことが、 必ずしも 貴から ず、 貧が 

必ずしも 辛から ず、 富が 必ずし も 楽 ではない という こ 

との 根本の 事実と、 実際と を 教えて 上げなければ なり 

ますまい。 末世に 於き まして は、 事実上、 正当の 地位 

がみな 置き換えられて しま つ て いるので ございます。 

それ は 最初のう ちに、 国 を 治める 人が 方便の ためにし 

かしゃく 

たこと が、 後日 は その 方便が 方便の 仮借から 離れて、 

はく 

そのこと そのものに、 われと つけて しまった 箔の ため 

に、 われと 迷うて いるので ございます。 たとえば この 

世の 位階勲等の 如き は、 最初 は、 帝王の 宏大なる 政治 

心から、 人間 待遇の 道と して 開かれた もので ございま 


して、 人が 偉い から、 おのずから その かがやきが 発せ 

られ たもの なんで ございまして、 後代に 到リ ますと、 

人間が つまらな いのに、 箔 だけが かがやく もので ござ 

いますから、 知恵の 浅い 多数の 者が、 その 中身 を 見な 

いで、 箔 だけ を 拝む ようにな リ ました。 位階勲等 ばか 

リ では ございません、 人間の 原始の 生活に は、 富と い 

う もの は ございません でした、 また、 正当な 生活 を やつ 

ており さえ 致します と、 富と いう ものの 蓄積 も、 使用 

も、 さの み 効用がない ものな ので ございます。 然るに 

末世に なりまして、 人間が おのおの 生活の ために 戦う 

ようになり ますと、 富の 蓄積が 即ち 生命の 蓄積と 同じ 


ような 貴重な ものに なりまして、 同時に 人間 そのもの 

の 生命 を 尊重す るより は、 生命の ために 蓄積した 富 そ 

の もの を 拝む ように 間違って 参りました。 富が あれば、 

安楽に して 一 生が 暮 せる、 富がなければ、 一 生 を 牛馬 

の 如く 苦労して 暮らさなければ ならぬ、 一 歩 あやまて 

ば 餓えて 死ななければ ならぬ、 その 恐怖の ために 万人 

が おののいて、 みすみす 罪に おちて おります が、 私 か 

ら 言わせ ますと、 - J のく らい 違 つ た 迷信 はない ものと 

こうけつ  おの 

存じます る。 他人の 膏血に よる 富 を 積んで、 己れ が 安 

楽に 暮 さんと する、 その 安楽が、 世の 人の 考える 如く 

安楽な もので ございま しょうか、 汗 を 流して 終日 働く 


人 たちのみが、 世の 人の 考える ほど 不幸な もので あり、 

労苦な もので ございま しょうか。 この 観念 を、 今の 人 

は、 よく 見直す ことに 出直さなければ ならない ので は 

ないです か。 位階勲等の 高き もの、 身分 格式の 卑しい 

もの、 働かない ものが 幸福で 働く ものが 不仕 合せ、 た 

だ 単に それだけで 或いは 誇り、 或いは 憂える という こ 

とが あんまり 浅はかに 過ぎます。 本当の 幸福 は、 世の 

いわゆる、 見て 以て 高し とすると ころに なく、 見て 以 

て 低し とすると ころに 存在す るので は) /ざいます ま い 

か。 且つ また、 本当の 安楽 は、 世の 見て 以てき とする 

ところに 存在せ ずして、 見て 以て 労と すると ころに 存 


在す るので は ございま すま いか。 御存じで ございま 

しょう、 佐 藤 一斎 先生が 太公望 をお 詠みに なった 詩の 

中に、 『 一 竿ノ 風月、 心ト 違フ』 という 句が ございます、 

その 前 句 は 多分、 『誤 ッテ文 王 二 載 セ得テ 帰 ラル』 とか 

ございました、 私の 記憶と 解釈が 誤ってお リ ましたら 

ば 御免下さい ませ、 あれ は、 太公望が 釣 をして いると 

ころ を、 周の 文 王に 見出されて 天下の 宰相と なり まし 

た、 普通の 眼で 見ます ると、 これより 以上の 出世 はな 

いので ございまして、 世間の 光栄と 羨望の 頂上で ござ 

いますが、 太公望 御自身から 申します ると、 大 へんに 

これ は 間違って いる、 自分の 本当の 楽しみ は、 一竿の 


風月に あって、 天下の 宰相になる ことで はない、 それ 

を 見出されて しまったの は 時の 不祥で ある、 という 心 

持 を、 さすがに 佐 藤 一 斎 先生が お詠みに なりました。 

それ は 負け惜しみ でも、 似非 風流で も ございません、 

太公望 様 それ 自身の 本心な ので ございます、 楽しめば 

一 竿の 風月の 中に 不尽の 楽しみが ある、 それよ リ ほか 

わずら 

の 物 は 結局 煩いに 過ぎない、 という 太公望の 心境 を、 

さすがに 佐 藤 一斎 先生が お詠みに なりました。 それ か 

しょかつ こうめい 

らまた、 三国の 時代の 有名な 諸葛孔 明で ございま すが、 

すいし  ひょう 

御 承知の 通り、 諸 葛孔明 様の 有名な 出師の 表の 中に、 

ほい  みづか  いやしく 

『臣 モト 布 衣、 躬ラ南 陽 二 耕シ、 苟 モ 生命 ヲ 乱世 二 


全ゥシ テ 聞達ヲ 諸侯 二 求 メズ』 というの 句が) /ざい ま 

す、 聞 達 を 諸侯に 求めず という、 この 求めざる の 心が、 

あえて 諸侯に 向って 求めざる 所以に 限った もので は ご 

ざいません、 何者に 対しましても 求めざる の 心が あつ 

て、 はじめて 心が 乱れ ませぬ、 心が 乱れ ませぬ 故に、 

い つも 平和で ございます、 何者が 参りましても これに 

加える ことができません し、 また これに 減ずる こと も 

できない ので ございます。 古語に 『自ラ 求 メザル モノ 

二 向 ッテハ 哀楽 ソノ前 二 施スべ カラ ズ』 とい うのが) J 

ざ います、 世に この 求めざる の 心 ほど 強い もの は ござ 

しょかつ こうめい 

いません。 諸 葛 孔明は 最初から この 最も 強い 地位に 坐 


してお いでに なりました、 その 求めざる の 心が 安定い 

たして おり ましたの は、 それだけ 修養が 積んで ぉリま 

したので すが、 一方から 物質的に 見て みます ると、 あ 

の 『 躬 ラ南陽 二 耕シ』 と 仰せられた 通り、 諸 葛 孔明は 

自分で 百姓 をして おいでに なりました から、 それで 生 

活の 分が 足りて おいでになりました、 百姓 を 致して 天 

地から 生活の資 料 を 直接に 恵まれて おいでになり まし 

たから、 生活の ために 何物 を 以て 加えられても 決して 

動揺 を 致し ませぬ。 諸 葛 孔明様 は 古今の 名 宰相で ござ 

いますが、 百姓と して 立派な お 百姓で ございました。 

しょく 

諸葛孔 明は蜀 の玄徳 のために 立 たれる まで は、 南 陽 


すきく わ 

というと ころで、 みずから 鋤 鍬 を 取って 百姓 をして お 

いでに なりました のです。 どのくらいの 石高のお 百姓 

でした か、 私に はよ くわ かりま せんが、 出廬 以前のお 

百姓と 致しまして は、 おそらく やっと 食べて 行かれる 

だけの 水 呑 百姓の 程度 を 遠く 出で なか つ た 百姓で あつ 

たろう - ^ と を 想像 いたされ るの で， > J ざ います。 孔明は 

幼に して 父母 を 失われ、 相当に 苦労 をな された そうで 

ございま すから、 そう 大した 資産が 残されて おり まし 

たと も 覚えません、 少なくとも 農奴 を 使用して、 自分 

が 手 を ふところ にして おる 地主 様で は ございませんで 

した、 みずから たがやして 働く ところの 一 農夫で ぁリ 


ましたに 相違 ございません、 『躬ラ 南 陽 二 耕シ』 と ある、 

きゅうこう 

『躬 耕』 の 文字が その 事実 を 証明いた します。 後に 蜀 

じょうしょう 

の丞 相の 位に 登りまして から、 上表の 文章の 中に、 

『自分に は 成 都に 桑 八 百 株 薄 田 十五 頃が あるから 子孫 

の 生活に は 困らせない 用意 は 出来て おり、 官 から 一物 

を も 与えられ なくと も 生活が 保証され てお リ まする』 

と いう ことが 書いて ございます。 桑 八 百 株と 申します 

と 一 坪に 二 株 ずっとし ましても 約 四百 坪の 地面に 過ぎ 

ません、 薄 田 十五 頃と 申します と 日本の どのくらいの 

面積に 当ります るで ございま しょうか、 佐 久間象 山 先 

生 は 日本の 五百石 ぐらいだ と 仰せに なり ましたが、 あ 


る 人に 伺います と、 一 頃 は 田 百 畝の こと だそう で ござ 

います、 その 一 畝と いうの が 日本の 一 畝と 同じ ことで 

ございま すか どうか、 日本の 一 畝 は 当今で は 三十 坪と 

いう ことにな つてお ります が、 支那の 一 畝 は 百 坪 或い 

は 二百 四十 坪 だとい う 説 を 承った こと も ございま すが 、 

なんに 致せ 蜀の 時代と 致します ると、 今から 千 七 八 百 

年 もの 昔で ございま すから、 私共に はとうて い 本当の 

ところ はわ かりません、 よって これ を どこまでも 日本 

面積と して 考えて みます ると、 一 頃 百 畝すな わち 十五 

頃 は 千 五 百 畝と なる わけで ございます、 その 千 五 百 畝 

を 日本式の 坪数に 引 直して みます ると 四 万 五 千 坪で ご 


ざいます、 これに 前の 桑田 四百 坪 を 加えます と、 四 万 

五 千 四百 坪になる 勘定で ございます、 その 四 万 五 千 四 

百 坪 を、 今度 は 日本の 反歩に 逆算して みます ると、 一 

反歩 を 三百 坪と 致しまして、 三千 坪の 一 町歩、 三 万 坪 

の 十 町歩、 あとの 一 万 五 千 坪 を 反歩に 引 直します ると 

三 五の 十五で 五町 歩、 そう 致します ると 四 万 五 千 坪 は 

即ち 十五 町歩、 それに 四百 坪 を 加えます ると 十六 町 三 

畝 十 歩の 土地 を 諸 葛 孔明様 は 持って おいでになり まし 

た。 十六 町歩と 申します ると、 日本の 国で はまず 中農 

以上の 大地 主の 部類に 属する 地面 持で ございま すが、 

かりに これ を 一反 歩 五 俵 二 石 取りと 致します と、 一町 


歩の 二十 石、 十 町歩の 二百 石、 五町 歩の 百 石で ござい 

ますから、 三百 石 取りの 資産な ので ございます。 三百 

石 取りと 申します と、 日本の 侍の 中通りの 身上に 過ぎ 

ない ので ございます。 二 千年 近くの 昔と は 申せ、 四百 

余 州の 支那の 国 を 三分した 天下の 宰相が、 三百 石 取り 

ちぎょう 

の 知行で 甘ん ずる こと を 心得て おられた という ことに 

よって、 いかに 諸葛孔 明が 清廉潔白のお 方で あつたか 

と いう ことが よく わかる ので ございます。 それで 御自 

分 だけで はない、 一家 一門 を、 不足 を 言わせな いよう 

にしつ けて 置かれた のです から、 いざと なれば、 自分 

も 宰相の 位 を やめて、 鍬 を 取って お 百姓に なれる だけ 


の 腕 をお 持ちに なり、 それから また 御子 息た ち を も 地 

主 様と してで なく、 ほんとうに 自ら 働く お 百姓と して 

立って 行かれる ように、 教育 を 為されて お置きに なつ 

たものに 相違 ございません。 仮り に また、 只今 かぞえ 

てみ ました 孔明 様の 御 知行 を、 支那 面積に 見積り まし 

て、 三倍、 四 倍と 評価 を 致して みました ところで、 千 

石 前後でありまして、 日本で 申します と、 中 藩の 家老 

どころ に過ぎないので ございます。 諸 葛 孔明は 支那 三 

千年、 第一 等の 宰相と 称せられ ており ますが、 お 百姓 

としても また 立派な 一 人前のお 百姓で ありました。 そ 

しゅつろ 

の 力で ございます。 でございますから、 まだ 出廬 をな 


さらない 時分の 毎日の 生活と 申します の は、 晴れた 日 

きゅうこう 

に は 自分から 陽当りの いい 前 畑に 出て 躬耕 を 致し、 

雨の 日に は 自分の 好む ところの 古今東西の 書物 を 取つ 

て ごらんになる、 それだけの 境涯で 楽しみが 余り あつ 

て、 それ 以上に は 全く 求む るの 心が ございません でし 

た。 求めな く ともよろ しいので す、 それ 以上 求める 必 

要 も ございません、 求 むれば かえって 煩 ぃを惹 くと 

いう こと を、 明白に 御 自覚で ございました。 王者の 身 

を 屈して、 その 人の 草廬を 三た びたず ねられても、 出 

づる こと を 欲しなかった の は、 大臣 大将の 身になる よ 

り も、 この 五段 百姓の 方が どのくらい 御 当人に 好まし 


い 境遇で ある こと を、 つくづく 自ら 味わって おり まし 

たのです。 お 百姓と いう 仕事 は、 全く 天の 時と、 地の 

恵み だけで 生きられる 仕事な ので ございます。 乱世と 

も なれば、 この 世界 はま だ 広い ので ございま すから、 

未開墾の 地 も 到る ところに ございましよう、 兵馬の 到 

ら ない、 戦塵の 飛ばない、 平和な 地に 根 を 卸して、 そ 

こに 耕して 生きて 行く 分に は、 何人の 権力 もこれ に 及 

ぶこと は ござ います ま い 、 諸 葛 孔明は 農業 を 楽しむ マ J 

と を 知る 人で ございました。 斯様に 申します ると、 人 

はみ な 諸葛孔 明で はない、 しかも これ を 楽しみ 得られ 

る 人ば かりで はない、 とおつ しゃる かもしれ ません が、 


この 農 を 楽しむ 心 は、 移して 以てい かなる 人の 境涯に 

も 置け ない こと は ござり ませぬ。 私の ような、 人に も 

神に も 見放されました 不具の 身 は 格別と 致しまして、 

およそ 五体が 満足で ありさえ 致せば、 いかなる 人 も 農 

を 楽しんで 楽しめな いはず はない ので ございます。 他 

の 楽しみ は、 おのおの その 天分 気分に もよりましょう 

けれど、 農ば かり は、 誰も これ を 働き、 誰も これ を 楽 

しんで、 そうして、 自他 共に、 他に 迷惑 を かける こと 

の 微塵 もない 職業な ので ございます。 農業の 苦痛 を 説 

くの も、 時に よって は 当然の 応病与 薬で ございま すが、 

諸葛孔 明の 心 を 以て、 農 を 楽しむ こと を 万人に 教えて 


悪い という こと は ございますまい …… と 私 は 考えます 

ので ございます」 

「う ー ん」 

さすがの 不 破の 関守 氏と 青嵐 居士が、 ここに 至って 

うな 

全く 唸って しまいました。 やっと わずかに 一声うな る 

すきま 

だけの 閑 隙 を 与えられました。 

四十 三 

言わせて 置けば、 まあ、 どのくらい 喋る のか、 太 公 

望から 始まって、 諸葛孔 明が 出て 来た かと 思う と、 支 


那と 日本の 段歩の 換算まで はじめられて しまった。 あ 

まりの ことに、 口 を 挿もう にも さしはさむ 隙間が 与え 

あぜん 

られ ない。 啞 然として、 空しく このお しゃべり 坊主の 

面 を ながめて いるば かりで したが、 ここに 至ってよう 

やく、 「う— ん」 と 一 つ 唸る だけの 隙 を 与えられました。 

しかし、 ほんの 一 つ 息つ ぎに 唸る 隙 を 与えられ ただけ 

で、 お喋り 坊主 は 彼等に 二の 息をつが せませんでした。 

きた 

「これ を 楽しむ こと を 知れば、 もはや 苦しみの 来る 隙 

はない ものです。 私が 関東の 方 を 旅 をして おります う 

ちに、 到る ところで 二 宫尊徳 先生の 報徳の 仕 法 を 承り 

ました、 相模の 国の 一 一宮 金次郎 というお 方で ございま 


す。 あの方 は、 幼少の 折 柄、 お 代官に は いじめられ ま 

せんでした けれども、 天然 自然の ために いじめられ ま 

した。 いかに 悪い お 代官で も、 田地 田畑まで 持って行 

くこと は 致しません が、 天然 自然の 害に いたり ますと、 

土地 田畑まで 洗い ざら い 持って行って しまう のです か 

ら 恐ろしい ものです。 尊徳 先生 は 親 代々 の 六 段 八 畝と 

さか わが わ 

いう 田地 を、 酒 匂 川の 水の ために 二度まで 持って行か 

れて しまいました。 百姓が 土地 を 持って行って しまわ 

れて は、 いきる 足場が ございません、 百姓に は 限リま 

せんけれ ど、 そこで あの方 は、 よそへ 奉公 を 致し まし 

て、 ずいぶん 辛い 生活 をなさい ましたが、 そのうちに、 


ま 

誰も 捨てて 顧みない 荒 地に、 菜種 を 蒔きました。 なぜ 

菜種 を 蒔いた かと 申します ると、 それで 油を搾りた 

かった からで ございます。 ナゼ そんなに 油が 欲しい か 

と 申します と、 主人に 油 を 惜しまれる ために、 自分で 

油 を 取って、 それで 夜の 暇に 本が 読みたかった からで 

ございます。 しかるに、 どうでしょう、 五 勺の 菜種 を 

蒔く と 八 升の 菜種が とれました、 これが あの方の 地上 

から 得た 最初の 収穫で ございました、 五 勺の 種が、 八 

升の 収穫 を 与えました。 そこで 考えずに はおられ ませ 

ん、 天地と いう もの は、 土地で も、 田畑で も、 情け 容 

赦も なく 奪う に は 奪う が、 また 与える 時には 与え もす 


る もの だ、 五 勺の 種で 八 升の 収穫 は、 百 六十 倍の 収穫 

でございます、 この 天地の 大きな 力 を、 人間の 手で 最 

もよ く 利用 厚生し なければ ならない という こと を、 し 

み じみと さとりました のが、 十六 歳の 時で ございまし 

た。 そこで、 あのお 方 は、 本当に 天地の 力の 中に 飛び 

込んで 働く ことの 楽しみ を 体得いた しました、 『音 も 

あめつち 

なく 香 もな く 常に 天地 は、 書かざる 経 をく りかへ しつ 

つ』 と あるの がその 体で ございまして、 『天地の 恵みつ 

み 置く 無尽蔵、 鍬で 掘り 取れ 鎌で 刈り取れ』 と 申す の 

がその 用なん でございます。 天地と 抱き合って 農 を 楽 

しむ ことができました。 すでに それ を 楽しむ こと を さ 


とりました 以上 は、 その 余の ことに 苦しみと いう もの 

があろう はず は ございません、 『飯と 汁、 木綿 着物 は 身 

を 助く、 その 余 は 我 をせ むる のみな り』 —— 『その 余 

は 我 をせ むる のみな り』 というと ころ をよ くお 考え 下 

さい ませ。 斯様に 申します と、 あなた 方 はまた、 必ず 

不服 を おっしゃる に違いない、 それ は 天地と いう もの 

は、 かくの 如く 冷酷に 奪い もす るが、 また そのよう に 

豊富に 与え もす る、 しかるに 人間の 悪い 政治に なリま 

すと、 奪う ばかりで 与える という こと をし ない、 搾り 

取る ばかりで、 恵みと いう ものが 更にない —— と、 こ 

うお つし やる に 相違 ございません。 それ は 全く その 通 


りで ございます、 されば こそ 論語に も、 苛政 は 虎より 

猛 なりと 記して ございます、 私 とても、 その 恐ろしい 

人間の 悪い 政治 を、 天地の 力と 同様に 黙従し なければ 

ならぬ と 申す ので は ございませぬ。 それ は それで ござ 

います、 悪政 は、 人間 力 を 極めて 改める 道、 責 むる 道 

を 講じなければ なりません、 同時に 人間に は、 運命に 

楽しむ 所以 を 知らし めない と、 人間の 心が 片輪になる 

と いう こと を 強く 申し上げ たいので ございます。 今の 

世に は 百姓が 卑しい、 百姓が つまらない、 百姓が 利に 

合わない、 百姓が いじめられる、 百姓 ほど 苦しい もの 

はない という ことのみ が 打 込まれ、 百姓 ほど 貴い もの 


はない、 百姓 ほど 楽しい もの はない、 という 大きなる 

事実が 教えられて おらない ので はない かと、 私 は それ 

を 考えて おります ので ございます。 わたくしが もし、 

五体が 満足に 生み出されて おりましたならば、 私 は 職 

業と して、 何よりも 農業 を 選んだ に 相違ない と 存じ ま 

すので ございます。 先年、 私が 秋 田の 方に 参りました 

時 …… 」 

ここでよ うやく 青嵐 居士が、 必死の 勇 を 振って 食い 

とめに かかりました。 

「もう わかりました、 大体 わかり ましたよ 弁 信さん、 

お前さんと いう 人に は 全く 降参し ます、 お つ しゃる こ 


とも 尤もです、 です がね、 天下の 人 は、 みな 太公望で 

もなければ、 諸葛孔 明で もな し、 二 宫尊徳 でも ござい 

ません、 多く は その 日暮 しの 空腹の 民なん です、 彼等 

は徳を 持たず、 楽しみ を 知らない 意気地のない 人間な 

ん です、 彼等が 強者に 対して 立場 を 守らん とする に は、 

多数 団体の 力 を 借りる ほかに はどうに もな らんで しょ 

う  」 

絶望的に 青嵐 居士が こういう 言葉 を 投げつ けて、 お 

喋り 坊主の 舌 洪の関 を 食いと めにかかりました。 

四十 四 


宇津木 兵馬が 芸者の 福 松 を 連れて、 白山 白水 谷に 

みちゆき  くだん 

向っての 一種 異様な 道行 は、 件の 如くに して 続き ま 

した。 

その 翌日の 晚 もまた、 旅寝の 仮枕 —— この 仮枕が 珍 

妙なる 兼 合いで、 女に 押され 押されながら、 土俵際の 

剣ヶ峰で 廻り 込み 廻り 込み 渡って 行く 兵馬の 足 どり、 

それ を 女 は 結局お もしろ がって、 只 寄せに 寄せて みた 

ほんろう 

リ、 わざと 土俵 真中へ 逃げて みせた リ、 翻弄の 手 を 日 

毎夜 毎に 用いつ くして いる。 一方、 兵馬に とってみ る 

と、 これ もまた 平常 底の 修行の 一 つ だと 観念 をして、 


相手に なって いるら しい。 

「ずいぶんお 固い ことね、 破れ 傘の よう だ わ、 さすが 

修行の 積んだ もの はェ ライ わね、 感心し たげ る わ」 

とテレ てみ たかと 思う と、 

「でも、 もう、 こっちの ものよ、 いくら あなたが よそ 

よそし くな さっても、 要するに 時の 問題な のね、 あな 

たの 事実上の 陥落 は、 兵 を 惜しまずに 戦い さえ すれば、 

今日に も 陥落 させて みせ たげ る わ、 でも、 それ を わた 

し はしない、 しないと ころが 味なの よ」 

と、 もう 占めて しまった ような こと を 言う。 

兵馬 は それに 答えない。 今晚 もまた、 形ば かりなる 


山小屋の 中へ 寝ました。 

芸者の 福 松に は、 旅行 用の 合羽 を 手厚く 着せて 寝か 

とぎ 

せ、 自分 は、 木 を 集めて 火 を 焚いて、 それ を 伽に、 柱 

が あれば 柱、 壁が あれば 壁に よりかかって、 しばし ま 

どろむ。 一 方 を 横に させて、 自分 は 嘗て 横になる とい 

うこと をし ないで 終ろうと する この 旅路  その 辺 は 

旅に 慣れた 兵馬に は、 あえて 苦と はならない。 

だが、 彼が 悩まされる もの は、 これに あらず して 彼 

にある。 

女が 寝返り をう つたび に、 彼の 心が ひやり とする。 

その 肩から 背へ かけて 露出した 肌 を、 思いきって 見せ 


つけられる ところへ、 真黒く ふんだんな 髪の毛が くん 

おのの 

ず ほぐれつ して 乱れ かかる。 その 時に 兵馬 は、 戦く 

ばかりの 羞恥 を 感ずる。 

それと、 もう 一 つ は、 そういう 場合に なると 突然、 

彼の 耳 もとで、 

「はつ、 まつ、 はっ- 

と、  大きく 笑う 声が する。 それ は 尋常の 笑い声で はな 

い、 八 分の 冷笑と、 二分の 親しみ を 含んだ、 遠慮の な 

い 高笑いで 「はつ、 はつ、 はつ」 と 笑われる ごとに、 

転寝の 夢が 破れて、 と 見る と、 そこに 仏 頂寺弥 助が 傲 

然として 突立って いる。 無論、 仏 頂 寺 あると ころの 後 


ろに は、 丸 山 勇 仙の 影が つかず 離れずに いる。 

「宇津木、 うまく やって るな」 

ある 晚の 如き は、 この 仏 頂 寺が こう 言って、 大きく 

笑いながら、 ニヤ ニヤと して、 現に 眼の 前に 寝て いる 

芸者の 福 松の 襟に 手 を 突 込もうと すると ころ をまで 夢 

に 見て、 本当に 夢が 醒めた 時に、 福 松が、 ほとんど 裸 

あ わ 

体 同様な 寝 像に なって いるの を 見て、 周章て て 着物 を 

押し かぶせて やった が、 押し かぶせて やっても やって 

も、 わざとす る ものの ように、 その 着物 を 引き はいで 

しまう。 

そういう ような 場合で、 眼前に 女の 肉体と いう もの 


リ ゆうかけ い 

を、 一 つ 柳 下 恵の 試験 台に 借りて いるの はいいが、 夜 

な 夜な 襲われる 仏 頂寺弥 助、 並びに 丸 山 勇 仙の 幽霊ば 

かり は、 兵馬 も 全く 悩ませられる。 

はっと、 油断 すれば、 もう 仏 頂寺弥 助の 亡霊が 現わ 

れて 哄笑し、 冷嘲し、 

「うまく や つ てるな」 

と言う。 それともう 一段 油断して いると、 仏 頂 寺 その 

ものが、 いよいよ 気味の 悪い 笑い 方 をして、 寝て いる 

女の 肉体へ 手 を あてがおう とする。 兵馬 は、 蠅を 追う 

ように、 それ を 払う こと を せざるを得ない。 

今日は、 ふと また 一 つの 山路 を 上り つめている。 上 


りつめ て 見下ろす と、 広い 谷が ある。 道 は蜿々 として 

この 谷 を 通して 北へ 貫く のであって、 隠れて また 見え 

出す。 その 大道の 彼方 を 見る と、 真白な 山が、 峨々 と 

そび 

して、 雪 をいた だいて 聳えて いる。 

「うむ、 なるほど、 あれが 白山 だな」 

と 兵馬 は、 山路の 上に 立って、 遥かに 山上 を 見上げて 

いると、 例に よ つ て、 

「はつ、 まつ、 まつ」 

という 底冷えの した 哄笑に つづいて、 

「な あに、 あり や 畜生 谷 だよ」 

「え ッ I 


見れば、 もういつ のまに か、 仏 頂寺弥 助が 後ろから 

自分の 面 を のぞき 込みながら、 

「はつ、 はつ、 はつ、 うまく やって るな」 

四十 五 

「何 だ、 仏 頂 寺」 

「はつ、 はつ、 はつ、 うまく やって やがら、 あれが 白 

山な もの か、 下 を 見ろ、 畜生 谷 だ」 

兵馬が 上 をのみ 仰いで いるのに、 仏 頂 寺 は 意地悪く 

下 を 指さし ました。 


仏 頂 寺に 指さされて みると、 兵馬 は、 白山 を のぞむ 

眼 をう つして、 畜生 谷 を 見ない わけに は ゆきません。 

先夜の 夢で 見た ような 深い 谷で ある。 あれより 模糊 

として、 そうして 広い。 木の間 を 透して 見る と、 なか 

なか 大きな 構えの 家の 屋根が 三々 五々 と 散在して いる。 

山間の 一 大部 落で ある ことが、 よく わかる。 

「う ー ん」 

「どう だ、 見えた か」 

「見えた よ、 あれが 有名な 畜生 谷 か」 

「そうだと も、 宇津木、 君の 爪先の つん 向いた 方へ 行 

けば、 あの 畜生 谷より ほかへ 行く 道 はな いんだ ぜ、 そ 


の 足 どり で、 白山なん ぞ覚 束ねえ」 

「だって、 白山へ 行く に は、 この 谷 をつつ きって 行く 

より ほかに 道がない じ やない か」 

「そんな 眼 玉 だからい かん、 白山へ 行く 道 は、 ほかに 

あるよ、 探して 見た まえ、 探してから なけ リゃ、 自分 

で 造って 行って 見 給え」 

じょうだん 

「冗談い うな —— 君、 知って るなら 教えて くれ」 

「はつ、 はつ、 はつ、 俺 や 最初から、 白山の 頂なん ぞ 

を 目標に 置い とらん、 畜生 谷へ 行く つもりで やって来 

たんだから、 そんな 道 は 知らん」 

えんえん 

「そうか。 しかし、 道 はこの 通り 立派に ついて、 蜿々 


として 帯 をめ ぐらした ように、 一 旦は あの 谷、 あの 部 

落 を 貫通して、 それから 向う の 峠へ 抜ける ようにつ い 

ている、 ほかに 道がない 限り、 これより ほかへ は 行け 

ようはな いから、 君が 何と 言おうと も、 わし はこの 道 

を 突破す る」 

「できる ものなら ば や つ て 見 給え」 

「畜生 谷 を 通過した からと て、 身が 畜生になる わけで 

は あるまい、 もしそう だと すれば、 狼 谷 を 通れば 狼に 

食われ、 磨 針 峠 を 通れば 自分の 身が 針になる」 

「宇津木、 小 理窟 を 言うな よ、 おれ は、 親切で もって 

お前に この 道 を 通るな と 忠告 をして いるんだ、 いや、 


通る とも、 通るまい とも、 それ はお 前の 勝手と いう も 

の だが、 この 谷 を 通る ことによって、 あの 雲 をいた だ 

く 白山の 上へ は 出られな いという こと だけ を、 おれ は 

明言して いるの だ。 いかにも、 お前の 言う 通り、 畜生 

谷 を 通った からと て 身が 畜生になる わけで はない が、 

白山へ 行く の と は 道が 違う という こと だけ を 言 つて 聞 

かせて いるの だ」 

「忠告 は 有難う、 しかし、 君と いう 人間の 忠告が、 一 

から 十まで 聴従で きる ものと も 考えられない」 

おびた だ 

「はつ、 はつ、 はつ、 以前から 信用の ない こと 夥 し 

い。 では、 夜の 明けない、 足 許の 暗い うちに、 仏 頂 寺 


は 引 込む よ」 

「まあ、 もう 少し 待ち 給え」 

「いや、 そうして はおられん、 いま 仏 頂 寺の いると こ 

ろ は、 世界が 違う からな、 鶏で も 鳴き 出したら 最後 だ、 

まあ、 足 許の 暗い うちにな あ、 丸 山、 お 暇と やら かそ 

う」 

「そうだ、 おい 宇津木、 用心し ろよ」 

「どうしても 帰る のか」 

「帰る よ、 宇津木、 じゃあ、 失敬！」 

「そうか」 

「はつ、 はつ、 はつ、 うまく やって やがら」 


「お楽しみ …… 」 

こうして、 仏 頂寺弥 助と 丸 山 勇 仙が、 雲の 中へ 姿 を 

消して しまいました。 その 途端に 醒めて 見る と、 夜風 

が 外で さわぐ。 女 はと 見れば、 またしても、 だら しの 

ない 寝 像、 せっかく 被せて やった 衣類 を、 意地の よう 

に ふんばいで、 二目と は 見られない。 

苦りき つた 兵馬 は、 立って また 衣類 を かぶせて やつ 

ている と、 どこかの 空で、 なるほど 鶏が 鳴き 出して い 

る。 

四十 六 


それから また、 旅に かかって、 女 をいた わりいた わ 

り 行く と、 まもなく 一  つの 山路に 出ました。 四 五町の 

登り、 大した 崖と いうで はな か つ たが、 山路の 上に 立 つ 

て 見る と、 昨夜の 夢 を 思い起さざる を 得ない。 

仏 頂 寺と 丸 山から 指された、 峠の 谷 を 思い起さない 

わけに は ゆかない。 なにも この 峠が、 夢に 見た 峠と 寸 

しんせんたん 

分 違わない というよ うな、 神仙 譚 にあり そうな 光景 を 

想像す るので はない 。昨晩の 夢と はだい ぶ 趣きが 違つ 

ていて、 周囲 はむ ろん 山 また 山 だが、 別に 加賀の 白山 

らしい ものが 雪 をいた だいた 頂 を 高く 抜いて いるので 


はない。 峠の 下の 行 手 は 谷に なって、 部落の 屋根が 

ふちょう 

三々 五々 に 見 おろせる こと だけ は、 夢と 符牒 を 合わせ 

ている ような もの だが、 それ とても、 今日までの 旅行 

にあり きたりの 光景であって、 山と 谷との 間 を 旅 をす 

る 者 は、 どこへ 行っても、 誰 人 も 経験す る 道程に 過ぎ 

ない。 それでも 兵馬 は 思い合わされて、 異様な 感じに 

襲われながら、 女の 足 をいた わって、 そこで 暫 しの 休 

息 を やります と、 

「ねえ 宇津木さん、 わたし、 また 怖い 夢を見ち やい ま 

したよ、 仏 頂 寺の 夢 を」 

「うむ、 仏 頂 寺の 夢 を か」 


「どうして また、 毎晚、 仏 頂 寺の 夢ば かり 見 るんで しょ 

うね」 

「お前 も か」 

「では、 宇津木さん、 あなた も 毎晚、 仏 頂 寺の 夢 を ご 

らんになる のです か」 

「そうだよ、 実は あれから、 毎晚 のように 仏 頂 寺に 関 

する 夢ば かり 見せられ てるんだ が、 愚に もっかな いか 

ら 黙って いたよ」 

「そうでし たか、 わたし も、 あれから、 しょっちゅう 

仏 頂 寺の 夢ば つかり、 やつ ばり 恨まれて いるんだ わね」 

「うむ」 


「恨まれて いるの よ。 あんなし つっこい 人に 恨まれ 

ちゃ、 やりきれな いわよ」 

「だが、 仏 頂 寺が、 そう 我々 を 恨まな けり やならん 筋 

はない —— また、 仏 頂 寺と しても、 みだりに 執念 を 残 

すよう な 往生ぎ わの 悪い 男で もない はず だ」 

「だって、 人間の 心 持と いう もの はわから ない わ」 

こうむ 

「こっち こそ、 仏 頂 寺に 多大の 迷惑 を 蒙らせられて 

こそ おれ、 あれに 逆恨み をされ る 覚え はない の だが、 

強いて 言 えば あの 小鳥 峠の 時、 ろくろく 葬い もして や 

ら ないで、 見捨てて 来たの が 不人情と 一一 一一 n え ば 言 われる 

か 知れない が、 それ は、 事情 やむ を 得ない ことで も あ 


るし、 彼が 死んで からの こと だから、 怨みと して 記憶 

される はず はない」 

「でも、 仏 頂 寺 は、 何 か あなたの 知らない ことで、 あ 

なた を 恨んで いるか も 知れない わ」 

「いいや、 わしに は 今い う 通り 彼 を 恨もうと も、 彼に 

恨まれる 筋 は 微塵 もない の だが、 君の 方に は 大いに 恨 

まれる 筋が あるか も 知れない」 

「あら、 しどい わ、 仏 頂 寺なん かに 恨まれる 筋 はなく つ 

てよ」 

「そり や、 自分 はない と 思っても、 先方に あるか も 知 

れ ない」 


「あら、 しつべ 返し を おっしゃる わ、 仏 頂 寺なん かに 

恨まれる 筋 は、 わたし 毛頭ない わ、 仏 頂 寺 を 恨む 筋 は 

くちまね 

あるか 知れない が …… 誰かの 口真似よ、 お気の毒 さま」 

「ふふん、 そうは 言わせない、 第一、 この間の 小鳥 峠 

にして からが、 わし は 一 通り 介抱して みて、 差 当りの 

手数で、 できるだけ 親切に 葬って やろうと したの を、 

人が 来る と あぶない からと言って、 強いて それ を わし 

おんねん 

にさせなかった の は 誰 だ。 だから、 あの 時の 怨念が 残 

ると すれば、 拙者に つかないで、 君の 上に 取りつ くの 

が 当然 だ」 

「あら 怖い —— あんな ことで、 仏 頂 寺の 怨念に 取りつ 


かれち や あ、 全く やりきれません ねえ、 あれ は、 あの 

場合、 そんな 人情ず くにから まれて いて はおた がい 様 

が あぶない から、 やむ を 得ない わ。 わたしが 仏 頂 寺 を 

憎い と 思う の は、 それより 以前の ことなの よ」 

「それより 以前に、 君 は 何 か 仏 頂 寺に 憎まれる ような 

こと をした のか、 また 仏 頂 寺 を 憎む ような 罪 を 作った 

のか」 

「知らない わ —— そんな こと、 あなたが いちばん よく 

知って おいでの くせに」 

「はて、 君と いう 女が、 仏 頂 寺に 憎まれる ような こと 

をした、 仏 頂 寺 を 11 むような こと をした という こと を 


どうして 拙者が 知っている？」 

「まだ あんな しらを切って いらっしゃる、 それ は、 あ 

なた の ほかに は 誰も 御存じない ことなの よ」 

「はて、 拙者 はいつ こう 心 当りがない がな。 いったい 

仏 頂 寺 は、 君と いう 女 を それほど 憎んで いたの か」 

「お気の毒 さま、 憎しみ は 愛の 変形な りって、 唐人 町 

の 儒者が 申しました」 

「ナ 二、 憎しみ は 愛の 変形？」 

「はい、 愛の ない ところに 憎しみ はない、 憎しみの あ 

るの は 愛の ある 証拠であります とさ」 

「むずかし いこと を 言い出し たね、 してみ ると、 君 を 


憎んで いた 仏 頂 寺 は、 君 を 愛して いたと いう 理窟に な 

り、 仏 頂 寺 を 憎み 返す 君 はまた、 仏 頂 寺 を …… 」 

「そんな こと 知らない 知らない、 わたし を 仏 頂 寺に 憎 

まれる ようにし たの は、 いったい だれです」 

ちち 

と 言って、 女 は 不意に 兵馬の 股 をつ ねりました。 

四十 七 

そういう 不意打ちに は 兵馬 も 今 は 慣れて いる。 そこ 

で、 痛い つと 言って 手 を 振 払うよう な こと はしない。 

かえって、 


「ふ— ん」 

と 深く 考え込みました。 

ま 

「仏 頂 寺と いう 男 は、 あれで ひどく、 わたしに 惚れて 

たんです からお かしい わ、 ああい う 人です から、 惚れ 

たと か 腫れた とかいう こと は 顔色に は 現われませんで 

した けれど、 ひどく わたしが 好きに なって しまったの 

が、 運の 尽きで したねえ。 そこで、 ねえ 宇津木さん、 

だれでも 惚れた 以上 は、 きっと 嫉 くんです ね、 あれ か 

ら仏頂 寺が 嫉き 手に 廻った の を、 あなた 御存じ？」 

「そんな こと を 知る もの か」 

「つまり、 仏 頂 寺が あれから、 私と あなたと いう もの 


のなか を嫉 くこと といったら、 とても 黒焦げ なんです 

けれど、 ああい う 男です から、 顔に は 現わしません」 

うぬぼれ 

「そんなば かな ことがある もの か、 そり や 君の 己惚 で、 

女と いう やつ は、 世界の 男が みんな 自分に 惚れて いる 

と 考えたがる もの だよ。 仏 頂 寺 は 傷 だらけの 人間 だが、 

女に 参って、 やきもき する ような 男 じ やない よ。 第一、 

君と 拙者との 間を嫉 くと いうの がおかし いじ やない か、 

なんでもない 間柄の こと を、 嫉妬すべき 理由がない 

じ やない か」 

「そり や 仕方が ありません、 邪推で もなんでも、 嫉く 

の は あちら 漾、 嫉 かれる の はこつ ちなん ですから、 そ 


うして、 こちら 様に だって、 嫉 かれて こわい 筋がない 

とば つ かり は 言われません ね」 

「それ はない よ、 仏 頂 寺に 二人の 間を嫉 かれる ような 

弱味 は、 拙者に 於て は 毛頭 あり はしない よ、 当て 違い 

だよ」 

「弱味がない とばつ かり は 言えません、 あなたに はな 

くと も、 わたしの 方に あったら、 どういた します」 

「君 は、 そんなに 何 か 仏 頂 寺に 対して 弱味が あつたの 

力な」 

「仏 頂 寺に 対して は ございま せんが、 誰かに 対して あ 

りました」 


「誰に です か、 仏 頂 寺 を 好かない ほどの 強さで わたし 

は、 誰か を 好きでした、 仏 頂 寺 を 嫌いながら、 その 人 

に は 惚れて たんです、 ですから 仏 頂 寺に 恨まれる の は、 

あたりまえでしょう」 

「そんな こと は 拙者 は 知らん、 まあ、 歩きながら ゆつ 

くリ 聞く としょう」 

「では、 手つ とり 早く 話して しまいましょう、 つまり、 

仏 頂 寺 は、 あなたと わたしの 仲 を しょっちゅう 嫉 いて 

いたのです、 ゆうべ も、 その 恨み を 言いに わたしの 

まくらち と 

枕許へ 参りました、 そうして いやらしい 身ぶ り をし 


て は、 お楽しみ だの、 うまく やって やがら あだの、 さ 

ん ざん いやみ を 並べ て 行きました」 

「つまらん こと だ」 

「ねえ、 宇津木さん、 全くつ まらない わ、 何 か あるん 

なら、 あるよう に嫉 かれても 仕方がない けれど、 こう 

して 清い 旅 をして いるのに、 嫉 かれち や 全くつ まらな 

い！」 

「仏 頂 寺と いう 奴 もば かな 奴 だな、 第一、 拙者の 手 か 

ら、 君と いう もの を 奪って 行って、 いいように したの 

は 彼 じ やない か、 こっちに 恨みの 筋 はあろう とも …… 」 

「それ はいけ ません、 それ を あなたが おっしゃれば、 


わたし は 仏 頂 寺 を 憎む より、 一層 あなたと いう もの を 

憎まなければ なりません、 あの 時の 罪 は、 仏 頂 寺より、 

あなたの 方が 十倍 も 上なん です」 

「でも、 あれから 君 は、 仏 頂 寺に いいように された 上 

に …… 」 

「何 を おっしゃる のです、 わたしが 好き このんで 仏 頂 

寺に いいよう にさせた とおつ しゃる のです か、 それ は 

お間違い では ございま せんか、 かよわい わたし を振捨 

てて、 あの人た ちの 手に いいよう にさせた 憎い 人 は 誰 

でしよう、 中 房から 松 本へ 出る、 あの 道中の 誰かの 不 

人情が、 わたし は 生涯 忘れられません、 その 生涯 忘れ 


られ ない 思いが、 宇津木さん、 あなたに 一生 祟る から、 

これば つ かり はよ く 覚えて いら つし やい」 

こわ 

「怖い こと を 言うな」 

「あなた は、 わたしが 仏 頂 寺に いいよう にされ たと 

おっしゃい ましたね、 そのいい ようにと いうの は、 ど 

ういうよ うにされ たのです か、 それ を 承りたい もので 

すね、 どうせ 旅から 旅の 芸者 かせぎの ことです から、 

みさお 

世間 様へ 通る 操が どうの こうのと は 申しません が、 

あの 時 は、 仏 頂 寺 を 憎い と 思うよ り は、 あなた を 心 か 

ら憎 いと 思いました、 今でも あの 時の こと を 考え出す 

と、 僧い！」 


痴話 も 嵩ず ると 真剣になる ことがある。 あぶない。 

その 時、 行 手の 谷間から、 がやがやと 人の 声が あって、 

こちら をめ がけて 悠長に 登って 来る。 そこで 人心つ い 

た 二人 は、 痴話喧嘩 も そっちの けで、 急いで よそゆき 

の 旅人 気分 を 取りつ くろ つ て 立ち上りました。 

四十 八 

まもなく、 ここへ 現われて 来たの は、 珍しく 両刀 を 

けんみ しゅう  けん ざお はたさし もの 

帯びた 検見 衆ら しいの が 二人、 間 竿 を 旗 差 物の ように 

押 立てさせた 従者と、 人夫と、 都合 七 八 人の 一 行で あ 


りました。 

こちら は 予期して いた こと だが、 先方 は 意外に 感じ 

て、 一 度に こちら を 注視し ましたが、 女で あり、 若い 

さむらい である、 さの み うろんな ものの 風体で はない 

から、 得心が いったよ うにして 近づいて、 おた がいに 

挨拶 をして、 見る と、 この 検見 衆ら しいさむ らいの 老 

人の 方が 案外 気さくでありまして、 

「あなた 方、 どちらへ 行かつ しゃる」 

と 兵馬に たずねた ものです から、 兵馬が、 

まか 

「北陸 筋へ 罷り通り たいと 存じます」 

「それ は それ は、 用心して 行かつ しゃれ」 


「この 谷 を 通って、 加賀の 白山、 あるいは 金 沢 方面へ 

出られます か」 

「出られます とも、 出られます とも、 白山 行き はこの 

道より ほか は) ，- ざり ませぬ ぞ」 

検見 衆の 老人 は、 夢に 見た 仏 頂 寺と は大 違い、 白山 

へ 行く に はこの 道の ほかない という。 して みれば、 こ 

の 谷 は、 夢で 教えられ たような 怖ろ しい 谷で もなん で 

もない。 

「有難う 存じました」 

兵馬 は、 福 松 を 促して 立ち上る と、 検見 衆の 役人が、 

「だが、 さて、 この 谷底の 村 をお 通りな さる 時 は、 こ 


の 際、 少々 御用 心が 願いたい」 

「え、 この 村に 何ぞ 事が ござ リ まする か」 

「いや、 別に 事と いう わけで は ござらぬ が、 斯様な 平 

和な 村で こそ あれ、 ただいま 少々 人心が 動揺いた して 

おります からな」 

「人心が 動揺？」 

「いや、 多少の 動揺 は どこに も ある ことで、 この 村 も 

も  やまあい 

御多分に 洩れない が、 何せ 山間の、 世間の 波風と は 全 

く 隔絶 せられた 地境 だけに、 僅かの ことに も 動揺す る、 

どうか あなた 方 も、 素通り をな さる 分に はよ ろしい が、 

何ぞ 村人と 話 をな さる 際に は、 その 剌戟 を惧れ ていた 


だきたい」 

「と 申します ると 7」 

「いや、 つまり、 この 平和な 村人に 向って は、 通常 世 

間の こと を あまり 話して お聞かせ にならぬ がよ ろしい、 

特に 世間の 人が、 この 部落の 人 を どのように 見て いる 

かとい うこと など を、 お物語り なさらぬ がよ ろしい。 

つまり、 この 村人と は、 言葉 をお 交しに ならずに、 こ 

の 村 —— この 一 世界の 谷底の 部落 をお 早く 御 通過に 

なって しまわれた 方が、 おた がいの ためによ ろし かろ 

うと 存ず るので す」 

「何 ぞ、 村に 危険な 予想で も ござります か」 


「いや、 決して 危険な ことな ど は ござり ませぬ、 見ら 

るる 通り、 太古の 如き 静けさの 村で ござって、 住民 も 

し つぼく 

また、 極めて 古風な 質朴 そのもので ござる、 人 を 信ず 

る ことのみ を 知って、 疑う という こと を 知らない、 旅 

人に 危険 を 与えざる のみ か、 旅人 を 愛する こと、 至れ 

リ尽 せりです が、 それだけ、 こちらが 自重し なければ 

ならない という ことです」 

検見 衆の 役人の 言い分 は 常識的で ある けれども、 ま 

た、 なんとなく 奥歯に 物の はさまつ たような ところ も 

ある。 兵馬 は 少し そこに 了解ので きない ものが あって、 

つ い、 


「まことに つかぬこと を 承る ようです が、 白山 白水 谷 

の 間に は、 畜生 谷と 申す 難 所が ) J ざるそう で すが …… 」 

「 ま  ま  ま I 

と 役人 は 軽く 笑って、 

「畜生 谷と いうの が あると いうの は、 他 境の 人の いう 

ことなん です、 よし、 それに 該当する ような 土地が あつ 

たにして からが、 土地 そのものに 住む 人が、 ここが 畜 

生 谷で ござる と 名乗る ものです か、 彼等 自身で は、 畜 

生 谷の 畜生 谷た る 所以 を 自覚して いないと 見て やる の 

が、 至当な のです。 世間に 俗に 称せら るる 畜生 谷なる 

ものが、 この辺の 山間の 部落で あるかない かとい うこ 


と は、 拙者 とても 無条件で 御 紹介 は 成り かねる、 しか 

し、 この辺に 平家の 落 武者が 落ち込んで、 八 百年 来、 

桃源の 夢 を 結んで いると いう 伝説 は、 あながち 根拠な 

しと も 言えない ようです —— 彼等 は 非常に 祖先 を 崇 

びます、 墓 を 愛し 守る こと 無類です。 しかし、 祖先 を 

崇び、 墓 を 愛し 護る ことが 無類なる が 故に、 平家の 残 

党 だと 断定す る わけに はいきません、 日本人 は 誰も 先 

祖を崇 び、 墳墓の 地 を 愛する のです、 墳墓の 地 を 愛し 

て、 これ を 死守 せんの 心が 即ち 愛国心の 根本な のです 

から —— しかし、 この 土地の人の、 特に この 土地に 愛 

着す る 所以 は、 なかなか 複雑で、 ちょっと 説明 申し 上 


げ 兼ねる が、 とにかく、 最近 少し 動揺して いる、 その 

心 を 刺戟な さらん ように、 いささか 御用 心 を 加えて お 

通りになる がよ ろしい」 

「万端のお 心 づけ、 有難う 存じます」 

かくて、 兵馬と 福 松と は、 ここ を 辞して、 右の 一行 

が 登って 来た 山間の 部落へ と 下って 行きました。 

検見衆 一行 は、 管轄 も 違い、 人柄 も 違って いるせ い 

か、 兵馬と 福 松と を、 龃落者 気分 を もって 疑い 見る こ 

と を 少しもし ませんで した。 まこと 田舎ながら 老練な 

役人 たちだと、 兵馬 も 悪い 感じ はしませんでした。 


四十 九 

かくして、 村へ 下りて 行った が、 村の 静かなる こと 

はまた 予期 以上で ありました。 もとより 太古の 如き 静 

かさの 村と はいえ、 人間が 住めば、 住む だけの いさ さ 

かの 呼吸と 弾力と を 感じなければ ならない のに、 死の 

ような 静寂 さが、 兵馬 を 異常に 感ぜし めました。 それ 

は 特にそう 感じた わけで はなく、 峠の 上で、 検見 衆の 

役人に あんな こと を 言われた ものです から、 それが 暗 

示に なって、 強いて そんなに 感ぜ しめられ たの かも 知 

れな いが、 たまたま 有る 家と いう 家に、 人が 一人 もい 


ない。 

家 はわり あいに 大きい ので、 材木 を 豊富に 使って い 

寸 ま、， 

るから 宏壮な 感じさえ する ので すが 、 どうも 人の 気配 

にぎ 

がない。 家 はなく とも、 人が あれば 賑やかな もの だが、 

家あって 人の な いのは すさまじい。 

かくて、 村の 中程まで 来る と、 そこに 広大な 墓地が 

おびた いこ 

あって、 夥しい 人が その 墓地に 集まって いるの を 発 

見し ました。 夥しい といっても、 この 山間の 部落の こ 

とです から 知れた ものです が、 老若男女の 数を尽 して、 

ほとんど 村民が 全部 この 墓地に 集まって 来て いるもの 

のよう です。 してみ ると、 葬式で も あるの か。 


だが どう 見直しても、 葬式と は 全く 見られない。 ね 

ん ごろに 逝く もの を 葬う 重厚な 村の 儀式 気分 は 少しも 

ゆう しんちゅう ちゅう 

なく、 みな、 憂心 忡々 として 墓地に 群がり、 ある 者 

は 墓の 前に 額ず き、 ある 者 は 墓 を 抱いて みな 泣いて い 

る。 声 を 上げないで、 すすり泣きに 泣いて いる。 親が 

泣く から 子 も 泣く。 子が 泣けば 爺が 泣き、 婆が 泣き、 

妻が 泣けば 夫 も 泣く。 皆し くしく と、 それぞれの 墓 を 

囲んで 泣いて いる。 いよいよ 葬式と すれば、 こんな 中 

心の ない 葬式と いう もの はない。 もし 葬式 だと すれば 

一 軒 残らずの 葬式で ある。 一 時に そんなに 死人が 出来 

たはず は あるまい。 この 異 K なる 光景 を 見る と、 誰し 


も 一 応は、 事の 仔細 を 問いた だしてみ たくなら ずに は 

おられない。 あれほどに 検見 衆の 役人から 予告 を 受け 

た 兵馬 も、 眼前 この 異様な 気分に 打 たれて みると、 こ 

のままで は 通過し 去る に 忍びない ような、 心残り を 生 

じました。 

だが、 できるだけ は 無言に して 通り 去ろうと すると 

通り 去る に は、 やはり その 人混みの 墓地の 間 を、 一 応 

通過し なければ ならない 道筋に なって いる。 それに 当 

むしろ 

惑しながら、 ぜひな くその 中へ 二人が 侵入す ると、 筵 

をし き ひろげて いたお かみさんが、 あわただしく 筵 を 

引つ こめて、 おわび を 言いました、 


「お 邪魔 さまでな あ」 

「御免下さい まし、 おとむらいで ございま すか」 

おかみ さんの 好意に 対して、 福 松が これ だけのお 世 

辞 を 言わずに はおられませんでした。 

「おとむらい では ございません、 村が 水になる と言う 

て、 皆が 心配して なげいて おり やすがな、 遠からず、 

この 村が 水に されて しまい ますげ な」 

「村が 水になる？」 

兵馬 も、 つい 足 をと どめて 不審 を もって 見直す と、 

「はい  さきほど も ごろうじま せいな、 竿 入れに 役 

人 衆が お見えな されました わな、 この 村と いう 村、 谷 


という 谷が、 日なら ず 水になります といな、 白山 白水 

谷の 水 を これへ 落して、 ここが 大きな 池と なります え 

みたま 

な、 わたしら、 先祖の 御 魂 まつり 場が ござり ませぬ で 

な」 

「は あ  そうでし たか」 

兵馬 は、 憮然と して、 要領 を 得た ような 得ない よう 

な 心 持で、 そのまま 墓地 を 突破して しまい ますと、 そ 

れ から 多少の 間、 やはり 人家 は あるに は ある けれども、 

人の いない こと、 前の 通りで ある。 

とにかく、 村の 老若男女 は、 数 をつ くして あの 墓地 

へ 集合して しまって いる こと は 間違いがない。 足 を 早 


める ともなく、 兵馬ら 二人 は 足 を 早めて、 ついに この 

部落 を 出切った ところと 覚 しい、 また 小高い 山道に 

立って、 言い合わせ たように 二人が、 過ぎ こし 村 を 見 

おろし、 

「お気の毒ね」 

「どうも 要領 は 得られな いが 哀れ だ」 

「かわいそうで すね」 

「かわい そうだ、 要するに、 白山 白水 谷の 水 を この 村 

へ 落して 来て、 この 村 全体 を 湖水に してし まう の だ、 

住民 は 先祖の 地 を 失う と言うて 歎いて いる、 先刻の 役 

人が、 人心の 動揺 を 刺戟す るな と 言った の はこれ だな」 


「この 谷底 を 水に して、 何に なさる つもりでしょう」 

「何に する つもり か 1 1 -」 

ひさが 

そういう 二人の 疑問 は 疑問と して、 さて、 日 下りに 

もな つて みれば、 村人の ために 心配して やる より は、 

差 当り、 自分た ち 二人の 身の上の 今晚 のこと、 まだ 日 

はや や 高し とも、 いまの 村 あたりに 宿 を 求める 心算で 

来たの だが、 ああして この 村 を 無気味に 通過して しま 

えば、 次の 村まで 伸さなければ ならぬ、 次の 村と いつ 

て も、 飛驛 と、 越 中と、 加賀 との 山つ づき だ、 これ か 

ら先、 どのくらい 行って、 どこに 家が あるの か、 その 

こと はわから ない。 


五十 

兵馬 は 今夜の 塒 につ いて 苦心 経営の 思い をして い 

る けれども、 福 松 はいつ こう 一寸先の ことに は 気 を 

遣って いない。 かえって、 それ を 痛快と する ふうに さ 

え 見えました。 この 女 は、 最初から —— この 旅 を 無上 

に 嬉しい 旅路と 心得て、 しょっちゅう 浮き立って 歩い 

ている。 新婚旅行の 旅と も 思って いないだ ろうが、 世 

を 忍ぶ 道行なん ぞとは 考えて いないら しい。 極めて 

晴々 しい 顔色で、 春の 野原 を 心 ゆく ばかり 羽 を 伸して 


舞い あるく 胡蝶の ような 足 どり で、 兵馬 を 導いて 行く 

気どり 方 だけ はよ くわ かる。 

名に し 負う 飛驛 から 越 中への 難路な ど は 全く 打 忘れ 

て、 前途の ことに 屈托 がない のみならず、 この 旅路が 

一寸 一刻 も 長 かれ かしと、 引っぱって 行く ような 気分 

さえ 見える のです。 そうして 事に 触れ、 物に 触れて は 

味な 話 を 持ち出して、 兵馬 をから かったり、 もたれ か 

かつたり —— 兵馬に とって は、 この 女の 物語が、 ァラ 

ビアン • ナイトで あつたり、 デ カメロンであった リす 

せつな 

る。 その 現在と 剎那 だけに 生きて 楽しんで 行ける この 

女の 足 もと を 見る と、 さてさて 女と いう もの は 図々 し 


いもの だ、 途方もない 度胸の ある もの だ、 という こと 

あき 

を 兵馬が、 別 方面から 見て 呆れざる を 得なかった ので 

くだんの 村 を 横断し きって、 やがて 次の 谷に 至る ベ 

く 峠路の 上に 出た 時、 女 はおき まりの、 そこで ホッと 

息をついて、 同時に 兵馬の 足 を 抑留す る。 しばらくし 

て、 

「この 村が すっかり 池に なったら、 景色が よくなる で 

しょうね」 

きた 

と、 しげしげと、 いま 越え 来った 谷 村 一面 を 見お ろし 

て、 女が 言います と、 兵馬 は、 


「景色 はよ くなる かも 知れない が、 人間 は かわいそう 

だよ」 

「そうね え、 谷が いっぱいに 水に なった 日に は、 景色 

はよ くな つても、 人間 は 生きて 行かれません ねえ」 

「それ を 思う と 気の毒 だよ」 

「いよいよ 池になる 時 は、 あの人た ち はどうす るで 

しょうね」 

「そり や、 他所へ 移り 住む ょリ ほか は あるまい じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「いいえ、 わたし は、 そうは 思いません」 

「どう 思う？  I 


「あの人た ち は、 この 谷が 水に なっても、 この 土地 を 

去らない だろうと 思います」 

「ホ ホウ、 それじゃ 水の 中へ 住む か」 

「ええ、 わたし は、 きっと あの人た ち は 土地 を 去らな 

いで、 水の 中 をす みかと する でしようと 思います」 

「してみ ると、 舟で も 浮べて 水上 生活と いうの をで も 

やる か、 そうでなければ、 人間が 魚になる ん だな」 

「そんなん じゃありません、 あの人た ち は、 どうして 

も 故郷 を 立 去る 気になれな いんです」 

「そり や、 人情 は その 通り だが、 すでに 谷が 水になる 

とき まったら、 いつまでも ああして はいられまい」 


「ところが、 あの人た ち は、 あの 墓 を 抱いて、 村と 共 

に 水に 沈む 覚悟 を きめてし まっている ように、 わたし 

に は 見えて なりませんでした」 

「ばかな、 そんな ことがある もの か、 一 時 は 名残り を 

惜しむ の も 人情 だが、 いよいよの 時に ああして おれる 

もの かな」 

「ところが、 これ はもち ろん、 わたしの 心 持 だけなん 

です が、 あの人た ち は、 あれ は、 たしかにお 墓と 心中 

する つもり なんです よ、 心 持 は 面つ きに あらわれる も 

のです」 

「ふ— む、 君の 眼で はそう 見えた かな」 


「見えました とも、 動きません よ、 あの人た ち は、 あ 

あして、 いよいよ 水の 来る までお 墓 を 離れない 決心 だ 

と、 わたし は 見極めて しまいました」 

「そんな ことがある もの か、 一 時の 哀惜と 永久の 利害 

と は、 また 別問題 だからな、 そうして いるう ちに、 相 

当の 換 地が 与えられて、 第二の 故郷に 移り 住む にき 

まって いるよ」 

「それ は 駄目です、 あなた」 

「どうして」 

「あなたと いう 方に は、 故郷の 観念が お有りに なり ま 

せん」 


「ない こと もない」 

「有りません ね、 あなた は、 早く 故郷と いう もの を 離 

れ ておいで になった のでしょう、 ですから、 故郷と い 

う ものの 本当の 味が おわかりに なりません。 たとえ、 

故郷に 十倍の よい 地面 を 与えられた からといって、 欲 

得ず く で は 故郷 を 離れ る 気になれる もので は ございま 

せんよ。 わたしの ように、 旅から 旅 を 稼いで いる 身に 

なって みると、 その 心 持が よく わかります。 あの人た 

ち は、 たとえ どんな 住みよ い 土地が 与えられ たからと 

申しましても、 それへ 行く 気に はなれない 人た ちです 

から、 結局、 お 墓 を 抱いて 水の 底に 葬られて 行く ので 


す。 それに あなた、 あの人た ち は 平家の 落人の 流れ だ 

と いうではありません か」 

五十 一 

おちうど 

「平家の 落人の 流れ だから、 どうした というの だ」 

「そこです よ、 あなた、 平家 は 源氏と 違って、 人情の 

一 族 だとい うこと を 御存じに なりません？」 

「うむ」 

「平家 は 一 族 盛んな 時には 栄耀栄華 を 極めました けれ 

ど、 亡びた 時 は、 一族 みんな 一緒でした、 そこへ 行く 


と 源氏 は、 父 を 殺したり、 叔父 を 殺したり、 兄弟が 攻 

め 合ったり、 殺し 合ったり」 

「なるほどな」 

「感心して 聞いて いらっしゃる わね。 あなたより、 わ 

たしの 方が 学者なん です、 耳学問が 肥えて いますから 

—— ところで、 その 平家の 一族 は、 源氏に 追いつめら 

れて、 もはや 地上で は 生きられ ないから、 一族が みん 

な 水の 底に …… 御存じでしょう？」 

「知っている」 

「平家と いうお 家柄 は、 みんな、 そうした 人情に 厚い 

ん です、 ですから、 あの人た ち は、 そう 安々 と、 立ち 


のき 料 をい くらい くら やる から、 ここよりも、 ずっと 

住みよ い 地面 を 十 層 倍 も 上げる から、 と 言って 聞かせ 

たと ころで、 このお 墓の 地 を 離れて 行く 気に は 決して 

なれない ものと、 わたし は あの 時に 見て取って しまい 

ましたの よ」 

「なるほどな、 それ も 一 理窟 だ」 

「いいえ、 理窟じゃありません、 理窟から 言えば わか 

ら ない 話じゃありません か、 相当の 立ちの き 料 を 上げ 

て、 相当の 換地 もやる から 立てと、 地頭から 言われた 

曰に は、 足 もとの 明るい うちに、 なるたけ たくさんの 

お 宝と、 利 分の ある 土地 を もらって、 移って しまう の 


が 当世の わかった 理窟なん でしよう、 ところで、 あの 

人た ちに は、 そういう 理窟が 通用し ないから 因縁です、 

つまり、 人情に 生きて 行こうと いう ものです」 

「人情と いうよりも、 歴史 だな、 歴史に 生きて 行こう 

と いうの だな」 

「何でもよ ろしう ございます、 わたし は、 この 人情ず 

くが よろしい と 思います」 

「しかし、 どのみ ち 立ちの くもので あったら、 がんば 

るの は 愚 だな」 

「そり や、 馬鹿です ね、 です けれども、 馬鹿が その 人 

間の 世から なくなって しまったら、 人間の 世 はもう お 


しまいでしょう」 

「どうして」 

「どうして たって、 あなた、 これ はこの 谷底の たれ も 

知らない、 ちつ ぼけな 村の ことなんで すけれ ども、 こ 

れを 大きく とって 見たら どう、 たとえば、 いま 申し 上 

げた 平家の 例に とって 見たら どう、 一族が みんな 水の 

ま ね 

底へ 沈む ような ばかな 真似 をし ないで、 源氏に 降参す 

れば、 どこかの 土地に 安楽に 生きて 行かれる としても、 

それに 降参して 生きたくない というと ころに、 

やまと だまし い 

大和魂 が あるん じゃなくて？」 

「大和魂と 来たな」 


「大和魂で なくって どうな の、 もし、 もっと 大きく、 

から  いくさ 

日本の 国と 唐の 国と 戦 をした として ごらんなさい、 

唐の 国が いくら 強くて、 日本が たとえ 敗け そうにな つ 

た 時で も、 この 土地 をよ こせ、 そうすれば お前に はもつ 

と 広い、 住みよ い 土地 を やる から、 足 もとの 明るい う 

ちに 立ちの けと 言われても、 日本人と して、 はい、 そ 

れ ならばよ い 土地と、 立 退 料 を、 たん まり 下さい、 そ 

うすれば、 どこへ でも 行きます、 というよう になった 

ら、 もうお しまい じ やない の」 

おおぎょう 

「それ は 少した とえが 大仰 だ」 

「大仰 だかなん だか 存じません が、 先祖の 土地が 立 去 


れ ない、 他国の 土地に 移リ 住む より は、 先祖のお 墓 を 

抱いて 死にたい という、 あの人た ちの 心意気が、 わた 

し は 嬉しい わ、 それが 大和魂と いう もの じ やなく つ 

て？」 

みもの 

「いずれにしても、 あの 村の 人た ちの 運命 は 見物 だ、 

どうなる ことか、 わし も、 旅で なければ 見き わめて 行 

きたい 気持に させられる」 

兵馬 は、 この 女から 思わざる 論理 を 聞かされて、 改 

めて 谷 村 を 見お ろし 見直して いると、 女が また 言う、 

つるが みなと 

「越 前の 敦賀 港の 沖へ 乗り出す と、 大昔、 地震の ため 

すべ 

にヒり 込んだ 一 村が、 そっくり、 山 も、 森 も、 林 も、 


そのままで 海の 底に 落着いて いるそう です ね、 天気の 

大 へんによ い 日、 どうかす ると 舟の 上から、 その 村の 

家と、 人が、 そのまま 沈んで 見える ことがある そうで 

す。 幾年 かの 後、 この 村 もそう な るんで しょう、 舟で 

ごしょう  すがた 

渡る、 後生の いい 人 だけが、 沈んだ 村の 相 を 舟の 上 か 

ら 水底に 見る  てな ことになるん でしよう、 お 気の 

毒な 運命です けれど、 美しい 大和魂が、 わたし は 嬉し 

いわ」 

女 は、 しきりに 大和魂 を 述べ立てる のが、 兵馬に は 

おかしい。 おかしい けれども、 どこに か 笑えない もの 

が ある。 


五十二 

この 山間で は、 谷 一 つ、 村 一 つが、 数百 年の 歴史と 

共に、 水底に 没し 去らん として 村人 を 悲しませ ている 

が、 他の 一方で は、 一つの 湖水が 全部 干 上って しまう 

という 臆説の ために、 人民が 動揺 を はじめました。 

前の は、 何 を 言う にも、 飛驛の 山奥の 谷底の 一 村、 

しかも、 誰も 知らない 村、 たまたま 知っている 者 は、 

畜生 谷なん ぞと 人外 境の ように 呼びかけて 辱 しめて 

いる 村、 全 村 あげて 悲しむ とも、 それに 同情す る 者 は 


たまたま 通りが かりの 宇津木 兵馬と、 連れの 芸者の 福 

松ぐ らいの ものであります が、 一方、 湖水が 干 上る と 

ちと 

いう ことの 危惧の 下に 動揺 を はじめた の は、 その 事柄 

も、 及ぼす 影響 も、 無比の もので ありました。 

それ は 全く 比較に はならない。 日本 第一 の大 湖、 近 

江の 琵琶湖の 湖水が 全く 干 上 つ てし まう という 風聞が 

捲き 起って、 湖上 湖 辺の 人心 をお びえ あがらせ てし 

まっている のです。 たとえ 流言 蜚語に してから が、 そ 

んな ばかばかしい 問題が 起るべき はずの もので はない。 

よし、 また 起った にした ところで、 一笑に 附し 去る ベ 

き 程度の もの だと 排斥す るの は、 歴史と、 実際と、 人 


心の 機微と を 知らない ものの 言う ことでした。 琵琶湖 

の 水が 干 上って しまう という 風説の 根拠に は、 決して 

荒唐無稽な らぬ、 かなり 有力なる 根拠が あるので すが、 

まず その 前に、 如何様に 人心が 動揺し 出した かとい う 

径路から 略叙し なければ ならぬ。 

草津の 辻の 評判の 晒しが、 一夜で 消えて しまった 以 

後、 その あとへ 豊臣 太閤の 木 首が 転がり込んだ その 前 

後、 大津の 宿で は 道 庵 先生が、 がんりきの 百の 面 を 逆 

さに 撫で上げよう とする 途端 —— お 角 親方 は、 伊太 夫 

大尽の 宿へ 取って返して、 目的の 晒しが 消滅して し 

まって、 自分の 力瘤 も 抜けて しまったが、 同時に その 


納まりが、 どうな つてい るかと いう 心配の 下に、 相談 

を 進めて いる 前後、 青嵐 居士と、 不 破の 関守 氏と が、 

た け  じょうぜつ 

多景の 無人島へ 農奴 を 連れ込んで、 弁 信 法師の 饒舌 

へ きえき 

に 辟易して いる 前後の こと  でありました。 

大津 でも、 草津 でも、 彦根 でも、 民間が 動揺して I 

I 動揺 は 今に はじまった ことで はない が、 それ は 農民 

に 限った もので したが、 今度 は 住民が、 ことに 客商売 

の ものから 最も 騒ぎ 立ちました。 

「お立ちで ございま すか、 道中、 御大 切に、 お 船で I 

I 湖上 へ お出 ましが よろしう ございましよう、 まこと 

に 恐れ入り ますが 暫時のと ころ、 どうぞ、 お 立 退き、 


御 避難が 願いたい もので ございます、 万一 のこと がご 

ざいまして は、 いえな に、 エツ ソ、 ゴゥソ だそう で ご 

ざいます、 いえな に、 ちょうさんが この 国へ 向って、 

山城、 大和の 方から、 なだれ 込んで 来る の だそう で ご 

ざいまして」 

かくして、 大津 も、 草津 も、 彦根 も、 旅 宿と いう 旅 

宿の 番頭が、 テン テコ舞 をして、 泊り 泊り の 客人に 挨 

拶 をして まいりました。 

「何 だね、 どうし たんだね、 急に」 

「はい、 エツ ソ、 ゴゥソ だそう で ございまして、 まこ 

とに お気の毒 さまで ございま すが」 


「エツ ソ、 ゴゥソ というの は 何 だい」 

「ええ、 そのち ようさんが、 今度 はこの 国へ なだれ 込 

むんだ そうで ございまして、 今までの は、 この 国から 

ちょうさんが 他の 国へ 走ろうと いたした ので ござ いま 

したが、 今度 は 山城、 大和 方面から ちょうさんが、 こ 

の 国へ 流れ込もう という わけで、 宇治、 勢 多、 一 口 の 

方まで 参って いるそう でございますから、 万一 のお 怪 

我が ございまして は …… 」 

「そうかね、 何 だって、 エツ ソ、 ゴゥソ や、 ちょうさ 

ん なん ぞが、 そんなに 流れ込み やが るんだ」 

エツ ソ、 ゴゥソ とは问 だか、 ちょうさんと は 问を意 


味す るか、 促す 方 も、 促される 方 も その 観念の 明瞭で 

ない うちに、 一方 は 追い立てる ように、 一方 は 追い 立 

てられる ように、 まず 旅 宿と いう 旅 宿から 警戒が 起つ 

てし まいました。 

「実は、 今に 始まった 風説で は ございま せんが、 この 

琵琶湖の 湖水が 干 上 つ てし まう という ことで、 急に 騒 

ぎが 起り ました。 今まで は 湖 辺の 百姓た ちが、 検地の 

マ J とから 騒ぎ 出しました ので ございま すが、 今度 はま 

るつ きり 趣が 変って、 湖上の 人た ちが 騒ぎ 出しました 

ので ございまして、 舟 稼業 だの、 漁師 だの、 水に よつ 

て 生活す る 人た ちが 騒ぎ 出した ので ございます。 その 


騒ぎ 出した 原因と 申します るの は、 山城、 大和の 方 か 

ら 大挙して ちょうさんが こちらへ 向って やって来 たと 

いう 風聞から 起り 出した ので ございました。 では 山城、 

大和の 人た ちが、 なぜ、 ちょうさんして こちらへ 向つ 

て 大挙して 来る かと 申します ると、 琵琶湖が 干 上る と 

共に、 淀川の 水が 涸れて しまって、 何百 万 石 かの 田地 

が仕附 かなくなる、 それが ために 天領、 大津、 彦根、 

膳 所 その他の お係り へ 歎願に 参 つたそう で ございま 

す」 

旅籠の 主人が、 更に 説明 を 加えた ところに よって、 

事件の 輪郭 はや や 明瞭に なった が、 その 内容に 至って 


は、 また 茫漠 としてつ かまえ どころ がない。 

五十 三 

琵琶湖の 水が 全部 干 上る という 風聞 は、 いかに 

じんしんき ようきょう  たやす 

人心 恂々 たる 幕末の 時代と はいえ、 そう 容易く 末梢 

神経 を 刺激すべき もので はない はずな のが、 この 際、 

かく も 人心 を 騒がして いるに は、 必ずしも 根拠がない 

とはいえない、 否、 大いに これが あるので す。 

琵琶湖の 水 を 切り開いて、 越 前の 敦賀へ 落す という 

計画 は、 必ずしも 空想で はなく、 実現に 近い 可能性が 


あっての ことで —— いや、 すでに 実現に 着手され よう 

とした こと も 再々 ある。 

そもそも 琵琶湖の 水 を 越 前の 海へ 落す に は、 僅かに 

七 里 半の 工事で 足りる。 

僅かと は 言う けれども、 機械工業の 発達し ない 旧幕 

府 時代に 於て は、 空想に 近い ほどの 大工 事に は 相違な 

いが、 要するに 距離 は 七 里 半に 過ぎない という ことが、 

専ら 湖上 湖 辺の 常識と なって いる。 この 七 里 半 を 切 

リ 開こうと いう 計画 は、 すでに 徳 川の 初期、 徳川 幕府 

以前に もあった かも 知れない が、 徳川 期に 至って、 少 

なくと も 元禄、 享保、 文政、 嘉永、 それから 明治、 大 


正にまで 及んで 相当の 歴史 を 持って いるので す。 

ことに 最近、 嘉 永年間に 起った の は、 京都の ある 事 

あさのな か つかさた いふ 

業 家が 発起と なって、 浅 野中 務大輔 がさん かし、 彦根 

の 井伊 掃 部 頭と 打合せ をす るまでに なって いた。 

ここで、 かりに この 工事が 実現され てみ ると して、 

湖上 湖 辺の 民に 直接に 影響す ると ころ は 妙 何。 

まず 大阪 と敦賀 との 間が、 琵琶湖 を 通じて 一 つの 運 

河と なろうと いうの だから、 通商 貿易の ために は 計る 

ベ からざる 利と いう ことになる。 

それから、 もう 一 つ は、 湖水の 水が 浅くなる から、 

琵琶湖の 東岸に 於て、 少なくとも 一 億 六 千万 坪の 良田 


が 得られる —— 

というよ うな 点が、 掘 割 論者の 最も 有力なる 論拠と 

な つ ている。 

しかし、 利益 利権 を 挙げても くろんで みたところ、 

工事と なると 結局 難 工事で ある。 僅かに 七 里 半と はい 

え、 天下の 難 工事であって、 当時の 土木 力で は 成功が 

お ぼっか 

覚束ない という 理由の 下に、 いつも 中止の 運命と なる。 

だが、 その 中止の 理由 は 表面の ことで、 裏面に は 次 

のよう な 条件が 有力に 働いて、 阻止せ しめたの だと も 

いう。 

第一、 琵琶湖の 水と いう もの は、 帝都 守護の 要害で 


ある。 あれが 浅くな つた 日に は、 帝都の 保障に 由々 し 

き 大事で あ る —— と いう 反対 説。 

それから、 もう 一 つ は、 運河が 出来れば、 当然、 淀 

川 本流の 水が 減退す る、 そうな つた 曰に は、 あの 沿岸 

で 生活して いる 農民に とつ て は 生命線の 大 問題で ある、 

というと ころから、 寄々 の 農民の 間に 反対運動が 起つ 

た。 

うんぬん 

この 二つが 有力なる 反対 理由であって、 難 工事 云々 

は 中止の 口実に 過ぎなかった という 説が あります。 

なお、 このほかに、 風光と しての 琵琶湖 を、 ほ とん 

ど 致命的に 没却せ しめる という、 保護 形勝 論者 も 出て 


もよ かりそう な もので あつたが、 それ は 出なかったら 

し い。 琵琶湖が 独立した 日本 無双の 形勝 地で ある 資格 

から、 一転して、 単に 運河の 一 停船 所に 過ぎない 地点 

とされて しまった 後の みじめ さ を、 しみじみと 考える 

ほどの 余裕 はなく、 要害と、 利害との 点 だけから しか 

反対され ていな か つ たらしい。 

しかし、 すべての 風景 も、 抽象 も、 国防 (要害) と 

貿易の ための 犠牲 物と しての ほか、 存在 価値が 認めら 

れ なくなる 時世が 来れば、 いっか は 実現 せらるべき ほ 

ど の 可能性 はあり 得る 問題な のです。 

それ はさて 置き、 この 際、 右の 運河 説が、 人心 を 


しょうど-つ 

聳 動した のです。 摂津、 河内の 農民 は 大挙して、 その 

風聞の 実現せ ざらん こと を、 歎願の 名で 湖 辺の 大名へ 

向って 上申の ために 上って 来たと いう。 一方 また、 湖 

水が 干 上る ために、 己が 生活 権が 脅威 せら るるとい う 

湖上の 運輸業者と、 漁民が 動揺 を はじめた のです。 と 

ころで、 これより 以前、 検地の 不平の ために 団体 運動 

たむろ 

を 続けて、 それぞれに 屯して 待機して いる 農民た ち 

の 同勢と 合流し ない 限り も あるまい。 

すでに、 それが 合流した 以上に なると、 その 動揺の 

程度が、 水陸 両面に わたって 展開され る ことになる、 

そうな つて は 逃れる 道がない。 まず 当面の 安全の ため 


に、 旅籠 は 旅客 を 処分して、 一 時 応急の 避難 を させて 

から ともかくも、 という 段取り は、 しかるべ きもので 

した。 

五十 四 

暫くあって、 人心が 落着いて みると、 この 風説に は、 

右の ような 根拠がないで はなかった が、 それ もこの 際、 

急速に 実行に つくと いうよう な 形跡 は 全くな く、 且つ 

また、 摂河 泉の 農民が 大挙して、 切 割の 中止 歎願に 来 

ると いうよう な 事実 は、 跡 かた もない 風説 だとい うこ 


とがよ くわ かりました。 

のうみん いっき 

従って、 昨今 暴動の 形跡 ある 農民 一 揆と 合流す るな 

んぞ という ことのお それ は、 全く 解消して しまったし、 

農民 連 もまた、 それ を 機会に 示威運動 を 盛り返そうと 

いう ほどの 熱心 もな し、 事実 は、 この 時、 すでに 農民 

運動 は、 表面的 鎮静に 帰して しまったと いってよ ろし 

い 状態に 置かれて ありました。 

そこで、 真 先に 警戒した 街道 筋の 人気から、 まず 鎮 

まって、 暫くの 間に 鎮静に 帰した のです けれども、 そ 

の 風説の 及ぼす 波動と いう もの は、 一応、 響く だけ 響 

かないと 消えない ものでして、 大津、 草津、 膳 所、 彦 


根の 人心が 落着いた 時分に なって、 長 浜から 北国 筋が、 

盛んに さわぎ 出して まいりました。 

ことに、 この 方面 は、 上述の ような 開拓が 行われた 

日に は、 直接 に 最も 影響 を 受け る ことの 多い 土地です 

から、 日本海の 方へ すんなりと 抜けて しまうま でに は、 

風説が 根 を 持とうと している。 

まず 湖上の 運輸業者が、 この 風説 をし かと 喰いと め、 

それが 漁民た ちの 思惑と がっしり 結びついて、 彼等の 

面 上に は、 いずれも 生命線と ぴったりした 不安の 色が、 

みるみる 濃くな つて 行く こと 争うべく もない。 岸と、 

とが 

舟と で、 おのおの 口 を 尖らせて いると ころ を 聞いて い 


ると， 

「越 前へ、 この 湖 を 切 割 すれば、 湖水の 水 は みんな 海 

しおみず 

へ 落ちて、 その代りに 汐 水が 湖水へ いっぱいになる」 

「従って、 淡水 産の 魚 は 見る 間に 全滅す るが、 海の 魚 

が モノになる の も 絶望 だ」 

「そこで、 多年、 湖水 を 唯一 の 生命線と して、 一家 を 

養って いた 漁業 者と いう ものが 全滅す る」 

「それから、 また 一 方、 湖水 を 宇治から 山城 大和の 方 

にかけ て 切 落して しまえば、 その 方へ も 夥 しく 湖水 

の 水 は 取られる ことになる。 従って、 この 琵琶湖と い 

う もの は、 もはや 独立した 湖水と しての 存在 価値 を 


失って、 単に、 北海から 内海へ かけての 運河の 一 つの 

河 幅と して 残される に過ぎない」 

「交通 は 盛んになる かも 知れない が、 その 時代に は、 

もう 我々 の 持って いるち よき 舟で は 物の 役に立つまい、 

諸 大名 はじめ、 加賀ゃ 大阪の 豪商が、 大船 浮べて 思う 

ままに 乗 切る にき まっている、 そうすると、 従来の 舟 

で 湖上の 交通 をして 一 家 を 経営して いた 運輸業者 たる 

我々 は、 当然 全滅の 脅威 を 待つ ばかり だ」 

「すでに 湖水が、 運河の 一部と してし か 存在の 価値が 

なくなって しまった 時分に は、 八景 めぐりの 遊覧客が 

跡 を 絶つ、 その 観光客で 維持して いた 我々 の 商売 も 


上ったり になる」 

「しかし また、 運河と しての 一 部分の 湖面 だけ を 残し 

て、 あとの 水が 干 上る と、 そこへ 当然、 何 万 石 かの 田 

地が出 来る に は 出来る だろう、 だが、 その 田地 は 誰の 

ものになる、 それ は みんな 諸 大名の 御領 分か、 または 

御用商人の 手に 利権が 落つ るに きま つ ている」 

「してみ ると、 我々 微弱なる 湖上 生活 者 は、 全然、 生 

活権を 奪われて しまう」 

えぞ  きかいし ま 

「蝦夷の 果て か、 鬼界ケ 島へ でも 追い やられる のが 落 

ち だ」 

リ ゆうげん ひご 

流言 蜚語で もなんでも、 それが 単に 流言 蜚語と して、 


自分の 生活に 直接 影響 をう けずに いる 限りで 聞いて い 

る 分に は、 小説 を 読む ような もので、 人 はむしろ 興味 

を 持てば といって、 脅威 を 感じ はしない が、 ひとたび 

それが、 直接 生命線に 触れて 来る となると、 全く 人心 

を 暗く する。 

彼等 はこれ を、 風説と して 受取る ことができない。 

今 は 風説の 時代で あっても、 やがて は 実行の 時代に 入 

るの だ、 と 神経 を 働かせな いわけに は ゆかない。 

なんどき 

そこで、 今晚 何時、 どの 地点に 於て、 相談が あるか 

ら、 船 持と、 船で 働く 人 は、 すべて 湖上の どの 地点に 

集まれと いう 触れが 廻った の は、 あの 雨の しとしとと 


降る 晚、 青嵐 居士と 不 破の 関守 氏と が 多 景の島 を 訪れ 

た翌々 夜の ことで、 その 夜 は 月が 湖上に 晴れて ぉリま 

した。 

五十 五 

そういう わけでありまして、 その 夜 は、 舟と いう 舟 

が ほとんど、 某の 地点に 向って 集合し ましたので、 長 

浜の 臨 湖の 一 帯に は、 舟の 隻影 もな く、 別の 世界に 見 

るよう な 静寂な 夜景で ありました。 

ところが 二更の 頃に なって、 かの 加 藤 清 正の 屋敷 あ 


ととい われる 浜屋の 家の 裏木戸が あくと、 そこが すで 

に 堀に なって いて、 刎 橋が 上げて ある、 そこへ、 静か 

に 立ち あらわれた 物影が ある。 

島 田に 結い上げた 女の子に 手 を 引かれて、 刀 を 帯び 

た 覆面の 人が、 静かに 木戸 を 出て 来た かと 思う と、 刎 

ほり 

橋へ はかから ないで、 濠へ 向って 下りる 切 石畳の 一段 

二 段 を 踏みました。 都合 五段 ある 石段 を 下りつ くす と、 

そこに 潺湲と 堀の 水が 流れて いる。 その上に 一隻の 小 

舟が つながれ ている。 

無言 で 少女に 手 を 取られた 覆面の 人 は、 やはり 無言 

で 舟の 中へ 導かれる と、 手 さぐりして そこへ 乗り込み、 


「よろしう ございま すか」 

女の子 は、 ひそかに 言葉 を かける と、 覆面 はうな ず 

く。 

「では」 

と 言って、 男 を さきに 乗せて 女の子 は、 思い切って 自 

へ さき 

分 も その 舟に 身 をう つして しまいます と共に、 舳 先の 

方へ 手 を やって、 形ば かりつな いであった とも づ なを 

手繰り 出します と、 最初に やっと 舟へ 身 をう つした 覆 

面の 男が、 下り立つ と、 急に しゃんとした 形に なって、 

さお 

「棹 を 貸して 下さい」 

いったん とも づ なを 手繰った 手 を 休めて、 女の子 は、 


みなれ ざお 

舟の 中に 横にね ていた 水馴棹 をと つて、 無言で 男の 手 

に 持たせ ますと、 男 は それ を 受取って 身構えた 形が、 

最初と は 見 まごう ばかりであります。 最初、 女の子に 

手 を 引かれて 裏木戸から 出て 来た 時 は、 病人で でも あ 

るら しい、 たどたどしい 足 どり であり ましたが、 すで 

に 舟に 身 をう つして から、 足 を 踏んで、 棹 をと つた 時 

の 形 は 出来て おりました。 

「よろしい、 綱 をと いて 下さい」 

と 男が、 この 時 また 低い 声で、 はじめて 物 を 言います 

と、 女の子が、 

「先生、 大丈夫で ございま すか」 


「もう、 こっちの もの だ、 舟 を 出しましょう」 

「では、 綱 を 引きます よ」 

「よろしい」 

そうして、 小舟が、 するすると 段の 下 を 離れて 動き 

出しました。 

巿 中の 濠の ことです から、 そう 広い という わけに い 

かない。 それ を 巧みに 調子 を 取って、 水の まに まに 舟 

を やる 腕前 は 相当に 覚えの ある ものです。 

その 舟の さばき 加減 を 見る と、 不安げ に 見 まもって 

いた 女の子 は、 はじめて ホッと 安心した らしく、 立ち 

直って 油単 を かけて 置いた 台の もの をと ると、 そこに 


お 重が あり、 ぉ铫 子が 待って いる。 この 舟 出 を 予期し 

て 置いた ものに 相違ない。 

かくて、 この 小舟 は、 流水に 任せて、 もはや 眠りに 

落ちて いる 町の 中 を、 ひそ やかに 下って 行きました。 

下って 行く にしても、 その 行 先 は 知れた もの。 どの 流 

れを 行こうと も、 この辺の 水 は 皆、 集まる ところ を 一 

つに している。 その 一 つに なって 集まる ところ は、 す 

なわち 琵琶湖の 湖水 以外の いずこで もありません。 で 

すから、 この 深夜、 この 異様な 男女 二人が 落ち行く さ 

き だけ はいつ こう 心配す るが ものはありません。 支那 

の 文人なら ば 当然、 月 白く、 風 清し、 この 良夜 を 如何 


せん  と いうと ころな のでしょう。 

右の 小舟 は 一 旦、 町中に 没し ましたが、 ほどなく 臨 

湖の 岸の 一角に 出で て 下る と、 湖面が、 海の 如く 広く 

眼前に 開けて、 月が 町よりも 高く、 天心に 澄んで いる 

の を 見ました。 

「ああ、 よいお 月 様！」 

二人 は、 まさしく、 この 良夜 を 堪え兼ねて、 水と 月 

もて あそ 

と を 弄 ばんと して、 夜更けに 忍んで 風流の 舟 を 浮べ 

たものに 相違ない と 思う が、 更に 見る と、 良夜が あま 

りに 良夜 過ぎる。 男 は 動ぜず して 水 馴竿を 繰って いる 

が、 女の子 は、 「ああ、 よいお 月 様」 と、 まず 天心の 月 


に 向って 讃美 を 試みた のです が、 さて 湖面に 甚だ 物 

足らない ものが ある。 波 もない、 風 もない、 満 湖の 月 

を 受けた 水面 は、 金波 銀波に 思う さま 戯れの 場 を 貸し 

ている が、 それで なんだか、 物 足らない ものが あるよ 

うな 気分に 堪えられないで、 女の子 は、 

「どうも、 なんだか 淋しい わ」 

淋し いのは あたりまえ である。 深夜の 月と 水と を 楽 

しまん ために 出て 来たの だから、 淋しい のが 望む とこ 

にぎ 

ろで なければ ならぬ。 賑やかな ところが 欲しければ、 

ほかにと Y  J ろ は あるだろう。 

舟がない、 人の 住む 町村の 岸に 当然なければ ならぬ 


舟が、 今晩に 限って ない。 それが 一種 異様な 淋しい 思 

い を 増させて いると いう ことが、 ややあって 後、 女の 

子に も わかりました。 

五十六 

程よ いところ で、 棹 をと どめて、 それから 二人 は 

うちく つろ 

打 寛 いで、 充分に この 清 夜 を 楽しむ ことにな りました。 

さおぬ し 

覆面の 棹 主が 竜 之 助で あり、 周旋す る 女の子が お雪 

ちゃんで ある こと は、 申す まで もありません。 

「先生、 この辺 は 遠浅ら しう ございます、 舟 はこの ま 


まにして 置いて、 おらく においで 下さい ませ」 

と、 お雪 ちゃんに 言われて 竜 之 助 は、 棹 を さし 置き、 

改めて その 覆面 を 取って みた 竜 之 助の 面 は、 以前と さ 

して 変り はありません。 

そうして、 お雪 ちゃんの すすめる 座蒲団の 上に 坐る 

と、 その 間にお 雪ち やん は、 重 詰 を あけ、 姚子を 取り 

出して、 御 持参の 酒肴 を 並べ、 

「お 一 つ、 いかがで ございます」 

さかずき 

と 言って、 盃 を さし 出した ものです。 竜 之 助 は それ 

を 軽く 受取って、 

「静か だね」 


「全く 静かで ございま すよ、 今晚 はどうした のか、 舟 

がち つ ともおり ません」 

「舟の ない 湖と いう もの は、 想像しても すさまじい」 

「火の ない 火鉢と 同じように」 

「だが、 水入らずに 楽しめて よい」 

「その 点 は、 気兼ねが なくつ てよ ろしう ございます、 

ほんと に、 お 銀 様に は 済みませんが、 あなた 様の 御不 

すまい  そとで 

自由な お 住居で は、 少し は 外出と いう こと をなさい ま 

せんと」 

「お雪 ちゃんの おかげ だ」 

「わたしと しましても、 おかげさまで 気晴 しがで きょ 


うとい う もので ございます」 

「そうさ、 なにしろ 拙者な ど は、 只で さえ 不自由 千万 

な 身 を、 更に 監禁 を 申し渡されて いるんだ から やりき 

れ ない」 

「どうして、 お 銀 様と いう 方 は、 あなた を ちょっと も 

外へ お出しに ならない のでし ようか」 

「あぶない からなん だね」 

「危ない と 申しましても、 子供で は ございません …… 

ホ、 ホ、 ホ、 失礼な 言い方で ございま すが、 わたし を、 

こちらへ およこし なさる 時 も、 時々、 お前が 介抱して 

外へ お出しな さいと は、 決して おっしゃ いません、 決 


して 外出 させない ように、 とば かりお つし や いました」 

「それ を、 お雪 ちゃんに よ つ て 救われた ことが 嬉しい」 

「でも 先生、 お 銀 様に 対して は 反逆で ございま すね」 

「 ま  ま  ま II 

と 竜 之 助 は、 快く 盃を 引き、 お 料理 を 食べました。 

「わたし も 嬉しう ございます、 けれども、 あとが 怖い 

のです」 

「怖い こと はない よ」 

r 牝られ ます もの」 

「殺される かも 知れない」 

「ほんと に、 殺されても かまいません、 わたし も 覚悟 


の 前で ございます」 

「そんな こと は 考えない がよ い。 ああ、 久しぶりで 酒 

がうまい、 風景 は 見えない けれども、 気が 浮いて きた」 

「狭い ところに いるのと、 広い ところへ 出た ので は、 

ただ それだけ でも 人の 心 持が 違って 参ります、 白骨の 

山の 中 を 出て、 琵琶湖の 舟の 中で、 あなたと お 月見 を 

しょうと は 思いませんでした」 

ラま 

「ああ、 今晩の 酒 は 久しぶりで 旨い」 

「この辺 は、 上方に 近う ございま すから、 お 酒 はよ い 

そうで) ，- ざ います」 

「お雪ち やん、 冷えて はいけ ない よ、 湖の 夜風に 風邪 


を ひかして は、 拙者が 申し わけがない」 

「たれに 申し わけがない ので ございます、 もし、 わた 

しに 風邪をひかせ たと 致します と、 先生 は、 どなたに 

申し わけ をな さるので すか」 

「は、 は、 久しぶりに またお 雪 ちゃんの 論法が はじま 

り 出した、 誰に 申し わけとい うこと もない が、 あたら 

若い 娘に 風邪をひかせて は 毒 だ」 

「若い 娘に 限った ことではありません、 どなた だって 

風邪をひいて は 毒で ございます。 先生、 あなた こそ、 

人の 身の こと なぞ は 御 心配な さらずに、 御 自分が お 風 

邪 を 召して はいけ ません よ、 あなたに 風邪 をお 引かせ 


申して ごらんなさい、 それ こそ、 わたしが、 お 嬢 様に 

申し わけが ございません、 あなた、 これ を かけて いら つ 

しゃい」 

お雪ち やん は、 かねて 用意の 丹前 をと つて、 竜 之 助 

のうしろ から 羽織らせる。 

「飛 驛の宮 川で 火事に 逢った 時 も、 少しば かり、 お雪 

ちゃんと 船 住まい をした 覚えが ある、 あの 時の せせ こ 

ましい 思いと 違って、 ほんと に 今晩は 気が 晴れる」 

「そうで ございましよう とも、 高山の 宮 川と、 近 江の 

琵琶湖で は、 比較に なりません」 

「ああ、 酒 も 旨い し、 気 も 晴れる、 今晩はい ぃ晚 だな _ 


まり 

濠 を 下って 来る 間 は、 小面 倒で あつたが、 ここへ 来て 

全く 大海 へ 出た 気持に な つ た」 

と 言って、 竜 之 助 は 一 一はい 三ば いと ひ つ かける もので 

むしょう 

すから、 お雪 ちゃんが 無性に 嬉しくな りました。 

五十 七 

いちまつ 

最初 は、 周囲の 情景に 一抹の 淋し さ を 感じた のが、 

ここに 至って、 対人 的に お雪ち やん は、 全く 嬉しく さ 

せられて しまいました。 

誰に しても、 自分の もてなしが 人 を 喜ばす こと を 見 


れば、 自ら も それ を 喜ばぬ 人 はない。 特に、 今晩のお 

雪ち やん は、 相手の 鬱屈 を 見兼ねて、 自分の 独断で、 

外出 禁制の 人 を、 こちらが そそのかして、 遊山に 連れ 

出した ような ものです から、 お雪 ちゃんとして は、 お 

銀 様 を 向う に 廻しての 一 大 冒険の ような もので したが、 

その 冒険が 功 を 奏して、 御 当人 を かくまで 満足せ しめ 

たかと 思う と、 そのことの 喜びで、 すべてが 忘れられ 

てし まって、 この 人 を 喜ばせ、 自分 も 喜び を わかった 

めに は 夜もすがら、 遊び 明かしても 悔いない という ほ 

どの 心 持に させられて しまいました。 

「今まで、 お 酒が おいしい の、 気ば らしに なった のと 


おっしゃった ことのない あなたから、 そう おっしゃら 

れ ると、 わたし は、 もうこれ ょリ 上の 本望 は ございま 

せん。 ねえ、 先生、 今晩は、 ここで 夜明けまで でも か 

まいません から、 昔話 を 致しましょう よ」 

「望む ところ だよ」 

「昔話と 言った つて、 そう 古い ことではありません、 

白骨 以来、 ほんとうに 落着いて、 先生から お 話 を 伺う 

機会 も 与えられませんで したし、 わたし もなかな かに 

機会に 恵まれませんでした。 お 目に かかれな いので は 

ない のです が、 お 銀 様と いう 方が 背後に いらっしゃる 

と 思う と、 わたし は 怖くな つて、 先生が、 わたしの 人 


さ 

じ やない、 口 を 利いて は 悪い 他人の ようにば つか リ思 

われる 心 持に なって、 ほんと に 気が引けて なりません 

でした が、 今晚 はさら りと、 わたし も その 心配が 取れ 

てし まいました。 ねえ、 先生、 それから 後の 話 をして 

聞かせて 下さいな」 

「お雪ち やん、 お前から 話して ごらんなさい」 

「では、 わたしから 昔話 を はじめましょう。 ねえ、 先 

生、 あなたと わたしと 二人 は、 どうして、 信 州の 白骨 

なんて、 あんな 山の 奥へ 行かなければ ならなかった で 

しょう」 

「病気 保養の ためだな」 


「誰の 病気 保養の ためなん でしよう」 

「この 眼 だ —— 」 

「いいえ、 それば つかりじゃありません」 

「では、 ほかに も 病人が あつたの か」 

「ありました とも」 

「それ は 誰で、 何の 病気 だ」 

「先生よりも、 わたしの 方が 病人 だ、 なんて 言う 人が 

あるので すから、 いやにな つてし まいました」 

「お雪 ちゃんが 病気、 今宵 も、 そんなに ぴんぴんして 

いるお 雪 ちゃんが」 

うわさ 

「ええ、 誰が、 そんな 噂 をす るので すか、 わたし、 ほ 


ん とうに 怖い ようです わ」 

「どんな 噂 をし たんだね」 

「ねえ、 白骨の 温泉へ 行った の は、 あなたのお 眼の 療 

治と いう こと も、 目的の 一 つで あつたに は 相違ないで 

すけれ ど、 もう 一 つ は、 わたしの 病気 を 直したい ため 

のか こ つけだ なんて、 悪口 を 言う 人が あるそう です か 

ら、 いやにな つてし まいます わ」 

「お雪 ちゃんに 何の 病気が あつ て？」 

「何の 病気って、 先生 …… きまりが 悪い わ」 

お雪ち やん は ポッと 面 を 赤く しながら、 

「そのころ でも、 わたしが、 いちばん いや だと 思った 


の は、 白骨に いる 時分、 あの ィャ なおば さんと 一緒に 

お湯に 入って いますと、 あのおば さんが 不意に、 わた 

しに 向って 言った ことに は、 お雪ち やん、 隠した つて 

駄目よ、 あなたの 乳が、 こんなに 黒くな つてい る じ や 

ありま せんか、 と 言って、 いきなり わたしの 乳首 をつ 

かまえられた 時でした。 あの 時 ほど、 わたし、 ぞっこ 

ん 骨身に こたえて、 いやな 思い をした こと は ござ いま 

せん」 

なるほど、 その 時 はい やであった ろうが、 今 は、 そ 

の 現実感 を 通り過ぎて しまって、 いやな 思い出 を、 い 

やな 気分な しで、 多少の 甘え 気分 を さえ 加えて、 昔 語 


りに して 見せて いる ほどの ゆとりが 出来て いる。 

「それから、 あの ィャ なおば さんが、 なおい やなこと、 

それ はい やなこと という 程度 を 通り越して、 恐ろしい 

こと、 怖い こと を、 わたしに 平気で 言って 聞かせて く 

れ ました —— それ は、 な あ、 お雪ち やん、 いやなら ば 

水に してお しまいな よ、 かまわな いから 間び いてお し 

ま いなさい  そんな ことに ク ョクョ する もん じゃあ 

で まな 

リ ません、 水の 出端なん だもの、 わたしなん ぞ 若い 時 

は …… と 言って ィャ なおば さんが わたしに あの 時、 身 

ぶるいす る ほどい やな 話 を、 平気で 話して くれました。 

お 話 だけ じ やない のです、 わたしの 手 をと るよう にし 


て、 ああしなさい、 こうしなさい、 何 を 意気地のない、 

そんな ことで どうします、 わたしなん ぞは …… わたし 

でな くった つて、 誰 だってす る ことなの よ、 若い 娘に 

限った ことじ やない わ、 後家さんでも、 人のお かみ さ 

ん でも、 一生に 一度 や 二度 は 誰 だって …… お雪ち やん、 

うぶ もい いけれ ども、 度胸 を 据える 時には 据えな けれ 

ば 駄目です よ、 こうして こうす るんで す、 と 言って わ 

たしの 手 をと つて …… わたし は、 その 話 だけで、 気が 

遠くな つてし まって 人心地が ありませんでした。 ィャ 

なおば さんと いう 人 は、 ああ も 度胸が ある 人、 今まで 

にあん な こと は 朝飯前に やつ ての けて いる 人 …… と 


思って 震え 上って しまい ましたが、 先生、 それ は、 昔 

の 話で ございます、 今と なって は、 そんな こと は、 も 

う 全く 気に かけない ようになりました。 ほんと に、 人 

わ 力ま ま 

間の 心と いう もの は 我儘な もので ございま すねえ、 ムマ 

では、 わたし は、 赤ちゃんが 一人く らいあって もい い 

と 思います の、 子供と いう もの を 手塩に かけて 育てて 

みたら、 どんなに 楽しい ものでしょう、 と 思い出して、 

なんだか 取 返しの つかない ような 心 持に されて しまう 

こと さえ 時々 あるので すね。 お 銀 様が、 こんど 長 浜へ 

まるまげ 

来たら、 わたしに 丸鬅を 結わせる とおつ しゃいました。 

あの方の おっしゃる こと は、 私たちの 頭で は 想像 もで 


きません けれど、 もし、 丸 髭に でも 結って、 こうして、 

この間へ 一 人、 小さい の を 置いて、 そうして、 水 入ら 

ずのお 月見 をしたら、 どんなに 楽しいで しょう」 

お雪ち やん は、 子供が 甘い 夢を見る ように あこがれ 

出した が、 竜 之 助 は 動かない。 久しぶりの 酒の 香に 

うっとりして、 我 を 忘れた もの か、 酒が こぼれて 膝に 

落つ るの も 知らないで いると、 お雪 ちゃんが たまらな 

くな つ て、 

「先生、 わたしに ばかり、 言いたい こと を 言わせて 置 

いて、 ひどい わ、 あなた も 何とか おっしゃ いよ」 

と 言って、 竜 之 助の 面 を 見た 時に、 


「あつ！」 

と 言いました。 無論、 同時に 自分の 面の 色 も 変った こ 

さかず *.J 

とでしょう。 竜 之 助 は 盃 を 挙げた まま、 蠟 人形の よ 

うに 白くな つ て 動かない。 

「  」 

「先生、 大変、 いつのまにか 舟が 沖の 方へ 向って 流れ 

出して おります」 

ろうばい  みさお 

お雪ち やん 一 人が 狼狽し きって、 立って 水 棹 を 手 さ 

ぐリ にして、 かよわい 力で、 ずい と 水の 中へ 突き 入れ 

てみ ますと、 棹 は そのままず ぶず ぶと 水に 没入して、 

手 ごた えがありません。 


舟 は、 いつしか 遠浅の 圏内 を 外れて、 棹の 全く 立た 

ない ところへ 来て いる。 

「あら、 先生、 どうしましょう、 棹が 届か なくなり ま 

した」 

「どれどれ」 

竜 之 助 は 立って、 塚 原 卜 伝で もす る ものの ように、 

お雪 ちゃんの 手から、 棹 を 受取って、 ずぶ りと 差し込 

んで みたけれ ど、 手 ごた えがありません。 

憮然と して、 見えない 眼で 水の 上 を ながめて いる。 

二人が 月に 興じて いる 間に、 舟 は、 棹の 立たない と 

ころへ 来て しまった のです。 


舟が 棹の 立たない ところへ 来たと すれば、 櫓 を 用う 

るに 越した こと はない が、 この 舟に は 出立から 櫓 も 櫂 

も 備えて 置かなかった。 備えれば 備 うべき はずの もの 

を、 櫓 を 用いないで 済む 程度のと ころ、 棹 を 以て 用の 

足りる 範囲のと ころで、 浅く 遊んで 帰ろうと した 予定 

のと ころ を、 環境が 別にな つたた めに、 身心と もに 知 

らず 識らず 深入りし ている うちに、 舟 は 独自の 漂流 を 

はじめて、 深いと ころへ 来て しまって いる。 

一 一人が 狼狽した の も 無理はありません。 

竜 之 助の さし 置いた 棹 を、 お雪 ちゃんが、 取り上げ 

て、 また こちらの 水に 入れて みたけれ ど、 やっぱり 駄 


目でした。 

お雪ち やん は、 焦って、 棹 を あちらこちらへ 入れて 

みたけれ ども、 そのい ずれに しても 手 ごた えが ありま 

せん。 

「先生、 どちらも さおが 立ちません」 

悲観 絶望した 途端に、 はっと 竹の 棹が 手をヒ つて、 

湖の 中へ 流れ出して しまいました。 

それ を 捉えん とする 手 はもう 遅い。 

「あら、 あら、 棹 を 取られて しまいました」 

もう 泣き声に 近かった のです が、 竜 之 助 は それ を 慰 

める ものの ように、 


「棹 を 取られた の は 仕方がない、 人間 を 取られて はい 

けません」 

「わたし は 大丈夫です」 

とお 雪ち やん は、 うわごと のように 言って、 悠々 と、 

ひと  みなれ ざお 

あちら を 独り 泳ぎ を はじめて いる 水馴 棹の 形 を 見つめ 

て、 ぼんやりと 立って いました が、 やがて、 その 面に、 

自暴に 似た ような 冷静 さが 取 戻されて 来て、 

「もう、 どうに もな りません、 流れ 放題 …… 」 

五十八 


それから あとのお 雪ち やん は、 もう 櫓に も 櫂に も 全 

く 未練の ない 人に なりました。 

落着いて、 じっと 漂う 舟の 行 先 を われと 見つめて、 

うっとりし たような 形で、 竜 之 助に 背 を 見せて おり ま 

した。 

なめら 

静かに、 滑 かに、 うるおいながら、 湖面 を 音 もな く、 

誰も 押す 人 もな く、 さえぎる 人 もない ままに、 ゆつ く 

へ さき 

リと、 心 ゆく ばかり 漂い 行く わが 舟の 舳先 を、 われと 

見送って いるう ちに、 全く うっとりした 気持に なって、 

右の 手 を 後ろへ 軽く ささえた 時に、 左の 手 は、 いつの 

まに か 振袖 を搔き 上げて、 それで 口 を 覆うて おり まし 


た。 この 形 は、 よそから 見たら、 消え も 入りたい よう 

な、 恥 かし さの 形に 見えます が、 お雪ち やん その 人 か 

らいうと、 有心 無心の 境 を 過ぎて、 わが 行く 舟の 舳先 

に うっとり してい るば かりです。 

そのうちに、 天地 は、 磨ぎ 水 を 流した ような 模糊と 

した 色で、 いっぱいに 立て こめられました。 月 は 隠れ 

たので はない が、 この 白色の 中に 光が、 まんべんなく 

溶け込んだ ものでしょう。 舟 は、 進んで いるの か、 と 

どまって いるの だか、 ちっとも わかりません が、 漂う 

こうちゃく 

てはいる のです。 膠着して いるので はない、 浮かれ、 

うら ぶれ、 漂いながら、 一 つと ころの ような 湖面に 戯 


れ ている らしい。 

そうして、 やや 長 い 時の 間、 お 雪ち や ん は感 きわま つ 

て、 

「死にたい、 死にたい」 

と、 すすり泣 きをし ました。 

「このまま 死んで しまいたい」 

「そんなに 死にたい か」 

「山の 女王 様に 合わす 面が ございません もの …… 夜が 

明けて、 人目に かかって、 町 を 晒されながら 帰る のが 

辛 いんです もの …… 助けられる のがい やなんで す もの 

…… いつまでも、 いつまでも、 こうして お 月見が して 


いたいん です もの …… 夜が 明けなければ いいのに …… 

朝に なって、 人に 面 を 見られる のが 辛い …… ああ、 夜 

が 明けなければ い い … … 舟が 動かなければ いい … … こ 

のま ま、 舟が、 水の 底へ、 水の 底へ と、 静かに 沈んで 

行って しまって くれたら なおい い …… このまま、 死ん 

でしまい たい …… 先生、 あなた も 死んで 下さらない、 

このまま、 この 湖の 中で 溶けて 死んで しまいたい」 

と、 かぶり を 振りながら、 お雪 ちゃんが 言いました。 

お雪ち やん は、 せっかくの 髪 を 乱して、 泣きながら、 

「ねえ、 先生、 あなた も 死んで 下さらない、 このさき 

生きて いたって、 つまらない じゃありません か。 苦し 


まないで 死ねる の は、 今晩の ような 晚 だけです、 楽し 

んで 死ねる の は、 こういう 晚 でなければ ございません、 

さ お 

二人に 死ねと 言って 棹が 奪われた のです。 ねえ、 あな 

た、 本当に 死んで 下さらない、 一生のう ち、 喜んで 死 

ねる 日が 幾度ありましょう  こういう 時に 死なな け 

れば、 死ぬ 時 は ございません」 

お雪ち やん は、 昂奮して 言いました。 

「ねえ、 あなた、 御 返事が な いのは、 御 承知なん です 

か。 死ぬなら 綺麗に 死にたい ものです、 綺麗に 死ぬ に 

は、 死骸 を だれに も 見せない に 限ります、 竹 生 島に 近 

いところ は、 水が 深いそう です、 金輪際と いうと ころ 


まで 底が 届いて いるそう です、 同じ ことなら、 そこで 

死にたい、 そうして 永久に 死骸が、 この 世の 波の 上へ 

は 現われて 来ない ところで 死にたい。 あなた、 その 水 

の 深さ を 測って 頂戴、 そこで 死にたい」 

とお 雪 ちゃんが、 むつ かりました。 

「このまま 人に 助けられて、 後ろ指 を さされる の は、 

わたし 死ぬ よりも 辛い、 そうかといって、 へたに 死ん 

なきがら  ごう 

で 亡骸 を 二度と 世間の 業に さらす の は、 なおい や だ I 

I 死 ぬん なら、 魂 も、 身体 も、 二度と この 世へ 戻って 

来ない ような ところで 死にたい …… 」 


五十 九 

度胸 を 据えた お雪 ちゃんの 態度 は、 驚く ばかり 冷静 

になり、 その 言語 もまた 甚だ 雄弁に なりました。 

「ねえ、 先生、 あなたのお 眼 も、 それだけ 丹精して 癒 

ら なければ、 もう 癒り ません よ、 あきらめた 方が よろ 

しいです。 よしんば 癒った にした ところで、 また 同じ 

世界 を、 同じ 眼で 見直さなければ ならない としたら、 

いっそ、 苦痛じゃありません か、 一度で 済んだ 思い を、 

一 一度し なけり やならぬ というの は 因果で ございましよ 

う、 癒らない ものと おあきらめなさい ませ。 そうして、 


全くお 眼が 見えない ものと きまったら、 生きて いたつ 

て 仕方がない でしよう、 不自由な 思い をして、 人のお 

世話になりながら 生きて いたって、 つまらない じゃあ 

りません か、 ここらで 一生涯の 見切り をつ けて、 これ 

からまた 出直して ごらんに な つ てはい かがです …… わ 

たし だって、 どうして 今日まで 生きて いたの だか、 何 

のために 生かされ ていたの か、 ちっとも わかり は 致し 

ません わ。 山の 女王 様の ように、 すべてに 力が 張り 

きって、 自分の 思うよう に、 この 世の中 を 征服して 行 

こうと いう 意地が あるならば 格別、 そうで もない わた 

しなん ぞ、 有っても 無くても いい 存在なん です、 いく 


ら 生きた からと て、 ただ 繰 返す だけの ものなん です、 

本当に 快く 死ねそう な 時、 死ねる と 思う 時に 死ぬ のが 

勝ちです …… そうして、 この 生涯 を 改めて 出直した 方 

が 賢い のじ やない か 知ら」 

すらすらと お雪ち やん は、 問いつ、 答えつ しました 

が、 相手の 納得と 否と に は 少しも 頓着な しに、 

「です けれども、 あらためて 出直す という ことに も考 

えなく ちゃな リ ません、 罪の 深い もの は 次の 世で は 一 

層 悪く 出直す より ほかに 道がない とすれば、 おた がい 

に、 現在より もっと 悪い 道 を 出直さなければ ならない 

としたら、 出直す こと さえ 考え ものです ね。 先生、 あ 


なた は 生れ かわって 来る としたら、 来世 は 何に なって、 

おぼしめ 

この 世へ 出た いと 思 召します …… 」 

と 問い かけて みたが、 相手 は 返答がない。 また 返答 を 

予期しても いないから、 お雪 ちゃんの ひとり 舞台で は 

ない、 独り 演説に 過ぎない。 

「わたし は、 もう 二度と この 世へ は 生れて 来ない こと 

にきめ ました、 どんなよ い 身分のと ころに も 生れて 来 

たくはありません、 全く 浮ばれない ところへ 沈んで し 

まいたい のです。 けれども、 業と いう ものが 尽きない 

で、 来世 もまた、 何 かの 形 を 取って この 世へ 生れ 変つ 

て 来なければ ならない とすれば、 わたし は 何 を 選び ま 


しょう —— 美しい 花に なりましょう か、 きれいな 鳥に 

なりましょう か。 それ もこれ もい やです。 花 は、 しぼ 

ん だり、 枯れたり する の を 見る のがい じらしい。 鳥 

だって、 生きたり、 死んだり、 追われた りします もの。 

といって、 木 や 石に なって、 口 も 利け ないで、 踏んだ 

り、 蹴られた りする の もい やです ね —— わたし は、 自 

分の 名の 通り、 来世 は 雪に なりましょう、 雪と なって 

なら、 生れ 変って 再び この 世へ 出ても よいと 思います。 

雪 も 北国の 雪の ように、 何 尺 も、 何 丈 も、 つもって 溶 

けない ような、 しっこ いのは 嫌です、 朝 降って、 昼 は 

あわゆき 

消える 淡雪 —— 降って いるう ち は 綺麗で、 積る という 


こと を しないう ちに、 いつ 消えた ともなく 消えて しま 

う、 春 さきに この 湖の 中な どへ、 しんしんと 降り込ん 

で 落ちた ところが 即ち 消えた ところ、 あの 未練 執着の 

ない 可愛 ゆい 淡雪 —— あれなら ば 生れ 変っても 損 はな 

い。 どうしても 二度 この 世へ 生れ 変って 来なければ な 

らな いとしたら、 わたし は、 春 ふる 雪と なって、 また 

お 目に かかる ことに 致します」 

六十 

舟 は、 やっぱり、 進む ともなく、 退く ともなく、 水 


の 上に 漂うて いる。 あたり は 模糊と して、 磨ぎ 水の よ 

うな 水気が 流れて いる。 

お雪ち やん その 人が 本来の ロマンチストで あるのに、 

この 時 は、 前に 言う 通り、 全く 度胸が すわって、 恐怖 

と、 心配と いう ことから 全く 解放され て、 いよいよ 驚 

くべき 大胆と、 明瞭との 気分に なって 行く のです。 

「ああ、 すっかり いい 気持に なりました、 帰る こと を 

思えば、 船の 足が 心配になります けれど、 もう 帰らな 

いと 心 を 決めて みます と、 船なん ぞは、 進もうと も、 

退こうと も、 浮ぼうと も、 沈もうと も、 少しも 心配に 

なりません。 また 引返して 閉じこもる 夜の ある こと を 


思えば、 お 月見の 気晴 しも 結構です けれども、 もう 今 

晚 しか 夜がない と 思えば、 お 月 様なん ぞ、 有っても 無 

くても、 美しい とも、 悲しい とも 思い はしません。 明 

日と いう 日が あれば こそ、 今晩に 名残りがないでも ご 

ざいません が、 こうと 心 持が きまって しまえば、 明日 

という ものに 未練が ございません。 死ぬ という こと は 

愉快な もので ございま すね、 わたし、 今までに、 今晚 

の ただ今の ように、 心 持の 晴々 した こと は ございませ 

ん、 先生、 わたしが 踊れるなら 踊って 上げたい、 歌え 

るなら 歌って 上げたい、 この 上、 なんでも 御所 望して 

下さい、 おっしゃる 通り、 なんでも 思い切って、 あな 


たの ためにして 上げる わ。 です けれども、 わたし は、 

歌う 人で もな し、 踊れる 人で もない ことが うらみなん 

です。 ああ、 死にたい、 死にたい、 こんなに 愉快に 死 

ねる 晚は、 一生に 二度 は ある もので は ございません、 

先生、 早く わたし を 死ねる ようにして 下さい」 

猫が またたびに 身 を摺リ つける ように、 お雪ち やん 

み も だ 

は 船ば たに 身悶え をし ました。 

その 時に、 模糊と して 磨ぎ 水の ようになつ ている 水 

面の 霧の 中 を 漂って、 ほんと に 微かに 物の 音が 動いた 

と 言って、 変態に 昂奮す る 心と、 異常に 澄みき つた 神 

経のお 雪 ちゃんが、 耳 を 引立てました。 


「あ、 あなた、 鐘が、 鐘が 鳴りました」 

今まで 雄弁であった 口 を 沈黙せ しめて、 しきりに 耳 

を 引立てた けれども、 鐘の音なる もの はもう 聞えない。 

「今の は、 たしかに 鐘の音でした。 鐘の音が 聞え たと 

すれば、 もう 陸が 近いので す、 陸で なければ 島で しょ 

う、 竹 生 島へ 近づいた のか も 知れません、 そうでな け 

れば、 ああ、 そうそう、 先生、 今の はきつ と 三 井寺の 

鐘なん でしよう、 三 井寺の 鐘に 違いありません、 七景 

は 霧に かくれて 三 井の 鐘って、 どなた かの 発句に あり 

ました、 ここ は 琵琶の 湖の 中に 違いありません から、 

聞え る 鐘 も 三 井寺の 鐘なん です、 鐘の音 も 多い うちに、 


三 井寺の 鐘の音 を 聞いて 死ぬ なんて、 ほんと に 今晩は 

何から 何まで 死ぬ ように 出来て いる 晚 なんです、 早く 

死にましょう、 夜の 明けない うちに …… この 世 も 名残 

り、 夜 も 名残り、 死にに 行く 身 をた とうれば、 仇し ケ 

原の 道の 霜、 一足ず つに 消えて 行く、 夢の 夢 こそ 哀れ 

なれ …… あの 文章の 気分 も、 今晚 という 今晩は、 すつ 

じょうる リ 

かり わかりました、 あんな 浄瑠璃の 中の 人 たちのよう 

に、 切羽つ まった やる 瀬の ない 気持で なく、 本当に こ 

ん なに 愉快 を尽 して 死ねる のです、 わたし は 幸福です、 

この 気分の 醒めない うちに、 死ねる ようにして 下さい 

…… ねえ、 あなた、 こんな もの 取って おしまいなさい、 


取って 海へ 投げ込んで おしまいなさい」 

お雪ち やん は 物 狂わしく させられて、 竜 之 助の 腰の 

脇差 を、 思いきって 邪慳に 虐待して みました が、 

「でなければ、 この 刀で、 わたし を 一思いに …… 」 

死 を 誘惑す る 器で あると 見直して みると、 怖い もの 

までが 無上 に 可愛 ゆくなる。 

「ほんとうに、 水で 死ねなければ、 この 刀で …… これ 

で、 あなたの 手に かかって 死にたい」 

六十 一 


「刀 は 男の 魂 だから、 虐待して はいけ ない」 

と、 この 時 はじめて 竜 之 助が、 物 狂わしい お雪ち やん 

を 言葉で たしなめました。 けれども 今晩のお 雪ち やん 

は、 そんな ことで 聞き入れる お雪ち やんで はあり ませ 

ん。 

「今と なって、 男の 魂 もないでしょう —— こんな もの 

海へ おつ ぼり 投げて おしまいなさい」 

差して いた 脇差 を 邪慳に 虐待した お雪ち やん は、 今 

度 は 傍らに さし 置かれた 長いのへ 手 を かける と、 それ 

を も 邪慳に 引った くって、 船べ りから 湖水へ 向けて、 

まさに 投げ こみ まじき 仕草に 及びました。 


「それ は 勘弁して くれ、 それ はま だ 捨てられない 品 だ」 

と 竜 之 助 は、 片手 を 殺して いながら、 片手 をのべ て、 

お雪 ちゃんの 手から、 刀の 鐺を とって、 おさえて しま 

いました。 

「そうでしょう、 これ は、 あなたに とって 大切な かた 

みなんで すから ね、 姉さんの 心づ くしで いただいた 新 

刀 第 一 、堀 河の 国 広なん ですから、 これ は 惜しいで しょ 

うよ」 

と言うお 雪 ちゃんの 言葉 は、 今晩に 限って、 たしかに 

もの  け 

物の怪に とりつかれて いるに 相違ない ほど、 たかぶつ 

たかんの 物言いぶ りです。 


「よく、 覚えて いるね え」 

と、 子供 を あやなす ように 竜 之 助が 感心す ると、 

「覚えて いなく つて どうす る ものです か、 その 刀 ゆえ 

に、 姉さん は 殺された のです、 そうして、 わたし もま 

た …… 」 

「飛んでも ない こと を 言う、 い つど こで 拙者が お雪 

ちゃんの 姉さん を 殺しました」 

こうしん づか 

「江戸に 近い 巣 鴨の 庚申 塚と いうと ころで、 わたしの 

姉さんが、 あなたに 刺し殺され たという こと を 夢に 見 

ました」 

「それ はヒド い、 夢に 見た こと を まことの ように、 な 


すりつけ るの はヒド い」 

「何が ヒドぃ ことがある ものです か、 姉さんば かり 

じ やない、 いっか 一度、 わたし も その 刀で 殺され るん 

じ やない かと、 あの 時から 覚悟 を きめてい ました、 わ 

たし だって、 あなたが ごらんに なって いる ほど 子供 

じゃあ リ ません」 

「あの 時と は …… 」 

「存じません、 存じません、 弁 信さん に 聞いて ごらん 

なさい、 あなた は 弁 信さん を斬リ そこねた から、 わた 

し を 斬った のです、 いいえ、 弁 信さん の 身代りに、 い 

つかわた しが 殺される 時が あるで しょうと、 あの 時 か 


ら 覚悟 を きめてい ると 申し上げて いるんで す」 

「夢と、 まことと、 一 緒に する のみならず、 自分の 頭 

で 考えて いる ことと、 これから 後の 出来事と を、 みん 

なごつ ちゃに したがる、 お雪 ちゃんの 悪い 癖 だ」 

「でも 大抵 は 後の 出来事が、 みんな 最初 思った 通りに 

なって 行 くんです もの。 あなた は、 いつぞや おっしゃ 

いました、 この 長い 方 は 人 を 斬る 刀で、 短 いのは 物 を 

剌す 脇差 だ、 人が ましい もの はこれ で 斬る が、 女子供 

はこれ で 刺す —— 脇差で 斬る の は 畜生 か、 人間並みに 

数えられな いものに 限る、 と、 わたしに 教えて 下す つ 

たこと がご ざいました。 わたしなん ぞは、 とても、 こ 


の 長い 刀で 斬られる ほどの ねうちの ある 人間で は ござ 

いません から、 この 短い 方で 結構なん でございます」 

と 言って、 お雪ち やん は、 今更の ように、 今まで 投げ 

ほう 

るの 抛る のと 言った 長い 刀 を、 竜 之 助の 手に 戻して 置 

いて、 また 腰に さした 脇差の 方に とりついた ものです。 

「わたしなん ぞは、 とても 人間並みに 扱って いただけ 

な いんです から、 この 短い ので、 斬るな り、 刺すな り、 

突くな リ、 存分にな ぶり 殺しに していた だきましょう。 

ああ、 焦れったい、 こうして いるう ちに 夜が 明けたら、 

なんどき 

どうしましょう。 いったい、 何 刻なん でしよう、 たつ 

た 今、 鐘の音が 一 つ 聞え たばつ かりで、 あと は 聞え ま 


せん、 七ッの 時が 六ッ 鳴りて …… 七ッ にも、 六ッ にも、 

ここで は、 さっぱり わかりません。 まあ、 さっきから 

こんな 暗くな つてい るの が、 今 わかりました、 霧の 中 

でむせ 返って いたお 月 様が、 今度 はほんと うに 山の 中 

へ 落ちて しまったん でしよう、 真暗くな りました。 い 

つまで も、 いつまでも、 この 通り 真暗で 夜が 明けな け 

れ ばいい の だけれ ども、 この 世に いる 限り、 暮れない 

曰と いう もの はなく、 明けない 夜と いう もの も ござい 

ません、 こうして いるう ち 時が 経てば、 きっと 夜が 明 

けます、 夜が 明ければ、 わたしたち は 生 恥 を さらさな 

ければ なりません、 そのく らいなら、 いっそ …… あな 


たが 殺して 下さらなければ、 わたしの 手で 死にます I 

I」 

お雪 ちゃんの 昂奮 は、 まさしく 狂乱の 域に 入って、 

竜 之 助に 武者ぶ りつき ましたの を、 竜 之 助 は 片手で 軽 

く あしら つ て、 

「死にた ければ、 水へ 入らず とも、 刃物 を 用いず とも、 

いくらでも 死に 方 は あるの だ」 

「どんな 仕方で もよ ろしう ございます、 早く 死にたい、 

早く 死なして 下さい」 

「では、 こういう ふうに して」 

片手 を 殺して いる 竜 之 助 は、 一方の 猿臂 をのべ て、 


お雪 ちゃんの 背後から、 咽喉 部へ ぐっと 廻して 締める 

しかた をす る。 

「あ！」 

「それ ごらん、 苦しいだろう、 いよいよ となると 死ぬ 

の はい やだろう」 

「いいえ、 そうじゃ ございません、 不意で したから、 

少し あわてた までです、 もう 驚きません、 です けれど 

も 先生、 殺して 下さるなら、 なるべく 苦しませな いよ 

うにして 殺して 下さい」 

「では …… こうして、 静かに、 そろそろと」 

「そうして 下さる うちに、 息が つまつ て 来る のです か」 


「そうだ —— 苦しい とい つ て も 一 思いだ」 

「 一 思いに、 苦しませな いでね」 

「よしよ し」 

「あ、 切ない」 

「まだ 締め やしない」 

「でも、 先生、 こうして 確かに 殺して 下さ るんで すね」 

「お前が、 あんまり 死にた がるから」 

なま ごろ 

「生殺し …… また 息を吹き返して、 二重の 生 恥 を さら 

すよう な こと は ございま すまいね」 

「殺す 以上 は、 そんな 未練な 殺し 方 はしない」 

「あなた は、 そういう 仕方で、 前に 人 を 殺した 経験が 


お有りな さいます か」 

「あるか どうか 知らないが、 お前の 知っている 限りで、 

あの 飛驊の 高山 のィャ なおば さんと やらが、 この 手で 

死んだ」 

「ェ」 

ななしぬ ま 

「この 手で 誰かに 締められて、 そのまま 無名 沼の 底に 

沈んだ、 別段、 苦しがる 暇 もな く、 安らかに、 無名 沼 

の 底へ 落ちて 行った が、 あの 婆 様 も、 まさか 殺される 

と は 思って いなかったろう。 それと 違って 今晩は、 殺 

される 当人が 死ぬ ほど 所望 だ し 、 無名 沼より 有名な 琵 

琶 湖の 真中 だから、 死 栄えが あるだろう」 


「ェ、 先生、 何です つて？」 

「まあ、 死ぬ とき まったら 黙って …… 」 

「いえ、 あの、 未練で は ございま せんが、 もう 一言」 

「いや、 死ぬ とき まったら、 だまって 死ぬ がよ い」 

「  」 

お雪ち やん は、 何 か 言おうと した けれども、 もう 口 

き  はげ 

が 利け ません、 五体 を 劇しく わななかせて、 死に もが 

くように 見え ましたが、 その 力 はもう 及びません でし 

た。 

六十 二 


目的の 成否に かかわらず、 三日 以内に は 一応、 船へ 

ことづて 

戻る と 言伝 をして いた 田 山 白雲 は、 早く も 一 一日 目の 晚 

ひょうぜん 

に 飄然 として 立 戻って 来ました。 

まず 驚喜した の は 清澄の 茂太郎 でした けれども、 再 

応 失望せ しめたの は、 七兵衛 親爺 を、 いずれの ところ 

から も 同行して 来た 形跡の ない という ことでした。 

つまり、 一石二鳥 のうちの、 マドロス という 一 鳥 は 

見事に 打ち落して、 掘 出し物の 柳 田 平 治 を目附 として 

首尾よく この 船へ 送りつ けて 来て は あるが、 七 兵衛の 

行方に 至って は、 甚だ 手 ごた えがない という ことの 


報告 を 聞いて みると、 一同が 且つ は 喜び、 且つ は 憂え 

もした ものです が、 それらに 頓着が なく、 ほとんど、 

田 山の 帰る こと を 待ち 切れる か 待ち切れない かの 呼吸 

で、 その 夜のう ちに、 駒 井の 無名 丸が 月 ノ浦を 立ち 出 

でて しま つたので す。 

大体に 於て、 こういう 手 害ではなかった のです が、 

こう も あわただしい 船出 をして しまったの は、 何 か 別 

にさし 迫った 事情と いう ものがなければ なるまい と 思 

われます。 

それ はさて 置き、 船 は グング ン松島 湾 を あとに して、 

早く も 大海原へ と 乗り出して しまいました。 いずれへ 


行く 目的 か はわから ない にしても、 その 針路の 向う と 

ころに よって 見る と、 北 を 指して いる。 

その 夜、 波 も 風 も 至って 穏 かです。 正面き つて 海図 

を ながめて いる 駒 井 甚三郎 に 向って、 田 山 白雲 は、 室 

きょく 

の 一 隅の 長椅子に 寝そべる ように 巨軀を 横たえて、 

らいらく 

磊落な 会話 を 投げ かけて いる —— 

「駒 井さん、 さいぜん、 あの ウス ノロの 奴の 運転ぶ リ 

とく 

を 篤と 視察して 来ました よ、 奴、 神妙に 運転に 従事し 

つつ、 ことに 拙者の 姿 を 見る と、 ふるえ 上って、 固く 

むし 

なって 働いて いる ことが 寧ろお かしい。 あらゆる 生活 

に 於て、 およそ 睨みの きかない こと 夥 しい 我輩 も、 


あいつに ばっかり は 苦手と 見えて、 拙者の 前で は、 手 

も 足 も 出ない。 だが、 ひとたび 船の 機関 をい じらせる 

と 手に入った ものです。 あいつ は、 たしかに 蒸気船の 

機関 手と して は 有数な 腕前 を 持って いると 認められ ま 

す、 拙者に は、 船の こと は 何も わからん が、 その 態度、 

調子、 呼吸に よって、 あいつが 蒸気船の 機関 方に 熟し 

きってい るの を 見て取り ましたよ。 あの ウス ノロ も、 

その 職務に 於て は 非凡 だ、 人間と いう やつ は、 どこか 

に、 何 か 一 つ は 取 柄 を 持って いる、 ウス ノロ も、 あの 

一能の ために、 暫く 存在 を 許されて いる」 

白雲が、 マドロスに 就いて、 嚙んで 吐き出す ような 


上げ下ろし を 試む ると、 浮かぬ 面 をして いる 駒 井 も、 

「そうです —— あれが いなければ、 こう 滑らかに 船 を 

出す こと はでき ません」 

「痛し痒しで すねえ。 ああい う 奴 は、 厳重な 刑罰 を 加 

えて、 目に 物見せ て 置かなければ ならぬ 奴です が、 暫 

くその 罪 を 不問の 形で、 船の 進退 を 托して やる の は、 

遺憾と 言うべき だが、 功 を 以て 罪 を つぐなわせる 政策 

も、 時に とっての 応用です」 

「他に 人がない、 人 を 捨てれば 船が 廃る という 場合、 

創業の 時代に は 得て してそう いう 経験 は 有り勝ち だが、 

最後まで それで あ つ て はなるまい」 


「無論、 あんなの はおつ ぼり 出しても、 代りが あると 

いう ことで なけり やならん。 だが、 人 を 作る というの 

は 一朝一夕にで きないです、 貴殿に しても、 学問の 上 

から は、 あらゆる 船の 学者 だが、 実地 操縦の こと は、 

一朝一夕 という わけに はいくまい、 拙者の 如き も、 筆 

を 持たせれば、 相当な こと はする けれども、 船 を あず 

けられて は 手 も 足 も 出ない、 その他、 乗組の 連中、 こ 

の 点に 於て は、 世界 を またに かけて いる あの マドロス 

に は 逆立ちしても かなわない。 しかし、 技能 は 技能と 

して、 船の 風紀 は 風紀の 問題です、 船の 統制 上、 その 

風紀 を 紊乱した 奴 を、 安閑と して そのままに は 置かれ 


な いのは 当然です、 拙者に 於ても 帰来 早々、 断然た る 

放逐 処分 を 貴君に 進言す るつ もりで 意気込んで 戻って 

来たので すが、 あいつの 操縦の 腕 を 見る と、 不覚 千万 

にも その 意気込みが 少々 鈍つ てきた のです。 どうです、 

駒 井 船長、 むしろ この 際、 眼 をつ ぶって、 あいつ を ゆ 

るして やつ て、 新たに 任務 を 励行させる ようにしたら」 

「拙者に とって は、 許す も 許さん もない が、 船の 乗組 

全体が、 あれに 対して、 一人 も 好意 を 持って おらん の 

です、 毛唐の くせに、 日本の 女 を 自由にして、 誰 はば 

からず 痴態 を 演じて いる、 それ を 朝夕 見聞して、 他の 

乗組が 不平 を 鳴らす の は 無理 もない。 船長と して、 船 


の 風紀の 上から、 あの まま にして置く こと はでき ない、 

それ をし ないで いると、 拙者の 威信 問題よりも、 あい 

つの 一命が あぶない、 早晚、 多数から 私刑 を 受けて、 

海中へ 投げ込まれる くらいの こと は、 目前に 起り 兼ね 

ない の だ —— 船が 宫 古へ 着いた 上で、 相当の 断罪が 行 

われなければ なるまい」 

「それ は、 そうなければ ならぬ こと —— だが、 彼 を 失つ 

てこの 船が 動きます か」 

「本来、 期待して いなかった 人間 だから、 彼な しとい 

えど も、 やれなければ ならない 性質の 我々 の 船な ので 

す、 何とか 動かない はず はない と 思って いる」 


六十 三 

駒 井 船長の 答えに 満足せ ぬ 田 山 白雲 は、 

すの さき か いがん 

「それ は いささか 心細い、 本来、 洲崎 海岸 を 出る にし 

てからが、 事態に 迫られて 出た ので、 準備 完了して 出 

たわけで はない、 昨今、 月 ノ浦を 出た の も 同様な の だ、 

この辺で、 未熟な 機関 方の 手に かかって、 魚の 骨 をの 

どへ ひっかけ たような 醜態 を 演じて は、 世間の 物笑い 

のみならず、 一 船 全体の 生命 問題になる でしよう」 

「それ はわ かってい る、 我々 と 従来の 手勢で も、 やつ 


て やれない 限り はない、 絶望と いう ほどで はない。 

やって やれない 限リ はない と 思って いるが …… 」 

ま ね 

「しかし、 あの ウス ノロの 真似 はでき ません な、 あの 

ウス ノロが やる 通り、 この 通り 滑らかに 船 を 運用す る 

こと は 到底 不可能でしょう。 あいつならば、 どんな 悪 

天であろう とも、 インド、 アメリカの 果てまで も 平気 

で 乗り切る だけの 腕 を 持って るが、 残念ながら 諸君で 

は、 世界 はおろ か、 日本の 領海で も、 まだ 全く 心許な 

いと 遠慮のない ところ、 拙者 は 想像して いる。 もとよ 

り、 船中の 統制と 風儀 は、 それ以上の 問題で ある こと 

は、 拙者に 於ても わかりきって いるが、 そこのと ころ 


を ひとつ、 何とかう まく 調節が できません かね、 今時 

はやる 公武合体 とか、 相剋の 緩和と いう やつで —— ど 

うです、 駒 井さん、 断然 あいつ を 許して しまって やら 

せたら どうです か、 徹底的に」 

「断然 許す と は、 どういう 名分に よってで すか」 

「つまり 問題 は、 ただ 一 つの 性の 問題に 帰着す るんで 

すな、 そのほかに、 あいつ は、 深いた くらみ や、 慾 望 

を 持てる ほどの 奴で はない のです、 そこで、 あの 

いんぼん むすめ 

淫奔 娘 を、 あなたの 仲人の 下に、 あいつと 結婚 させて 

しまつ たら どんな ものでしょう」 

「そうすると、 私通 淫奔 を 是認した 上に、 その 結婚 を 


成功 させて やる、 罰すべき を 罰せず して、 これに 自由 

と 放縦 を 与える、 という 結果に なり はせ ぬか」 

「いや、 そうでないです、 今までの 罪 は 罪と して、 船 

きっと 

長に 代って 拙者が ひとつ、 屹度い ましめ てみ ましょう、 

しかる 後、 彼 を 正式に 結婚の 形式 を 取らし め、 心 を 入 

れ 替えて 職務の 励精 を 誓わせる —— という 段 取 リは不 

自然で ない と 思われる です が」 

「いやし かし、 この 乗組に も 他に 若い者が いる、 彼 一 

人が 細君 携帯で、 いや、 もう 少し 立 入る と、 その 細君 

そのものが、 果して 細君た る 検束 力 あり や 否や —— 」 

「ふ— ん、 あの 娘の 貞操の 保証が できません か」 


「そうです」 

「そいつ は 困った な」 

珍しく、 この 場で は、 田 山 白雲が 最初から 妥協 的に 

出で ている。 厳重な 刑罰 を 意気込んで 来た 白雲の 心 持 

が 一 転して、 船の 活用の ために、 どうかして、 あの ゥ 

ス ノロの 存在 を 取 持つ て やりたい ことに 苦心 をして い 

る。 その 特赦の 名分 を 見つけ 出す ことに 苦心 をして 

やって いるが、 結局、 それ も 思うよう に ゆかない。 罪 

は 憎い し、 人 は 惜しい。 白雲 はしき リに 当惑して いる 

が、 当惑の 点より 言えば、 当の 船長た る 駒 井 は、 それ 

に 幾 倍の 上 を 行って いる はず、 或いは また、 現に 相当 


の 断案 を 持って いるの か、 さの み 困惑の 色 を 見せない 

で、 

「この 問題 はた だ、 一人 一箇 だけの 問題で はない の だ、 

我等の ために、 目下の 一 つの 試験問題 であると 共に、 

将来、 我々 の 団体の ために、 身 を 以て 解決して 置かな 

ければ ならない 問題 だから、 深く 考えて、 強く 実行し 

て 置かなければ ならない」 

「いかにも そうです。 そうして、 駒 井さん、 あなたの 

腹の 中で は、 もう その 解決の 道が ついてい るので すか」 

「まだ 断案までに は 至って いないので すが、 二つの 道 

はたし かにあります」 


「それ は？」 

「単に この 一事 件の ためで はない、 我々 の 社会に、 今 

後 必ず 繰返して 起り 来る —— 我々 というよりも、 むし 

ろ 人間 生活 全体に いつまでも 起って、 いつまでも 解決 

しきれない 問題の 一 つの 残骸と して、 その 根本的な 手 

段と 方法 を、 研究 的に 調べて置きた いという 拙者の 念 

願 は、 今日に 始まった ことで はない のです —— 田 山 さ 

ん、 ごらんなさい、 私 は洲崎 時代から、 この 通リ、 研 

究 論文 を 作りつつ あるので すよ」 

と 言って 駒 井 甚三郎 は、 書架の 上から、 かなり 部厚な 

草稿 を 取つ て 田 山 白雲の 眼の 前に 示しました。 


駒 井 甚三郎 は、 田 山 白雲の 前に 一 冊の 草稿 を 提示し 

て、 諄 々 として 語りました —— 

「日本 も、 王朝 以前 は、 今日から 見れば 乱倫と 称せら 
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るべき 道徳が、 公然と 行われました。 欧羅巴で は 今日、 

宗教の 関係で、 表面 は 一夫一婦 という ことが 厳重に 守 

られ ている けれど、 内面 は 必ずしもそう ではない、 一 

夫 一 婦 道徳に 対する 事実上の 反逆者 は、 その 法王 を は 

じめ、 数多い ことら しい、 理論 上の 反逆者 も、 拙者が 


知っている だけで も 少ない 数で はない のです」 

「なるほど —— 毛唐 は、 表面 なかなか やかましく 言う 

が、 裏面 はヒド いそうです」 

「表裏の 反覆す るの は、 西洋に 限った こと はない、 到 

ると ころに あるので す、 偽善と いうより は、 むしろ 人 

間の 通有性、 弱点と 見た 方が いいでしょう。 その 弱点 

を 覆う のに、 或いは それ を 向上せ しむる のに、 道徳 を 

用うる という ことに もなる のです が、 その 道徳に 異論 

が 出て 来る。 現に、 耶蘇の 教えで、 表面 一夫一婦に 統 

制されて いる 西洋に も、 プラト— というよ うな ェ ライ 

学者 は 公然、 婦人の 共有 を 唱えて いるので すから な」 


「婦人の 共有と 言います と …… つまり、 一 夫 一 婦 宗教 

なんという 垣 を 取 払って、 そうして、 人妻に 我 も 恋せ 

め、 我が 妻に 人 も 言い寄れ、 という ことになる のです 

か」 

「妻と いう もの を 認めないで、 婦人 は 男子の 共有と い 

うこと になる、 反面から 言えば、 婦人 側から 言えば、 

婦人 はまた 男子 を 共有す ると いう ことに もなる ので 

す」 

「そうすると、 女 はみ な 女郎なん ですな、 同時に 男 も 

みな 男郎 —— 男郎 というの もお かしな もんだ が、 そん 

な 乱暴な 説 を 唱える 学者が あるので すか」 


「それ は 理論で、 もとより 実行ではありません が、 そ 

の 理論から 出立して、 いろいろの 是々 非々 が あるよう 

です、 物質の 共有 はよ ろしい が、 婦人の 共有 はよ ろし 

くないと いう 説 …… 」 

「それ はそう でしよう、 現に この 船 なぞ も、 駒 井 氏の 

私有と はいう ものの、 事実 は 志 を 同じう する 人の 共有 

といった ような 性質 を 帯びて いるに 相違ない が、 人間 

を これと 同様に 扱って、 誰でも 乗れる —— という こと 

になったら 大変 だ」 

きわ 

「しかし、 理論 を 究める 学者 連の 勝手に 言わせる と、 

物 も、 人 も、 結局たい した 差別 はない ことになる、 あ 


ちらに は 昔から、 ュ トピ ァ という 言葉が あるので す、 

い ま 言 つた プラト ー という 人が 言 い 出した 言 葉で、 つ 

まり、 新しい 国 を 造る という ことなの です、 今までの 

国家に は、 いずれに も、 今までの 歴史と 習慣と いう も 

のがあって、 本当に 理想の 生活 を 営む ことができない、 

そういう 伝統の 絶無な 社会 を 想像して、 それ を ュトピ 

ァ 国と 名 づけ、 こう もしたら 人間が 楽に 生活が できる 

か、 ああ もしたら 人間が よく 治まる かと、 それ を 空想 

に 托して 書いた ものです。 そういう 類の 書物が 西洋 

に はたく さん あるので す、 日本の 馬 琴が 書いた 

むそうび ようえ 

夢想 兵衛 のよう な 幼稚な もの ではない、 空想と は い え、 


なかなかし つかりした 根拠 を 以て 書いて いるが、 日本 

だと、 ああい う 議論 をす る 書物 は、 さし 当り 絶版 もの 

でしよう、 ことに 最近 は —— 仙 台の 林 子 平 や、 三 州の 

渡 辺畢山 あたりで さえ、 あの 通り やられる の だから。 

しかし、 西洋 は そこへ 行く と、 国柄が 違う から、 言論 

が 自由です —— そういうの を 読んで みると、 奇抜に 驚 

かされ もす るが、 なかなか 感心す るの も ある」 

「なるほど、 現実に は 到底で きない 相談 を、 小説に 書 

いてみ ると、 書く 方 も、 読む 方 も、 共に 愉快で 罪が な 

いという のでしょう、 貴君 は そこ へ 行く とぺ 口が 自由 

だから、 何でも 人の 知らない 書物が 読める、 羨ましい 


です」 

と 白雲が、 駒 井の ベロの 出来る こと を 羨ましが つてい 

るの は、 今日に 始まった ことで はない。 ぺロ というの 

は、 西洋 語と いう ことで、 白雲の 専用 慣用語な のです 

が、 駒 井 は、 

「実際、 空想 だけで はつ まらない が、 そこに 科学的の 

根拠が あると、 我々 に は 面白い のです、 移して 以て、 

実現せ しめてみ ようとい う 気に もなります からな」 

「そうそう、 あなたの は 確かに その 実行力 を 持って い 

らっしゃる、 この 船で 無人 国土 をたず ねて、 理想 楽土 

を 打 立てて やって みょうと いう ことが、 他人に は 途方 


もない 空想 だが、 あなたに は 目前の 実行 ですからな」 

しき 

「とにかく、 そういう 書物 を 頻りに このごろ は 読み出 

しています、 こうなる と、 書物が もっと 欲しいです、 

江戸に いた 時、 必要 以上に 買いた めて 置いた のが、 今 

では 大いに 助かり ますが、 それでも 不足 を 感じつつ あ 

ります、 理想の 国土へ も 着いて みたい が、 大いに 書物 

の 買える ところへ も 行つ てみたい です」 

「そり や 矛盾 だ、 本が 自由に 買える 国に、 人間の 自由 

なぞ はあり やしないでしょう」 

と、 田 山が 突発的に 一 喝 したの が、 駒 井 をして 考えさ 

せました。 


「面白い 断定です、 書物の 自由に 買える ところに、 人 

間の 自由 はない、 そり や 実に 面白い 警句です ね、 田 山 

さん」 

「そんなに 感心な さる ほどの 名文 句でした かね」 

「名文 句です とも、 それ を 少し 言葉 を 換えて 言 います 

と、 言論の 自由な 国に、 人間の 自由 はない —— という 

ことになります」 

「左様に 訂正な さっても、 あえて 異議 は ございません 

—— 」 

「全く 矛盾です、 この 矛盾が 現在の 事実 だから、 いよ 

いよ 変な ものです、 言論の 自由、 言論の 自由と、 人 は 


母の 乳で も 欲しがる ように 叫びます けれど 、 言論が 自 

由に なれば なるほど、 人間の 自由 は 奪われる、 実に、 

皮肉な、 悲哀な、 人間 世界の 一 面です」 

「そうです かな あ」 

「そうです とも、 もっと 卑近に うつして ごらんなさい 

思う存分、 物 を 言ったり、 書け たりす る 人間に、 多く 

の 幸福が 与えられます か、 言語 を 持たない 空の 鳥 や、 

けもの 

野の 獣 の 方が、 遥かに 人間よ リ 自由で あり、 幸福で は 

ありません かね」 

「そう 理窟 ぜめ にされ ると  ちょ つ と 迷います な、 

何が 自由で、 何が 幸福 だか、 人間 は 人間、 鳥 は 鳥、 獣 


は 獣です から、 人間に 鳥獣の 心 持が わからな いように、 

鳥獣に も 人間の 心 持 はわ かりません、 要するに 自由と 

ざん ま い 

いうの は、 したい 三昧 をす る ことが 自由で、 幸福と い 

うの は、 欲しい ものが 何でも 享楽が できる という こと 

くらいに、 片 づけて 置く より ほか はないで はないです 

ゝ I 

力」 

田 山 白雲 は 放胆 的に 言いました けれど、 駒 井 は 一 概 

に それ をう けがい ませんで した。 

六十 五 


「田 山さん、 したい 三昧す るの が 自由で、 欲しい と 思 

う ものが 何でも 享楽で きる のが 幸福 だとい うの は 一 方 

論で、 全体 的に は 成り立ちません よ、 成り立たない の 

みならず、 したい 三昧と、 享楽主義 は、 二人 以上の 社 

会になる と、 衝突し、 破壊され てし まいます」 

「わからないです、 我々 の 頭で は、 そういう 先から 先 

のこと はわから ないです、 そういう ことで、 あなたと 

太刀打ち する だけの 素養が、 拙者に はないです、 承る 

だけにし ましょう」 

「こういう こと を 言つ ている 人が あるので す、 つまり 

男女の 関係と いう もの、 性慾の ことと か、 結婚と かい 


う もの はです、 これ は 本来、 人間が 快楽 をす るた めに 

存す るので はない、 役に立つ 人間 を 殖やして、 その 国 

土 をよ くす る ためにす る こと だ、 だから、 悪い 子供 を 

産む の はいけ ない、 産ませる の はいけ ない、 肉体 も、 

精神 も、 これなら という 人間 だけに 限って 結婚 を させ、 

子供 を 産ませる —— その他の 人間に は、 結婚して 子 を 

産む こと を 許さない」 

はなはだ  しん  しこう 

「そり や、 甚 しく 乱暴です ね、 秦 の始皇 といえ ども、 

そういう 乱暴 はしませんでした、 出来の いい 奴に だけ 

女 を あてがって、 ドン ドン 子 を 産ませる、 出来の 悪い 

奴に は 女に さわらせない、 女の 方から 言っても 同じ こ 


とになる でしよう  い い 女 だけに 男 を あてが つ て、 

いっき 

醜女 はくた ばれ —— これ じゃあ、 乱暴です よ、 一 揆暴 

動が 起り ます ぜ、 日本 醜男 同盟なん というの が 起って、 

美醜 の 男女が 相 乱れ て 闘う —— 階級闘争 —— じ やない、 

容貌 戦争が 起り ます ぜ、 笑い ごとじゃありません」 

「ところが 田 山さん、 それらの 学者の 説 はそう 乱暴な 

もの じ やない のです、 この 書物が それな のです がね」 

と 言って、 駒 井 は 自分の 草稿 はさし 置き、 卓上の 洋書 

を 一冊と つて、 白雲に 表紙 だけ を 見せます と、 その 表 

紙に 大きく 太陽が 金で 打ち出して ある。 白雲が 覚束な 

くその 綴り を 拾い読みして、 


「camp ひ ner ひ  ケムぺ —、不 1 ラ です 力」 

「この 書物 は、 これ を 書いた 人が やはり 無人島 を 一 つ 

求めて、 理想の 国家 を 作る と い う 空想 を 書 いて あるの 

です、 人間の 生殖と いう もの は、 色慾 だの、 享楽 だの 

が 目的の もので はない、 最も 国家の ためになる、 最も 

よき 人間 を 生み出す ことで ある、 そこで、 男女 関係の 

ために 一 つの 役所 を 設ける、 そうして、 肉体 及び 精神 

ともに 申し分のない 男女 だけが 子供 を 生む こと を 許さ 

れる」 

「そうなる と、 やっぱり、 肉体 及び 精神が 適合し ない 

男 は、 指 を くわえて 見て いなければ ならない」 


うまず め 

「そういう 男に は 石 女  すなわち 子 を 生まない 女と 

か、 或いは 現に 妊娠して いる 女 を 授ける という 例外に 

な つ ている」 

「これ はまた、 少し 驚きました。 石 女、 うまず めです 

な、 石 女の 認定 を どうしてす るか、 という こと はさて 

置き、 現に 妊娠 中の 女 を 授ける —— 衛生上 はとに かく 

として、 それで は 妊娠 させた 男が 承知し ますまい、 そ 

うなる と 夫婦関係 などと いう もの は 無茶です」 

「夫婦関係 など は 本位で なく、 ただ 国家の ためになる 

ひよわ 

丈夫な 子供 を 産み、 為め にならない 脾 弱な 子供 を 産ま 

せない ようにす る、 という ことが 原則になる のです」 


「そうです か、 まあ、 空想と して、 理窟と してなら、 

何と 言っても さしつかえない はずです、 事実上 は 問題 

になり ません」 

「それから 男子 は 二十 一歳、 女子 は 十九 歳から、 皆の 

性交が 許される のです、 そうして 二十 七 歳まで 童貞 を 

守 つ ている こと は 名誉と して 表彰され る  しかし ま 

た 一方 性交 年齢に 達しない うち、 どうしても 性慾に 堪 

えられない 早熟 者 は、 そっと その 旨 を、 かねて 定めて 

ある 媼 さんな リ、 役人な リ、 或いは 医者な りに 向って 

申し出る と、 それらの 人が、 かねて 選定して ある 石 女、 

あるいは、 すでに 妊娠 中の 女 を 提供して その 満足に 供 


する —— それから、 前に 申した 十九 歳 乃至 二十 一歳 以 

上、 身体、 精神と もに 健全で、 産児の 有資格者に は、 

どうきん 

一週 二回 だけ 同衾が 許されて、 その 際に は 男女と もに 

もくよく 

沐浴して、 『すこやか にして 美しき 子 を 与えた まえ』 と 

神に 祈らなければ ならぬ、 そうして 婦人の 寝室に は胎 

教 のために …… 」 

「まあ、 お待ち 下さい、 そうすると、 要するに、 男女 

の 夫婦関係 という もの は 認めないで、 健康と、 精神の 

資格 さえ あれば、 相手 かまわずに、 入り かわり 立ち か 

わり 性交 を 許す という ことになる のですな。 驚くべき 

だ、 乱暴 だ、 乱婚 だ、 不倫 至極 だ」 


「いや、 我々 が 現在の 夫婦関係 だけ を 標準と する から、 

いかにも 乱婚 不倫に 見える ので、 この 書物 全体の 見方 

から 言えば、 そう 一概に は 言えない のです、 そういう 

趣意に 於ての 婦人の 共有 は、 官能 や、 淫乱の 故で はな 

い、 肉 慾に 動かされ ずして、 道徳的 国家 統制の 下に 行 

われる の だから、 少しも 不合理で はなく、 不道徳で も 

ない と 断言して います」 

「なおく わしく、 その 理論の 細かい 点 をう かがわない 

と、 そういう こと は、 いくら 学者の 議論に したと ころ 

が、 一概に は 承服で き 兼ねます、 ー概 どころではない、 

へ きろん 

本来、 一 も 二 もな く 排斥 さるべき 僻論です よ —— 」 


「しかし、 実際問題 として …… 」 

駒 井が なお、 何とか 附け 加えよう とする 時、 にわか 

に、 今まで スム— スな 船の 進行に 異状が 起り ました。 

同時に 船が、 左右へ 三つ 四つ 揺れた かと 見る と、 ただ 

ならぬ 物音が、 上甲板の 一部に 於て 起った ことが わか 

り ま 

六十 六 

甲板 上に あたって 何 か 相当の 異変が ある、 物す ごい 

格闘で も 起りつつ ある、 そういう 気配 を 感じた もので 


すから、 田 山 白雲 は 会議の 途中で、 船長室 を 飛び出し 

て 見ました が、 来て 見る と、 なんとなく 穏 かならぬ 気 

配 は 残って いるが、 事件 はいち 早く 消滅して しまって 

いる。 簡単に 形が ついて しまった のか、 そうでな けれ 

きた  くら 

ば 白雲 来る と 見て、 風 を 喰って 姿を消した のか、 その 

こと はわ かりま せんが、 白雲 は 拍子抜けの 体で、 いさ 

さか 茫然自失して いると、 頭の 上で 突然 に 声が 起り ま 

した。 

それ は、 メイン • マストの 上で、 清澄の 茂 太 郎が高 

ら かに 呼びかけ ている、 

「田 山 先生、 田 山 先生、 よいと ころへ おいで 下さい ま 


した、 只今 この 下で 大 騒動が 起り ました」 

「何 だ、 どうしたの だ」 

二人の 女 を、 三人の 男が 争って いたのです」 

「ナ 二」 

「田 山 先生、 あたい は 最初から この 柱に 上って いたの 

ですから、 見る つもり もな く、 一切 を 見届けました、 

てんまつ 

その 顚末 をお 話しし ようと 思います」 

き 

「巧者ぶ りな 口 を 利かずに、 真直ぐ に 言って みろ、 い つ 

たいどうした というの だ」 

「では、 真直ぐ に、 見た まま を 言って しまいましょう 

だが、 恥 かしい な あ」 


「何 だ、 何が 恥 かしい」 

「だって、 見た まま を 率直に 言える 場合と、 言えない 

場合と があります もの」 

「相 変らず 生意気な 言葉 づ かいだ」 

「見た まま を 率直に 言えない からと い つ て、 それが 必 

ずし も 不正直 だと は 言えない 場合が あります」 

「何でもよ いから 正直に 言え」 

白雲 は、 マストの 直下まで 来て、 柱 上の 茂 太 郎を見 

上げた が、 同時に、 ただいま 物音の けたたましかった 

と 覚える、 その あたり を 見直した けれども、 多少の 物 

ろうぜき 

品が 狼藉の 余波 をと どめて いるよう に 見て 見られない 


こと はない が、 それ も 夜目の ことで、 何とつ かまえ ど 

ころが ある わけで はない。 

茂太郎 は、 いつもに 似ず 歯切れの 悪い 返答ぶ りで、 

それ 以上 は 口籠って 言わん としない ので あるが、 田 山 

白雲 は その 間から 何物 か を 感得した ものの ように、 し 

ばらく、 荒涼たる 名残りの その あたりの 動静 を 視察し 

それ 以上に、 茂 太 郎の答 を 追求す る こと を やめて、 さ つ 

さと 急ぎ足に 甲板から 船腹の 中へ 下りて 行つ て 見 まし 

た。 

まず 機関室へ 行って 見る と、 マドロスが 抜からぬ 面 

で 機関 を 扱って いる。 


「タヤ マ 先生」 

この 男が、 何者よりも 白雲 を 苦手と している こと は 

申す まで もない。 船長に 対して 特に 敬意 を 表せざる 場 

合、 時として 反抗 心 を 持ち 得る 場合に も、 白雲に 対し 

て は 一 も 二 もない、 むしろ 求めざる に 迎合して、 その 

甘心 を 得て 置きたい 風情が ある。 

「マドロス 君、 君 は、 今、 甲板へ 出た かね」 

「いいえ、 のぼらないです」 

「よく 職場に つとめて いたか」 

「ええ、 この 通り、 よくつ とめて いたです」 

「そうか」 


それ 以上に 白雲 は 追究し ないで、 一通り 室内 を 注視 

した だけで 出て 行って しまい ましたが、 次に 訪れた の 

は、 兵 部の 娘の 寝室で ありました。 

「御免なさいよ」 

返事がない。 二度目に、 

「寝て います か」 

「  」 

まだ 返事がない。 中から 応答 はなく とも、 当然、 船 

の 舎監 であるべ き 田 山 白雲 は、 適当 の 用意 を 以て、 そつ 

と ドア を 外から 押してみ ました。 

ランプが 点いて いる。 その 下の 寝台の 上に、 女が 一 


人、 うつぶしに 泣いて いる。 すすり泣 きをして いる。 

髪 も、 衣裳 も、 乱れに 乱れて いる。 

「も ゆるさん」 

いっこう 返事 はない が、 すすり泣き している ことに 

よって、 寝入って いるので ない ことが よく わかる。 白 

雲 は それより 以上に は 立 入らないで、 その 女の 荒い 呼 

吸 を じ つと こちらから 見つめて いるば かりで したが、 

暫くして、 黙って そこ を 出て 行きました。 

女の 寝室 を 出てから、 白雲が 戻って 来たの は 自分の 

部屋で、 そこで 外出 用の ランタン をつ け、 それ を 提げ 

て、 改めて 船 内の 見廻り にかかった のです。 この 人 は、 


船の 中での 警視総監 を 買って いる。 いや、 買わなくて 

も、 船長 以外に 於て、 当然 その 役目 を 引受けなければ 

ならな いのは、 この 人の 立場で ありました。 

その ランプ を 提げて、 いちいちの 船室 を 見舞います 

と、 ある 者 はよ く 熟睡して いるが、 ある 者 は 眼 を醒ま 

していて、 

「 御苦労 さ まで ございます」 

と 挨拶 をす る。 かくて 房 州から 来た 船大工、 これ は 相 

当の 年輩。 機関 手 見習の 若い者 二人が 寝て いると ころ 

へ 来て、 

「君 —— 君」 


と 白雲が 呼び立てて みたが、 二人 はよ くそ こに 寝て い 

るが、 醒めて 答えよう としない。 白雲 は それが 当然 

たぬきね い 

狸寝入り だとい うこと を 知り、 同時に その 入口から、 

脱ぎ捨てた 草履の 狼藉ぶ リを 見て、 前の 室に すすり泣 

きして いた 女の、 寝 乱れ を 思い合わせな いわけに は ゆ 

力る レ 

しかし、 答えの ない もの を、 強いて 叩き起す ような 

振舞 をせ ずして、 白雲 は そのまま 取って返して、 ラン 

タン を 振り 照らしつつ、 前の メ ー ン • マストの 下まで 

再び 検分の 気持で 来て 見る と、 茂 太郎は 早く も 帆柱 か 

ら 下りて、 白雲 を 待つ ている ものの ように、 そこに 立 つ 


て います  

六十 七 

田 山 白雲 は、 茂 太 郎には 無言で、 ランタン を そこら 

あたりに 振り 照らして、 狼藉の 行われた らしい マスト 

くま 

の 下 あたり を 隈なく 照らして 見た が、 

あ あ 

「嗚呼 —— 」 

と、 白雲に 似合わし からぬ 深い 歎息 をして、 

r 茂 —— し 

「はい」 


「お前、 御苦労 だが、 箒 を 持って来て、 ここ をす つか 

リ 掃いて くれ」 

「はい」 

「ゴミ は 一切 かまわず、 海の 中へ 投げ込んで しまえ」 

「はい」 

はんにゃ 

清澄の 茂太郎 は、 片手に は 相 変らず 般若の 面 を 抱え 

て、 白雲から 言いつけられた 通り、 一 隅から 小 箒 を 持つ 

て 来て、 そこら あたり を 撫で はじめました。 

暫く は、 無気味に、 そこら あたり を 掃き 清めて いる 

うちに、 茂太郎 はよう やく 気が かわった と共に、 

「田 山 先生」 


「何 だ」 

「なんだか、 いやです ね」 

「何が いや だ」 

「なんだか、 空気が いやです ね」 

なま 

「生 を 言うな よ」 

「あたい、 どうも 気が 晴れない」 

「茂 —— お前 は、 あれから ずっと この 帆柱の 上に いた 

のか」 

「あれから、 といって、 どれから だか、 先生 御存じ？」 

「いや、 かなり 長い 時間の 間、 その上に いて、 下の 有 

様 を 一切、 見廻して いたの だな」 


「ええ、 あたい、 宵のう ちから ここへ 上りました、 け 

れ ども、 多く は 空 を 見て いたんです、 下ば かり 見廻し 

ていたん じゃありません。 そのうちに、 下 を 見な けれ 

ばなら ないよう にな つ たから …… 」 

「うむ、 お前の 眼 は 遠目 も 利く が、 夜目 も 利く はず だ 

な」 

「ええ、 見え 過ぎる ほど 見える ことがあって、 実は 困 

るんで す」 

「人並す ぐれた 眼の はたらき を 持って いて、 困る とい 

うこと は あるまい」 

「困る ことがあります、 見たい ものが 見える 時 はいい 


が、 見なくて よい もの を 見て しまわなければ ならない 

時 は …… 」 

ほうき 

茂太郎 はこう 言いながら、 広い 甲板 を 縦横に 箒 で 

撫で 廻して いるう ちに、 歌と なりました。 

とめのお 地蔵 様 

つんぼで、 めくら 

いくら 拝んでも 

聞き やしない —— 

これ は 無意味なる イントロダクションに 過ぎ ない I 

ハウ イットの 説に よると 


ォ— スト ラリャ 内地の 土人 は 

できる だけ 多数 の 妻を娶 るが 

これ はた だ 性慾 関係 ばかりでなく 

生活の 必要から 来て いる 

なぜと いえば 

夫 は 独身の 青年に 

己が 妻 を 貸し 与え 

そうして 報酬 を 取って 

己が 財産 を 殖やす こと を 

する からで ある 

それ を 田 山 白雲が 聞き咎め て 、 


「茂、 何 だ、 それ は」 

「わかりません」 

と 言って、 箒 を 扱いながら、 箒の 方 はお 留守に なり、 

ヴ オル テ— ルゃ 

シ オペ ン ハウェル や 

その他の 多くの 学者の 

説に よると 

多妻 を 好む の は 

人類の 本能で ある 

そうです 

と、 演説 口調に なった かと 思う と、 急に 会話 体に 砕け 


て 来て、 

いや、 人類ば かりじ やないです 

おじか 

若い 牡鹿 は 自分の 力で 

できる 限り 多くの 雌 を 

手に入れ るまで 闘い 

他に 自分よりも 有力な 

敵が 現われて 来る まで 

その 多数の 雌 を 

独占して いるの だそう です 

こう 言 つた かと 思う と、 また 言葉 を ひるがえして 

一 種の 高調と なり、 


モ ハメット は 

十 一 人の 妻 を 持って おりました 

彼 は 最も はじめに、 富める 主家の 後家さん に 

愛され 且つ 愛しました 

その後 家さん は 

モ ハメットよりも 年上で 

モ ハメット は 彼女の 雇 男で 

らくだ 

彼女の ために 駱駝 を 

逐 つてお リ ました 

その 女主 人の 名 を 

ハデジャと 申しました 


とても 一 一人 は 愛し 合った のです 

女主 人と 雇 男と が 

てす 力ら 

その 女主 人と 愛し 合つ ている うち は 

モ ハメット は 

決して 他の 女 をば 見立てませんでした 

本来 

モ ハメット は、 若い 時分 は 

身体が 丈夫で 

そうして 品行が 正しかった のです 

女主 人と 愛し 合つ てから も 


その 女主 人が 存命中 は 

決して ほかの 女 を 愛しませんでした 

白雲 は 呆気に 取られて、 それ を 見て いたが、 調子の 

隙 を 見て、 

「茂、 そんな こと を どこで 覚えた」 

「駒 井先 生の 机の 上に 書いて ありました」 

「え —— 」 

あき 

白雲 は 呆れながら も、 駒 井が このごろ 研究の 結果 を 

ノ ー ト している、 それ を 早く も 隙 見 をした か、 或いは 

伝え聞い たらしい ， J の怪 少年が、 ここ で ほとんど 無意 

識に 反芻 を 試み 出そうと している の だと いう こと を さ 


とりました。 そうして、 いよいよ 油断 も 隙 もなら ない 

という こと を、 金品 や、 性慾の 上 だけで はない、 単に 

知識と いう もの だけで も、 不用意に その 辺へ ぶちまけ 

て 置く もので はない、 という こと を さとらざる を 得 ま 

せんでした。 

六十 八 

それに も 頓着す る ことなしに、 ハズミ のつ いた 清澄 

の 茂太郎 は、 箒 をカセ にして、 掃きながら 歌い、 歌い 

ながら 足踏み を はじめ 出しました。 


ゥェ スタ ー • マ ー クの 

言う と ころに よると 

印度の ある 国で は 

四 人 五 人の 男の 兄弟が あって 

その 総領が 年頃に なって 

めと 

お嫁さん を娶 ると 

次の 弟が 年頃に なると 

そのお 嫁さん がまた その 人の 妻になる 

その 次の 弟が 年頃に なると 

また その 弟の 妻になる 

そう 、， 'う 頃 .L 予で 


一 人の お嫁さんが 

六 人の 男の 妻と なって いる 

そういう 風俗が あるそう です 

また シ ー ザァが 

古代 プリ トン 人に 就いて 

言った 言葉の 中に 

彼等 は 十 人 か 十二 人の 夫 

ことに それが 兄弟 同士 

または 親子 同士で 

一 人の 妻 を 共有に している 

と 書いて あるそう です 


高らかに 歌った かと 思う と、 急に 反身に なって 

一 夫 多妻の 国で は 

一 妻 多 夫 を 野蛮 だと 申します 

一 妻 多 夫の 国の 女 は 

一 人の 女が 一 人の 夫し か 持てない 

そんな 不自由な 国に は 

住みたくない という そうです 

土地の ならわしで 

道徳上から 一 概 にかれ これ 言えない と 

先生 力 

お 松さん に 向って 


話して いるの を 

わたし は 聞きました 

嗚呼、 こうな つてみ ると、 この 少年が この 船に いる 

限り、 研究 的の 話 もで きない。 駒 井 甚三郎 は 何 かの 拍 

子に、 研究室に 秘書 をつ とめる ことの あるお 松に 向つ 

て、 ふと、 こんな こと を 話した の を、 いつのまにか、 

この 敏感な 少年に 立ち聞きされ てし まったら しい。 た 

はんすう 

だ 単に 立ち聞き された だけで、 こう 大 びら に 反芻 宣伝 

すき 

されて しまって は、 全く 油断 も 隙 もあった もので はな 

ヽ o 

レ 

あき 

田 山 白雲 は 呆れ るば かりでした けれども、 言う だ け 


は 言わせて、 歌う だけ 歌わせる ことによって、 相当の 

暗示が 与えられな いこと もない。 話せと 言って は 話さ 

ない こと、 白状せ よと 改まって 詰問す ると、 テコ でも 

唇 を 開かない こと を、 本人 自発の いい 気持で 歌わせる 

と、 ペラ ペラと 外へ 出して しまう。 その 点 も あるから 

白雲 は 舌 を 捲きながら、 その 即興 を 乱さない ようにし 

ている と、 つづいて 散文から 詩と なり、 でたらめが 即 

ち 知識と なって 続々 飛び出して 来ます —— 

マルコボ ー 口の 

旅日記と いうの を 

見る と 


やつば リ 多数の 男が 

一 人の 細君 を 共有して いると ころが 

多い そうです 

一 人の 女が 

多くの 夫 を 持つ という 習わし は 

たいてい は 

その 国の 女が 少ない か 

そうでなければ 

地味の 痩せた 

生活が 苦しい 国に あるそう で 

その 必要に 迫られて 


そうなる の だそう です 

てす 力ら 

この 国の 風習 を 以て 

直ちに かの 国の 風習 を 

不道徳な り 

非 文明な リ 

非人 道な り 

野蛮な り 

ときめる こと は 当りません 

土地と 

人口と 


歴史と 

習慣と がさせる 業で …… 

いよいよ 出で て、 何とい う コマ シャ クレた 言い方で 

あろう。 白雲 は 化け物の 歌 を 聞いて いるよう な妖 味に 

さえ 襲われて、 なお 黙って 聞いて いると、 急に 散文 朗 

読 体が、 演説 口調に 変って、 

さて 皆さん 

これ を 現在 

わたしたちが 

一 王国と なして 

乗 込んで いる 


この 無名 丸の 社会と 

引き くらべ てみ たら 

どうでしょう 

実際問題で すよ 

御 承知の 通り 

この 船に は 

男が 多くて 女が 少ないです 

男 は 美男子の 駒 井 船長 を はじめ 

豪傑の 田 山 白雲 先生 

豪傑の 卵の 柳 田 平 治 君 

だら しのない マドロス 君 


房 州から 来た 船頭の 松吉 さん 

同じく 清 八さん 

同じく 九 一 さん 

月ノ 浦から 乗 込んだ 平太郎 大工さん 

同じく 松兵衛 さん 

漁師の 徳 蔵さん 

それから、 今 はいない が、 いっか この 船に 帰って 

来る はずの 

何の 商売 だか わからない 七兵衛 おやじ 

それに、 若君の 登さん 

つんぼの 金椎君 


さて、 しんがりに 

かく 申す 清澄の 茂 太郎も 

これで 男の 端くれ なんです 

かく 数えて みます ると 

この 無名 丸の 中には 

男と 名のつ く 者が 

都合 十三 人 

それな のに 女と いう もの は 

登さん のば あやさん 

お 松さん 

それから も ゆるさん 


その 三人き りなんで す 

十三 人の 男に 

三人の 女 II 

もし 駒 井 船長が 

理想の、 人の いない 島 を 求めて 

そこに 一 王国 を 作る としたら 

いま 申す 

世界の ドコ かの 国と 同じような 

女が 不足の 国になります 

そうなります と 

女 を 奪い合わない 限り 


そ の. Wn り、 <? リカむ ず 力し い 

実際 こんな むずかし いこと はない 

マドロス 君 だけが 

も ゆるのお 嬢さん 一 人 を 占有して 

それでい いと 誰が 言います 

てす 力ら 

駒 井 船長の 考え は ェ ライ けれども 

早晚 この間に 

もんちゃくが 起らなければ 

起らない のが 不思議です 

いや、 不思議で はない 


もう 起 つ ている のです 

それ は 誰々 だと 申しません が 

マドロス 君 一 人が 

いい 気になつ ている 

それ を覘 つて いるものが 

たしかに この 船に は 一 一人 以上 あるので す 

わたし は 

それ を 何とも 言えな い 

マドロス 君 だけが 

も ゆるのお 嬢さん 一 人 を 

誘惑して それでい いと 


誰が 言います 

早晚 

はげし い 争闘が 必ず 起り ます 

いや、 もうす でに 起りつつ あるので す 

白雲 は、 それ を 聞いた 時に、 この辺で 発言 禁止 をし 

なければ ならない と 感じて、 

「茂、 もうで たら めをやめ ろ！」 

六十 九 

「茂、 もういい から キャビンへ 行って 寝て しまえ」 


田 山 白雲 は、 茂 太郎を 甲板の 下へ 押し やって、 自分 

< ま 

は、 なお 隈なく 上層 を 検分して、 また 船室の 方へ 下つ 

て 行き、 お 松の 室の 前 を 通りかか ると、 中から 燈 光が 

漏れる。 

「お 松さん、 まだ 寝ません か」 

「はい」 

立派に 起きて 仕事 をして いるよう な 緊張 味の ある 返 

事です。 ドア を 少し 開いて、 

「まだ 御 勉強です な」 

「いいえ —— 少しば かり」 

卓子に 向って、 お 松 は 今まで 了 $不 乱に 物 を 書いて 


いたらし い。 物 を 書く というの は、 何 か 原稿 を 書いて 

うず だか  けいし 

いたらし い。 卓子の 上に は 堆 く 何枚 もの 鄞 紙が 積ま 

れ ている。 

「何です、 何 をお 書きな さる」 

「船長 様に 言い つけられた 写し もの をして おります」 

「その 写し 物 は 何です」 

と、 白雲 は少々 押し を 強めて みます と、 

「いいえ、 何 か あちらの 御 本に ある こと を 翻訳なさい 

まして …… 」 

とお 松の、 要領 を 得た ような、 得ない ような 返答 を、 

白雲 はナゼ か、 なお 少々 しっこく、 もう 一 べん 押して 


みました、 

「何の 翻訳です」 

「何の 御 本です か、 わたくしに はわ かりません けれど」 

白雲 も それ 以上 は 押しませんでした。 

「まあ、 勉強 も 度を越さない ようになさい、 眼 を こわ 

して はいけ ません」 

お 座な りの 忠告 をして、 そのまま 扉 を 締めて 外へ 出 

ました。 

そこで、 白雲が、 また 少し 考えさせられた ことがあ 

るので す。 

お 松さん という 娘 は、 たちのい い 娘 だ。 今 はこの 無 


名 丸の 唯一 の 内助 方と、 駒 井 船長の 二つな き 秘書 役 を 

つとめて いる。 船に とっても 無上の 内助 者で あるし、 

駒 井 船長に とつ て も かけがえのない 名 秘書で ある こと 

を、 ひそかに 慶賀して いるが、 お 松の 今夜の 勉強ぶ リ 

いち ま つ 

に対して、 白雲が なんとなく、 一  抹の 不満 を 感ずる よ 

うな 心地が された の は、 それ は、 さいぜんからの 駒 井 

船長との 会話と、 それに 引続く 甲板 上の 暗闘と、 それ 

から 露骨なる 清澄の 茂 太郎の 反芻と からの 持 越しの 晴 

れ やらぬ 心が、 お 松の 夜更けの 勉強ぶ りに 反映す る も 

のがあって、 そうして、 白雲の 心 を 曇らせて いるので 


その 予備 感覚がなければ、 お 松の この 勉強ぶ りに、 

淡泊 無雑なる 敬愛の 念 を 持ち 得た の だが、 それが あつ 

たために、 あの 原稿紙が 今夜に 限って、 真白な 色にば 

かり は 見えない のであります。 

そこで、 今 もした 通り、 いつもより は 多少 しっこく 

それ は 何 を 書いて いるので す、 写し 物 は 何です、 翻訳 

はいった い 何 種の ものの 翻訳？ とまで、 つきつめた 

駄目 を 押してみ る 気に もな つたので すが、 お 松が 書い 

ている 原稿 そのものが、 さいぜん 聞かされた 駒 井 氏の 

持論と、 それから、 無意識に 茂 太郎の 反芻に よって 

曝露され た 内容と、 相 関聯 しないと いう 限り はない。 


そこで、 田 山 白雲 は、 二度まで、 つくづくと 考えさ 

せられました。 

茂の 野郎が、 た と え 無意識 の 反芻と は 言 いながら、 

ああい うこと を 口走る の はよ くない。 口走る 方に は 罪 

がない としても、 口走らせ るに 至る 物象に よろしくな 

いものが ある。 彼が 高唱 する 出鳕 目の その 多く は、 突 

飛で あり、 お 愛嬌で あるに 過ぎない が、 彼の 口から、 

一 夫 多妻、 一 妻 多 夫 論の 一 端 を高唱 せし むる に 至 つ て 

は、 断じて、 お 愛嬌なる 出鳕 目の 一種と しての み 看過 

せらるべき ではない。 

しかし、 茂 公 は 茂 公と して、 彼 自身が 意識して いな 


うわごと 

ぃ囈 語の 一 種 だから、 その 点は責 むる 由 はない が、 今、 

貞実 無比なる お 松が、 深夜、 入念に 筆写 を 試みて いる 

その 内容 は、 これ は 決して 無意識に 筆 を 運んで いる も 

のと は 受取れ ない。 茂 太郎の 如く 無遠慮に 高唱 しな い 

だけに、 その 筆端の 一 字 一 句が、 あの 聡明な お 松の 理 

解 力と 感覚に 触れる ことなしに は、 表現され ない はず 

の ものな ので ある。 

そう 考える と、 田 山 白雲 は、 どうしても、 お 松が い 

ま 了 $不 乱に 筆写して いると ころの ものの 内容が、 当 

然、 駒 井の さきほどの 持論と、 茂 太郎の 反芻と、 必然 

的に 交渉 を 持たない 限り はない という こと を 聯想せ し 


めら れる。 茂太郎 が高唱 した ものの、 なおい つそう 深 

刻に して 精緻な 内容が、 あの 原稿紙に 載せられつつ あ 

る。 

それ を 思う と、 田 山 白雲 は、 いよいよ 考えさせられ 

る ものが 坌 湧して 来る。 

駒 井 氏 は、 あれ を 翻訳し、 自ら 草稿 を 作ったり、 或 

ま  くじゅ 

いはお 松に 面の あたり 口授した りして、 著作 を 試みて 

いるに 相違ない。 

貞実 無比の 女性と は 言 いながら、 まだ 若い 娘で ある。 

それで、 ああい う 大胆な 世界的の 性 知識 を、 無遠慮に 

ブチ まけて よい もの か、 どうか。 


駒 井 なれば こそ、 お 松さん なれば こそ だが、 その 一 

端 をで も、 茂 公の 如きに 盗み見られたり、 小耳に ハサ 

まれたり した 日に は、 すなわち 今の ような 収拾いた し 

ま 

難き 発声と な つ て、 遠慮会釈 なく プチ 蒔かれる。 

いったい、 駒 井 氏と いう 人 は、 道徳的の 君子な のか、 

科学的の 学徒な のか、 その 辺の 差別が ありそうで ない。 

田 山 白雲 は、 二人の 人格 を 信ずる けれども、 お 松が 書 

うず だか 

きつつ あった 堆 い 原稿紙に 向って、 むらむらと 一 種 

の 敵意 のよう な もの の 湧く の を 禁ずる ことができ ませ 

ん でした。 


七十 

白雲 も 無名 丸 の 警視総監 として、 今夜 は 特に 多事 多 

忙な るに 昂奮 を 感ぜ しめられつ つ、 その 頭 燃 を 冷さん 

ために、 再び 現われる でもな く 甲板 上に 現われて、 そ 

ぞろ 歩きに 似た 歩き 方 を 試みて いる 途端に、 ハツと そ 

の 足 を 止めざる を 得なかった の は、 先刻の メイン • マ 

ストの 下に、 またしても 人が いる。 

茂 公の やつ、 あれほど 言った のに、 まだ この辺に う 

ろつ いている。 一喝して 追い 飛ばして くれようと 身 構 

えた 時に、 それ は 茂 公で はない ことが 直ちに わかり ま 


した。 

茂 公で はない が、 ちょうど 茂 公 程度の 小さい のが、 

柱の 下に うずくまつ ている こと は 明らかで、 それが 急 

病に でもうな されて、 起き も 上れない のかと 見る と、 

やがて 半身 を 起して、 両手 を 組んで 高く 差し上げ たと 

ころ を 見る と、 病人で はない。 

白雲 は、 立ち 止って、 その 挙動 を 仔細に 凝視す る 立 

たち ま 

場に なった の は、 物体 そのもの にも 忽ち 諒解が 届い 

たからな のであります。 

「金 椎君 だ」 

これ は、 支那 少年の 金椎 君で ありました。 白雲 は そ 


の金椎 なること を 受取る に は、 長い 時間 を 要しません 

きた 

でした けれども、 認められた 金椎に 於て は、 白雲の 来つ 

て 彼の 後ろに \ィ むと いう こと を 更に 感づきません。 

何事に か 夢中に なって、 それで 己れ の 背後に 人の 来 

リノ ィ むこと を 忘れた のではありません。 本来、 この 少 

つんぼ  おし 

年 は 聾で、 そうして 啞 です。 じらい 聾なる が 故に 啞 

となった のか、 啞な るが 故に 聾と された のか、 それ は 

別問題と して、 この 少年 は 五官のう ち、 見る こと は 許 

され、 聞く ことと いう こと は 許されな いのです から、 

後ろから 来る 人の 物音に は、 い つ こう 気づかない 本能 

を 成して いる 上に、 これ も 何 か 特に 了 $不 乱になる も 


のがあって、 たとえ 耳 あつ て 聞く こと を 許され、 口 あつ 

て 言う こと を 可能と されて おりなが らも、 心の 昂 上と 

熱心との ために、 その 働き を 塞がれて いる ほどの 統一 

を 白雲 は 凝視して いる。 

両手 を 組んで、 高く 差し上げ たかと 思う と、 再び そ 

れを 下に 卸して、 首 を 下につ けた、 というより は、 五 

体の すべて を 投げ出して 平伏しました。 その 度 毎に、 

声 はない が 激しい 震動が ある。 激しい 魂の 震動が あつ 

て、 凝視して いる 白雲の 心臓に こたえる ものが ある。 

彼 は 仰いで 天に 訴え、 伏して 地に 訴える の 形 をして 

いるの だ。 仏教で よくいう 五体 投 地の 形 をして いるの 


だ。 つまり、 天地神明 に対して、 身 を 以て 禱 りつつ あ 

るの だとい う 感動 を も、 田 山 白雲 は 直ちに 受取って し 

ま いました。 

「金椎 さん は、 イエスキリスト を 信じて います」 

これ は 常に 清澄の 茂 太郎が 高らかに 呼ぶ ところの 

反芻の 一 句であります から、 白雲 は 即座に、 それ を そ 

の通リ 受取る ことができる。 

「いかにも、 この 少年 は イエスキリスト を 信じて いる 

イエスキリスト というの は、 つまり、 キリシタン バテ 

レンなん だ —— だが」 

白雲 は、 キリシタン パテレン に対して は、 先入 的に 


好感 は 持てない ながら、 なんにしても 一 箇の生 霊が 全 

心 全力 を 挙げて、 天地の 間に 礼拝して いる 形式 その も 

のに 対して は、 粗略に なれない。 

何と は 知らず、 骨まで ゾッ とした ものに 襲われて、 

この 少年の 挙動 を さまたげて はならない —— という 気 

になって、 粛然として 息 を 呑んで いると、 五体 投 地の 

ふもと 

少年の 前面に、 つまり、 親柱の 麓のと ころに、 異様に 

かがやく ものの 存在 を 認めました。 よく 見る と、 夜目 

にもし るき 丈 一 尺ば かりなる 銀の 十字の 柱が、 厳然と 

押 立てられて、 少年 は その 銀の 十字の 柱 を 対象と して、 

全身全霊 を 以て 礼拝して いる。 今や、 白雲 自身が、 今 


夜い ままでの あらゆる 紛々 たる 感覚 を 忘却して、 凝然 

として、 十字の 柱の 前に 輾転 躍動す る 支那 少年の 魂 を 

見つめない わけに は ゆかない。 

七十 一 

金椎 少年 は、 駒 井の 如く 語らない、 茂 太郎の 如く 歌 

わない。 だから、 何が 故に 信じ、 何のた めに 祈る の だ 

か、 一向 わからない。 

駒 井 船長が 語り 過ぎ る ほど 語り、 茂太郎 少年が 歌 い 

過ぎる ほど 歌う 声の 幾分 をう つして、 この 信仰 少年に 


語らせた い と 思う けれど、 それ は 思う に 任せない。 

どだい、 田 山 白雲 は、 宗教に は 冷淡な 男で ある。 冷 

淡と いうより は、 認識が まだ そこまで 至って いないと 

こみなと  ぼん おんかいち ようおん 

見た 方が よろしい。 小湊の 浜で、 梵音 海潮音 を 聞か 

せられた こと は ある けれども、 彼に は その 感激 は ある 

けれども、 体得 はない。 名僧 智識 は 格別 だが、 普通 一 

般の 宗教 だの、 信心 だのと いう もの は、 要するに 功利 

本位の 願が けに 過ぎない もの だ。 

しょうてん 

或いは 観音 を 的に し、 或いは 聖天 を 的に して、 ただ 

単に 祈る 心 は 要するに、 病気 を 直したい、 息災 延命で 

ほ  もう 

暮 したい、 女に は 惚れられ、 お金 はたく さん 儲かり ま 


すよう に  裸に してし まえば 要するに、 そんな もの 

だが、 さて、 それにしても、 その 信心 ごころ という 殊 

勝な もの を、 無下に 軽蔑して はよ ろしくない。 信ずる 

もの は 信ずる ように、 祈る もの は 祈りたい ように 任せ 

て 置けば よいの だ。 ただ ひとり、 キリシタン パテレン 

ときて は、 表面 は 信心で、 内実 は 日本の 国 を 取りに 来 

るの だとい うこと だから、 こい つ だけ はう つかり 許せ 

ない、 と 伝統的に 心得て いる だけで、 あえて キリシ タ 

ンバ テレンの 正体 を 確かにつ き 留めて いる わけで もな 

ヽ o 

レ 

だが、 たとえ 国禁な りと いえ、 この 船の 中に 限って、 


この 不具 少年が ひとり 信仰して いる 分に は、 歯牙に か 

くるに 足りない。 豊臣 時代から、 徳川 初期の パテレン 

のように、 大袈裟に 外国と 連絡 を とらない 限り、 日本 

の 内地で 一人 や 二人、 こっそり 拝んで いる 分に は、 な 

にもそう 手厳しく 詮議す るが もの はない じ やない か、 

大人げない —— といった 程度の キリシタン 観に 止まつ 

ている。 

金椎 少年 はこの 船の 中で、 ひとり キリシタン を 信じ 

ている。 暇が あれば キリシタンの お経 を 読み、 感 きわ 

まれば 到る ところで、 ひとり 祈る の 習慣 を 持って いる 

こと は、 田 山 白雲 も に 認めて いる。 ただ今 晚 は今晚 


並みに、 かつまた 異常な ところで 不意に 出くわし たか 

ら、 こちらの 衝動が 大きかった というまで のこと であ 

る。 

つ しま 

安らかに 祈らして やれ、 哀れな 少年 だ、 聾に して、 

おし  ひと 

啞 にして、 しかも 孤り なる 異国 少年 —— 祈る がま まに 

さまたげず 祈らして やる がよ ろしい。 

しかし、 まあ、 いったい、 深夜 早朝 を 問わず、 かく 

も 一 心に 何 を 祈る の だ。 

き 

どうぞ、 神様、 わたくし のこの 口が 人間並みに 利け 

まする ように、 また、 どうぞ、 神様、 わたくし のこの 

耳が 人様 並みに 聞え まする ように  


あう 

お 憫れみ 下さい。 

不具な 少年が、 せめて 人間並みに なりたい という、 

それだけの ものだろう —— と、 白雲 はや はり、 金椎少 

年の 祈ろうと する もの を、 これ だけの 範囲に 解釈して 

めぬ ま  しょうてん さま 

いる。 浅 草の 観音様であろう、 妻 沼の 聖天様 であろう、 

そこに 若干のお 賽銭 を 投じて、 最も 多くのお 釣 を 取り 

たい、 些少の 礼拝 を 以て、 最大の 健康と 利福と を 授か 

リ たい、 その 釣銭 信仰 を 軽蔑して はいけ ない、 その 人 

情の 弱点と、 何物に かすが ろうとす る 信頼 心 を、 むし 

ろ 憐れまなくて はならない！ という 惻隠を 移して、 

やはり、 この 金椎 少年の 祈り、 すなわち 病気 平癒の た 


めに 支払わん とする 代価 を、 寛大に 取扱って やりたい 

と 思って いる。 

白雲の 認識で は、 これ だけの 同情し か 持ち 合わさな 

いの だが、 認識 は 認識と して、 感動 は それと 別個の 力 

で 働いて 行く のであります。 

第一、 この 祈り 方 は、 他の あらゆる 多くの 宗教の 祈 

り 方と は 全く 異 つてい る。 方法が ちがって いるので は 

ない、 心の 向け 方が 異 つてい る。 一言に 言えば、 物 を 

求む るの 祈り 方で なく、 罪 を 謝せん とする の 祈り 方で 

ある。 病 を 癒さん ための 祈願で はなく、 身 を 捨てん と 

する の 祈り 方 だ。 


この 苦し さから 救えと いう 祈りで なく、 この 苦し さ 

を 十倍に して、 この 一身 を 罰し 給えと いう 祈りに 見え 

おの 

る。 己れ の 罪と いう 罪、 悪と いう 悪 をぶ ちまけ て、 こ 

はだかみ 

れを 審判の 前に 置き、 残る ところの 裸身 を、 あの 十字 

の 柱に 向って ひしひしと 投げ かけて いる 絶体絶命の 仕 

草で ある。 

ま f 

こういう 劇しい 祈り 方と いうの はない もの  その 

劇しい 祈り 方に、 白雲 は 次第につ り 込まれて、 ついに 

身の 毛の よだつ 思い を 如何と もす る ことができな い。 

七十 二 


仙 台の 仏 兵 助に 追われた 裏 宿の 七兵衛 は、 安達 ケ 

原より、 もっと 奥の 奥州の 平野の 中へ 陥没して しまつ 

たこと は 前篇の 通りです。 

無人の 平野 大海の 中へ 陥没した 人間 を 探る こと は、 

ちょっと 手の つけよう がない ような もの だが、 人間で 

ある 以上 は、 その 生命線の ために、 その 肺臓の 生理 作 

用の ために、 いずれの 地点に か 再び 浮び 上らない とい 

う 限りはありません。 

果して、 数日に して、 七 兵 衛の姿 を、 と ある 山路の 

岩の 間に 認めました。 隠れる ことと、 走る ことのた め 


に 生きて いるよう な この 男 は、 追窮 されて 必ずしも 

きんき ゆ う 

窘窮 するとい うこと はない が、 人間の 精力と いう も 

の も 限りの ある もので、 そういつ まで も、 野宿と、 草 

根 木皮 生活に 堪えられる もので はない。 水中に 沈んだ 

かわず 

蛙が、 ある 限度に 於て、 空気 を 摂取す るた めに 浮き 上 

るよう に、 人間ら し い 物質 の 慾 望の ために 浮き 上 らざ 

る を 得ない。 果して 七兵衛 は、 この 地点へ 浮び 上り ま 

した。 

この 地点が、 どの 地点で あるかと いう こと を、 地理 

学 的に 説明す るの は、 今の 場合、 困難な ことです。 七 

兵衛は 地上 を 走る ことに は 馴れて いる けれども、 地理 


学の 観念の 甚だ 怪しい こと は 前に 述べた 通りで ぁリ 

ます。 従って、 その かな リ 練達した 方位な リ 時間な り 

の 観念と いう もの も、 正確な 科学的 根拠から 来て いる 

ので はない から、 未経験の 地に 於て は、 往々 にして 狂 

い を 生ずる ことが ありがち なの はやむ を 得ない のです _ 

たとえば、 星 を 力に、 或いは 木皮の 苔 をた よりに、 

観念 をつ けて みるに したと ころで、 天気具合で、 星の 

ある 晚 ばかりが あると いう わけで はなく、 木 枝 や 樹皮 

にも、 ところ 変れば 手 ざ わりの 変る こと も ある。 つい 

東へ 走った つもりで、 西へ 抜けて しまう こと も あり、 

南へ 行かん として、 北 を 忘れて しまう こと も あるので 


す。 足の 覚え だけ は 極めて 健全です から、 この 腰骨に 

覚えたり、 もう 四 五十里 も 来ましょう か  なんて 

洒落 はよ く 通用す る ことがある けれども、 それ を 東経 

北緯に よ つ て 確定す る こと は 不可能で ある。 

とにかく、 この 地点に 浮び 上った 七兵衛 は、 もうこ 

のおれ の 足で、 このく らい 走れば、 相手 は 鬼であろう 

とも、 仏であろう とも、 当分 その 足が つくお それが な 

いこと を 確信し たれば こそ、 かくは 浮び 上った ものと 

思われる。 だが 浮び 上った 七兵衛 は、 さすがに 多少の 

ゆ リ 

やつれと、 疲労と を 見せて いる。 百合の 根 を 掘って 

食ったり、 山 栗の 実 を 落して みたり したと ころで 程度 


が ある。 人里と 名のつ くと ころへ 出て、 火の かかった 

飯 食に ありつきたい、 というの が、 この 際、 第一 の 七 

兵 衛の慾 望で あるら しく、 七兵衛 は、 心しながら 人里 

を 求めて、 この 山間 を そろそろと 下りに かかりました 

かくして、 この 男 は 山 をめ ぐリ、 谷 を 越え、 なる ベ 

く 人の 足の 踏んで あるよう な 山径 をえ らんで、 ふと 一 

にぎ 

つの 山の 尾 をめ ぐると、 俄然と して 眼の 前に 賑やかな 

うろた 

光景が 展開され たもので すから 狼狽えました。 

本来、 人里 をめ ざして 来た もの だから、 人間 臭くな 

る こと は 覚悟の 前で なければ ならない が、 これ は あん 

まり 人間が 賑やかに 出来過ぎ ていたた めに、 いったん 


は 立ちす くんだ けれど、 もう、 どうに もなら ない。 

山の 尾 をめ ぐって、 ほんと に 鉢 合せで もした ものの 

ように、 眼と 鼻の 先に 突き 当った のが 天然 風呂でした。 

沢に なって 小 流れが あると ころの 岩と 水の 間 を、 

むぞうさ  せきら 

無雑 作に 掘り ひろげて、 その 中に 赤裸な 人間が 七つば 

かり、 すつ ぼり と漬 つてい る。 しかも、 それが みんな 

年の 若い 女ば かりでした。 

山の 奥の 温泉に は、 得て してこう いうと ころの ある 

の は、 あえて 珍しい ことで はない が、 不意 だものです 

から、 七 兵衛が 狼狽して たじたじ となった のです が、 

咱手 はさ ほど 驚き はしません。 


不意に 現われた 七 兵 衛の姿 を、 ちょっと 見やった ば 

かりで、 あと はいつ こう 頓着な く、 思う まま 湯気と 湯 

とに つかって、 おた がい 同士、 何 を か 賑やかに 話し合つ 

ている。 狼狽 はした けれども、 こうな つてみ ると、 七 

の っぴき 

兵衛は 退却す る 必要 もな く、 また 退 引 はでき ない 羽目 

にな つてい る。 

ま ね 

七兵衛 も、 なにげなく、 ちょっと 挨拶の ような 真似 

をした だけで、 その 野天風呂 を 過ぎる と 小屋が けが あ 

る。 その 小屋が けに 夥 しい 衣類が 脱ぎ捨てられ てい 

ると 見れば、 その 小屋の 向う の 方に も 同じような 穴が 

掘られて いて 湯が 湧いて いる。 その 湯の 中には、 今度 


は 野郎ば かりが 夥しく 漬 つてい る。 

度胸 を 据えて、 そこの 近くへ 進んで 行った が、 こち 

りさ 

らが 力む ほど、 先方 はこ ちら を 眼中に 置いて いない。 

七 兵衛が 来たって、 来た かと 言わない 代り、 来るな と 

も 言わない。 

ここに 於て、 七 兵衛も 安心し ました。 これ は 何とい 

う 土地 か 知らないが 温泉 地 だ。 ザ J の 辺で 温泉 は 珍しく 

ない と 見えて、 別個に 宿 を 構えて 営業す るまでの こと 

はない。 地 を 掘れば 湯が 湧いて 出る、 その 湯に 浸る こ 

と は 誰に 遠慮 も いらぬ ことにな つてい る。 ただし かし、 

地方の 農民た ち は、 天然に 恵まれて いるから といって、 


時間に は 恵まれて いないから、 ある 一定の 時機に、 団 

体 を 催して 程近い 温泉 場 を 征服 するとい うこと は、 年 

中 行事の 一 つに なって いる。 

その 一 日の 行楽 だと 知って みれば、 彼等の 眼で は、 

ごどうぎ よう 

七兵衛 といえ ども 御 同行の 一 人で、 同じ 団体で、 日頃 

あんまり 面の 売れて いない 方の 口 だと 見過ごされ てい 

る だけの ものである。 

ここで 七兵衛 も、 すっかり 安心した もの だから、 い 

い 気になって、 では 自分 も ひとつ、 この 団体の 臨時 会 

員の 一 人に 加えても らおう と、 抜からぬ 面で、 小屋が 

けの 中へ 自分の 着物 を 態よ く 脱ぎ こみ、 手拭 をと つて、 


野郎 組の 方の 野天風呂へ とお 辞儀な しに 飛び込ん でし 

まいました。 

河の 岸 を 掘り ひろげた 天然の 浴場 はかなり 広い けれ 

おおぎょう 

ども、 それに 混み 入る 人の 数 も 夥しい。 大仰 に 言えば、 

ます 

桝に 芋の 子 を 盛った ような たかり 方 だから、 七 兵衛の 

とうか い 

韜晦に はいつ そう 都合が よいと いう もので、 ちょっと 

鼻の 先で 空世辞 を 言いながら、 人の 蔭に 隠れて、 湯の 

中へ 身 を 沈め、 芋 こじり の 御多分と なって、 いい 気持 

で 面 を 撫でて いる こと 至極 妙です。 

七兵衛 はすつ かり 安心し きって、 人混みに 隠れて 湯 

に ぴったり とっかり 込んで いると、 おのずから 周囲の 


人々 の人晴 風^が う つ つてく る。 

しんでん  おかぼ 

新田の 仁 兵衛が 高らかに 陸稲の 自慢 をす る、 沢 井の 

なたまめ 

太平が 大根の 太い こと を 語る と、 山 崎の 文 五郎が 刀 豆 

の 出来栄え を 心配す る、 草花の 娘 ツ子 はよ く 働く が、 

淵の 上の 後家 はおし やらく だ、 というよ うな 噂が 出る、 

ききめ 

自分た ちの 旅の 経験 や、 あたり 近所の 温泉の 効目 を 並 

ベる。 

そういう 話 を 聞き流して いるが、 なにしろ 辺土の こ 

とだから、 そう 七 兵衛の 耳を惹 くような すぐれた 珍聞 

もない。 無意識に 人の 頭数 を 数えて みると、 ざっと 七 

十ば かり は ある。 婆さん 連の はしゃぎ 方な ど は、 平気 


で この 野郎 風呂へ 乗 込んで 来る が、 妙齢の 娘た ち は 別 

に 一 団を なして、 彼方の 一 槽を 占領して いる こと は 七 

兵衛が 最初に 見た 通りです。 

やまが そだ 

いずれ を 見ても 山家 育ち —— 

と、 山家 育ち を 売り物の 七兵衛 自身で すらが、 苦笑 

する ほどの 連中ば かりです。 ことほ ど、 それほど、 七 

兵衛も 浮世 離れした 気分に なって、 多数の 後ろで、 悠々 

閑々 と 耳 もと を 撫でたり、 また 珍しく も あらぬ 奥州 弁 

の 国自慢に 耳 を 傾けたり、 ここで なるべく 多くの 時間 

をつ ぶした 方が 都合が よい、 この 御 連中 も 泊る とすれ 

ば、 あの 小屋の 中へ 雑魚寝 と 来る だろう が、 次第によ つ 


とと まじ 

て は今晚 ひとつ、 雑魚の 魚 交りと いうお 裾分けに あず 

かって、 その 間に、 地理 上の 心得 万端 を 聞いて 置く こ 

とだ —— 

この場合、 七兵衛 は、 思い も かけずい い 気な ものに 

うちよ うてん 

なって しまい、 いささか 有頂天の 気分に されて いるう 

ちに、 この 一 団 にこの ままで 芸尽 しが はじまりました _ 

七十 三 

その 芸づ くし を 七 兵衛が 聞いて いると、 お 里 丸出し 

の 元気な の もあった り、 或いは 思い もっかない 古雅な 


調子が 交ったり、 古い 昔、 江戸から 流行り 出して 来た 

ものが、 相当 新しい 気分で 復活して 来たり、 七 兵衛に 

はまる つきり わからな いの や、 わかる の や、 こん がら 

かってい るが、 いずれも 聞いて いて、 異郷 情味の 面白 

からぬ の はない。 

すでに 夜 も 明け方に なりし かば、 武蔵坊 弁慶 は 居 

たと ころへ ずん と 立ち、 い つも 好む 褐 の 直垂、 水 

をし どり わきだて  みつ ひきり やう  ゆ ご て 

に 鴛 の脇楣 し、 三 引 両の弓 籠手 さし …… 

と、 お 能の 謡 に似て、 あれより 勇健 質朴な 調子 も 出て 

来る。 そうかと 思う と、 

よい はさつ さ —— 天の岩戸 も 押 開く、 神の 社に 松 


すゑて、 す は 三尺の 剣 をぬ いて、 神代す すめて 

し し 

獅子 を どり  

御 自慢の 獅子舞 を ここへ 持ち込む もの も ある。 飛び 

離れた の は、 

うやま  ね 

敬 つて 申し 奉る、 笛に よる 音の 秋の 鹿、 つま ゆ ゑ 

身 をば こがすな る、 五 人 女の 三の 筆、 色 も か はり 

や ほ や 

て 江戸 桜、 盛りの 色 を 散らした る、 八百屋の 娘お 

七 こそ、 恋路の 闇の くらがりに、 よしなき 事 をし 

出して、 代官 所へ 申し上げ、 すぐにお 前へ 引き出 
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と、 江戸前の ところ を 一席 唸り 出して、 やん やの 喝采 


を 受ける 者 も あると、 一方から 負けない 気になって、 

あたごみ ち  おきどころ 

コレぉ 半、 ここ は三条 愛宕 道、 露の命の 置 所、 草 

葉の 上と 思へ ども、 義理に しがら むこの 世から、 

刃で も 死なれぬ 故、 淵 川へ 身 を 沈める がせめ て 

も 言訳、 あとに 残せし わが 書 置、 さぞ 今頃 は 女房 


「泣けます」 

「泣けます」 

まぜ 

ほめる の だか、 交つ 返す の だか わからない。 

ふんどし 

そこん ところで、 突然に 現われた 赤い 襌 の 若造が 

す つ とんきょう 

一人、 素 頓狂な 声 を 張り上げて、 


まんにん どう 

万人 堂の 

杉の ス ツボン コラ 

槍の ようで 

さジョ や、 てんと さま 

ォ 力なかろう 

この 素 頓狂で、 一同が ドッと 笑う。 そこで この 一幕 

は、 陽気な 爆笑で 崩れた 形になる。 一 幕 をヮャ にした 

若造 は、 何が 故に、 みんなから、 そんなに 笑われる の 

けげ ん  かお 

かと 怪訝な 面が、 またお かしい と 言って みんなが また 

笑う。 

七兵衛 もお かしい と 思った が、 右の 素 頓狂な 唄が 何 


の 意味 だかよ くわから ない。 茂太郎 式に 反芻して 再応 

思案して みると、 「万人 堂の 杉の ス ツボン コラは 槍の 

とが  てんとうさま 

ように 尖って いる、 さぞお 天道様 も 怖いだろう」 とい 

う 意味に 受取れ る。 ス ツボン コ ラとは 何だかよ くわ か 

らな いが 杉の 木の 尖った 梢と いう ほどの 意味で はな か 

ろうか。 そうだと すると、 万人 堂の 杉の 木 はすく すく 

と 槍の ように 尖って 生い 立って いる、 あれ を 上から 見 

ると お 天道様 も 怖がる だろう、 という 単純 無比な 表現 

かと 思われて なおお かしくなる。 

しかし、 考えて みると、 自分 はこの 数日 来、 足に 任 

せて 奥州の 真暗闇 を 走らせられて いるが、 昨日 は 餓鬼 


地獄の 絵巻物 を 見せられ たかと 思えば、 今日は 歓楽 天 

国の 中へ 投げ込まれ たような 心 持 もしないで はない。 

餓鬼 地獄の 世界 も 変 だし、 歓楽 天国 も 夢の 中の 世界で 

あるよう に 思われる が、 こういう ところへ 置かれて み 

ると、 また 悪い 心 持 はしない。 

裏 宿の 七兵衛 といえ ども、 人間並みに 楽しい こと は 

楽しい、 嬉しい こと は 嬉しい に違いないが、 それ を 人 

間 並みに 楽しむ ことに 於て は、 性癖が いつしか 暗く 

なって おり、 人間並みに 事 を 共に する に は、 進み 方が 

早 過ぎて おりました。 そこで 彼 は 彼と して、 独得の 生 

き 方 をし ない ことに は、 生きられない ようになって、 


今日まで 来て いるので すが、 そういう 後天性 を 別にし 

て、 なんらの 表裏の ない 一個の 群集 動物と して さし 置 

かれて みさえ すれば、 彼 もまた 群集 動物 並みに 無智 無 

邪気に 楽しむ ことができる 人間 だとい うこと が、 この 

際に 於ても 証明され ると いう わけです。 

すなわち、 郷里 及び その 環境に 於て は、 七兵衛 は、 

おの 

己れ 自身の 所業に 後 暗い 心 持 を 持たない という こと は 

なく、 周囲 もまた 彼 を 冷たい 眼で 見て いる。 よし 彼の 

所業 は 衆愚の 眼 をく らまし 得て いると してから が、 彼 

がなる ベく 衆 を 避ける という 気持が、 群集と は ソリの 

悪い ものにし ている。 しかるに、 今こう して 全く 見ず 


知らず の 土地と 人の 中へ、 無条件に 身 を齎す ことが 

できさえ すれば、 彼 は その 独得の 後天性 を、 誰に 向つ 

て 気兼ねす る 必要 もな く、 周囲 もまた、 彼 を 特に 冷た 

い 眼 を 以て 見なければ ならない という 因縁 は、 全く 解 

放されて いるので す。 

ですから、 この 瞬間に 於て は、 七兵衛 は、 純粋に 楽 

しい もの を 楽しと する 子供心に さえかえる こと を 得た 

ので、 自分 もま あこうして 馬鹿にな つて、 みんなと 共 

に 楽しむ ことができさ えしたら、 永久に、 どんなに 仕 

合せで あるか、 とさえ 愚痴 を 催す の もやむ を 得ない。 

これより 先、 ふっと、 この 湯 壷の 中に、 なんとなく 


七 兵 衛の眼 を 引立てる ものが ありました。 といっても、 

別段、 湯 壷の 中の 人の 数に 異変が あつたと いう わけで 

はない —— 湯 壷の 隅の 川沿いの 東の 一 角に 背 を もたせ 

て、 七兵衛 と同じように 耳 もと を ごし ごしゃりながら、 

テレ 臭く 湯に つかつ ている 一 人の 男が ある —— ことが 

気になり 出しました。 

七十 四 

ひとしきり 芸づ くしが 終って、 やがて、 また 第二の 

我に 返って みると、 さっきの あの 怪しい、 東の 隅の 一 


角の 男 はどうな つた。 

とりあえず それが 念頭に 上った ものです から、 七 兵 

衛は 幾つ もの 人間の 頭 越しに、 そちら を 見る と、 いる、 

いる。 

しゃあしゃあ として、 まだ ああして いやがる、 うつ 

かリ こっちが 有頂天に な つ ていた 間に、 こつ そり、 こ つ 

ちの 顔色 をう かがって でもいた かと 思う と、 そんな 

素 振 はない が、 いくつもの かぼちゃ 頭の 間に、 胡麻塩 

を ふりかけた 彼の 髪の毛が 動かずに 浮いて いる。 

気に かかる 奴 だな あ —— 

そのうちに、 さし も 芋 を 盛った ような、 この 天然 風 


呂の 浴客が、 一人 立ち、 二人 立ち、 三人 出る、 五 人出 

る、 だんだんに 湯から 上って は 手拭で 身体 を 拭き、 

さらしもめん 

晒木綿の 六尺 を 捲き にか かりました。 

ぞろぞろと 湯 上りに かかる もの も あるが、 また 相 変 

らず じっくりと 腰 を 湯 壷の 中に 据え 込んで いる 者 も あ 

る。 風呂の 中 は 大分 動揺 もした し、 留まる ものよ リは 

上る 者の 方が 多い けれども、 さりと て 全員 争って 出て 

行く という わけで もない。 

こういう 際に 七兵衛 は、 どういう 行動 をと つたら い 

いかと いう ことに 少し 惑いました。 

湯 上り 組と 共に、 いったん 上って、 ふんどし を 締め 


直した もの か、 それとも、 もう 少し ここに 踏み止まつ 

て、 殿 の 部分 を 承って 出た 方が 安全 か —— と 考えて、 

ひそかに 例の 東の 隅の 一 角の 胡麻塩 頭に 眼 を くれる と、 

先方 は 相 変らず、 一 向 こちらに 頓着 はなく、 多くが 湯 

上り をす るのに、 この 男 は 急ぐ 様子 もない。 

はて、 あいつが、 ああして 動かな いでいる 以上 は、 

こっち も 動け ない ぞ、 裸で 人の 蔭に 隠れて 湯の 中へ 身 

を 没して いる 分に は 無事な ような もの だが、 さっと 全 

身 を 茹で 上げて しまった 曰に は、 ゲジ ゲジの 舐めた あ 

とまで 見られて しまう。 大久保 彦左衛 門で はない が、 

おれの 身体 に 古い 傷がない と 誰が 言う。 


それに また、 おれ は、 いま 御多分と 一 緒に 飛び出し 

て みたところで、 第一 あの 白木 綿の 六尺の 切りた ての 

化粧 まわし を 用いて いるが、 おれに は、 それがない の 

だ。 お 手の もので、 人の をち よろ まかして 一時 をつ く 

ろう 分に はなんで もない が、 それで は、 すぐに 馬脚が 

現われて しまう。 

よしよ し、 このままで 頑張れる だけ 頑張れ、 残らず 

出て しまったら、 出て しまった 時の こと —— それにし 

て も、 あの 胡麻塩 頭 は、 気になって 見る と、 相 変らず 

同じと ころ を 占めて、 悠々 閑々 と 構え こんでいる、 人 

さえぎ 

が 透いた から、 今まで 人の 頭 越しに 遮られて いた 頭 も、 


顔 も、 全部が こちらの 対角から、 最も あざやかに 見て 

取られる。 

のつ ぴき 

いや、 こいつ は 本物 だ —— と 七 兵 衛が退 引 させられ 

ぬ 思い をした の は、 顔面の 左の 部分に ちらと 認めた 傷 

の あとです。 こめかみのと ころから 頰へ かけて、 一筋 

なでられ ている、 もうかな り 年代 を 経た 傷 あとだから、 

まざまざと いう こと はな いが、 見る 人が 見る とわ かる、 

ことに 七 兵衛の 今の 眼で 見る と、 パック リ 赤い 口 を あ 

い て いる ほどに 見える。 

こいつ は 本物 だ、 本物 だ、 只 物で はねえ、 只 物で ね 

えとしたら、 別物であろう はず はねえ、 こいつが、 そ 


の 仙 台の 仏 兵 助と いう 奴に 紛れ もね え —— おれ をつ か 

まえて、 すんでのことに 總を かけた 奴 だ。 そう 思って 

ゆうよく 

見る と、 兵 助 を 後ろに、 左右に 遊弋して いる 五 ッ六ッ 

すいか あたま 

の 水 瓜 頭 も、 みんな あいつの 身内と 見える。 

ござった な —— 七兵衛 は、 それ をそうと 確認す ると、 

かえ つ て 度胸が 出て 参りました。 

こいつ、 この 七 兵衛の 向う を 張って、 先 廻りと は癩 

だ。 先 廻り をされ たの は癩 だが、 これ は 地の利で 仕方 

がね え、 こっち は 案内 知らず の 他国者、 相手 は 兎の 抜 

け 道まで 知っていよう という 土地 ツ子 だ、 ことに 手先 

や 子分が 到る ところに 網 を 張って いる、 この 道 をこう 


追い 廻せば、 いやで もこの 壷へ 落ちる くらいの こと は 

蛇の 道で なくても 心得て いる、 そこへ がむしゃらに 追 

い 込まれた こっち は、 まァ 運の 尽きと いう もの だ、 足 

に 覚え は あるから、 走る こと は 走る といった ところで 

こっち は 勾 股 を 念入りに 曲って 走って いる 間に、 あつ 

ち は 弦 を 直 走して 先 廻りと 来り や、 網に ひっかか るの 

は あたりまえ、 こっちの 抜かり じゃあね え、 向う が 明 

る 過ぎる の だ。 

だが、 そんな 負惜 みは、 こうな つてみ ると 通らない 

眼前に 敵が 大手 を ひろげて いようと いう もの を、 癇癩 

玉 だけで は 済まされ ねえ、 もうこう なって は、 ーかバ 


チか あるの みだ、 どう 考えても、 七兵衛 まだ この辺で 

年貢 を 納める 気になれ ねえの だから、 こう 手が 廻って 

は 仕方が ねえ、 へたに 分別して、 後手 を 食つ ちゃ あ 万 

事お しまい、 そこで、 七 兵衛は 手拭 を鷲摑 みに して、 

すっくと 湯 壷の 中から 立ち上りました。 

まず、 何 はおいても 裸で 道中 はならない。 手早く、 

身近に 脱ぎ っぱなし てあつた、 団体客の うちから 一 人 

の 衣裳 を 奪って、 まず 切リ たての 六尺 木綿から 手早く 

身に 引っかけて 置いての 芝居と、 立ち上った ところ を 

先方 もさる もの、 パッと 一度に 水煙、 ではない、 湯煙 

を 立てて、 


「御用 だ！」 

果して、 胡麻塩 頭の 左右に 遊弋した 五つ 六つの 

すいか あたま 

水 瓜 頭が、 むつく りと 立ち直って、 七兵衛 めがけて 殺 

到して 来ました。 

七十 五 

「ふざけ やが るな」 

七 兵衛は 左手で 手拭 を 持って 前 を 囲いながら、 右手 

で 有 合わす 小 砂利 を 拾って 眼つ ぶし を かけて みたが、 

それ は、 さの み 自衛に も、 脅威に もなる ほどの 武器で 


はありませんで したが、 一 時相 手が たじろぎました。 

その 隙に —— 団体客の 衣服 を 取って、 せめて 六尺の 

晒木綿 だけで も 身に ひっかける 余裕がなかった のです 

—— かねて 眼 はくれ ていたの だが、 五六の 相手に やに 

わに 飛びつ かれて みれば、 その 目 ざして いた 衣裳 場の 

小屋が けまで 龃 けつけ るの 前途 を 塞がれて しま つ たよ 

うな ものです。 

ここで、 長兵衛 以来の 珍しい 湯壺の 乱闘。 あれ は 水 

野の 屋敷で、 どこまでも 芝居が かりに 出来て いるが、 

これ は 青天白日の 下、 野天風呂の 中で、 一 糸 を まとわ 

ぬ 野郎 共の 不意なる 立 廻リ。 


ことに 一 から 十まで 七 兵衛の 立場が 悪い。 しかし、 

さえぎ 

前なる 小屋が けの 衣裳 脱ぎ 場へ 飛びつ ける こと を 遮 

られた 七兵衛 は、 直ちに 身をク ルリと 廻して 横つ 飛び 

に 飛び込んだ ところ は、 意外な 急所で ありました。 こ 

れは 七兵衛 として は 天性の 警戒 性から、 いつもす るよ 

おもん" まい 

うに、 入る 時 は 必ずや 出づる 時の こと を 慮る。 い 

かなる 場合に も、 出づる 時の こと を あらかじめ 考慮し 

且つ 計画して 置いて から 立 入る ことに は 周到なる 修練 

を 加えて いる。 すでに 湯壺に 入った 時から して この 男 

として は、 出づる 時の 計画 は 十分に 成立して いなけれ 

ばなら な いはず でした。 


すなわち、 この 男 は、 こうして この 湯 壷に 納まった 

その 寸前に、 万一の 場合 を 予期して、 こうして、 こう 

手が 入ったら、 ああして、 ああ 摺リ 抜ける という 思慮 

と 計画 は 充分に 立てて なければ ならない はずな のでし 

た。 いかに、 この 際う つかり、 平和な t 古え の 農村 気合 

を 味わわせられて、 我 を 忘れて しまったに してから が、 

右 を 押せば 左、 東から 来たら 西、 と 観念 は あらかじめ 

立てて いなければ ならない はずの 男でした。 

果して、 第一 段の 策戦 は、 まず 衣裳 脱ぎ 場の 小屋に 

飛び込んで、 有 合わす 衣類 調度 を かっさらって 身に つ 

けてから、 という 段取りで ありまし たが、 不幸に して 


その 出端 を 見事に 遮られて しまい はした が、 だが、 こ 

の 一 段 だけで わけもなく 参って しまって は 七兵衛 らし 

くない。 前 を 押えられ たらば、 当然、 後ろと 左右と に 

分別が 働かなければ ならない はず。 

しかし、 あまりと いえば 意外に 出で たの は、 その ま 

き；： 5 す 

ま 七 兵 衛がク ルリと 踵 を 返して、 一散に 飛び込んだ 

の は、 最初に 眼に 触れた あの 女ば かりの 湯 壷の 中で し 

た。 

飛ぶ が 如くで はない、 飛ぶ こと そのもの 以上に 素早 

く、 七 兵衛は 右の 女ば かりの 湯 壷に 湯し ぶき を 立てて 

飛び込みました。 


しかも、 ここで はさい ぜんの 女た ちが、 一人 も 湯 上 

りする 者が なく、 羽衣 を 忘れた 天女の ような 気分に な 

にぎ 

りきって、 皆々 極めて 平和に、 極めて 賑わしく、 湯壺 

の 中に 相 語らって 嬉々 として 楽しんで いる。 その 真中 

へ、 いい 年 をした 七 兵衛が 飛び込んで しまいました。 

七十 六 

この 振舞に は、 追う 者 も あっけに 取られた が、 飛び 

込まれた、 平和な 羽衣な しの 天人 共の 驚愕 狼狽と いう 

もの は、 真に 名状すべからざる もので ありました。 


むつ 

睦まじく 入浴して いた 十 人の 娘た ち は、 見栄 も 外聞 

もな く、 一度に どっと 飛び立ち、 逃げ出し ましたが、 

その 中に、 たった 一人、 逃げ後れた 娘が ありました。 

逃げ後れ たので はない、 驚いて 飛び立とう とする 途 

端 を、 七 兵衛の 手で 押えられて しまった のです。 かわ 

いそうに、 逃げ後れた 一人の 娘 を、 いきなり 湯 壺の中 

おさ 

へ 抑えつ けた 七兵衛 は、 無惨に も その 娘の 細 首へ 自分 

の濡 手拭 を グッと 捲き つけて —— 締め はしない、 手軽 

く 捲き つけた だけで、 

「静かに しな、 お前 を 殺 すんじ やねえ から、 ちょっと 

の 間お とりに な つ て くんな」 


こう 言って 娘の 子 を 一人、 抑えつ けた 時に、 例の 追 

手が ばらばらと はせ つけました。 

その 時 は、 河原 一 帯、 この 野天の 温泉 場 附近 一 帯が 

沸騰して しま つたので す。 

追手 も 沸けば、 娘た ち も 沸く。 団体客 全体が、 挙げ 

て 叫喚 怒号して、 この 場へ 馳 せっけて 来る のでした。 

「喜 代さん が、 つかまった」 

「喜 代さん が、 悪者に なぐさまれる」 

「喜 代さん が、 あれ、 悪者に くびり 殺される よ」 

「早く 助けて あげてお くれ」 

「気ち がいです」 


「気ち がいじ やな」 

「喜 代さん がお かわいそうに」 

「あれ あれ、 なぐさまれます」 

「あれ あれ、 殺されます」 

七兵衛 から 見れば、 果して これ は 時に とっての 機転、 

あらかじめ 入る 時に、 出る 時 を 制して 置いた 万々 一 の 

ひとじち 

策戦の 一 つ、 みん ごと 人質 を 一 つせ しめ 上げた ものと 

見られる が、 群集に とって は、 何の こと だか わからな 

い。 悪漢 は 悪漢に 相違ない が、 なん ぼなんでも 悪漢ぶ 

りが これで は 露骨 過ぎ る —— 気 ちがいだ、 気ち がいだ、 

み と  いろきちがい 

女に 見： 11 れて、 いきなり 発作した 色 晴 狂と 見る より ほ 


か、 見よう がない。 

だが、 馬鹿 だか、 気ち がいだ か、 それ を 調査して い 

ろうぜき 

る 場合で はない のです。 とりあえず、 その 狼藉の 手 か 

ら 奪還し なければ ならぬ と、 一 同が 件 の 湯壺の ほと 

リへ 殺到して 来 は 来たが、 これより 以上 は、 手 も 足 も 

出せない 事の 体に なって いる。 

湯 壷の 中で 七 兵衛に 抑えられ ている 娘 は、 この 一行 

中で 一番の 器量よ し、 いちばん 家柄の よい 娘で ありま 

した。 こういう 場合に も、 例の 入る を 計って 出 づるを 

制する 七兵衛 流の 警戒ぶ り は、 かなり 聡明に 発揮 せら 

れ ている。 取 押える にしても、 屑 は 取 押えないで、 選 


りぬ きの を 取りお さえて いる。 

これで 見る と、 最初、 山の 尾 をめ ぐって、 この 湯壺 

の 前 を 通りすがりに、 はやこの 中の 女の 数 を 読んで、 

選り取りに する 場合 は あれと、 目星 をつ けて いた 七 兵 

衛の 眼力と すれば 怖ろ しい。 しかし、 言葉 は 人 を 食つ 

たこと ほど 実 着な もので、 

「皆さん、 どうも、 何とも はや、 飛んだ 御迷惑 を かけ 

て 相 済みません、 わし は 与 兵衛と 申す 関東の 旅の 者で 

ござんす が、 こっちへ 参りまして、 よん どころ ない 罪 

を 着た もんで ござんす から、 お 手先に 追われて、 この 

始末なん でございますよ —— 悪い ように は 致しません 


から、 まあ、 ひとまず、 お 静かに なすって 下さいよ」 

これが、 はやり 切った 群集に 向って、 至極 穏 かな 七 

兵衛の 挨拶な のです。 湯壺の 中で は、 おた がいに 身体 

の 三分の 二 は 隠されて いると は 言いながら、 泣き叫ぶ 

娘の 細 首へ 手拭 を 捲き つけて、 それ を 左右の 手に 持ち 

ながらの 挨拶です から、 手の つけよう がない のです。 

ただ、 娘が 泣き叫ぶ 声の する ことによって、 手拭の 

締め 方が 厳しくない —— という 安心が ある だけの もの 


あれよ、 あれよ と言うば かりで、 手 も 足 も 出ない 一 

同に 向って、 七兵衛 がまた おだやかに 挨拶 をつ け 加え 


ました、 

「わし も、 悪い こと は 悪いで、 罰 をの がれようと は 申 

しません が、 何 をい うに も 今度の こと は 旅の 出来心で 

ござんし てな、 ここでむ ざむ ざと 捕まって、 年貢 を納 

める に は 早い ような 気がし ますんで な  それに まだ 

いろいろと 話 を つけて 置きた い 心残り も あるん で ござ 

いますから、 それら を 済まして、 これでい いという 場 

合で なけり や、 ぉ緦 にか かりたく ねえと いう 身上なん 

でございます。 でございますから、 今日のと ころ は 見 

逃して いただきて えんだ。 そこで、 お気の毒 だが、 こ 

のお 娘さん を、 ちょっと お借り 申して、 当座の 人質と 


いう わけなん です、 決して、 皆さんの 心配な さるよう 

な、 殺す の、 なぐさむ のとい う もくろみ じ や ございま 

せん。 つまり、 皆さんが、 どうして もこの 場で、 わた 

し を 召 捕ろうと こうお つし やるなら、 不憫 じ や ござん 

すが、 この 娘さん を 一人、 わつ し は 道連れに つれて 行 

きて えとこう 思 うんで  もし また、 皆さんが、 ここ 

ん ところ 少しの 間、 目をつぶって、 わつ し を 物の 一里 

ばかり 立ちの く 間、 見の がして 下さり さえす リゃ あ、 

むきず 

この 娘 を無疵 で、 このまま すんなり お返し 申 すんで ご 

ざいます が、 いかがな もんで ござんしょう」 

こう 言って、 群がり 迫る 人た ちに 挨拶 を 試みた が、 


青くな つて 静まり返った 群集 は、 急に 返答す る 者が あ 

リ ません。 

七十 七 

こういう 人質の 手段 は、 あえて 新しい 手法と いう こ 

と はない が、 こういう 場合に、 こういう 手口で 用いら 

れ ると、 いくら 多勢で あるから といって、 ちょっと は 

手 も 足 も、 口 も 出す ことができな いのです。 

しかし、 一度 は 度 を 失うて なさん 様 を 知らなかった 

人だかり も、 いつまでも こうして 馬鹿な 顔 をして、 当 


面の 芝居ば かり を 見せ つけられて いられる わけの もの 

ではありません。 

ことに、 七 兵衛を 追いつめて 来た 水 瓜 頭の 五六 は、 

御用 だ！ と 言った 名目の 手前、 永く 猶予す る わけに 

は ゆかない。 犠牲の 如何に かかわらず、 する だけの こ 

と はしなければ ならない。 

そこで、 咄嗟に 身 仕度 をして、 隠す あたりの 部分 を 

かくして 置いて、 おいきた、 と 飛び かかろう とした 時 

に、 団体客の 同勢が、 それに 折り かぶ さるよう に 押し 

ふさがりました。 

「まあ、 お待ち 下さい まし、 あなた 方が お向いな さる 


と、 あの 子が 身代りに 殺されて しまいます」 

「あの 子 を 殺させて は 村 方へ、 わし どもが 申し わけが 

ございませぬ、 わした ちみん な 連れ 合うて、 機嫌よ く 

出て 来た ものが、 あの 子 一人 を 見殺しに して 帰れます 

か」 

かお 

「あの 子の 親た ちに あわす 面がない」 

「罪 もない あの 子が 不憫で ございます、 お助け 下さい 

ませ、 あれ、 あのよう に、 こちらが 向います と、 手拭 

で グッと 締めます、 締め殺されて しまいます」 

「どうかして、 あの 子 をお 助け 下さい ませ」 

「きょち やん、 辛抱して な、 わした ちが あんた 一 人 を 


殺させ やせんが な」 

「お 役人 様、 お助け 下さい」 

村の 団体客が 身 を 以て、 捕 方の 行く手に 押し かぶ さ 

る ものです から、 捕 方 もこれ を もてあまさざる を 得な 
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といって、 あれ を あの まま 手を束ねて 見て いる わけ 

に は ゆかない。 その 呼吸 を 見 はからって、 七兵衛 は、 

ゆる 

手拭 を 締めたり 緩めたり して 見せる。 七兵衛 がそん な 

芝居 をして いるか どうか は 知れない が、 見て いる 者に 

はそうと しか 見えない。 捕手が 意気込む 時には、 手拭 

を 持つ 七 兵衛の 拳が 緊張し、 捕手が ひるむ 時には、 七 


兵衛の 手先 も 緩 むかのよ うに 見える。 

たまり かねた 娘つ 子の 身う ち は、 こちらから 手 を 合 

わせて 七 兵 衛の方 を 拝み、 

「どうぞ、 お 泥棒 様、 その 娘 をお 殺し 下さいません よ 

うに」 

「お金で 済みます ことならば、 村 方 申し合わせて、 い 

くらで もお 金 を 集めて 差 上げます、 どう あっても、 そ 

の 子 を 殺して 下さいません ように」 

「お 泥棒 様、 もうし …… 」 

ぢ さ 

一 方 は カを尽 して 捕 方の 迫る こと を 抑え、 一 方 は 合 

掌して、 七 兵衛が 犠牲 を 殺さ ざらん こと を哀 求す る。 


この場合、 「お 泥棒 様」 と言うて 呼びかけ たの は、 窮せ 

る もまた 気の毒な ものであるが、 彼等と して は、 差 当 

りこれ より ほかの 呼び声 を 知らない らしい。 事実、 七 

兵衛が 泥棒で あるかな いか、 泥棒で あると すれば、 い 

かなる 種類の 泥棒で あり、 いかなる 種類の 罪 を 犯して 

いるの かとい うこと は、 まだ 知らない。 捕 方が 召捕リ 

に 来たから、 悪漢に きまって いる、 悪漢の 大部分 は 盗 

賊 である、 という 観念から、 盗賊 を 呼ぶ に 敬称 を 以て 

し、 合掌 を 以てする こと も、 その 心情 を 察する と 気の 

毒な ものが ある。 

そこで、 湯壺の 中の、 当の 人質の 娘 はと 見れば、 こ 


れは ほとんど 失神 状態で、 締められざる うちに 気絶し 

ている ような ものです。 七 兵衛は 落着き 払って、 この 

人質 を 扱いながら、 一 方 油断な く、 第三、 第 四の 策戦 

を 頭の 中に めぐらして はいるら しい。 

けんけんごうごう 

ただ、 それ を 囲む 群集の 暄々 囂々、 紛々 乱々 だけ は 

如何 ともなす 由がない。 手の つけよう も、 足の つけよ 

う も 知らない 代り、 喚き 叫び、 哀しみ 求む る 声 だけ は 

徒 らに 盛んで ある。 

この 兼 合いの 期間、 やや 暫し、 後ろの 方に 物々 しげ 

な 声が あって、 

「さあ、 みんな、 退いた 退いた、 騒ぐ ばっかりで 何事 


もな り やしね え」 

と 言って、 人 を 押し わけて 来たの は、 親分の 仏 兵 助で 

あります。 

七十 八 

「さあ、 みんな 退いた、 一人残らず 退いた、 頭数ば つ 

かリ 集まった つて、 脳味噌が 働かな けり やなん にもな 

ら ねえ」 

ゆかた 

人 を 押し分けて 来た 仏 兵 助 は、 さっぱりした 浴衣 を 

つけて、 片 脇に は 別に 一抱えの 衣類と 旅装 束、 菅笠 ま 


で を 用意して いる。 

ここで 一 同 は 鳴り を 静めて、 道 を あけて 通す。 

そうすると、 仏 兵 助 は、 その 最前線に わ だか まって、 

当の 相手と、 その 手 ごめ の 人質との 当面に 突立ち まし 

た。 当面へ 突立った けれども、 まず 相手の 当人に は 言 

葉 を かけないで、 左右 を 顧みて、 

「一人残らず、 あっちへ 行って くれ、 話合い は 一人と 

てえ だん 

一 人の 対談に 限る、 わしに 任して みんな 引上げて くれ 

—— 野郎 共、 みなの 衆 をお 連れ 申して 小屋の 中で 待つ 

ていな」 

これ は 圧力の ある 命令で も あり、 本来、 奥州 切って 


の大 親分と 聞え た 仏 兵 助の 面で、 否も応 もな く、 この 

場 は 親分の 対談に 一切 を 任せて、 一時 この 場 を 引上げ 

るより ほか はない。 

暫くして 湯壺の あたり は、 全くの 物静か さ を 取 返し 

も だ 

てし まい、 ただ 人質の 娘つ 子の 悶え 泣く 声 だけが 聞え 

る。 

「七 兵衛 さん、 あんまり 年甲斐もない こと をし なさん 

なよ」 

一抱えの 衣裳、 旅の 品 を 小脇に かいこんだ 仏 兵 助 は、 

そこで、 七 兵衛に 向って、 まず 穏 かにこう 呼びかけ ま 

した。 七兵衛 もやさし く受 答えして、 


ま ね 

「 お 言葉 通り、 ， J ん な 年甲斐 のない 真似 をし た く は) J 

ざん せんが、 背に 腹 は 換えられね えんで してね。 だが、 

わし を 七 兵 衛と御 承知のお 前さん は、 どなたで すかね」 

「こり や 申し遅れました、 わし は 仙 台の 兵 助と 申す や 

く ざの 老 ぼれ でが すよ、 それでも 人様が、 こんな 鬼の 

ほとけ 

ような 野郎 を、 仏と おっしゃって 下さいます、 お 見知 

リ 置かれ 下さい ましよ」 

「これ は 恐れ入った 御 挨拶で ござんす、 お前さんが、 

音に 聞く 仏 兵 助さん とおつ しゃる 親分さん で ござんし 

たか。 だが 仏のお 名前に 似合わね えす ごいお 腕で、 あ 

んまリ 旅の 者 を 苛めて 下さるな よ」 


「いや、 お 言葉で げす、 なにもお 前さん を 苛める のな 

リ ようけん 

ん のと、 そんな 了見で 追い かけて 来たん じ や ござん 

せん、 神 野の 旦那に 頼まれて、 男ず くで よん どころ な 

く …… 」 

「男ず くで、 どなたに か 頼まれな さるお 前さん なら、 

男ず くで、 わたしの 方の 力に なって 下す つても いい 

じ や ございま せんか、 わしゃ、 しがね え 旅の 者、 見の 

がして おくん なさる のが 慈悲と いう もの じ や ご あせん 

ゝ I 

力」 

「なるほどな、 実はね、 七兵衛 さん、 わし も 一 旦は、 

仙 台の 役人から 頼まれて お前さん を 追い かけて みたけ 


れど、 今 じ やそれ、 舞台が 変って、 お前さん を 助けて 

上げて えがため に、 こうして 追い かけて いるの さ。 わ 

し の 親心が おわかり かえ、 武州 青梅 裏 宿 の 七 兵衛さ ん 」 

なれ なれ 

「二言目に は、 七兵衛 さん、 七兵衛 さんと、 馴々 しく 

お つ しゃる が、 どうして また、 わしの 名前まで そう 軽々 

しく 御 承知 だえ。 その 猫撫 声が 油断が ならね え」 

「これに は、 なかなか 深ェ 仔細が あるの さ。 で、 この 

通り、 人 を 払って お前さんと 膝づ めの 対談 をつ ける つ 

もりで 出直して 来たんだ。 わしの 心意気が わかったら、 

何 は ともあれ、 その 娘さん を 放して やつち やくれ めえ 


うます 

「話が あんまり 旨 過ぎるな あ、 その 手で、 人質 を 取 上 

げの、 あと は 呼子の 笛で、 者 共 逃すな、 なんて 段取り 

じゃある めえ か」 

「御 冗談 を おっしゃい、 いかに 何でも 仙 台の 仏 兵 助と 

いわれる 男が、 男ず くの 対談に、 そんな 卑怯な 手 は 用 

いられね えよ」 

「じゃあ、 親分、 この 娘つ 子 を 放せば、 わしが ところ 

を 一番、 きれいに 見逃して おくん なさる か」 

「御念に は 及ばね え、 かわいそうに、 罪 もね え 女の子 

を、 永く そうして いるう ち にゃあ、 手 を 下さね えで も 

死ん じ まわ あな、 今のう ちに 放して やって くんな、 お 


前さん の 身上 は、 わしが 請 合うよ。 いや、 請 合う まで 

のこと はねえ の だ、 仙 台の 方で も、 今 じゃあ 表 向、 お 

前さん の 罪 を 問わね えこと になって いて、 兵 助、 お前 

行って そっと 逃がして やれ、 こういう 風向きに なって 

いるの を、 お前 は 知る めえ」 

「知らね えな、 そんな 旨い 話に なって るなら 有難 いん 

だが、 出来心と は 言いながら、 お 家の 宝蔵に 手 を かけ 

たこの 七兵衛 だ、 お前さん も 捕まえなければ 男が 立 つ 

めえ し、 つかまった 以上 は 首 を とらなければ お 役 向 も 

面が 立つ めえ。 こっちに してみ ると、 行きが けの 出来 

心で、 ほんの 手慰み 半分に やった 仕事の しくじりで、 


奥州 外ケ 浜へ 来て 年貢 を 納めるな あ、 ちっと 残念 だ。 

それにしても、 死 ぬん なら 死ぬ ように、 一 応 挨拶して 

置きて えと ころもあって、 未練な よう だが、 今 は 命が 

惜しい から、 それで こんなに もジタ バタして みるまで 

のこと さ。 万一、 ここんと ころ 暫く この 首が つなげる 

ものなら、 なにも こんな 罪な 真似 をし なくと もの こと 

ぼんとう  てしょう 

だ。 兵 助さん、 お前の 言う ことが 真実なら、 何 か 手 証 

を 見せて おくん なさる めえ か」 

「そのこと だ、 正面 を 切って 辞儀 をし 合う の は、 今日 

はじめての お前さんに、 さし 当り、 手 証と いって は 何 

事 もね えが、 ことわけ だけ は 一 遍 ここで 話して お聞か 


せしょう。 そもそも お前さん という 人 を、 宝蔵 破りの 

大罪 人と 追い かけて みたの は、 当座の こと、 今 はお 前 

という 人が、 駒 井能 登 守 様の 身内 だと 聞いて、 それ か 

ら 扱いが 変った の だ。 駒 井能 登 守 様 は 何 か 仙 台のお 家 

と 浅から ぬ 因縁が おありな さるそう だ、 で、 そっちの 

み じょう 

方から お前の 身 性が わかって みると、 お前の した 仕事 

も 身の 慾 得 じ やねえ、 立派な 書き物 を、 見たがって い 

る 人に 見せて やりてえ と いう 親切気から 出た ことで 

あってみ ると、 しばらく 罪 を 問わね えこと にしろ、 と 

の 上方からの 意見なん だ」 


七十 九 

「なるほど  」 

そこで 七 兵衛が 少し 考えさせられました。 第一、 自 

分の 名 を 七 兵衛と 呼びかけて、 あらかじめ 身 性 を 心得 

て 来て いる 上に、 駒 井能 登 守 様の 名前まで が 引合いに 

出されて みると、 兵 助の 言い分に うらはらが ありと は 

思われない。 七 兵 衛の心 も 相当に 解けて 行った と 見る 

と、 仏 兵 助が 続けて 言う、 

「というよ うな わけで、 駒 井能 登 守 様と おっしゃ るお 

方 は、 御 自分の こしらえた 船 を、 月ノ 浦に 泊めて 置か つ 


しゃる が、 仙 台のお 家で は、 駒 井 様に は 充分の 好意 を 

持ちながら、 それ を 長く 領分 内に 泊めて 置く という こ 

おおこう ぎ  はばか 

と は 大公 儀に 対して 憚 りが あると いうよう なわけ で 

してね え、 それで、 このほど、 駒 井 様のお 船 は 仙台領 

をお 立ちに なって しまったよ」 

「へえ、 そうです か、 では 駒 井 様のお 船 はもう、 仙 台 

領 の月ノ 浦と やらに はいら つし やらね えんで ござ いま 

すか、 そうして、 どこへ 行きました か」 

「そこ だ —— 月ノ浦 をお 立ちに なった 駒 井 様のお 船 は 

ね、 仙 台領を 乗り出す と、 表 向 は 江戸の 方へ 帰る とい 

みやこ 

うお ふれ 込みで したがね、 本当のと ころ は宫 古の 港へ 


かまいし 

向けて お立ちに なつたん だが、 その 前に 釜 石の 港と い 

うのへ お着きの はずなん だよ」 

「釜 石の 港と いうの は、 ドコで ござんす かね」 

「さあ、 その 釜 石の 港 を 言う までに、 ざっと この辺の 

地理 を 言つ てお 聞かせ 申さに あなる めえ。 七兵衛 さん、 

お前さんの 足の 早い に は 恐れ入つ たが、 地の 理の 暗い 

あき 

のに は 呆れました ぜ」 

「そり や、 そうで ござんしょう、 奥州 安達 ケ 原の、 もつ 

ともつ と 奥へ、 こうして 追い込まれて みり や、 一寸先 

の 地理 はまつ くらやみ さ、 だから こそ、 お前さんに 

ゆうゆう  てのひら 

悠々 と 先 廻り をされ、 鼻の 先 を 掌 で 撫でられ るよう 


な 見っともな いざ まさ、 そこん ところ はお 恥 かしい と 

申す より ほか はねえ」 

「地の 理には 勝てね え 理窟で、 お前さんに おちど はね 

え、 だから、 言って 聞かせて 上げる が、 このお 湯 はね、 
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奥州 花 巻の 奥の 台の 温泉と いう 名の 聞え たお 湯なん だ 

よ」 

「台の 温泉」 

「これから、 ずっと 南へ 二十 里ば かり 下る と、 そこが 

それ、 釜 石の 港と いうのへ 出る た あ、 仏様 なれば こそ 

知ってい るが、 お前さんに は 全くお 先 真暗 も 無理 はね 

え」 


「何と おっしゃる、 これから 二十 里 南へ 下る と、 その 

釜 石の 港と いうのへ 出 るんで ござんす か」 

「ござんす とも。 そこの 釜 石の 港へ 行き さえ すれば、 

多分もう 駒 井能 登 守 様のお 船が ちゃんと 仙 台 沖から 到 

着して、 碇を 卸して、 お前さんの 飛び込む の を 待って 

いると いう 寸法で ござんす よ」 

「なるほど、 そう 聞かせて もらって みます と、 お前 さ 

んの 言う こと はどう やら 筋が 通 つてい る」 

「筋の 通らね えこと は 言わね え、 だから、 わし は、 お 

前さん を、 その 駒 井 様のお 船まで 送り届けて やる わけ 

にやい かねえ が、 趣向 をして 落して やりてえ と 思 つ て、 


わざわざ 先 廻り をして ここへ 来て いたんだ、 悪く うた 

ぐらね えよう にして な」 

「全く、 筋 も 通る し、 話 も わか つ ている よう だが …… 」 

「筋が 通り、 話が わかる と 知ったら、 何 は ともあれ、 

その 娘つ 子 を 放して やってくれ めえ か、 それから あと 

は 男と 男の 対談、 まず その 女の子から 勘弁して やって 

もら いてえ」 

「ようし、 わかった …… じゃあ、 この 娘つ 子に 窮命を 

させる こと は、 もう 取 止め だ、 お前さんに 引渡す」 

「よく 言って おくん なすった、 多分、 そう 言って おく 

ん なさる だろうと 思って、 この 通り 娘つ 子の 衣裳 も 


持って来 たよ」 

「兵 助 親方 —— 御苦労 さまでした。 さあ、 姉 や、 もう 

いいから 心配し なさん な、 なにもお 前 を なぐさ もうの 

ま ね 

なんのと 思って、 こんな 罪な 真似 をした わけ じゃあね 

え、 今い う 通リ、 背に 腹 は 換えられ ねえ 詰りの 狂言 さ。 

さあ、 お 慈悲の 深い 仏の 親分に 引渡す から、 よくお 礼 

を 言って、 みんなの ところへ お帰りよ」 

と 言って、 七兵衛 は、 女の子の 首へ 捲き つけた 虚勢の 

手拭 を 外して、 そっと 女 を 突き出 してやる と、 女 は 前 

後 も 忘れて、 

「わつ！」 


と 大声に 泣き出して、 無闇に 蚯け 出す の を、 兵 助 親分 

がっか まえて、 見苦しから ぬよう に 衣裳 を 与える の を 

お礼 どころ か、 ひったくる ようにして、 こけつ まろび 

つ 小屋が けの 方へ 駆けて 行って しまいます。 

八十 

それから 後、 暫くあって、 雑木の 多い 山路 を、 仏 兵 

助に 導かれて 歩み 行く 七 兵衛を 見ました。 

人通りの ない 山路 を、 ただ 二人 だけが 静かに 歩いて 

行く。  二人ともに 笠から 草鞋まで、 旅の 装いが そつく 


り 出来て いる。 

かくて 二人 は、 無言で、 長い 山路 を 飽かずに 歩んで 

行く。 兵 助の 足 どり が 尋常で ある 如く、 七 兵衛も 決し 

きそ 

て、 それと はやき を 競おうと はしない。 ゆっくり ゆつ 

くりと 兵 助に 追従して 行く までの ことです。 

二人とも 容易に 口 を 開かない。 始終 沈黙して、 幾 時 

かの 間 を 歩いて 来たが、 と ある 山路の 芝 原のと ころへ 

来る と、 兵 助が、 

「ここが 仙人 辻と いうと ころです、 一休み やら かして 

行きましょう かね」 

「それが ようご ざんしょう」 


ちょうど、 この 草原に は、 二人が 相対して 休み 頃な 

石ころが ある。 それへ 腰 を かけて、 二人とも 同時に 

たばこ  ひうち 

煙草 を 取り出し ましたが、 燧を 切る の は 七 兵 衛の方 

が 早く、 

「さあ、 おつけなさい」 

「これ はこれ は、 どうも」 

七 兵衛の 接待 心 を 兵 助 は 有難く 受取って、 二人が 仲 

よく 一  ぶく 燻らした かと 思う と、 兵 助 は 草鞋の かかと 

で 吸殻 を はたき、 

「時に、 七兵衛 さん」 

「何です、 兵 助さん」 


「物 は 相談 だが ね」 

「ずいぶん  」 

「どうでしょう、 わしゃ、 つくづく、 この 山路 を 歩き 

ながら 考えたん です がね」 

「はい、 わし もなん だか、 考えさせられ ちゃい ました」 

「わしの 考えと いうの はね、 わし も、 お前さん も、 も 

うこの 辺が 見切り 時 じ やねえ かと、 こう 考えたん だが 

ね」 

「そうして、 これから、 どうしょうと おっしゃ るんで 

すかね」 

やす 

「わしゃ、 これから、 釜 石 道の わかり 易い ところまで 


案内し といて、 それから 仙 台の 牢の 内へ 帰らな けり や 

ならね え」 

ごもつ と 

「御尤もです」 

「仙 台の 御牢 内へ 帰 るんで すが、 ほかの 罪人と 違って、 

わしゃ 仏 扱い をされ るく らいなん だから、 そのうちお 

ゆる 

赦 しが 出る にき ま つ てい るんだ ね」 

「そり や、 結構な お 話です」 

いみょう 

「悪い ことと いう 悪い こと をして いながら、 仏の 異名 

いのちみょうが 

を 受けて 命冥加に ありつき、 こうして 四十の 坂 を 越 

しても、 ともかく、 ぴんぴん として 今日が 送れる とい 

うの は、 おやじが 仏師で 徳 人であった その 報いなん だ 


おやじ 

と 世間が 言 つて くれてい ますが な、 親爺 は徳 人で あつ 

たか 知らね えが、 わし はもう 悪い 奴 さ、 餓鬼の 時分 か 

ら 悪い 方へ 悪い 方へば つかり、 のしち ま いやがって、 

人間と いう やつ あ、 なまじい 何 か 取 柄が あると かえつ 

こぢ から 

ていけね え、 餓鬼のう ちから 小 力が あって、 身が 軽い、 

それから 柄に なく 武芸が 好きで、 好き こそ 物の 上手と 

いう やつで、 あたり 近所に 敵が いねえ もの だから、 つ 

い 増長して、 親爺の 隠徳 にす つかり 泥 を 塗って しまい 

やした」 

「そのこと、 そのこと」 

と 七 兵衛は 景気よ く あいづち を 打つ て、 


「わし も 御 同様 さま、 餓鬼の 時分から 悪知恵が 人並に 

生れ 増した ところへ、 この 足の はやい という やつが 全 

く 魔物で してね、 これ をい い 方へ つかって、 飛脚 屋渡 

世で もして 納まって いればい いやつ を、 世間の 奴が あ 

ん まりのろ のろに 見えて ならね えもの だから、 この 通 

り、 道 を 踏み はずして しまい やした よ」 

「そこへ 行く と、 おた がいに 話が ピッ タリ 合う という 

もんだ、 仙 台のお 奉行から、 お前さん をつ かまえて く 

れと 頼まれた 時、 わしゃ 言い ましたよ、 わしが 今日 ま 

ぬすっと 

で 見たところ では、 盗人 をす る 奴 は 二十 五六 止まり、 

大抵、 その 辺で 心が 止まって、 三尺 高い ところへ この 


笠の 台と いう やつ をのつ ける のが 落ちなん だが、 不思 

あんのん 

議 とこの 兵 助 は、 四十の 坂 を 越しても、 安穏に こうし 

て 牢名主 をつ とめさせて いただい ている、 これと いう 

の も 親が 仏師で 徳 人であった おかげと いう もの だから、 

しらみ 

こうして おとなしく 牢 畳の 上で 虱 を 取つ ております 

…… そういえば 七兵衛 さん も 同じ こと、 いい年をして、 

こうして 奥州 くんだり の 湯 廻りまで して いられる の は、 

つまり、 何 か 親の 余徳と いう や つ で ござんしょう」 

「わしゃ、 その、 親に は 運が悪いんで してね、 お前 さ 

ん のように、 結構な お徳 人 を 親に 持った と 言いて えが、 

それが 言えね え。 だが、 お言いな さる 通り、 この 年し 


いのちみょうが 

て、 ともかくも こうして、 命冥加に ありついて いるの 

は、 何 かわつ しのた めに、 代って 罪 ほろぼし をして く 

れた徳 人が あるに 相違ね えと 思います よ」 

わる 

「そうさ、 この 悪 を 今日まで、 ともかくも こうして 生 

かして 置いて 下さった の は、 神仏のお 恵み か、 人間の 

徳か、 考えて みり や 勿体ね え わけの ものだねえ。 とこ 

ろで 二人とも、 もう 年に 不足 はねえん だ、 そうして 今 

わしゃ、 つくづく 考えた に は、 今日と いう 今日 を 縁と 

して、 わしゃ、 お前さん、 こういう ことにして しまい 

てえ と 思 うんだ が、 どんな もの だえ」 

力ぶ  すげ 力 さ 

と 言って、 仏 兵 助 は、 自分が 被って いた 大きな 菅笠 を 


とって 地上に 置き、 それから、 ふところへ 手 を 入れて 

紙 入 を 取り出し、 その 中から 白紙に 巻いた 短い もの を 

かみそり 

取り出し たから、 何かと 見る と、 それ は 一 梃の 剃刀で 

ありました。 

「七 兵衛 さん」 

と、 その 剃刀の 紙 を 巻き ほぐしながら、 兵 助が、 

「お願い だが ね」 

「何です か、 兵 助さん、 いやに 改まって 気味が 悪い よ 

うです」 

まげ 

「わしの、 この 鬅を ひとつ、 この 剃刀で ちょん 切って 

とくど 

おくん なさい  今日の 日 を 縁に、 お前さんに 得度 を 


しても らいて えんだ」 

め つ そう 

「こり や 滅相な …… 」 

七兵衛 も、 あまりの 突然な 兵 助の 言い分に 面 喰って 

しまう と、 

「とても、 わしなん ぞは善 智識に 得度 をしても らうよ 

うな 果報の 者 じ やねえ、 いっその ことお 前さん にお 願 

い 申して、 ここで ひとつ、 この 鬅 をち よんぎ つ て もら つ 

て、 それで 後生 往生の 門出と こう 腹 をき めたん です、 

どうか ひと つ 頼みます よ」 

と 言って、 兵 助が 七 兵衛の 前へ その 剃刀 をつ きつけた 

ものです。 


八十 一 

しばらく 呆気に とられて、 兵 助の 面 を じっと見 てい 

ただけ の 七兵衛 が、 

「う— ん、 こり や、 よく おっしゃって おくん なすった 

そういう こと は、 こつ ちが 先に 気がつか なけり やなら 

ねえ ことなん です、 恐れ入りました、 兵 助さん、 よく 

お 心 持 はわ かりまし たから、 暫時お 控え 下さい まし」 

「心 持が わか つ て さえ もらえば、 遠慮 をな さる こと は 

ねえ、 どうぞ 頼みます よ」 


「まあ、 お待ち 下さい、 お前さんに そこまで 腹 を 見せ 

られ て、 おい それと 剃刀が 取れる わけの もの じ や ござ 

いません わね、 申し遅れて 恥 かしい が、 わしの 心 持 も 

一 通り 聞いて おくん なさい」 

ひも 

と 言いながら、 七 兵衛は 自分の 被って いた 笠の 紐 を あ 

わた だしく 解いて、 それ を 脱ぐ と、 兵 助の 前へ その 

ろとう 

露頭 を 突き出しながら、 

「いかにも、 お前さんの おっしゃる ことが わ かりまし 

た 以上 は、 そのお 頼みと やら も 快く 聞いて 差 上げます 

よ、 だが、 その 前に、 わしが 心 持 も 見て おもらい 申し 

てえ、 また、 頼み も 聞いて おもらい 申して え、 という 


の は ほ かじゃ ござん せん、 お前さんが 今 おっしゃった 

お 言葉 通りのお 頼み、 まず わしが 方から 先に 聞いて い 

ただき てえん です」 

「と、 おっしゃ るの は？」 

「お前さんの お頼み は、 あとで 必ず 果して 上げます か 

まげ 

ら、 その 前に、 わしが この 鬍 つぶし を、 切るな り、 坊 

主にす るな りして おもらい 申して、 それからの 上に 願 

えてえん です」 

「なるほど  そう おっしゃ るの は、 いかにも 七兵衛 

さんら しいが、 そいつ はいけ ねえ、 人の 趣向 を 先取り 

なん ぞは、 人が 悪い という もの だ、 お前さんが、 すん 


なり わしの 頼み を 聞いて おくん なさった 上 は、 わし も 

なんだか お強い 申した ようで 気が 置け る けれども、 お 

前さん の 頼みと いうの を 聞いて 上げます よ、 さあ、 わ 

しょ ふで  は. S 

しの 立てた 趣向 だから、 わしに 初 筆の 華 を 持たせて お 

くんなさい」 

「そいつ はいけ ません、 わしゃお 前さん から 助けられ 

た 命 だ、 いわば 仙 台へ 来て、 お前さんに 繫 がれた この 

首なん だから、 この 首の 引導 は、 ぜひ、 お前さんへ 先 

にお 頼み 申さな くち やなら ねえ」 

「いや、 そういう 義理に からまる わけの もの じ やねえ、 

くど く 

どっちに したと ころで、 功徳の あるな しに はか かわり 


はねえ の だ、 遠慮 をな さらずに ひとつ 頼みます」 

「いけません、 今日のと ころ は、 兵 助さん、 お前さん 

が この 七 兵衛の 導師なん だ、 わしから 先に 剃刀 を 当て 

る 法 はねえ」 

「ところが、 失礼 だが、 お前さんの 方が わしより いく 

らか 年上 かも 知れね え、 年 役と いう ことがある」 

「そういう こと は、 年に かかわる もの じ や ござらね え 

ここ は、 兵 助さん、 お前が まず、 わしの 頭へ 手 を 下し 

なさる ところ なんだ、 どう あっても、 七 兵衛が 先に、 

つむ 

お前さんのお 頭へ 手 を 上げる という わけに やい かね 

え」 


「それじゃ、 この 剃刀の 引 込みが つかねえ、 せっかく 

ほ つ しん 

の 発心が 水になる」 

「引 込みの つくよう になさい と 申し上げて いるん じ や 

ございま せんか、 発心が 水になる どころ じ や ござ いま 

せん、 お前さんの 発心が、 立派に 二つに なって 実 を 結 

ぶと いう 道理 を、 聞き分けて おくん なさい」 

そこで 二人 は 相対して、 また 沈黙の 形と なりました。 

かなり 長い 時の 間、 二人 はまた 考え込んだ 形で、 だま 

りこく つてし まい ましたが、 七兵衛 がどうしても 譲つ 

き  けしき 

て肯 かない。 その 動かない 気色 を 見て取った 仏 兵 助 は、 

つ いに きっぱりと 折れて 出ました。 


「よろしう がす、 そういう 次第なら ば、 七兵衛 さん、 

ほっとう 

わしが 言い出し 発 頭で、 失礼 だが、 お前さんの 頭へ 手 

を かけます」 

「有難い —— ほんとうに、 願つ て もね え 善 智識で ござ 

レ ます」 

ばち 

「罰が 当る だろう な あ」 

「どうか、 さっぱりと お頼み 申します」 

「南無阿弥陀仏」 

「南無阿弥陀仏」 

しょうみょう 

二人の 口から、 あんまり 言い 慣れない 称名が、 ひ 

とりでに 飛び出す と、 七兵衛 は、 仏 兵 助の 前へ 正面に 


向き 直って、 拝礼す るよう な 姿勢 をと つて 首 を 下げた 

まげ 

の は、 その 鬍 つぶし を 充分に 切りよ いように 仕向けた 

ものです。 

兵 助 はついに 剃刀 を 取り直しました。 

まもなく、 まだ 黒い 血の塊 をで も 臓腑の 中から 取り 

出した ものの ように、 七 兵 衛の鬍 つぶしが 兵 助の 手に 

取り上げられる。 

「七 兵衛 さん、 どうも 失礼 をいた しました、 では、 こ 

れ この 通り —— このし るし は、 わしが しっかり といた 

だきます ぜ」 

「有難い、 有難い」 


「では、 七兵衛 さん、 こんど は お前さんに 引導 を 頼む 

の だ」 

み よ うが 

「頼まれ 冥加と はこの こと …… 」 

兵 助の 手から 剃刀 を 受取る と、 今度 は 七 兵衛が 立ち 

上り、 兵 助 は、 七 兵衛が 前にした 通りの 姿勢 をと つて、 

正面に うずくまりました。 

「南無阿弥陀仏」 

「南無阿弥陀仏」 

どちらから ともない、 たくまざる 念仏の 声、 まもな 

く すっぱりと、 兵 助の 髭つ ぶし は 七 兵衛の 手に 挙げら 

れて しまいました。 


「おしるし をいた だきます」 

と 言って、 七兵衛 は、 兵 助が した 通り、 切り取った 兵 

助の 鬅 つぶし を 押しいた だいて、 ふところへ 納め まし 

た。 

八十 二 

こうして 二人 は、 おのおのの 鬅 つぶし を おのおのの 

ふところの 中に 納め、 残った 頭上の 余 髪 は 手拭で てい 

ねいに あしらって、 その上へ 笠 をいた だきながら、 

れんしょうぼう 

「へんてこな 蓮 生坊が 二人 出来 上った」 


苦笑しながら 笠の 紐 を 結んで いると、 後ろの 方で、 

にわかに 人声が 起り ました。 

今 も 蓮 生坊と 言った あやかり でも あるの か、 後ろの 

くまが い  あつ もリ 

方で、 熊 谷 こそ は 敦盛を 組みし きながら 助く る 段々、 

二心 極まった リ、 この 由、 鎌 倉 殿に 注進 せん —— とい 

う 声で はない が、 起るべからざる ところに、 かまび す 

しい 人声が 起って、 しかも こちらへ 向って 大勢が 走り 

でもして 来る ようです。 

「仙 台の 親分 —— 仏の 親分 様」 

わめく 声 は 明らかに 聞き とれる ようになりました。 

「聞 分けの ねえ 奴等 だ」 


立つ 時に 子分 共に あれほど 言い置いて 来たのに、 な 

まじ 心配に なると 見えて、 あと を 慕って 来 やが つた か、 

ちえ ッ！ 兵 助 はこう つぶやいて いると、 まもなく、 

木の間の 茂み を 分けて そこへ 姿 を 現わした 一隊 は、 案 

の 如く 数名の 子分 共と、 それから あと は 湯治の 団体客 

やま かご 

の 一 群、 それが 真中に 急 仕立ての 一 梃の 山 駕籠 を 取 囲 

んで いる。 彼等 は 息せ き 切って、 この 場へ K けつけ て 

来て、 

「親分、 済みませんが、 お あと を 慕って 参りました、 

よん どころ ない 仕儀が 出来まして」 

「野郎 共、 あれほど 断 わって 置いた のに、 ナゼ 来た」 


「まあ 親分、 聞いて おくん なさい まし …… 」 

「親分 様 —— わしが 一 通リ 申し上げ ますから、 まあ、 

お聞きな さ つ て 下さい まし」 

兵 助の 子分と、 附 添の 村の 老人と が、 ハツ ハツと 息 

をつ ぎながら、 兵 助に 向って、 何 を か 言わん として 言 

てい  がてん 

い 切れない、 事の 体が 合点の 行かない 有様で ある。 な 

お 合点の 行かな いのは、 この 同勢が 中に 取 囲んで 来た 

急 仕立ての 山 駕籠の 中に、 一 人の 娘が 息 も 絶え絶えに 

投げ込まれ ている。 

それ は、 お雪 ちゃんが 振袖 姿で 胆吹を 下って 長 浜へ 

出た のと は 事変り、 右の 娘 は 否応なしに、 この 駕籠へ 


プチ 込まれて、 やつ さ、 やつ さと 大勢の ために 担がれ 

て 追い かけて 来た ものと 覚 しい。 ことにな およく 見る 

あき  みは 

と、 兵 助 も、 七兵衛 も、 呆れの 眼を睜 つたの は、 その 

駕籠の 中の 娘が、 それが さきほど、 七兵衛 のために 湯 

おと リ 

壷の 中で 囵に 取られた 娘に 相違ない から、 何が 何 だ 

かわからない 面で いると、 子分の 者と、 団体客の うち 

の 口利きが、 舌 なめずり をしながら 次の 如く 申します _ 

「親分 —— いったん 男に 肌 を 見られた 女 は、 もう、 ほ 

か へ お 嫁に 行けね えんだ そうで ございます」 

子分の 一 人が、 だしぬけにこう 言い出し たもの だか 

ら、 兵 助が、 


「何 を 言つ て やが る」 

そうすると、 年 役の 老人が、 

「まあ、 親分、 お聞き 下さい まし、 わしら の 土地の 昔 

からの 習わしで ございま してな」 

「ふむ」 

「昔からの ならわしで ございまして、 娘のう ちに 男に 

肌 を 見られた もの は、 どんなに 身分が 違いましょうと 

も、 年 合いが 違いましょう とも、 その 男より ほかへ は 

行って はなら ねえ ことにな つてい るんで ございます、 

見た もの も 因果、 見られた もの も 因果で ござ いまして」 

「何 だと、 问 とおつ しゃる？」 


しきた リ 

「そういう 習慣で ございます、 そうして、 この 娘 は、 

あの 場で、 こちらの お客様に すっかり 見られて しまつ 

たんで ございま すから、 もう 嫁に やる ところ も ござ い 

ません、 婿 を 取る ところ も ございません」 

「ナ 二、 何と おっしゃる？」 

「それの み じ や ございません、 怪我に でも 一人の 女の 

肌 を 見て しまった もの は、 否が 応 でも、 その 女 を 自分 

の ものにして 面倒 を 見なけ り やなら ねえ おきてに な つ 

ている ので ございます、 それ をし なけり や 村八分、 い 

こうじん さま  たた 

や、 荒神 様の 怖ろ しい 祟りが あるので ござんし てな」 

「何 だ、 何 だと、 おかしな 習慣 も ある もんじ やねえ か」 


あき 

兵 助 も 呆れた が、 無言で いる 七兵衛 はなお 呆れて い 

ると、 年 役 は 続け ざまに 申しました、 

「わしら が 方で は、 名主 様のお 嬢 様が お湯に 入って い 

ると ころ を、 雇人の 作男が ふと 見て しまった ばっかり 

に、 そのお 嬢 さま は 隣村への 縁談が 破談に なり、 その 

雇 男 を、 夫に 持たなければ なら なくなって しまった こ 

となん ぞも ございます」 

じよ-つ だん 

「 冗談 じ やない、 そんな こと をして いた 日に や、 娘た 

ち を 銭湯へ はやれね え」 

と 七 兵 衛がロ を さしはさ むの を、 

「何 を 申しましても、 村の 昔からの おきて なんで ござ 


いまして、 このお きて を 破る と、 孫子まで 恐ろしい 祟 

りが ございます、 そうして、 現在、 この 子 は あなた 様 

のために、 あの 通りの 目に会いました、 善い悪い は 別 

にいた しまして、 これが この 子の 運で ございます、 も 

うこの 娘 は、 あなた 様より ほかに 面倒 を 見て いただく 

人 は ございま せんから、 御迷惑 さまながら、 どこへ で 

もこの 娘 をお 連れな すって いただき たいので ございま 

す」 

「な、 な、 なんです つ て」 

七 兵 衛は眼 を剝き 出し ましたが、 

「もし、 あなた 様が この 娘の 面倒 を 見て 下さらな けれ 


ば、 この 娘 は 死ぬ より ほか は 行き場 所の ない 子なん で 

ございます」 

「な、 な、 なんです つ て」 

七兵衛 は、 続け ざまに せき 込んで しまいました。 兵 

助 もまた、 あいた 口が 塞がらない。 さしもの 二人が 立 

ちす くんで しまいました。 

八十 三 

みな かたく まぐ すおう 

紀 州の 南方 熊 楠 翁が、 小説 大 菩薩 峠の 内容に 就いて、 

近 ごろ 某氏に 寄せられた 書簡 中に 次の 如き ことがあ リ 


ま ^9 

「又 西洋 一流 二、 水 ニ溺レ タル 婦女 ハ、 必ズ 救ヒク 

レ タル 人ヲ 一生 嫌 フ モノ  二 候、 ォ角 トイ フ 興行師 ガ、 

房 総 海ニテ 難船 シ、 浜へ 打 上ッタ 所ヲ駒 井甚三 郎等 

たち ま 

二見 出 サレ、 介抱 サレ、 引取 ラレ、 忽チ駒 井二 愛 恋 

スル所 ァリ、 コレハ 西洋 流 ニ申セ バ有リ 得べ カラ ザ 

ル事ニ 御座 候、 日本 ノコ トハ 知ラザ ルモ、 難産 ャ、 

子宮 患 ナラ、 命ヲ救 ヒクレ タル 医者 ヲバ、 其 婦人 ハ 

一生 嫌ヒ、 途上 ニ会フ モ道ヲ 避ケテ 通レル 事、 何 力 

ノ 川柳 二見 及 ビタル 事 ァリ、 小生 ノ宅ノ 筋 向 フノ淵 

下 (明治 八、 九 年 迄) 毎 夏 入水 ノ女 アリシ、 小生 何 


事 モ知ラ ズ走リ 行 キ見ル 二、 女 ノ屍ヲ 発見 セシ男 又 

ハ 見物 二 来 タル 男 ハ必ズ ソノ秘 部ヲノ ゾキ見 ルナ リ、 

コンナ 心配 アル 故、 一生 溺レタ 女ハ救 ヒクレ タル 男 

ヲ避 ケ嫌フ 事ハ、 日本 モ 西洋 モカ ハ リナ キト 存候、 

尤 モア イリ ッシ ュ ノ 婦女 ナ ドハ、 裸体 ヲ見 ラレ、 浴 

場ヲ視 ハレ タ上 ハ、 必ズ其 男 ノ申シ 出ヲ拒 マズ、 川 

村トテ 明治 十八、 九 年、 米国 二 留学 セシ 男ガ、 アイ 

リツ シュノ 若 キ女ノ 入浴 ノ処ニ 行 合 ハセ、 別 ニノ ゾ 

カザ リシ モ、 ソノ女 ニス スメ ラレ 結婚 シ、 ソレ ヨリ 

非常 一 一 淪 落シ、 窃盗罪 デ 告発 サ ルル 一 一 到 リシ 事 ァリ、 

コ レハ既 二見 ラレ タル 上ハト 焼ケ糞 ニナ ル事 ト存候 


(印度 モ同風 ァリ、 賤民 ガ 死人 ノ 中二 臥 セル 所へ、 方 

術 ヲ修メ  二 行キシ 王女 ガ既ニ 裸体 ヲ見 ラレ タル 上ハ 

ト 王ガ、 其 王女 ヲ 乞食 ノ妻 トセ シコト 仏経 二見 ェ 

候 ご 

いずれにしても 習慣の 圧力 は 大きい。 すでに 白日の 

下で、 衆人の 環視す る 真中で、 男に 肌へ 手 を 触れられ 

たこと は 隠す 由 もない。 それ は 相手が 全く 見ず知らず、 

いろけ  くいけ 

しかも 色気が ある わけで も、 食 気がある わけで もなん 

でもない、 一方の 生命の 危険から、 ほとんど 天災と い 

うより ほか はない 女の 立場で あつたに 拘ら ず、 男に 肌 

に 手 を 触れられ たという 一 点から 言えば、 団体の 総て 


が 証明し なければ ならない 羽目に 置かれた 娘の 運命 は、 

気の毒 千万の もので ありました。 しかも、 その 気の毒 

千万が、 一時の 急場の 怪我 だと 水に 流して しまえない、 

湯で 洗い 切って しまえない、 否でも応でも 手 を 触れた 

男に、 これからの 運命 を 托して しまわなければ ならな 

いと は、 何たる 不幸であろう ぞ。 しかも、 なお、 こう 

の つ びき 

いう 退 引なら ぬ 場合の 避難の 意味で 用いた ひっかかり 

が、 生涯 この 一 人の 女性の 面倒 を 見なければ ならない 

負担と して 引きずられる、 という ことにな つてみ ると、 

男の 方の 迷惑 もまた 名状し 難い ものと 言わなければ な 

ら ない。 


入れ かわり 立 代り 事情 を 述べる 一 隊の 者の 口上 を 聞 

いている うちに、 さすがの 七兵衛 も、 全くむ せ 返って 

たち ま 

しまわざる を 得ない。 辞退 すれば 忽ち この 娘の 生命 

の 問題と なる —— そうかといって、 この 身で このまま 

この 年 をして、 この 娘 を 連れて どこへ 行ける。 

おおかたの 場合に 窮 するとい うこと を 知らぬ 七兵衛 

も、 今 ここで は、 全く 逃げ場 を 失って、 思慮 分別が 及 

ほとけ だの 

ば なくなりました。 かなわぬ 時の 仏 頼み、 お ぞく も 

七兵衛 は、 またしても 兵 助の 前に 兜 を 脱いで、 

「兵 助さん —— お聞きな さる 通り だ、 全く 以て、 これ 

ばっかり は 挨拶の しょうが ござん せん、 親分、 何とか 


ひと つ 頼みます」 

頼む と言われて 後へ は 引けない はずの 兵 助 も、 この 

頼み は、 よし 引受けた と 言い切れませんでした。 七 兵 

衛が 衆に 向って 挨拶の しょうがない 如く、 兵 助 は 七 兵 

衛 に対して 返事の しょうがない。 

しかし、 誰か 何とかき つかけ をつ けなければ ならな 

い。 眼 をつ ぶって いた 兵 助 は、 この 時、 ブルつ と 身 震 

い をして 立ち上り、 

「せっかく だが、 こういう 挨拶 は、 わしに も 不向き だ、 

まあ、 降り かかった 災難 だから、 御 当人が 身に 引受け 

る ほかに は 仕方が ござんす めえ。 仕方が ねえから、 


娘つ 子 を 連れて 釜 石までお いでな せえ、 釜 石へ 行けば、 

お前さん を 乗せる 船が、 ちゃ あんと 着いて 待って いる、 

その 船に や …… こら とらより、 ずん と 優れた エラ ィ方 

がお いでな さるんだ、 その 方に 相談して 何とか 始末 を 

つけて おもらい なせえ、 この 捌きば つかり は 兵 助の 手 

に は 舎 (えね え」 

こう 言った の は、 まさしく 七 兵衛の 頼み を 正面から 

突つ ばねた もので、 同時に 兵 助 は 群がる 人 を 呼んで、 

「な、 お前さん たち、 こいつ はおれに は 口が きけ ねえ 

から、 お前た ちの 方で、 この 方 を 釜 石の 港までお 見送 

り 申しな、 そうして、 今い う 通り、 そこに 結構な 大船 


が 着いて ござる、 その 中には、 日本一の 知恵者が おい 

でな さるんだ から、 そちらへ 行って、 ともかくも 申し 

こうむ 

上げて みな —— わしゃ、 これで 御免 を 蒙る よ、 では 七 

兵衛 さん、 御 縁が あったら いずれまた …… 」 

兵 助 は、 すっくと 立 つ て、 あと を も 振 返らずに、 た つ 

た 一人 出て 行って しまいます。 その 袖に 鎚る こと は、 

なん ぼなんでも 七 兵衛に はでき ない。 

八十 四 

こ つ ぱら  しおきば 

百姓 を 斬って、 骨ケ 原の 処刑 場の 中へ 逃げ込んだ 神 


尾 主 膳 は、 それと 知って 思わず ギヨ ッ としました。 こ 

ういう 際で ある けれども、 処刑 場と きて は、 いい 気持 

がしなかった らしい。 

だが、 仕方がない、 動く の は 危険 だが、 こんな 忌々 

しいと ころ は 早く 退散して しまいたい。 しかし、 てん 

で 方角が わからない。 

なまくび 

やむなく、 生首の 下に ひそんで 暫く 思案 をして いる 

と、 あちらの 一方から チラ チラと 火の 光が 見えて、 た 

しかに 幾人 かの 人が やって来る。 執念深い 追手 だ I - 

だが、 先方 は 手に 手に カンテラ 様の もの を 携えて いる 

が、 存外せ かない。 悠々 閑々 と カンテラ を 振り 廻し な 


がら 歩いて いる 体 は、 たしかに 人 を 追つ かける 追手の 

気色で はない。 

お ま 

ややあって、 彼等 は 墓地の 真中 どころ と覚 しい あた 

りへ 来て、 

「ど つ こいしよ」 

と 言って、 そこへ 何物 か を 卸して、 同時に 丸くなって 

くるわ ざ 

廓 座 を こしらえ たもの らしい。 しばらく すると、 プシ 

くるまざ 

プシと 木の 燃える 音、 輪 座に なって、 そうして 焚火 を 

はじめた の だ。 焚火の 火が 赤々 と 燃え 上る につれ て、 

じんぴん こ つがら 

集まった やからの 人品 骨柄が、 こちらの 暗い ところの 

神 尾 主 膳の 眼に はっきり わかる。 今し 「どっこい しょ」 


と 言って、 何物 か を どつ さりと 地上へ 卸した その物 体 

すき  くわ  じょれん 

もよ くわ かる。 それ は 鋤、 鍬、 鋤簾の たぐいです。 そ 

うして 五六 人、 火 を 囲んだ 連中の 面 ぶれ を 見る と、 よ 

く ありがちの 労働者  大きな 口 を あいて、 首へ よれ 

よれの 手拭 を 捲き つけて、 仕事に かかる 前のお さき 煙 

草。 それ を 見る と 主 膳 は 直ちに、 こいつ 墓 掘り だ、 

おんまう  ナ ど  ぶ サっ 

隠亡 共 だ わい、 と 気取りました。 隠亡が 墓地へ 墓穴 を 

掘りに 来る の は あたりまえの 看板 だから、 少しも 恐る 

るに は 足りない。 少なくとも、 自分 を 執念深く 追い か 

けて 来る 追手の 一 隊 ではない こと は 明瞭で あるから、 

その 点 は 主 膳 も 安心した が、 さて、 隠亡に しても、 あ 


いつら が ああして いる 時に、 うっかり 音を立てて 動い 

て は、 やはり 事 こわしの 部になる。 あいつら が 仕事に 

かかる まで 辛抱して やろうと いう 気になりました。 

ところが、 その、 あいつら の 仕事に かかる までの 時 

間が 甚だ 長い。 こっちの 気 も 知らないで、 大口 を あ 

いて、 いよいよ 無駄話に 夢中で ある。 くだらない 者 共 

だと 忌々 しながら、 主 膳 は その あい つらの 言う こと を. 

こさい 

巨細い ちいち 耳に 受取らない わけに は ゆかない 立場に 

置かれて ある。 その 無遠慮な 隠亡 共の 問答の 一 ふし I 

「あした あ、 また、 浪人 者が 八 人ば つか、 斬られる だ 


あ」 

「八 人 斬られる かね、 そり や、 近 ごろの 大漁 だ、 穴の 

方 も それだけで つ かく 掘ら ざ あなる めえ」 

「そうだ、 こねえ だの 倍 くら い に 掘ら ざ あなる め えが 

な」 

「近 ごろ は、 浪人 者 も、 でえ ぶお となし くな つたら し 

いな あ」 

かもん さま 

「そり や、 掃 部 様の 時代た あ、 いくらか 違わ あな」 

「掃 部 様の 時代 は 凄 か つ たな あ」 

「凄かった あぜ、 今日 も、 明日 も、 浪人 共の 首斬り、 

さらし、 束になって 来る だ あが、 近 ごろ は 浪人 者が お 


となし くな つたな あ」 

「浪人が おとなしく なった じゃある めえ、 お 役人の 方 

がな まくらに なった のじ やあんめ え か」 

「そり や、 そうだ、 近頃 あお 役人が なま くらにな つた 

だ あ、 浪人 者の 方 は、 いい 気になって、 いよいよ あば 

れ 廻って る だ あ」 

「薩 摩つ ぼうが、 一 番 たちが 悪い ちうじ やねえ か」 

「う うん、 長 州の 方が、 もう 一 層た ちがよ くねえん だ 

とさ」 

「町奉行の 方が、 浪人 者に 対して 怖れ をな して るんだ 

から、 いよいよ 甘く見られち まわ あな、 それに 比べる 


と、 何とい つても、 掃 部 様 は エラかった な」 

「掃 部 様 は エラかった よ、 浪人 者の めぼしい 奴 は、 片っ 

ぱ しから 引つ とらまえて、 御三家で あろうと、 大名で 

あろうと、 公卿 侍で あろうと、 容捨 はなかった あ、 掃 

部 様 は 豪勢だった よ」 

「あの 時に お前、 やられた 侍のう ちに や、 また エラ ィ 

奴が いたんだ てな、 長 州の 吉田 寅次郎 だと か、 越 前 福 

井の 橋 本 左 内 だと か、 梅 田 うん びん、 なんて 手 合 は、 

ザラ にある インチキ 浪士と は 違って、 惜しい 人物 だつ 

て、 みんなが 言つ てるが、 そんなの を 片っぱ しからと つ 

かぼちゃ 

捕め えて、 命乞いが あろうが なかろう が、 南瓜 をき る 


ように、 首 をち よんぎ つてし まった、 あんな 芸当 は 掃 

部 様で なきや 出来ね え」 

「そうだ、 そうだ、 このごろの 浪人 共の のさば り 方と 

い つ たら、 い つ てえ どう だ、 旗本の 意気地なし ときた 

ら どうだい」 

ますこう 

「全く 増 公の 言う 通り だ、 ど だ ぃ徳 川の 旗本が 意気地 

またもの くに ざ むれえ ども 

なし だ あから、 そうだ あから、 又 者の 国侍 共が、 浪 

士風を 吹かして、 お 江戸の 真中 を あの 通りの さばり 

返 つ て いやがる、 旗本が 意気地が ねえんだ」 

「そうだと も、 旗本 八 万 騎が何 だい、 旗本が すっかり 

骨無しに な つ ちま つたから、 浪人が のさば るんだ な、 


徳 川の 世 も、 こうな つち や いよいよお 陀仏 だ」 

「時勢が 変動す るよ」 

それ を 聞く と、 神 尾 主 膳 は ムッと 聞き 腹です。 

おんぼう ふぜい  ぼうとく 

隠亡 風情と して 許し 難き 冒瀆の 言い草 だ、 隠亡 風情 ま 

でが、 こうまで 時の 天下 を 見くびる ようになった！ 

神 尾 主 膳 は、 追われて いる 自分の 身の 危険 を 忘れて 

拳 を 握り、 髪の毛 を 立てて 怒りました。 

八十 五 

しかし、 いくらなんでも、 この 際、 飛び出して、 隠 


亡 相手に 暄曄を 買って出る ほどの 無茶 も 為し 難い。 や 

むな く、 憤り を 抑えて、 なお 元の ままで ひそんで いる 

と、 隠亡の 時勢 論 は 焚火の 勢いと 共に また 火の手 を あ 

げる。 

「もう 一 べん 掃 部 様が 出て 来な くち や 駄目 だな」 

「そうだ、 もう 一 べん 掃 部 様が 出て 来て、 浪人 共に 目 

にもの 見せて やらね えこと にや、 将軍 様が 持ち きれめ 

え」 

「いよいよ 江戸が 将軍職 を 持ち きれね えとなる と、 天 

下 はどうなる だ あ」 

「そ リゃ薩 i 手に やられる だろう てこと だぜ」 


「薩 摩つ ぼうが 天下 あ 取る のか」 

「そうよ、 薩摩 つぼう は、 昔から 徳 川の 天下 を覘 つて 

るんだ つて じ やねえ か」 

「いいえ、 薩 摩より 長 州の 方が 上手 だってえ 奴が ある 

よ、 徳 川の 天下 あ 長 州が 横取り をす る ことにな つてる 

だそう だ」 

「太え 奴等 だな」 

「太え 奴等 だが、 こう 旗本が 意気地が なくつ ちゃ あ、 

本当に 天下 を 取られて しまう かも 知れね ぇぜ」 

r 危 ねえ もんだ」 

「どっちで もい いや、 薩摩 とか、 長 州と かが 天下 あ 取つ 


た 日に や、 徳川様 あどうな る だ」 

「この 江戸の 町 はどうなる だ」 

「そり や、 徳川家 は 亡びる のさ、 江戸の 町 は みんな 焼 

かれて 灰になつ ちま わ あな」 

「そり や 大変 だ」 

しおきば 

「そうなる と、 お 処刑 場 も いらなくなる な、 おいらの 

仕事 も 上ったり、 食う ことができなくなる」 

「な あに、 おいらた ちなん ざ あ、 隠亡の 仕事が なけれ 

ば、 また 何 か 稼ぐ 仕事 は 出て 来ら あ、 おれたち あ 腕 一 

本 あり や、 食 いっぱ ぐれ はねえ が、 食えなくな るの は 

旗本 だ」 


「そうだ、 徳 川が 亡び り や、 八 万騎の 旗本の 知行が 上 つ 

ひもの 

たり だ、 そうすると、 八 万 枚の 干物が 出来ら あ」 

「くさやの 干物なら、 いつでも 値 売れが する が、 旗本 

の 干物 は あんまり 売れめ え」 

「意気地が ねえな あ」 

「ほんと に、 ひとごと じ やねえ、 腹が立つ よ、 八 万人 

もいたら、 薩摩ゃ 長 州の 一 つや 二つ、 何とかな りそう 

な もの じ やねえ か」 

「ところが、 何 万 枚あった つて、 いか やする めと 同様、 

骨が ねえんだ から やりきれ ねえ」 

「骨が ねえの かな」 


「骨つ ぼい 奴が いねえん だよ、 第一、 この間の 長州征 

伐 を 見ろ」 

「うん」 

「長 州 征伐で もって、 将軍 様が 出かけて さ、 関ヶ原 こ 

の 方の 大軍を 〔# 「大軍 を」 は 底本で は 「大 軍が 匕 集めた 

の はいいが、 鎧の 着 方 や、 馬の 乗り 方 を 忘れた 旗本が 

片っぱ しだつ たんだ」 

「それば つ かじゃね え、 箱 根の 山へ 行く と、 もう 足が 

棒に なって、 一足 も 歩け ねえなん ていう 旗本が ザラに 

あった、 あれで、 鎧 を 着て 戦争 をしょう てんだ から ス 

サ まじい」 


「そこへ 行く と、 長 州に は 高杉晋 作なん て エラ 物が い 

て、 幕府の 兵隊の 足 許 を 見くびつ ちゃって、 鼻唄 まじ 

りで 引 寄せて は ひっぱたき、 引 寄せて は ひっぱたき、 

幕府の 兵隊 を 木端微塵 にやつ つけて しまう という じ や 

ねえ か、 戦争に ならね え、 江戸の 方 は 戦争した つて 勝 

つ 見込み はねえ、 ただ 何とかして 体裁 を 作って、 早く 

引上げて えだけ の 話 だ つ て じ やねえ か」 

いくさ 

「そうな つち や、 もう、 士気が 振 わね えから、 戦なん 

ぞ 勝て つ ， J はねえ さ」 

「旗本が 駄目なん だ —— だが、 長 州と いう やつ も 図太 

いな あ、 てんで 将軍 様 を 嘗めて やが るんだ ぜ、 この 前、 


江戸から、 ソラ、 中 根 何とかい う 大目 附 がお 使番 とし 

て 長 州へ 乗 込んだろう、 あの 時、 お前、 幕府のお 使番 

といや あ、 将軍 様の 名代だろう、 そのお 使 番を長 州が 

なぶり 殺しに しち ま つ たんだ ぜ、 そうして その 言い草 

が、 また 図々 しい。 それ をお 前、 幕府の 方で、 てんで 

手出しが できねえ で、 うやむやに されち まったん だか 

ら、 嘗めた もの だ、 旗本 もこう 嘗められ ちゃた まらね 

え」 

「それにお 前、 この 骨ケ 原で、 あの、 それ、 吉田寅 次 

しおき 

郎 がお 処刑に なって、 首が 上ったろう、 そうして お前 

たちと、 あそこの 角ん ところへ 胴中 を埋 けたろう、 そ 


うする と、 お前、 その 翌日だった か、 もう 長 州 ざ むれ 

えが やって来て、 その 屍体 を 掘り出して、 首 を あの 台 

から 卸して つぎ 合わせて、 同勢が 馬に 乗り、 槍 を もつ 

て 引上げて、 上野の 三 橋の 前 を 大手 を 振って 通って 

行った が、 町奉行の 役人 は 見て 見ね え ふり さ。 何して 

も 長 州 ざ むれえ の 元気 はすば らしい が、 江戸の 旗本 は 

みじめな もんだ、 骨が ねえんだ」 

「そうすると、 徳 川が 亡ぼされて、 江戸が 灰になって、 

旗本 八 万 枚の 干物が 出来る の も 遠からず だ あな」 

「遠からず だ あ」 

神 尾 主 膳 は、 もはや 我慢な り 難く 思いました。 とこ 


ろが 人里 を 離れた 骨ケ 原の 中で、 往来の 人 もない、 聞 

く 人 もない と 思って、 出放題 も 程の あった もの だ。 

おんぼう ふぜ い 

隠亡 風情の 身で、 将軍家と 旗本に 向って、 聞く に 堪え 

ぽ うげん ぞう) J ん 

ぬ 暴言 雑言、 憒 怒に 駆られた 神 尾 主 膳 は、 前後 をお も 

いとま 

んぱ かる 暇 もな く、 

しろもの 

「コ ラ、 無礼者、 貴様た ち、 言語道断の 代物、 覚悟い 

たせ」 

こう 言って、 闇 中から si 詈 怒号した 神 尾 主 膳の 一 言 

に、 隠亡 どもの 驚愕 狼狽 は譬 うるに ものな く、 焚火 を 

踏み越え、 卵塔 を 飛び越えて 闇 中 を 逃げ出しました。 

隠亡 共 を 叱り飛ばす と共に、 神 尾 主 膳 も それと 反対 


の 方面へ やみくもに 逃げ去りました。 

八十 六 

それから、 神 尾 主 膳 は、 どこ を どうした か、 翌朝 は 

根 岸の 三ッ目 屋敷に 戻って 来て、 思いき り 朝寝 をして、 

日の かんかん する 時分に、 やっと 眼が 醒めました。 

眼が さめた けれども、 主 膳 は 容易に 頭 を 上げません。 

この 人 は、 そう 早 起 をす る 男で はない けれども、 眼が 

醒めれば 直ぐ 人 を 呼んで、 何かと 仕事 を 命ずる 癖のあ 

る 男です が、 今朝に 限って、 眼が さめた に拘ら ず、 自 


ら 起き 上る でもなければ、 人 を 呼ぶ という こと をいた 

しません。 

ぼっかり と 眼 を あいて、 夜具の 中で 天井 を 見て いる 

だけです。 

本来なら ば、 昨日 来、 あんな 行い をし でかし、 あん 

な 目に 遭って、 ほうほうの 体で わが 家へ 逃げ込んで 来 

たの だから、 目が さめる や 否や、 癇癩 玉が 勃発し、 

自暴が こみ上げて、 婆や を 呼びつ けて 自暴 酒 を 言い つ 

ける くらいの こと は あるべき はずで したが、 それにし 

て は 今朝 はおとな しい。 病気で も あるの かと 思えば、 

そうで もない。 三ッ 目の 眼 は爛々 と 光って、 そうして 


なま 

無意識に 天井 を 見つめて いる 形相 は、 やっぱり 生やさ 

しい ものではなかった。 やがて、 自暴と も 歎息と もつ 

かない 太い 息が、 潮 を 吹いた 鯨の ように、 天井に 向つ 

て 立ちのぼ つたが、 

「ああ、 ああ、 ああ、 ちえ ッ」 

と いう 号音が 起り ました。 

神 尾 主 膳 は、 ぼかんと 天井 を 睨んで いる だけで はな 

かった のです。 無意味に 起き も 上られなかった ので は 

ない、 何 か 知らない 重圧 力が、 自分の 頭と 胸と に 加わ つ 

ていて、 それが、 眼が さめた 後 も、 急に 取 払い きれな 

い、 その 重圧の ために、 失神した ものの ように、 暫く 


官能が 停滞 状態 に 置かれて あつたと いう だけで、 やつ 

と 少し は その 重圧が とれた と 思う 隙に、 右の ような 号 

音を立てて、 

「うむ、 うむ、 うむ、 おり や、 死ぬ よ、 死ぬ よ、 おれ 

は徳 川の ために 死んで みせる よ、 誰が 何と 言おうと も、 

しとね 

おれが 一人、 江戸の 城 を 枕に して、 この 槍 を 衾に して、 

死んで みせる よ」 

とうな りました。 

うわごと 

これ は 譫言ではなかった のです。 眼が さめて、 正確 

ひと リ ごと 

な 意識 を 取 戻した 時の 独語 でありました。 

昨夜、 骨ケ 原から、 夢中で、 どこ を どう 通った か、 


自分で はかい もく 自覚し ないながら、 とにかく 根 岸の 

里 へ 転げ込んで、 あやまたず 我が家 へ 逃げ込んだ こと 

は、 夢で なくして 夢 同様であって、 自分で 自分の 行路 

がわから ない けれども、 その 間、 この 頭が 烈火の 如く 

燃えさ かってい たこと だけ はよ く 覚えて いる。 その 燃 

えさ かる 憤怒の 一 念で 頭が いっぱいであって、 走る 足 

は 空であった こと は 覚えて いる。 

おんぼう ふぜい 

彼 は 何 を それほど 憤った か、 隠亡 風情まで が、 天下 

の 時勢 を 論ずる 生意気 を 憤った。 隠亡 風情にまで 見く 

びら れる徳 川の 末世 を 憤った。 いかに 末世と は 言いな 

がら、 人間の 数に 入り 難き 非人 共が、 人に 聞かれぬ と 


ころと はいえ、 あの 無礼 極まる 雑言、 冒瀆、 非 倫の ほ 

ざき 方 はどう だ。 かつまた、 わが 旗本に 加えた あの 極 

度の 侮辱の 言動 はどう だ。 八 万 枚の 干物が 出来る、 長 

州に やられる、 薩 摩に やられる —— 今や 江戸と 旗本 は、 

天下に 見くびられ ものの 見本と なって いる。 

神 尾 は、 隠亡 風情の 侮辱 を、 火の ようになって 憤つ 

たが、 その 鬱憤 を 吹つ かける に 相手がなかった、 酒が 

なかった。 

そのまま、 紛々 乱々 として、 辛うじて 眠りに ついて 

今朝に なって みると、 酒の 気が 抜けて いたせい か、 変 

に 気が 弱くな つてい る。 弱くな つたので はない、 考え 


させられる ものが あって 頭が 重い の だ。 

事実、 果して 今の 徳 川の 天下 は、 あいつら 隠亡 共が、 

骨ケ 原の 一 角から 見た ような 世相に な つ ている のかし 

ら —— おれ は 時事問題 などに 頓着 はない、 な あに、 三 

百年 来の 徳川 だ、 神祖の 威光 を 以て 天下 を預 つてい る 

徳川 だ、 西 国 方の 大小 名 どもが 束になって かかろうと 

とうろう おの 

も、 歯が 立つ もの か、 蠟螂の 斧 だ、 いざと なれば 旗本 

八 万 騎が物 を 言う、 痩せ て も 枯れ て も 三 百年 来 の 江戸 

だ —— 今日まで タカ をく くって いたの だが、 時勢が、 

事実 そんなに 急激に 変動して 来たの か。 

徳川を 倒して、 第二の 幕府 を 作る もの は薩摩 だと、 


おんぼう  とりざた 

あの 隠亡ら までが 取沙汰し ている。 薩 摩で なければ 長 

州 だと、 相場が きまった ような こと を、 あいつら まで 

言って いる。 事実 はほんと うに そこまで 行って いるの 

ゝ o 

力 

事実、 そういう 場合に なった としたら、 おれ はどう 

なる の だ、 おれ は 先祖 以来の 家格 を 棒に振つ てはいる 

けれども、 それでも こうしての さばって 生きて いられ 

るの は、 江戸と いう ものが あれば こそ だ、 甲府 勝手に 

も 廻され たし、 知行 所へ 押込め 隠居に もさせられ たが、 

結局、 江戸と いう 後ろ だてと 家格が あれば こそ、 こう 

して 自堕落に もの さばって おられる が、 万一、 江戸が 


灰と なった 日に は、 どこへ 行って、 どうして 生きる の 

だ。 

神 尾 主 膳 は、 それ を 今、 考えさせられ ている ために 

枕が 上らない ので、 およそ 神 尾と して、 今日まで、 さ 

きから さき を 考えて 生活した と いうよう な こと はない 

それが 珍しく 将来の 生き方に ついて 考えさせられ てい 

るた めに、 頭が 重い のです。 

ずいぶん 長い間、 こういう 姿勢 を 以て、 身動き もせ 

ず 天井 を 見つめて いたが、 またも、 霧 を 吹く ような 吐 

息 を ついて、 

「な あに、 死ぬ よ、 死ぬ よ、 その 時に なれば、 おれ は 


誰よりも 先に、 江戸の 城 を 枕に 死んで みせる よ、 腕の 

つづく 限り、 この 槍 一本が 砕ける まで 突き まくって、 

またもの 

死ぬ よ、 死ぬ よ、 ちえ ッ、 薩摩、 長 州の 又 者の 下につ 

いて、 この 神 尾が 生きて いられる か！」 

八十 七 

神 尾 主 膳 をして、 極めて 順当に、 「おれ は徳 川の ため 

に 死ぬ よ」 の 言葉 を 発せ しめたの は 珍しい ことです。 

この 珍しい 素直 さ を 取 戻して みると、 それから のこの 

めいせき 

男の 頭が 驚く ばかり 明晰な ものと なりました。 考えて 


みると、 それ もそう だな、 徳川を そんなに 弱い ものに 

したの は、 旗本が 意気地が な いんだ、 おれが 悪かった 

んだ、 おれたちが 衰えた から、 それで 天下が グラ つい 

て 来たの だ、 いまさら 誰 を 恨まん ようはない！ 

神 尾 は、 いよいよ 珍しく も、 外へ 向って 発する 鬱憤 

を、 内に 向って 省みる 心 持に させられ ている。 こう 

いう こと は 全く 異例で ある けれども、 これ も 一 つ は 酒 

という ものが、 傍らにいて 焚きつ ける こと をし ない 一 

つの 作用で あると 見れば 見られる。 昨夜 あの 通り 転げ 

込んで、 座右に 酒が ありさえ すれば、 むやみ やたらに 

あおりつ けて、 その 結果 はどうな つた か 自分で も わか 


ら ない。 今朝、 眼が さめて 人 か 酒が あったならば、 そ 

ろうぜき 

れを引 寄せて、 また どういう 狼藉が この 場に 行われた 

か、 それ も 予想の 限りではなかった。 人が いたにして 

も、 酒の 種が 切れて いた。 今朝 も 同様 …… 酒が 傍らに 

ないた めに、 外に 発する 狂乱 を、 内に 顧みる 内省に し 

て くれた こと は 是か非か。 

こうなる と、 神 尾の 頭 はいよ いよ 重い。 もう 酒 を 呼 

び 疲れて いる。 さりと て、 飯 を 食う 気に も なれない。 

ふとん 

起き 上る 気にさえ もなら ない。 蒲団の 腐る まで、 こう 

して 仰向けに 寝て いる ことが 本望 だ。 

神 尾の 三つの 眼が 天井に 向って、 或いは 燃え、 或い 


は うつろの ように 冷え切って 見つめて いる。 日 は 高く 

のぼった が、 どうやら 曇リ 日に なったら しい。 門が と 

ざして あるから、 今日は 子供ら も 近づかない。 主 膳 は 

やがて 少しく まどろんだ。 まどろんだ 時間が どれほど 

であつ たかは 知らないが、 中 ごろで 不意 に 呼び さ ま さ 

れた。 

「殿様 …… 殿様」 

一 一声 つづいて 呼ぶ 声 を、 うたたねの 小耳に はさんだ 

から 神 尾 主 膳が、 

「誰 だ」 

「鏢 でございます」 


「鏢 か」 

「鏢 でございます」 

「鏢、 貴様 も 生きて いたか」 

「殿様 も 御 無事で いら つ しゃいました か」 

つら 

「そこ を あけて 面 を 見せろ」 

「はい、 殿様 —— この 通りの 面で ございます」 

隔ての 襖 を八寸 ばかり 開いて、 面 を 見せた その 面 は、 

ガスマスク を かぶった ように 繃帯で 巻かれて いました 

から、 神 尾 も 少し 驚いて、 

「どうした、 鏢、 その 面 は …… 」 

「これと 申す も、 誰 を 恨みましょう、 みんな 殿様の 為 


させ 給う 業で ございます、 今日は 恨みに 上りました」 

「ふ— ん」 

と 神 尾 は、 ガスマスク のように 繃帯した 鏢の面 を 見直 

したが、 今日は 滑稽な 感じが しない。 

「恨めしい やら、 口惜しい やら、 今日お 目通り をした 

以上 は、 思い切つ て 損害賠償 を 申し立てましょうと、 

歯が み をいた しながら 推参いた しました が、 本来が 忠 

やす 

義 骨髄 の鏢、 すやすやと お寝み の 殿のお 寝息 をう か が 

いまする と、 やれ 御 無事で いらせられ たかと、 昨日 来 

もろ  ます も つ  力 

の 恨み は 脆く も 消えて、 先 以て 嬉し涙に 搔 きくれ たよ 

うな 次第で ございます」 


「とにかく 気の毒だった な、 おた がいに 昨日 は あぶな 

かった よ」 

「そのお 言葉で、 鏢 はもう 成仏で ございます、 本来、 

忠義 骨髄の 鰯の 儀で ございま すから、 殿のお 為め なら 

ば、 この 面なん ぞは 三角に なリ ましょう とも、 いびつ 

になり ましょう とも  そんな こと を 気に かける 鏢で 

は ございま せんが、 それにしても、 あれ は かわいそう 

で ございま したよ、 水 戸 在の あのお 百姓 は、 かわい そ 

うで ござんした」 

「うむ」 

「あれ は、 たしかに 殿様の 方が 御 無理で ござんし たな、 


百姓なる が 故に 憎い、 憎い が 故に 斬らざる ベ からず、 

これで は 立つ瀬が ござん せん …… 」 

「言うな、 言うな、 そんな こと はもう 言って 聞かせて 

くれるな、 それより は、 貴様に それだけの 怪我 を させ 

たのが 不憫 だ、 そのうち 埋 合せ をす るから 辛抱し ろ、 

それ はそうと 鏢、 今日は ゆっくり 話して 行け、 あの 向 

うの 戸棚に お 絹の やつの 夜具 蒲団が あるから、 あれ を 

引出して、 そこへ 敷いて 休め、 寝物語と やら かそう」 

ち  一 ^ 

神 尾 主 膳 は、 寝ながら、 こちら を 向いて 腮で 隣室の 

方へ 指図 をし ました。 


八十 八 

「では、 まあ、 お 言葉に 甘えて、 遠慮なく …… 殿の 枕 

席に いや、 どうも、 お 新造のお ぬくもりのお 夜具 蒲団 

を 拝借に 及びまして、 鏢、 恐縮 …… 」 

鏢は神 尾の 指図に 甘えて、 言われた 通り 隣室の 戸棚 

から、 お 絹が 専用の 夜具 蒲団 を 取り出し て 敷き のべな 

がら、 蒲団へ 鼻 を 押 当てて 臭い を 嗅ぐ ような 仕 こなし 

までしながら、 

, J うむ  あ か 

「では、 御免 を 蒙る ことにいた しまして、 お 新造お 垢 

つきのお 夜具 …… 枕席 …… 」 


減らず口 を 並べ、 ぬくぬくと もぐり 込んで、 頭ば か 

リを 夜具の 上に 出して、 主 膳の 方に 向って、 繃帯 だら 

けの 面に 眼 を ぱちくり させて いると、 神 尾 主 膳 は 仰向 

けに 寝て 正面 を 切りながら、 

「鑼、 おれ は 今日まで、 巿井 一般の 暗い 方の 世の中 は、 

ずいぶん 見飽きる ほど 見て いる 身 だが、 眼 を あげて、 

天下の 大勢と いう 勢い を 見る 暇がな かったん だ、 どう 

だ鏢、 今、 天下の 大勢 はどうな つてい る」 

「これ は 驚きました、 鰯に 向って、 天下の 大勢 をお 問 

合せになる  これ は 驚きました」 

「驚く が もの はない よ、 貴様 だ つ て 江戸 ッ 児の 端くれ 


だろう」 

「江戸 ッ児、 江戸 ツ子、 まことに その 通り、 こう 見え 

たって、 鏢は 江戸 ツ子の キ チヤ キ チヤなん でげ す、 端 

くれはお 情けね え」 

「チヤ キ でも キ チヤで も それ はかま わんが、 貴様と い 

えど も、 いやしくも 江戸に 生れ、 三百 年来、 直接に 徳 

川のお かげ を 蒙って 今日に あり ついている 一人 だろ 

う」 

「いや、 いよいよ 事 重大に なりに けり、 左様に、 四角 

張って 戸籍調べ を 遊ばす まで もな く、 鏢 といえ ども 三 

百年 来の 江戸の 土 虫、 まさに その 通りで ない と 誰が 申 


しました」 

「よし、 まさに その 通りと したら、 もし ここに、 仮り 

に徳 川の 天下が 亡びて、 この 江戸 中が 灰になつ てし 

まったら、 どうす る」 

「いや、 こいつ はまた、 事 重大 を 過ぎて、 まさに 破滅 

くぼう さま 

の 時代と はなり にけ り、 公方 様の 天下が 亡びて、 江戸 

中が 灰になる …… 鏢 なん ぞは、 左様な こと を 考えた こ 

とも ございません、 考える こと もで きません な、 で ご 

ざいます から、 これば つかり は 御 返事 の限リ では ござ 

いません —— 七 里 けっぱい」 

いなかざむらい 

「仮り にだな —— 薩摩 とか、 長 州と かいう 田舎 诗が 


やって来て、 この 徳 川の 天下 を 覆 し、 江戸 中へ 火 を 

つけて 焼く、 そういう 暁に なったら、 貴様 も 江戸 ツ子 

の 一 人と して、 どういう 進退 をす るか、 それ をた めし 

に ひとつ 聞いて 置きたい」 

「鏢 なん ぞを つかまえて、 そういう 試験地獄に おかけ 

あそばす の は 罪で ございま すよ」 

「罪と 罪で ない とに 拘ら ず、 現在、 目の前に そういう 

時勢が 現われて 来たと したら、 何と 身の 振り方 をつ け 

るか、 それ を 聞かして もらいて え」 

「お許し、 そういう 重大な 問題 は、 全く 以て 鏢の 頭で 

は 荷い きれません」 


「返答が できない のか」 

「どうか、 御免 を 蒙ります、 もっと やさしい、 鏢は鏢 

相当のと ころで、 一年生で ひとつ 試験問題の 御下問が 

願えて えもんで  」 

「試験で はない、 実際問題 なんだ、 自分の 目の前に 即 

刻 現われた 問題と して 返事 をして みろ という ことなん 

だ、 むずかしく とる 必要 はない、 たとえば、 安政の 大 

地震の 時の ように だ、 今度 は 地震で はなく、 外敵が 不 

意に 押し かけて 来たと したら、 貴様 は、 どう 身の 振り 

方 をつ ける か、 それ を 端的に 返事 をして みろ という だ 

けの もの だ」 


「地震で げす か、 地震と きち や あ、 鏢は 最も 虫が 好か 

ねえんで げすが、 さりと て、 それ ござん なれと、 鎧 兜 

なまずた い じ 

で 鯰 退治に 出動と いう 勇気 は ござん せん、 まず、 何 を 

置いても、 三十六計 逃げる に 越した こと は ございませ 

ん、 逃げる に は、 竹 藪の 方へ 逃げた 方が よろしい と教 

えられて おり ますんで ございま すが …… 」 

「そうか、 地震なら 逃げ出す、 そうして、 もし それが 

敵 だったら どう だ、 この 江戸 を 仇と なす やつが 他国 か 

ら押 寄せて 来た 日に は …… いやいや、 やっぱり 逆戻り 

だ、 考えて みると 鏢、 貴様に は 荷が 勝ち 過ぎた 試験 だ」 


八十 九 

「落第で げす か」 

「落第と いう もの は、 ともかく 試験 をう けて 上の こと 

だが、 貴様の は 落第に も 至らない …… まず 低能 だ」 

「ナ、 ナンと おっしゃりました」 

「低能 だよ」 

「低能 —— 低能と 申します と、 まず 一 人前に 通用し な 

い、 馬鹿と いった 異名で ございま すね、 そう おっしゃ 

られ ちゃ あ、 鏢も あとへ 引けません」 

「怒った な」 


「怒りました、 人間、 低能 呼ばわり をされ て、 怒らな 

い 馬鹿はありません、 怒りました、 真に 怒りました」 

「そうだ、 低能と 言われて 憤り を 発した 貴様 は、 まだ 

脈が ある」 

かんしゃくだま 

「脈 どころ じ や ございません、 この 通り、 癇癩 玉が 破 

裂いた しました、 さあ、 こうな つた 以上 は、 矢で も 鉄 

砲で も 持って いらっしゃい、 殿様のお 出しな さる 試験 

を 立派に 受けて ごらんに 入れます、 試験地獄の 突破」 

「頼もしい、 その 意気、 さて、 貴様 もい よいよ 江戸が 

灰になる という 時分に、 その 意気と、 憤り を 発して、 

節 を 屈せず という 勇気が あれば めでたい もんだ が、 い 


ざと なると そうは 参るまい、 麻雀が はやれば 麻雀、 競 

馬が はやれば 競馬、 貧窮 組が 盛んな 時 は 貧窮 組に 走り、 

公武合体と いう 時節に は 公武合体へ おべ つ か —— 貴様 

なん ぞは、 それで 生きて 行けば いいんだ、 だが 三百 年 

来の 徳 川の 旗本と なって みると、 痩せても 枯れても そ 

うはい かない からな ：：： 」 

「上げたり 下げたり も いいかげん になさい、 いかに 鏢 

の 面が いびつに なりたてに してから が、 それじゃ あん 

まりお 言葉が 過ぎます、 そこまでお 見限りで は、 鏢は 

泣きます、 口惜しい」 

きず 

「いいよ、 いいよ、 そう 昂奮す ると 創に さわる、 退屈 


まぎれに 貴様に 試験 を かけた まで だ、 試験問題 一切、 

水に 流す から 心配す るな、 そうして、 もう そんな 七む 

ず かしい 問答 はやめて、 もっと 面白い、 貴様のお はこ 

の 陽気な やつ を 喋 れ …… 今度 はおれが 聞き役に な つ 

て やる」 

かく なだめられて、 本来お つちよ こちよい の鏢 はた 

ちまち ケロリ として、 

「では ひとつ、 洋妾 立国 論 以来の、 鏢 独創の 名 趣向 を 

お聞きに 入れます かな」 

「聞かして くれ」 

「では ひとつ、 その 洋妾 立国 論 以来の …… 」 


「洋妾 立国 論 は、 貴様の 身上と して は、 なかなか 聞け 

る 説 だよ」 

「共鳴に あずか つ て 恐悦 …… すべ て 議論と いう やつ は、 

知己 を 待つ てはじめて 言うべき でげ して」 

「洋妾 立国 論に は 相当に 信者が 出来た か」 

「出来た 段 じ や ございません、 今や 信仰 の 域 を 過ぎ て 、 

実行の 境にまで 漕ぎ つけて いるんで ございまして… 

…」 

鏢は、 己れ の 日頃の 持論で ある 「洋妾 立国 論」 を 神 

や ゆ 

尾から 揶揄され て、 かえって 得意 満々 の 色 を 見せ まし 

た。 彼の 珍 論 「洋妾 立国 論」 なる もの は、 本 小説 「恐 


山の 巻」 の 百 二回から 百 三回までの ところ を 見る とよ 

くわ かるが、 その 要領 は 次の 如き ものです。 

「現に 相 州の 生 麦 村に 於て、 薩 摩つ ぼうが、 無礼者！ 

てんで、 毛唐 を 二人 か 二人 半 斬った はよ ろしい が、 

その代りに、 みすみす 四十 四万両 てえ 血の 出る よう 

な 大金 を、 異国へ 罰金と して 納め 込まに やなり やせ 

ん、 長 州の 菜つ ぱ隊 が、 下 関で 毛唐の 船とう ち 合い 

をして、 日本の 胆ッ玉 を 見せた なん ぞ とおつ しゃり 

きた 

ますが、 その 尻 は どこへ 廻って 来りましょう、 みん 

な、 徳 川の 政府が、 このせ ち 辛い 政治 向のお 台所 か 

ら、 血の 出る ような 罰金と して、 毛唐め に 納め なきや 


あならない 次第で げす  そこ へ 行きます てえ と、 

何とい つても ェ ライの は 日本の 絹と、 ラシ ヤメ ンで 

げすよ、 日本の 絹糸 は、 どしどし 毛唐に 売りつ けて、 

こっちへ 逆にお 金 を 吸い取って 来る、 それから ラ 

シ ヤメ ン でげ す、 ラシ ヤメ ン というと 品が 下つ て 汚 

いような 名で げすが、 名 を 捨てて 実 を 取る、 という 

のが あの 軍法で げして な」 

而 して、 鰯の いわゆる 「ラシ ヤメ ン立 国論」 なる も 

の は、 つまり 次の ような 論法になる ので ある。 

いと  おみな へし 

露 を だに 厭 ふ 大和の 女郎花 降る あめりかに 袖 は 濡ら 

さじ —— なんての は、 あり や、 のぼせ 者が 作った 小説 


でげ す。 

拙が 神奈 川の 神風 楼に ついて、 実地に 調べて みたと 

ころに よると、 その 跡 かたは 空 をつ かむ 如し、 あれ は 

何 かために すると ころの ある 奴が、 こしらえた 小説で 

けす 

事実 は 大和の 女郎花の 中に も、 袖 を 濡らしたがって 

いる 奴が うんと ある。 毛唐の 奴め も、 女に かけて は 全 

く 甘い もんで、 たった ー晚 にして からが、 洋銀 三枚が 

とこ は 出す。 月ぎ めと いう ことになるて えと、 十両 は 

安いと ころ、 玉に よって は 二 十両ぐ らい はサ ラサ ラと 

出す。 そこで、 仮り に 日本の 娘が 一 万人 だけ ラシ ヤメ 


ン になった と 積って ごろうじろ、 月 二 十両ず つ 稼いで 

一 年 二百 四 十両の 一 万人と して、 年分 二百 四十 万両と 

いう ものが 日本の 国へ 転がり こむ。 これが お前さん、 

もとで 

資本 要らず で げすから 大した もん でげ さあ。 

得意満面で、 この種の 持論 を 唱えて いる 鏢公 は、 さ 

て 改めて、 何の 独創的 珍 趣向 を 持ち出す か。 

九十 

この 鏢 というお つちよ こちよい は、 実の 名 は 金 助で 


あるが、 貴様の ような 奴に 金 は 過ぎる、 鏢で 結構と 言 

われて、 その 名に 納まって いる 人間で ある。 

鏢は今 「ラシ ヤメ ン立 国論」 の 持論が、 かねて 心 あ 

る 人 を 傾聴 (？) させて いる こと を 得意と していた が、 

今日は 改めて、 それに まさる 一 大 創案 を 案出した かの 

如く、 勿体 をつ けて、 そうしてまず 神 尾の 前に 次の 如 

く 披露し ました。 

「拙の 案ずる に は、 近い将来に 於て 『帝国 芸 娼院』 て 

えの を 一 つで つち 上げて、 世間 を あっと言わせて みて 

えんで ございます」 

「ナ 二、 帝国 —— 何 だって？」 


「帝国 芸娼院 てえん でげ す」 

「帝国 はわ か つ ている が、 ゲ イシ ョ ウィンての は 何 だ」 

「芸者の 芸と いう 字に、 娼妓の 娼と いう 字 を 書きます 

ん でげ す」 

「そり や、 いったい 何 だ」 

「そもそも、 設立の 趣旨て やつ を 申し上げ てみ まする 

てえ と、 本来が、 毛唐と いう やつが まだ 本当の 日本 を 

認識して いねえん でげ す」 

「ふ— ん」 

「日本人、 ナカ ナカ、 キ ツイあります、 刀 を 使う 上手 

アリマ ス、 人 を 斬る 達者 アリマ ス、 勇武の 国 アリマ ス 


ただ、 芸事で きない、 芸事で きない 国 野蛮 アリマ ス I 

しゃく 

I こうぬ かしゃが るの が癩 なんでげ して」 

「ふ— ん」 

「異人 館なん ぞ へまい ります と、 テ ー ブルの 上で 毛唐 

の 奴が よくこん な 噂 をぬ かしゃが るんで げす、 その 

たびに 拙 は はっぷん をいた しまして ね」 

「ふ— ん」 

「ばかにしな さんな、 日本に も、 このく らいの 芸事が 

ある  てえ ところ を 一 つ、 見せて やりて えんで げし 


「さすがに、 鏢の 眼の つけどころ は エラ \  とおつ 

しゃつ ていた だきて えんで げす」 

「ふ— ん」 

「そこで、 その 帝国 芸娼院 て やつ を大々 的に もくろみ 

の …… 日本に は 芸妓で さえ、 これこれの 芸術が ある、 

遊女で さえ も 高 尾、 薄雲なん てと ころに なると、 これ 

これの 文学が あると いうと ころ を、 毛唐に 見せて やり 

てえん でげ すが、 いかがな もので」 

「そうすると、 つまり、 日本中の 芸者と 女郎 を 集めて 

毛唐に 見せて やりてえ と、 こういう 目論見 か」 

「いいえ、 どうして、 そんな 単純な、 浅はか なんじ や 


ござん せん、 日本の あらゆる 芸事と いう 芸事の 粋 を 集 

めて、 これ この 通りと いって、 毛唐に 見せて やりてえ 

んで、 芸娼院 という 名 は 仮り に鏢 がつ けて みた だけの 

ものなん で、 もっとし かるべき 名前が ありさえ 致せば 

御 変更 の y  J と 苦しく が あせん 」 

「日本の あらゆる 芸事と いう 芸事の 粋 を 集め るんだ つ 

て、 ふ— ん、 なかなか 仕掛が 大き いんだな」 

「仕掛が 大きいだ けに、 人選て やつが なかなか 難儀で 

げして、 まず あらゆる 芸人と いう 芸人の、 粋の 粋た る 

もの 百 人 を 限って 選り抜きます」 

「ふ— ん」 


「なにも、 芸娼院 と 申した ところが、 芸妓と 娼妓ば つ 

かリを 集める という 趣意で はが あせん、 とりあえず 美 

術で げす、 日本 は 古来、 美 を 尚ぶ 国柄で げして、 絵の 

方に なかなか 名人が 出ました …… 」 

「ふ— ん」 

「ところで、 とりあえず 狩 野 家の 各派の 家元 を 残らず 

メンバ— に 差 加えます、 それから、 四条、 丸 山、 南画、 

北 画、 浮世絵、 町 絵師の 方の、 めぼしい ところ を 引つ 

こぬ いて これに 加えます、 拙が 見たところ では、 絵 か 

きの 方から 都合 五十八 名 ほど 選りぬ きの …… 」 

「ふ— ん、 してみ ると、 貴様の 目論見の 芸娼院 は、 絵 


かきが 大半 を 占めて しま うんだ な」 

「是非が ござん せん、 日本 は 古来、 美術の 国柄なん で 

げすから」 

「ふ— ん」 

げさく 

「それから 戯作の 方なん でげ す、 これ は剌 身の ツマと 

して、 八 名ば かり 差 加えよう てんで …… 」 

「絵 かきが 五十八 人 もいて、 文書き が 八 名で は 比較が 

WEe れま レ 」 

「な あに、 文書き の 方 は、 どうしようかと 考えて みた 

んで げすが、 拙が ひそかに この 計画 を 洩らし やすて え 

と、 ぜひ、 幾人で もい いから 差 加えて いただき てえ、 


絵 かきの 下っ端で 結構、 剌 身の ツマと して、 ぜひ 差 加 

えていた だきて えと、 先方から 売り込ん で 来 るん でげ 

すから、 退ける わけに いかね えんで げす、 そこで 剌身 

の ツマと して 文書き を 八 名ば かりが ところ、 差 加えて 

やる ことに 致し やした」 

「ふ— む」 

「それから、 書道の 方で がす。 次 は、 役者 —— この 役 

ひいき 

者て え やつが、 おのおの 家柄が あったり、 矗属が あつ 

たり、 それに 頭数が 多かった りして、 いちばん 事 めん 

どうなん でげ して、 鏢 もこれ が 人選に は 困難 を 極め や 

した」 


「ふ— ん」 

「それから、 長唄、 清 元、 芸妓の 方から は 誰々、 お 女 

郎の 方から はこれ これ —— 和歌と、 発句と、 ちんぷん 

かんぷん II 委細の わりふりと、 面 ぶれ は、 この 一札 

を ごらん 下し 置かれましょう」 

こう 言いながら、 鏢助は 枕許の 鼻紙 袋 を かき 寄せて、 

その 中から 何 か 書きつ けた 紙切れの 折 畳んだ の を 引つ 

ぱリ 出して、 神 尾の 方へ 突き出しました。 

「これが、 拙の 苦心 惨儋 になる 帝国 芸娼院 の 面 ぶれな 

んで げして、 これ を 早く 発表いた します てえ と、 あつ 

ちから も、 こっちから も苦晴 がっく、 こういう こと は、 


得て して、 お 安いと ころで 手つ とり 早く、 でっち 上げ 

てし まわな けり や 物に なリ やせん」 

神 尾 は 寝ながら、 鏢の差 出した 人選 表なる もの を受 

取って、 

「ふ— ん」 

と 言 い なが ら、 面前に ひろげ て 読み はじめて いる。 

うかが 

得意気に、 側面から、 この 面色 を 窺 い つ つ 鰯が 言い 

つづけます、 

「いかがな もんで げす、 多少の 議論 は) /ざいましょう 

とも、 まず、 当世、 百と 限ります てえ と、 そんなと こ 

ろ じゃあが あせん か」 


「ふ— ん」 

「あれ を 取れば、 これ を 捨てなければ ならん、 これ を 

捨てて は、 あれが 立たず …… という 苦心 惨儋 のと ころ 

を 買つ ていた だきて え」 

「ふ— ん、 何 だと、 ひとつ 読み上げ てみ ようか。 まず 

絵 かきで、 狩 野 迷 川院、 谷文昌 —— それから、 歌 川 虎 

吉に、 国定 国 造、 ふ— ん、 おれの 知っている 名前 も あ 

る、 知らね えの も ある」 

「そっちの 方 は、 それ は 日本 絵 所 人別 帳 をす つかり そ 

のま ま 並べ たんで げすから、 文句 は ござりますまい」 

「ところで 文書き の 方 は  こうと」 


「為永春水 —— 柳亭 種彦、 あたり を 筆頭と 致し やして、 

木口 勘 兵衛、 乞田 碁監、 徳利 亀 八、 生 井 北風、 胸悪ハ 

クシ ヨウ  」 

「口 ク でもね え やつら だな」 

「いずれも 当代の 選り抜き、 現在の 我が国に も、 これ 

だけの 芸人が いるて えと ころ を 毛唐に 見せて やる に は 

不足 は ござんすまい」 

「ふ ふ ー ん」 

「なお、 人選に 御 異議が あると か、 御 不足が あると か 

おぼしめ 

思 召したら、 今の うちにお つし や つ ていた だきて え」 

「恥 を 毛唐にまで 晒し、 お笑い 草 を 後の世にまで 残す 


ために や、 こんな こと も鏢 相応の もくろみ だ、 や るん 

なら、 邪魔が 入らね えう ちに、 お 安いと ころで 手つ と 

リ早 くやん な」 

「有難え —— 御 異議がなければ、 これで 御 披露の —— 

お 安いと ころで 手つ とり 早く」 

「万事、 お 安いと ころで 手つ とり 早く やらな けり や 手 

柄に ならね え。 やん な、 大いに やって みろ」 

「ことごとく 殿様の 御 賛成 を 得て、 鏢 一代の 光栄。 や 

リ ます。 これ を 御 披露に 及べば、 これ こそ 一代が、 

あつ！ さすがに 鏢だ！ よく まあ この 難物 を、 こう 

まと 

も 手際よ く、 お 安いと ころで 手取り 早く 纏め もまと め 


た、 さすがに 鏢だ、 鏢 ちゃんに 限る、 鏢 ちゃん、 あん 

た、 人が 悪い わ、 鏡のお いらん を 入れて、 なぜ 蓮 池の 

姐さん を 入れない の、 恨む わ、 なんて 睨まれる が 怖い 

んで げす。 そこ は それ、 断の 一 字で げして ね、 かく 致 

してお 安いと ころで、 手取り 早く まとめて しまって か 

らの 万事で げす」 

「しっかり やれ！ 鏢が男 を 上げる か、 下げる か、 こ 

の 一 戦に あり！」 

神 尾が、 うわごと のように、 むやみにけ しかける も 

むしよ ラ 

のです から、 鰯の 野郎が 無性に 嬉しくな つてし まい ま 

した。 


神 尾と して は、 お 安い 野郎に はお 安い 仕事 を させて 

置く に 限る、 お 安いと ころで、 手つ とり 早く 手柄 を さ 

せた つもりで 喜ばして 置けば いいと、 深く とり 合わな 

いでいる らしい が、 実は 心 は そこに あらず して、 目 ざ 

めてから 以来の、 神 尾と して は 全く 異例な 頭の 置き ど 

ころに 安定 を 求めて いるら しい。 

すなわち、 神 尾の 頭で は、 果して 徳 川が 亡びた 暁に 

は …… 天下が 田舎侍の 手に 帰した 時、 我々 旗本と して、 

甘んじて、 その 下風に 立って 制 を 受けて いられる か、 

芸娼院 の やからな らば 知らぬ こと、 やくざと いう やく 

ざ をし 尽 して はいるが、 おれ は 先祖 以来の 徳 川の 旗本 


だ、 おれ はこれ だけの 人間 だが、 先祖の 血が 許さない。 

死ぬ！ おれ は徳 川の ために 死ぬ、 江戸の 城 を 枕に、 

江戸の 町が 灰になる 時 は、 おれの 面目 も 灰になる 時 

だ！ おれの 死ぬ の は、 お 家 大事の ために 死ぬ のじ や 

ない、 今 さら そんな 忠義 面 をす る ほど、 おれ は 本来、 

利口に 出来て いないの だ、 徳川 のために 死ぬ のじ やな 

い、 薩長 共が 憎い から 死ぬ という わけで もない、 神 尾 

は 神 尾と して、 曲り なりに も —— 曲リ なりなん という 

と、 曲らない ところ も あるよう に 受取れ そうだが、 お 

れが 今までの 生活で、 どこに 曲らない ところが ある、 

曲リ 切って、 それ を 押 通して ここまで 生きて 来たの も、 


生かされて 来たの も、 煎じつ める と、 江戸 勢力 下 なれ 

ば こその こと だ、 つぶれても、 倒れても、 旗本の 沽券 

が もの を 言えば こその こと だ、 おれ は 外 藩の 又 者 共が、 

のさば り 返る 世の中に 生きち や いられね え、 忠義 じ や 

ない、 意地 だ、 徳川 のために 死 ぬん じ やない、 神 尾 主 

膳の 面目の ために 死 ぬんだ、 立派に 死ぬ よ！ 

神 尾の 頭の 中 は、 その 覚悟で 一杯に なりきつ ている。 

それと は 知らず 鏢は、 今日は 珍しく、 神 尾が 自分の 名 

案に ケチ をつ けず、 一 も 二 もな く 賛成して くれる こと 

に 有頂天に なり、 お 安いと ころで 一刻も早く この 名案 

に 目鼻 をつ けて、 江戸 中 を あつ！ と 言わせなければ 


ならない と、 夢中に なって、 芸娼院 のこと を 考えて い 

る、 その 徹底的に 恥の ない 生き方 を 見る と、 神 尾 も 苦 

笑 せざるを得ない。 国家 興亡の 際に、 芸娼院 の 設立 を 

もくろ 

目論んで、 有頂天に なって いる。 

人生、 鰯と なって 生きる か？ 

神 尾と な つ て 死ぬ るか？ 

うそぶ 

それだけの 問題 だよ …… 神 尾 は 嘲笑しながら 嘯 き 

ました。 

九十 一 


尾 張 名古屋 城下 第 一 の 美人と うたわれた 銀杏 加 藤の 

いつまる  かじか わよ のす け 

奥方と、 その 弟 伊都 丸と、 岡 崎 藩の 美少年 梶川与 之 助 

の その後の 物語が、 久しく 打 絶えて おりました。 

その 記憶 を よみがえらせる ために、 読者 諸君 は 大菩 

薩 峠の I 年魚 巿の 巻」 から 「不 破の 関の 巻」 あたり を 

もう 一 度 読み返して いただきたい。 

名 古屋の 城の 見える ところ を 立 去りたくない という 

姉と、 肥 後の 熊 本へ 帰りたい という 弟との 意向の 相違 

が、 病める 弟の いじらし さに 引かされて、 姉なる 銀杏 

加 藤の 奥方 は、 ついに 主従 引 具して、 尾 張の 清 洲の山 

吹 御殿から、 肥 後の 熊 本へ 向けて 出立す る ことにな り 


ました。 

やむ を 得ざる 武士道の 意気地から 人 を 斬って、 三 州 

岡 崎 城下 を 立 退く ことにな つた、 伊都 丸の 友なる 美少 

年 梶川与 之 助 もまた、 この 姉弟に 加わって 九州へ 身 を 

避けよう として 旅立って、 それが お 銀 様、 お 角、 宇治 

山 田の 来 友ら の 一行と、 すれつ もたれつ して 尾 張から 

美 濃路へ かかった こと は、 それらの 巻に くわしく 出て 

パ るます てす 

しかるに —— 僅かに 美 濃の 大 垣まで 来た 一 夜、 悪漢 

があって、 この 一行の 宿所 を 荒した。 奪われた の は 旅 

費と しての 相当の 大金の ほかに、 金銭に も 利福に も換 


え 難い 銀杏 加 藤の 系図の 一 巻であった こと を 既に 記し 

ました。 

その 曲者の 痕跡 をたず ねて 関ヶ原まで 追い かけた 梶 

川 与 之 助 は、 そこで、 悪漢 その 者の 横死 を 見と どけ、 

きんす 

奪い 去った 金子 は 再び 戻った が、 系図 一 巻が 戻らない。 

この 系図 一巻が 銀杏 加 藤の 奥方に とって は、 身に も 宝 

にも 換え 難い 執着で ある ことの 所以 は —— 世に 加 藤 は 

多い けれども、 自分の 家 こそ は 肥 後 守 清 正の 正系、 清 

正の 血統 を 引く 家と して、 わが 家よ リ正 しいの はない。 

この 自負の 執着が、 奥方 を 懊悩せ しめてい る。 再び 大 

垣の 宿へ 立 戻って、 このたびの 急難 を、 一に わが 身の 


き 

怠慢と 無責任と に 帰して、 憂え もし、 憤り もし、 慰め 

もし、 詫び もして いるの は、 岡 崎 藩の 美少年 梶川与 之 

助で ありました。 

大 垣の 宿の 一室に、 銀杏 加 藤の 奥方 は、 その美し い 

かお やせ  しょうぜん 

面に 遣る瀬ない 憂愁 を 見せて、 悄然と して 坐って いる。 

その 傍らに は、 床 をのべ て、 弟の 伊都 丸が 枕に 親しん 

でい る。 夫人に 相対して、 小者 姿に やつした 美少年の 

梶 川が、 きちんと かしこまって、 ひたすらに 慚 愧と陳 

謝の 意 を 表して 重ねて 言う、 

「万事み な、 この 拙者が 抜かりで ござりました、 いく 

せん 

たび 繰返しても 詮なき こと、 この 上 は 拙者 は、 九州へ 


おとも をす る こと は 断念し、 これより 再び 名 古 屋の城 

下へ 立 帰って、 いかなる 苦心 をして なりと も、 御 系図 

の 一 巻 を 探し出して、 お返し 申し上げる 所存で ござり 

ます、 奥方 様なら びに 伊都 丸 殿、 では、 このまま 御免 

こうむ 

を 蒙ります る、 あなた 方 は、 お 心 置きな く、 熊 本へ 向 

けて お立ち 下さい ませ、 拙者が 一心 を 以て 必ず、 系図 

の ありか をたず ね 得て、 お知らせ を 致します る、 いや、 

お知らせ だけで はない、 誓って、 それ を 携えて 熊 本 ま 

で 出向き まする、 どうか、 拙者の 精神 を 御 信用あって、 

御 安心して 旅路に おつき 下さい」 

梶川与 之 助 は、 決心 を 面に あらわして 叨に 言い まし 


た。 

それに は 相当の 自信 もなければ ならぬ。 その 熱烈な 

決心の ほど を 面に あらわして、 梶川 がかく 言った 時に、 

憂愁に 満ちて いた 奥方の 面が 急に かがやい たように、 

自分の 膝 も 進む ばかり はずんで 見えました。 

「梶川 様、 よく おっしゃって 下さいました、 わたくし 

も 未練の ようで ございま すが、 こればかり は 思い きれ 

ませぬ、 あの 系図 を 奪われて 何の 銀杏 加 藤で ござ リま 

しょう、 あれ を 持たないで 肥 後の 熊 本へ 帰って、 どう 

して 御先 袓清正 公の 霊に 申し わけが 立ちましょう、 梶 

川 様、 あなたよりも、 わたくしが さきに その 決心 をき 


めて しまいました、 僅かに 尾 張の 国 を 一足 出た ばかり 

で、 あれが 盗まれる というの は、 決して あなたの 抜か 

り で は > ざり ませ ぬ、 わたくしたち の 不用心 で も、》 J ざ 

り ませぬ、 あの 系図に 魂が あって、 肥 後の 熊 本へ 行き 

たがらな いのです、 やはり、 尾 張の 国に 留まって いた 

いからな のです。 いつも 申します 通り、 肥 後の 熊 本 は、 

加 藤 清 正の 国で はない のです、 加 藤 清 正の 産湯 を 流し 

たと ころ は、 この 尾 張の 国の 中 村な のです、 肥 後の 熊 

本の 城 も、 清 正の 築城に は 相違ありません けれども、 

それよりも 一 層 この 尾 張の 名 古屋の 城に 清 正の 精神が 

籠って いるので す、 それです から、 わたくし は、 どう 


しゃち ほこ 

しても、 あの 名古屋 城の 鱸 の 見えない ところへ は 

行きたくないと、 日頃から 申して おりました、 系図 も 

尾 張の 国に とどまりたい、 わたくしたち も 尾 張 を 去る 

なと いう、 清 正 公のお 示しで はない かと 思い当り まし 

た。 けれども、 肥 後の 熊 本で 静かに 病 を 養いたい とい 

うこの 子の 希望 もさ またげる 気はありません、 お前 は 

お前で、 心任せに 熊 本へ おいでなさい、 そうして、 梶 

川 様、 あなた もどう か 弟 を 見 まもって 九州へ おいで 下 

さい、 わたくし 一人が 残ります、 わたくし は 清 洲の侘 

住居へ 一 人で 帰ります。 系図の 行方に も、 心 当りが 充 

分に あるので す、 必ず わたくしの 真心が 通じさえ すれ 


ば、 再び あの 系図が、 わたしの 手許へ 帰って くると、 

確かにそう 信じられて なりません —— わたしで なけれ 

ば 駄目です、 わたし は 尾 張へ 戻ります から、 梶川 様、 

あなた は 友人と して、 病身の わたしの 弟 をいた わって、 

熊 本へ お越し 下さい ませ」 

銀杏 加 藤の 奥方 は 美しい 面に 強い 決心の 色 を 見せて、 

き っぱ りと ， J う 言いました。 

九十 二 

感謝と 昂奮に 緊張した 梶川与 之 助 は、 奥方の 強い 言 


葉に 頓に 言葉 を 返す ことができないで いると、 傍に 寝 

ん でい た 伊都 丸が 、 夜具 の 中から 言葉 を かけて、 

「姉上 —— そう おっしゃる、 あなたのお 心 持が よく わ 

かります、 日頃の あなたの 御 精神が それな のです、 姉 

上が 留まる とおつ しゃるなら、 それ を 拙者 は 引き止め 

る こと はでき ない、 そうかと い つ て、 拙者 は 姉上と い つ 

しょに、 では 拙者 も 心 を 同じう して、 祖先の 系図 をた 

ず ねんがた めに、 再び 尾 張 へ 帰りましょうと 言えな い 

ことが 悲しい」 

病床から 弟に こう 言い かけられて、 奥方 は 静かに そ 

れを 顧み、 


「お前が、 わたしの 心 持が わかって くれる ように、 わ 

たし もお 前の 心 持が よく わかります、 わたし は 肥 後の 

熊 本が 故郷で はない けれども、 お前に は 熊 本が 故郷な 

のです、 そうして、 お前の 一生 を 安楽に 托する 風土と 

いう もの は、 熊 本の ほかにな いこと を わた しもよく 

知ってい るから、 お前 は、 決して 心 を 動かす に は 及び 

ませぬ、 翻せと いっても、 翻せない 心 持 はよ くわ かり 

ます、 それに、 お前の 親友、 梶川 様が 附 いて 行って く 

れ るから、 わたし は 何よりも 安心して います、 それに 

一旦 ああして 立った 清洲の 土地へ、 事 を かこつけに 再 

び 舞い戻る ようで は、 人に 笑われます、 お前 は どこ ま 


でも、 熊 本へ お帰りなさい、 わたし は、 引返して 尾 張 

の 国へ 留まります、 では、 梶川 様、 弟の 身の上 を 幾重 

にもお 頼み 申します」 

奥方から、 再び 頼みの 言葉で 言われて、 梶 川に 挨拶 

すき 

を 返す 隙 を 与えず、 病床の 弟が また 言いました、 

「それ はいけ ませぬ、 姉上、 拙者に は 多年、 使い 馴れ 

た 附人も ござります、 これから 海陸の 順路 を、 心任せ 

に 九州へ下る 分に は 何の 不安 もない 身です、 それ だの 

に、 これから 一人でお 引返しな さろうと いう 姉上 は、 

非常の 御 決心で 前途の こと も 思い やられます、 それに 

は 何よりも 心強 いのは、 梶川 氏、 あなたに、 どうか、 


この 拙者に 代って、 姉上 を 助けて 上げて いただきたい、 

万事の 相談 相手に なって 上げて いただきたい、 そうし 

て、 心 を 合わせて 家宝の 系図 を 取 戻した 上に、 姉上 を 

守護して 九州へ下って、 おた がいに 阿蘇の 山 下で、 喜 

ん でお 目に かかる 日 を 期待いた したい。 梶川 殿、 拙者 

のこと は、 順路 を 順当に 行く 尋常 平凡の 旅で ござる か 

ら、 少しも 心配に はなり ませぬ、 さいぜん も、 貴殿 は 

ひとり 留まって、 我が家の ために 系図 を 探して 下さる 

とまでお つ しゃ つ た、 貴殿の 勇気と 真情 は、 我々 にと つ 

て 二つと ない、 どうか、 こちらに 留まって、 姉 を 助け 

て、 姉の 志 を 成さ しめていた だきたい」 


いたいたしい 声に 力 を 込めて、 こう 言い出された 時 

に、 奥方の 眼から 涙が 溢れて 頰に 伝わって 落ちました。 

梶川与 之 助 は、 またも 返答に 窮す るの 立場に 輪 を か 

けられた ような もので、 面 はかが やき、 口 はわな なく 

かんげん 

けれども、 いずれへ 何と 挨拶し、 いずれへ 何と 諫言し 

ていい か、 その 言葉の 緖 を 見出し 難い。 

その 時、 病床の 伊都 丸 少年 は、 また 声 を 落して 言い 

ました、 

「姉上 とても、 一 旦 こうまでして 清 洲を立 退いて おい 

でに なった もの を、 今更お めお めと お帰り づら いもの 

がお 有りでしょう、 たとえ 事情が この 通りと は 申せ、 


出入りの 者の おもわく さえ も 不快な ものが ござり ま 

しょう、 それ を 御 承知の 上で、 お戻りな さる 非常の 覚 

悟、 梶川 氏、 それ を 察して いただきたい、 それ故に、 

貴殿 は、 このまま ひそかに 先発して 清洲 へお 帰り を 願 

いたい、 そうして 留守宅の 万事 を 程よ く こしらえて 置 

いて、 それから、 夜陰 こっそりと 姉上 を 迎えて いただ 

きたい、 そうして、 世間 化 は どこまでも 熊 本へ 立った 

ことにして 置いて、 邸内 も 広い ことで ござる 故に、 姉 

こも 

上 は 一間に 籠って 人に 面 を 知られな いように、 貴殿 は、 

さ の み 注意す る 人 も ある ま いから、 どこまで も 留守 を 

あずかる 人の ように こしらえて、 陰に なリ、 陽に なつ 


て、 姉 を 助けて 志 を 成さ しめていた だきたい、 それ を 

御 承知なら ば、 このまま 直ぐに 貴殿 は 清洲へ 向けて お 

引返しが 願いたい のです」 

梶川 少年 は、 その 言葉 を 聞きながら、 紅顔が 熱し、 

これ も 同じく 涙が 頰を 伝つ て 流れます。 

奥方 は、 いずれ をい ずれと も 言わない。 梶川 として 

は、 姉の 言葉に 従って、 病める 弟 を 見つ いで 九州へ下 

るべき か、 非常の 覚悟と 冒険 を 予期して、 ひと リ 留ま 

らんと いう 姉の ために、 弟の 忠言に 従うべき か、 いず 

れ が是、 いずれが 非 かわからない うちに、 なにものか 

の 強い 道義心に 打 たれて 感動す る。 しばらく、 判断 も 


利害 も 離れて、 ただ 感動に 堪えられな いでいる うちに、 

最も 冷静な の は 病める 弟で ありました。 姉と、 友なる 

人の、 言わん として 言い難き 時に、 この 弟 は 冷静に、 

流暢に、 従って 極めて 理路整然 として また 言いました、 

「そうして、 三 力 月 を 限って いただきた いのです、 姉 

を 助けて 向う 三 力 月のう ちに、 姉の 目的が 達せられ ま 

おぼしめ 

せん 時には、 もはや、 天、 加 藤 家 を 捨てたり と 思 召し 

て、 姉 を 守護して 熊 本まで 下って いただきたい、 そう 

して かの 地で われわれ は 笑って 再会して、 おた がいに 

今後の 生きる 道 を 楽しく 語り合いたい ものです、 この 

申し出に は 姉上 も 御 異議 は ござりますまい」 


九十 三 

やがての 事の 結論 は、 ついに 梶川 少年が、 両者へ 対 

する 義理と 犠牲 心から、 病める 弟の 忠言 を 聞いて、 留 

まる 姉へ の 奉仕と ならざる を 得ない ことにな りました _ 

ちゅうげん こもの 

梶川 少年 は、 仲間 小者と なる 覚悟 を 以て、 銀杏 加 藤 

の 奥方 を 助け、 病友が 要求す る 三 力 月の 期限 以内に 必 

あいまみ 

ず 目的 を 達して、 九州へ下って 相 見える という こと を 

誓約 的に 断言した のです。 奥方 も、 ついに この 説を容 

れ ざる を 得 なくなって、 そこで、 この 一座の 評議 は、 


友義と、 同情と、 犠牲 心と を 以て 美しく まとまり まし 

た。 

お もむ 

奥方が、 立って、 荷駄の 差 図に 別室へ 赴 いた あとで、 

伊都 丸 は、 梶川を 枕 もと 近く 招いて、 ひそかに 言うよ 

う  

「梶川 殿、 姉 は ああい う 気象です から、 她 何とも 致し 

難いです、 姉 は 尾 張の 名 古 屋の城 は、 徳 川の 名 古屋城 

ではない、 加 藤の 名 古屋城 だと 信じて いるので す、 そ 

うして、 加 藤 清 正の 唯一 真正の 血統 は、 我々 姉弟の ほ 

かに はない、 名古屋 にも、 加 藤と 名乗って 清 正の 直系 

と 称する 家 は 幾つ も ある けれど、 みな 傍系に 過ぎない、 


先祖の 加 藤 清 正が、 悲壮なる 覚悟 を 以て 心血 を 注いだ 

あの 城、 あの 城に は 先祖の 魂が 籠って いる、 いっか 時 

きた 

勢が めぐりめ ぐり 来って、 加 藤の 子孫が この 城の 主と 

なる 時がなければ ならない、 と 常 始終、 こんなに 考え 

ている のです。 そうして、 事毎に 拙者 を 努め 励まして 

はいるので すが、 拙者 は 姉と 異 つて、 左様な ことに は 

極めて 淡泊な のです。 よし 我々 が 加 藤の 正系であろう 

と、 傍系で あろうと、 それ は 私に とって は 何の 加うる 

ところ も、 減ずる ところ もない のです。 清 正と いえ ど 

も、 摂家 清 家の 生れと いう わけで はない、 本来 を 言え 

ば、 豊 臣秀吉 と共に、 尾 張の あの 地点の 名 もな き 土民 


の 家柄な のです。 秀吉の 威力が 増大す るに つれて、 清 

正 も 天下の 大 大名と はなり ました けれども、 本来、 秀 

吉も、 清 正 も、 自負すべき ところ は その 門地 や 家柄で 

はなく、 その 天性の 実力に あつたの です。 拙者の 如き 

は その 点 を 偉な りと します けれども、 姉 は 清 正 以来の 

家系と いう ものに 重き を 置いて いるので す。 それに 姉 

はこの 尾 張の 国で 生れた のです けれども、 拙者 は 肥 後 

の 熊 本で 生れました、 その 土地の 引力 かも 知れません 

きんしゃち 

が、 姉 は 金 鱸 の 見える 土地に 執着 を 持って いる、 拙者 

は 阿蘇の 煙の 見えない 土地 は、 生きる 土地で ないよう 

な 気持が しています、 熊 本へ 帰る と、 そこに 先祖の 


ぼだいし よ 

菩提 所があります、 我々 がー 生 不足な く 暮らせる だけ 

の 知行 もあります、 また、 幼な 馴染 も、 我々 を 尊敬し 

て くれる 郷土 民 も あるので す。 郷土の 人 は、 どこから 

ともなく、 我々 の 家柄が 加 藤 清 正の 家系で ある、 今の 

細 川 家よりも 古いので ある、 というよ うな 観念 を 持つ 

ていて、 それで 特に 我々 を 尊敬して くれる のです。 も 

し 系図と いう ものに 余徳が ありと すれば、 名古屋 城の 

しゃち ほこ 

金の 鱸 の 光よりも、 この 郷土 民が 何百 年の 昔の 歴 

史に 信仰 を 置いて、 何の 功業 もない 我々 を 尊敬して く 

れる、 これ こそ、 系図の 余沢、 先祖の 光で ある、 拙者 

は そこに 先祖の 有難 味 を 味わって 生きて 行きたい。 そ 


ういう ふうに 熊 本で は 人心が 皆、 拙者に なついて くれ 

る、 特に 風土が、 拙者の 身体に かなって いるよう です。 

有名な 阿蘇が あります、 その 周囲に は 幾つ もの 温泉が、 

我々 を 温めて くれます、 それから 八景の 水 谷 だの、 水 

前 寺 だのい うと ころの 水が よろしいです。 いったい、 

どこ を 掘っても よい 水です、 一歩、 海辺へ 出る と、 

かんきつ  みすみ 

柑 橘の 実る 平和な 村が あります、 三角の 港から 有 明の 

うん ぜん たけ 

海、 温泉 ケ岳を ながめた 風景 は、 到底、 関東に も、 関 

西に もありません。 それに 加うるに 穀物が 実ります、 

米 も、 肥 後 来と いって 第一 等の 米が とれる のです。 な 

おその 上に、 国主の 細 川 家と、 先住者の 加 藤 家との 間 


の 諒解が 極めて 美しい。 ところに よって は 先住の 豪族 

を 平げ て、 後の 国主が 入城し、 両者の 間 は 仇敵の よう 

な 例 も 随分あります けれども、 肥 後の 熊 本に 限って は、 

今の 細 川 家が、 先の 加 藤 家の 崇 信者で あり、 同情者で 

あります から、 加 藤の 名に よって 肩身が 広くなる ので 

す。 そういうと ころです から、 拙者 は 姉と 違って、 熊 

本 を 故郷な りと します、 今、 名 古屋城 をお 前に 与える 

からと 言つ て も、 それ を 受けて 住む 気に はなれな いの 

です。 梶川 氏、 貴君 も ぜひ、 熊 本へ 来て ごらんなさい、 

必ず 熊 本が 好きになる にき まっている。 しかし、 拙者 

は 拙者と して、 斯様な 愛着に 生きて いる けれども、 姉 


の ああした 気象と 意気 を 軽ん ずる 気に はなれない、 あ 

の 見識で 生きて いる 姉 を 尊敬し なければ ならな いので 

す、 よって、 正面から 姉の 精神 を 斥ける わけに はいか 

ない のです。 男子 は 裸一貫と、 意気と で 生きなければ 

ならない、 系図に 物 を 言わせる ようになって はおし ま 

いだと 言いたい のです が、 姉の あの 気持 を 尊重す ると 

それが 言い出せない、 ですから、 貴殿 は 姉 を 見つ いで、 

決して 危険 を 冒して まで 系図な どに 執着す る 必要 はな 

いから、 程よ くして、 三 力 月 目に は 必ず 熊 本へ 来て 下 

さい。 熊 本へ 来れば、 貴殿に 安住の 地が 必ず ある、 し 

かし 貴殿 は 以前から、 長 崎へ 行きたい、 支那へ 渡りた 


いという ような こと を 言つ て おられた が、 かりに その 

はる 

希望の ためとしても、 遥かに 都合が よくな つて 行く の 

です、 わが 家の 系図な どに 執着せ ずに、 貴君の 身 を 安 

全に する こと を 第一 に 考えて 下さい」 

伊都 丸 少年 は、 こう 言って、 繰返して 友なる 梶川少 

年に 口説きました。 梶川は それ を 最もよ く 諒解し まし 

た。 

きっそう 

「貴君の 心 持 はよ くわ かってい ます、 吉 左右と もに、 

これから 三 力 月 後 に は 姉 君 を 伴うて 必ず 熊 本 へ 参リま 

すから、 貴君 も 心 を 安んじ、 御 自愛 第一 にして 待って 

いて 下さい」 


九十 四 

かくて 梶川 少年 は、 ひとり 大 垣の 宿 を 先発して、 清 

洲の 山吹 御殿に 帰りつ いての その 日の 宵の ことです。 

誰も 知らない間に 裏手から、 その 広大な 屋敷の いず 

れ にか 無事に 潜入して しまいました。 

その 夜更けて、 同じ 裏手の 門が 内から 開かれる と、 

いつのまにか 門 側に 忍んで いた 一人の 女性が、 身 を 現 

わした と 思う と、 早く も その 裏門から 身 を 没して、 広 

い 邸内の いずれに か 吸い込まれ たこと は梶川 少年と 同 


じこと です。 ほどなく、 邸内の 山吹 御殿の、 桔梗 散ら 

しの 豪壮な 一間に、 形 はいかめ しい 銀の 燭台に 光 はし 

め やかな 一 種の 燭 がかが やくと、 そのと ころに 銀杏 加 

藤の 奥方が 端然と 坐って います。 やや 間を置いて、 か 

しこま つ ている の は梶川 少年。 

二人 は、 無事に、 この 旧 邸へ 立 戻って 来たので す。 

「梶川 様、 ほんとうに、 ここまで 来て 安心いた しまし 

た、 万事 は 皆 あなたのお かげです、 何と 感謝して いい 

かわか リ ませぬ。 本来、 わたしが、 こんな 強情 を 言つ 

て、 立 戻る こと を 主張し ましたの は、 確かに それと 充 

分の 心 当りが あれば こそな のです。 名古屋 城に は 加 藤 


の 四 家と いうの がご ざいまして、 それが いずれも 清 正 

の 正統と 称して いるので す、 その 加 藤 四 家のう ちの、 

いずれの 加 藤と は 申しません が、 そのうちの ある 一 家 

が、 特別に、 わたくしの 家の 系図に 目 を かけて おり ま 

した、 そうして、 表面に は 出さない けれども、 手 を か 

ちと 

え、 品 を かえて、 いろいろの 好 条件の 下に 系図 譲 受け 

を 策動して 参りました、 それの みで はない、 わたくし 

の 一 身まで も …… そういう 執心の 家が 現在あった とい 

うこと を 知って 下されば、 これからの 探索に も 有利で 

あろうと 思います、 そこに 心 当りが あれば こそ、 わた 

し は 存外 簡単に 目的が 達せられ るので はない かと、 こ 


う 思いました ものです から、 強いて 弟 を 振 捨てて 帰つ 

て 参りました」 

奥方から こう 言われる と、 前に かしこま つ ていた 梶 

川 少年 は、 充分 それ を 納得して、 附け 加えて 申します、 

そんたく 

「拙者 も 実は、 奥方のお 心 持 を 左様に 忖度して おり ま 

した、 それの みならず、 関ヶ原まで あの 夜の 曲者 を 追 

いかけた 時に、 あれが どうした もの か、 途中で 何者か 

のために 辻 斬られて いる、 その 死骸に ぶつつ かって、 

とく 

篤と 見定めて 置いた のです。 彼が 暫くの 間で も、 御 当 

きんす 

家へ 下郎と して 仕えて いたと いう こと、 金子 も 取る に 

は 取った が、 それ は 無事に 戻った にか かわらず、 下郎 


の 分際と して、 何の 役に も 立つ まじき 系図に 目 を かけ 

たこと と、 その 系図 だけが 紛失して いる こと、 それら 

から 考え 合わせて、 これ は 背景が あるの だと 直感し ま 

したから、 その 時、 下郎から 相当の 証拠 を 集めて 置き 

ました。 これから 清洲へ 帰って、 あの 下郎の 身元 を 

洗って みれば、 それから だいたいの 当りが つくよう に 

信ぜられました から、 奥方 様に 先立って、 ひとり こち 

らへ 引返す こと を 主張し ましたの です。 それに は 幸い 

に 伊都 丸 君が 一 行 を 引 具して、 相 変らず 旅路 を 続けら 

れる という ことが かえって 好都合でした。 あなた 様と 

拙者と が、 立 戻って 来て いると いう ことが 知れて は、 


先方が 警戒し ます けれども、 今宵の こと は 誰も 知り ま 

せん、 今後 も、 あなた 様 は 決してお 座敷 を 離れて はい 

けません、 万事の 奉仕 は 拙者 一人が 致します、 出入り 

の 者に も 感づかれて はなり ません。 拙者 は 大丈夫です、 

こうして 昔と 変った 仲間 小者の いでたちで、 留守居 を 

頼まれた ようにし ていれば、 誰も 怪しむ もの はあり ま 

せん、 ことに ここ は 一城 廓と も 言って いい 別天地です 

もの —— そうして、 名古屋 城下に 程遠く もない 地の利 

を 占めて います もの、 ここ を 根拠と して、 これから 名 

くま 

古屋 城下 を 隈なく、 私が たずねます。 万 一 、 見知る 者 

があって はと 存じ、 面 を少々 灼 くこと に 致しました」 


梶川 少年から、 頼もしい 限りの 言葉 を 聞かされた 

ぎんなん かとう 

銀杏 加 藤の 奥方 は、 その 最後の 一句に 至って、 美しい 

面 を 曇らせて、 

「それ はいけ ませぬ、 面を灼 くと おっしゃい ましたね、 

梶川 様、 どういう こと をな さるの か 知れない が、 それ 

だけ は 思い 留まり あそばせ、 天の 成せる もの を、 人の 

力で 破壊す る こと は 宜しく ありませ ぬ、 身体 髪 膚の教 

え も， > J ざ います、 あなた の その 若 い 美し い お 面 を灼き 

こわして まで、 わたしたち は 助力 を 願う のに 忍び ませ 

ぬ」 

面を灼 くと 言った ために、 夫人の 心が いたく 隱 つけ 


られ たの を 見て、 梶川 少年 は 取りつ くろって 申し まし 

た、 

「拙者 とても、 強いて、 そんな 事 をしたい ので はあり 

ません、 岡 崎 街道で、 ああい うこと をし でかして 来て 

おもんぱか 

いますから、 万一 を 慮 つての 覚悟な のです」 

「もし、 そういう こと を 実行な さる 場合に は、 前以て 

必ず 一応、 わたくしに 御 相談 をな すって からの ことに 

して 下さい」 

「承知いた しました」 

「わたくしたちの 目的の ために は、 あなたに 指導者に 

なって いただかなければ ならない から、 あなたの 一身 


上の ことに ついては、 わたくしが 年上です から、 姉で 

あります から、 わたくしの 許しな しに は、 髪の毛 一筋 

でも 自由にな さる こと は 許し ませぬ」 

「は、 は、 は、 これ はきつ い 御 命令 を 承りました、 委 

細心 得て ござり まする」 

ここで 二人の 睦まじ やかな 会議、 新たに 意気 相 許す 

一 対の 姉と 弟が 出来 上りました。 

九十 五 

い きど お 

胆 吹の 御殿で はお 銀 様が 憤 つてい る。 


お 銀 様 は 絶えず 憤って いる 人で ある。 その 人が、 憤 

リの 上に また 一 つの 憤り を 加えた。 

何 を 憤つ ている。 

ぼうとく 

お雪 ちゃんと いう 子が、 恩 を 忘れて 裏切りの 冒瀆の 

行動 をして いる、 それ を 憤って いるの か。 そうで はな 

ヽ 0 

レ 

どんらん 

竜 之 助と いう 男が、 無制限の 放縦と、 貪婪と、 虚無 

に 盲進す る、 それ を 憤って いるの か。 そうで もない。 

そんな こと はこの 暴 女王に とって は、 憤慨ではなくて、 

むしろ 興味で ある。 

そもそも、 この 暴 女王が 今日に 及んで、 かく も 深く 


ゆえん  おの 

憤り を 発して いると いう 所以の もの は、 己れ の 夢想す 

る 王国が、 土台から グラ つき出し たから、 それ を 見せ 

つけられ るが ために 憤って いるのに 相違ない。 

人間と いう やつ は 度し難い もの だ、 人間と いう やつ 

は 救うよ り は 殺した 方が 慈悲 だ、 とさえ ややもすれば 

観念せ しめられる ことの 由 を 如何と もし 難い。 

ナゼ ならば、 彼女 は 己れ の 強力 を 傾注して、 

有象無象 をよ く 生かして やらん がた めに 事 を 企てて い 

るが、 ここに 来る 奴、 集まる 奴に 口 クな奴 はない！ 

いや、 ここに 来る 奴、 集まる 奴に ロクな 奴がない ので 

はない、 およそ 生きん こと を 欲する 人間に ロクな 奴が 


ない！ という 断案 を 得ようと して、 それ を 得させ ま 

いがため に、 自ら 苦心、 焦慮、 憤慨して いるので ある。 

もし、 こういう 論理 を 許す とすれば、 自分の 王国 主 

義を、 甘んじて 虚無主義に 屈服せ しむる 結果と なる、 

それで は 絶滅の 使徒、 虚無の 盲人に 笑われる ばか リ だ。 

生の 哲学から、 死の 哲学に 降服 を 余儀なく される ばか 

り だ。 

彼女 は、 ここに 働く 人間 共の 表裏 を 見せつ けられる。 

人間 は 働きたい が 本能で なく、 なまけた いのが 本能 だ。 

生 をぬ すまん がた めに 表面 追従す る だけで、 生の 拡大 

きょうこ  ごんぐ 

と 鞏固と を欣 求す るよう な 英雄 は 一 人 も 来 やしない。 


彼等の 蔭口 を 聞いて いると、 この 王国 を 愚弄し、 わが 

暴 女王の 甘き に タカる あぶら 虫の ような 奴等ば かりだ。 

こんな 連中に 世話を焼いて やるべき もので はない。 残 

らず 叩き出して、 出直させ るに 越した こと はない！ 

とさえ、 この 女王 を 思い 迫らせる。 

とざ 

王国の 門 を 鎖し、 垣 を 高く して、 いま 来て いる 奴等 

を 残らず 叩き出して、 新たに 出直さす —— と 言った と 

ころで、 彼等 を どこへ どう 叩き出して、 どこから 出直 

させる。 所詮、 母の 胎内へ 押 戻して、 再び 産み 直させ 

るより ほかに 道 はない。 

お 銀 様 は、 この 深い 憤り を 抑えて、 御殿の 一間から 


琵琶の 湖面 を ながめて いる。 

憤って いるの は、 お 銀 様ば かりで はない。 道 庵と い 

うような 出しゃばり 者 を 別にして は、 誰も 彼 もが、 み 

んな 憤って いる —— ように 見える。 およそ 今の 時勢に 

笑って なん ぞ いられる 奴 はない。 

お 銀 様が、 これ を 深く 憤って いる 時に、 城下 —— 御 

殿下と か、 屋敷 下と かいうより は、 ここから は 城下と 

いった 方が ふさわしい、 胆吹 御殿の 城下が にわかに 物 

騒がしくな りました。 春 照、 弥 高の 里で、 早鐘が 鳴リ 

出しました。 

いっき 

「 一 摸が 来る ぞ！」 


「百姓 一 揆が 押して 来た ァ—」 

どこから ともなく 響く 号 叫。 
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